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一　漂流記への関心
漂流記への私の関心は、1996 年に東北大学が新

設した東北アジア研究センターという組織に所属し
たことが大きなきっかけだった。同センターは東北
アジア（日本、朝鮮半島、モンゴル、ロシア、中国）
の地域研究を任務としており、江戸時代史が専門分
野だった私は日本地域の担当ということになった。
数年たったころに、せっかく学際的なセンターに所
属したのだから、これを機に対外関係史を研究して
みようと考えはじめるようになった。

そこで思い浮かんだのが若宮丸漂流民のことだっ
た。1988 年から始まった石巻市史の編纂に参加し
たが、そのときに若宮丸漂流民も執筆対象になった。
石巻の若宮丸が江戸に向かって出帆したあと、磐城
沖で遭難し、アリューシャン列島まで流され、乗組
員はロシアに保護されていた。1804 年に遣日ロシ
ア使節のレザーノフが若宮丸漂流民を長崎に送還
し、幕府に貿易を求めたということはよく知られた
史実だが、若宮丸の地元だけにその漂流史は市史に
とっても大事なテーマだった。担当は私ではなかっ
たが、編纂委員会でもしばしば若宮丸のことが話題
になっていた。

そうか、若宮丸のことを追いかけていけばロシア
との関係がもっと具体的にわかるようになるかもし
れない、と思いついたのである。江戸時代の日露関
係史は、ロシア史研究者の木崎良平氏による、いく
つものお仕事があった。1992 年刊行の『光太夫と
ラクスマン』（刀水書房）、1993 年の『日露交渉史』

（明玄書房）に続いて、1997 年に『仙台漂民とレ
ザノフ』（刀水書房）を刊行しておられた。木崎氏
にはこのほか、ロシア漂流日本人に関する網羅的な

論文もあったので、幕末以前の日露関係はおおむね
漂流民を軸に展開していたのだということが理解で
きた。

大島幹雄氏も 1996 年に『魯西亜から来た日本
人 : 漂流民善六物語』（廣済堂出版）を出帆してお
られた。若宮丸漂流民の一人でロシアに帰化した善
六が主人公で、ドキュメンタリータッチの歴史叙述
は魅力的だった。しかも大島氏が 2000 年に翻訳刊
行されたレザーノフ『日本滞在日記』（岩波文庫）は、
日本側の史料だけで研究されてきたレザーノフ来航
について新たな材料と視点を提供するものだった。
これを読んで、自分のやるべきことが見えてきた。
もっとロシア側の史料を集めようと。

二　ロシア史料の調査
幸いなことに東北アジア研究センターにはロシ

ア・ソ連史を専門とする寺山恭輔氏がおれたので、
寺山氏の全面的なご協力をいただいて、2000 年に
共同研究「前近代における日露交流史料の研究」を
立ち上げた。寺山氏のご尽力により、数人のロシア
人研究者にもプロジェクトに参加していただくこと
ができた。彼らには、ロシアの史料所蔵機関で日本
関係史料の調査・収集をお願いした。おかげで、そ
れまで知られていなかった多くの日本関係史料を確
保することができた。入手したロシア語史料は、ロ
シア学を専攻する若手の日本人研究者を全国から募
集して翻訳を進めた。

その成果として 2004 年から 2010 年にかけて、
『ロシア史料にみる 18～19 世紀の日露関係』第 1
集～第 5 集（東北大学東北アジア研究センター叢書）
を刊行することができた。ここには、ロシア帝国が
シベリアやカムチャッカ半島、アリューシャン列島
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に版図を拡大していく過程や、ロシア政府が日本に
大きな関心を示し、日本人漂流民を積極的に保護す
るようになっていく経緯など、ロシアが日本にアク
セスする過程の基本史料 285 点が収録されている。
インターネットで東北大学図書館にアクセスし、「機
関リポジトリ」で書名検索すれば全 5 冊の閲覧や
ダウンロードができる。18～19 世紀は日本では江
戸時代の中後期にあたるが、この時期の日露関係に
関心のある方はぜひ活用していただきたい。

三　漂流記データベースの作成
こうしたロシア側史料の調査を進めていくなか

で、日本人漂流民の全体調査が必要だということも
痛感した。これまでの漂流民・漂流記の研究で、か
なりたくさんの漂流事件が確認され、漂流記なども
紹介されてきた。たとえば川合彦充氏の『日本人漂
流記』の附録「近世日本漂流編年略史」（社会思想社、
1967 年、以下「川合本」）には、1611 年（慶長 16）
から 1868 年（明治元）までの漂流事件 266 件が
収録されている。よくぞこれだけ調べたものだと感
心したが、残念ながら事件ごとの出典が示されてい
ないため、各漂流の具体相を追跡調査することはむ
ずかしい。

その後、加藤貴氏が『漂流奇談集成』（国書刊行会、
1990 年、以下「加藤本」）を編纂し、いくつかの
漂流記を翻刻された。同書の附録「日本近世漂流記
年表」には、205 件の漂流事件が収録され、典拠と
なる史料や漂流記も併記されていた。これであれば
漂流記の追跡調査もできるので、ありがたいデータ
ベースだった。

とはいえ、さらに多くの漂流記情報の収集が必要
だと考え、2003 年から 2 年計画で、東北アジア研
究センターの研究プロジェクトとして「日本近世漂
流記の基礎的研究」を開始した。研究協力員として、
当時東北大学の大学院生だった竹原万雄氏に漂流記
に関する情報収集を依頼した。

竹原氏には、川合本と加藤本のほかに、同志社大
学図書館刊行の『日本人漂流記文献目録』（服部純
一編、1984 年）、岩波書店の『補訂版国書総目録』（第

八巻）の「補遺」や、国文学研究資料館編『古典籍
総合目録』をはじめ、インターネットで漂流記の検
索をかけてもらった。とくに北海道大学付属図書館
北方史料データベース、東京海洋大学附属図書館デ
ジタル資料、⑧早稲田大学図書館 WEB 展示会等は、
漂流記関係の情報がまとまって掲載されており、こ
れらも漂流史料を確認するのにかなり役にたった。

調査は目録やデータベースからの検索が中心で
あったが、かなりたくさんの漂流記・漂流記事を収
集することができた。それらから、「漂流年」「船名」

「船籍地」「帰国年」「乗組員名」「乗組員数」「帰国ルー
ト」などの情報を確認し、漂流事件として把握可能
になったのが 341 件であった。これらについては、
本書の第 2 編に「漂流年表」として整理した。ま
た今後の研究の便に供するために、これら年表の根
拠となった出典等までまとめた情報を「漂流記目録」
として掲示した。出典情報には精粗があるが、目当
てをつけた漂流事件を研究するさいには、史料調査
等にかなり役に立つことになるだろう。

しかし、漂流年が確定できなかったり漂着地が不
明であるために、「漂流年表」や「漂流記目録」に
分類することができなかった漂流記や漂流記事も少
なくない。それらを「未分類漂流記」としてまとめ、
405 件を収録した。この「未分類漂流記」のデータ
については、今後、各漂流記の内容を個別に点検し
て、漂流年代や漂着地、漂流船名などが確認されれ
ば、新たな漂流事件として「漂流年表」と「漂流記
目録」への移動が可能になる。それが実現できれば、
記録で確認できる漂流総数は優に 500 件を越える
のではないだろうか。しかも沈没や行方不明のため
に記録にも残されなかった遭難・漂流事件は、これ
以外にも無数にあったに違いない。

また第 3 編第 3 部には「漂流記集」として、複
数の漂流記や漂流記事を編集した記録も収めた。こ
こに収録した漂流記集は、江戸時代に編纂されたも
のから近年に刊行されたものまで、102 件にのぼっ
ている。複数漂流記の編集本であることが明らかな
もののほか、表題や書誌情報から複数の漂流記が含
まれていると判断したものも収録した。江戸時代後
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期から漂流記集の編纂が増えてくるが、それは漂流
民たちの特異な体験への好奇心と、彼らが伝えた海
外情報や異国への関心が高まってきたからだろう。

四　刊行にいたるまで
以上が漂流記情報収集の経緯だが、2004 年度末

にはこのデータベースはできあがっていた。にもか
かわらずその公開が遅れたのは、ひとえに本プロ
ジェクトの代表である平川の事情によっている。

この調査遂行中の 2003 年 7 月に宮城県北部連続
地震が発生したことから、被災地の歴史資料（史料）
保全活動を開始することになった。被災地活動が一
段落したら漂流記調査を再開するつもりだったが、
災害が来る前の古文書等のデータベース化を新たな
課題としたために、史料保全活動を継続していくこ
とになった。しかも 2008 年 6 月の岩手宮城内陸地
震、2011 年の東日本大震災と、連続してこの地は
大きな災害にみまわれたことから、史料レスキュー
や保全活動に多くの時間と労力を費やすことになっ
た。

さらに 2007 年の東北大学防災科学研究拠点の設
置、2012 年の災害科学国際研究所の開設など、大
学の防災・災害研究組織の運営も担ったために、そ
の後の漂流記調査に手をつけることができない状況
になってしまった。

こうしたことから、このデータベースは長い間、
眠り続けてきた。だが石巻若宮丸漂流民の会の事務
局長である大島幹雄氏から昨年、あの漂流記のデー
タベースはどうなっていますかという問い合わせが
あった。そうだ、あのデータを眠らせておくわけに
はいかないという思いがわきあがり、本書刊行の大
きなきっかけになったのである。目覚めさせてくれ
た大島氏には大いに感謝したい。

なお、この漂流年表と漂流記目録は、当時大学院
生だった竹原万雄氏の協力なくしてはできあがらな
かった。情報収集と煩雑なデータの整理に精魂をこ
めてあたっていただいたことに改めて感謝したい。
本書の共編者である竹原氏からは、刊行にあたって
次のメッセージをいただいた。紹介しておきたい。

「本書は、2004 年に作成した『日本近世漂流記
の基礎的研究－漂流年表・漂流記目録』の報告書を
底本としています。漂流年表・漂流記目録に関して
は、当時、できる限り疎漏のないように努めました
が、記述の誤謬があるかもしれません。しかも報告
書作成から 20 年が経過しており、写本の所蔵機関
の名称をはじめ、さまざまな変更が生じていること
も予想されます。しかし、近世漂流記研究に取り組
まれる方々には、漂流事件の把握や資料検索におい
て多少なりとも貢献できれば幸いです。」

五　論説編について
本書には、第 1 編として論説編を置いた。漂流

民を題材としてこれまで書いてきた平川の論考のな
かから 5 本を収録している。

論考 1「開国以前の漂流民と日露関係」は、東北
アジア研究センターが 1997 年にロシア科学アカデ
ミー・シベリア支部（ノボシビルスク市）にシベリ
ア連絡事務所を開設したさいの合同シンポジウム

「歴史にみるロシアと日本」でおこなった報告であ
る。日本人漂流民に対するロシア政府の対応が時期
によって大きく異なっていることから、その特徴を
段階的にまとめたものである。

論考 2「遣日ロシア使節レザーノフ来航史料にみ
る日本の政情」は、若宮丸漂流民を長崎に送還して
通商を求めたレザーノフの『日本滞在日記』やロシ
ア史料をもとに、そこから読み取ることができる日
本の政情について論じたものである。とくに日本側
史料では未確認であった対外政策をめぐる幕府と朝
廷の関係を、ロシア史料をもとに明らかにできたこ
との意義は大きい。

論考 3「若宮丸漂流民善六とゴロヴニン事件」は、
1813 年、日本がクナシリ島で捕虜にしたロシア海
軍士官ゴロヴニンと、その報復としてロシア側がク
ナシリ島沖合で拿捕した高田屋嘉兵衛の捕虜交換交
渉に際し、ロシアに帰化していた若宮丸漂流民善六
がロシア側通訳として箱館に現れたことを検討した
論考である。とくに箱館奉行所役人松田伝十郎の「北
夷談」附図には、上陸したロシア士官のほかに小柄
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な人物が描かれており、これがロシア名キセリョフ
こと日本名善六であることを論証している。

論考 4「ロシア漂流若宮丸と船主米沢屋」は、こ
れまで不明だった若宮丸船主である米沢屋の素姓を
新出史料によって明らかにしたものである。米沢屋
は数隻の千石船を所有した石巻の有力商人であり、
材木商のほか、藩の国産方役所のもとで「御国産方
差配人」として〆粕や魚油などの海産物を集荷する
特権を与えられた商人であった。

論考 5「明国広東船の仙台領漂着と送還」は、
1796 年（寛政 8）、本吉郡大室浜（石巻市北上町
十三浜大室）の沖合に漂着した中国広東省の漂流船

の保護と送還を扱ったものである。日本と清国との
間には漂流民の相互相関の関係があったが、仙台藩
の儒者や僧侶たちと広東漂流民とが筆談した記録を
もとに、その接遇や長崎へ送り届ける様子などを明
らかにしている。

なおこのほか、拙著『開国への道』（全集日本の
歴史十二、小学館、2008 年）の第二章「漂流民た
ちの見た世界」では、大黒屋光太夫と若宮丸のロシ
ア漂流と帰国の全過程、および彼らがもたらした海
外情報と日本認識のあり方などについて論じてい
る。ご参照いただければ幸いである。
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＊海難と漂流
四方を海に囲まれた日本の有力な交通手段は海運

である。古代以来、国内輸送にしても海外交流にし
ても、船は重要な移動手段だった。だが、海運が盛
んになるにつれて海難事故も多くなった。海岸沿い
に進む沿岸走法であれば天候の急転を避けて近くの
湊や入り江に避けることもできるが、遠距離航行に
適した沖合走行が開発されると海難事故も多くなっ
た。突風や大波にあおられて沈没してしまえば海の
藻屑となった。

漂流というと漁船を思い浮かべやすいが、じつは
商船や幕府・藩の領主米や荷物を運ぶ御用船のほう
が圧倒的に多かった。漁船は小型で沈没しやすいた
めに、漂流にいたらないからである。商船や御用船
は千石船などのように大型船が多く、沈没さえ免れ
れば漂流していくことになる。仙台藩の遭難記録に
よれば漁船の遭難も 3 分の 1 ほどあるが（『石巻の
歴史』第 4 巻）、漁船が漂流して救われた事例は、
全国的にみてもそう多くはない。土佐のジョン万次
郎が乗ったカツオの一本釣り船など、わずかである。

強い波に打たれて舵が壊れたり、強風でバランス
を崩したりしないように帆柱を切り倒すこともあっ
た。そうなると操船ができないために、あとは風ま
かせ波まかせの漂流になった。全国各地の漁村や港
町には、土地の村役人が難破船を救助したことや船
の難破を証明した裏手形が多数残されている。幸い
にして国内の沿岸に漂着したことから命が助かった
のである。

だが、沖合に流されると消息はたどれない。漂流
中に沈没した船も多かった。だが数ヶ月の漂流の末、
どこかの島や陸地に漂着し、かろうじて助かった人

たちも少なからずいた。そうした漂流民がなんとか
帰国することができると、漂流に関する記事が書か
れたり、漂流記が残されたりしたのである。

＊漂流船の漂着地
確認できた 341 件を漂流地ごとに分類したのが

表1である。漂流地は北太平洋全域に広がっている。
日本各地の港を行き来する航海の途中で嵐に遭遇
し、漂流した。漂流の期間は、1 か月程度から半年
を超えるものまである。それでも生きながらえるの
は、廻船の場合、売買用の米や海産物などを積み荷
としていたからだ。これらを食料とすることができ
たために、沈没さえしなければ長期の漂流にも耐え
られた。同じような場所で嵐にあっても、南海に流
されるか、北方に吹き飛ばされるかは、海流と季節
風次第だった。飲料水は雨水をため、魚を釣ってお
かずにしたらしい。

漂着地としてもっとも多いのは、日本近海の島々
の99件である。次が隣国の97件。内訳は中国47件、
朝鮮 42 件、琉球 8 件である。南方海域は 35 件で、
台湾以南の東南アジア沿岸に広く漂着している。ル
ソン島の 14 件が一番多い。北方海域も千島列島か
らカムチャツカ半島、アリューシャン列島、樺太な
ど広域に及んでいる。沿海州が多いのは、日本海を
航行中の船が対岸に漂着したものだ。さらに、太平
洋の向こうの北米やハワイ諸島に漂着した船も 13
件あった。

表 1 で注意しておきたいのは、「外国船による救
助」の 45 件である。これは漂流中の日本船を外国
船が洋上で救助した事例である。その内訳を表 2
にあげた。興味深いのは 1700 年代までは 4 件（「漂
流年表」「漂流記目録」の No. 22､ 96､ 135､ 147。

概論
漂流の諸相
平川　新
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以下 No. のみ記す）にすぎなかったが、1806 年に
大坂船がハワイ近海でアメリカ船に救助されたのを
皮切りに、外国船による救助が 1868 年までに 41
件もあったことだ。

内訳をみると、アメリカ船の 25 を筆頭に、イギ
リス船 4、スペイン船 3、オランダ船 2、フランス船、
ドイツ船、ロシア船の各 1 となっており、太平洋
海域における欧米の活動ぶりがこの数字に反映され
ている。アメリカ船が 25 件と突出しているのは、
19 世紀初頭から鯨を追って太平洋に本格的に進出
しはじめたからである。

これをみると、漂流事件は、単に日本における海
運事情の変化を反映しているだけではなく、漂着・
救助・送還を巡って、世界状況を敏感に反映する歴
史現象だといってよい。

＊時期別漂流件数
表 3 は、341 件の漂流を世紀ごとにまとめたも

のである。1600 年代と 1700 年代は 100 年間の集
計だが、1800 年代は明治 1 年までの 68 年間の件
数である。それでも前世紀よりも件数が多い。それ
は 1 年当たりの漂流件数を見るとよくわかる。17
世紀は 0.73 件だが、19 世紀は 1.06 件、19 世紀は
2.50 件である。17 世紀に比べて 3.4 倍まで増えて

表 1　漂流地別内訳

漂着地 件数

日

本

近

海

八丈島 29

99

青ヶ島 12

鳥島 14

御蔵島 1

小笠原諸島 2

種子島 14

屋久島 1

対馬 1

蝦夷地（北海道） 21

エトロフ島 4

隣

国

中国 47

97朝鮮 42

琉球 8

南

方

海

域

台湾 8

35

マカオ 2

バタン諸島 3

ルソン島 14

ミンダナオ島 1

パラオ諸島 1

マリアナ諸島 1

オーシャン島 1

安南（ベトナム） 3

ジャワ島（インドネシア） 1

北

方

海

域

千島列島 3

23

カムチャツカ半島 4

アリューシャン列島 5

樺太 1

沿海州 10

北

米

アラスカ 1

13
カナダ 1

アメリカ 7

ハワイ諸島 4

外国船による救助 45

無人島 2

不　明 27

合　計 341

表 3　時期別漂流件数

時　期 件数 1 年当り

1611 ～ 1700
（慶長 16 ～元禄 13） 65 0.73

1701 ～ 1800
（元禄 14 ～寛政 12） 106 1.06

1801 ～ 1868
（享保元～明治元） 170 2.50

表 2　外国船による救助（1666～1868 年）

国　名 1700 年代まで 1800 年代

オランダ船 1 2

清国船 2 1

アメリカ船 25

イギリス船 4

スペイン船 3

フランス船 1

ドイツ船 1

ロシア船 1

不明外国船 1 3

合　計 4 41
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いる。
18 世紀半ばまでは、陸地が見える程度の海上を

湊々に停泊しながら航行する「地乗り」が主流だっ
た。山や地形を目当てに進むため昼間の航海だった。
だが 18 世紀以降、「沖乗り」航法が開発されると、
磁石と海路図を頼りに目的地に向かって直航するよ
うになった。湊への停泊も少なくなり、夜間も航行
している。所要日数は大幅に短縮したが、嵐に遭遇
したときに湊への避難が遅れて遭難の危険度が高
まったのである。しかも漂流が増大するのは、列島
全域での廻船の活動が年々盛んになっていったこと
にも比例している。

とはいえ、19 世紀でも漂流は年間平均 2.5 件だ
から少ないようにみえる。だがこれは、あくまで漂
流年や漂流地が判明している事例からの数値であ
り、記録に残らない実際の漂流件数は数十倍あった
とみたほうがよいだろう。廻船による物流の活性化
は、漂流を日常的な社会現象にしたのであった。江
戸時代は、まさに「漂流の時代」だったといってよ
い。

＊漂流民の運命
嵐で遭難した船の乗組員の運命をわかりやすく示

したのが、図 1 である。図に即して説明していこう。

図 1　漂流民の運命
嵐に遭遇 転　覆

漂　流 海中転落、病死、自殺 漂着 漂着時に殺害

奴隷

保護 帰化残留

病死

脱出

送還 船中病死

入国不可

帰国

漂流のほとんどは嵐に遭遇したところから始ま
る。激しい風波に耐えられずに転覆してしまえば、
それでおしまいだ。この段階でどれほどの人が犠牲
になったか。だが、帆柱を切り倒して船のバランス
をとったり、積み荷を海中に捨てて船を軽量化し、
なんとか沈没を免れれば、そこからが漂流の始まり
となる。

どこに流されていくのか。それは風と波次第だっ
た。流されている間に、また嵐にあって転覆した船
も少なくない。漂流中に海中に転落したり、病死す
ることもあった。長い漂流生活に悲観して自殺した
乗組員もいた。積み荷の食料が無くなれば船上での
餓死が待っていた。

こうした困苦の末にどこかの陸地や島に漂着でも
すれば、まれにみる幸運だといってよい。だが、そ
れで命が助かるわけではない。上陸しても現地人か
らすれば不審者になるので殺害されたり、船の積み
荷を狙われて襲撃されることもあった。あるいは現
地人に捕縛されて奴隷となった例もある。

一方で、現地民に保護されて地元の女性と結婚し
て子供をつくり、日本に帰るきっかけを失った漂流
民もいる。病気で亡くなった者もいれば、望郷の念
やみがたく、いろいろな手づるを必死にたどって帰
国の道を切り開いた漂流民もいた。

＊帰国の仕方それぞれ
表 1 の「漂流地別内訳」をみると、中国は 47 件、

朝鮮は 42 件と圧倒的に多い。ところが、朝鮮半島
や中国沿岸、琉球に漂着した場合、他の国よりも比
較的帰国しやすかった。朝鮮、中国、琉球と日本と
の間には、幸いにして漂流民の相互送還の関係がで
きていたからである。

朝鮮と日本は対馬藩を介した外交関係（通信の国）
が成立しており、朝鮮人が日本沿岸に漂着した場合
には対馬藩を通して釜山の倭館に送還され帰国でき
た。逆に朝鮮半島に漂着した日本船の乗組員は、釜
山の倭館に駐在している対馬藩の役人に引き渡さ
れ、日本に帰国することができた。

中国に漂着すると中国商人の長崎貿易の基地であ
る作

さ

浦
ほ

（浙江省嘉興市）に送られ、そこから中国商
船に乗って長崎に送還された。中国との間に正式の
国交はなく、交易関係のみ（通商の国）だったが、
日本人漂流民を長崎に乗せてきた中国商船には幕府
が謝礼を出している。そのことも中国商人が日本人
漂流民を積極的に送り返す動機付けになっていたよ
うだ。
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逆に日本沿岸に漂着した中国人は、漂着地の村役
人や領主の世話によって長崎まで送られ、そこから
中国船に乗って帰国できた（本書第 1 編「5. 清国
広東船の仙台領漂着と送還」参照）。

琉球漂着の場合は、薩摩藩の琉球在番奉行に引き
渡し、薩摩を経由して郷里の役所へ送り返されてい
る。琉球人の日本漂着の場合は、この逆のルートが
機能した。

これら三国以外、幕府は外交・貿易関係を結んで
いなかったから、相互送還の関係はなかった。南方
の台湾やフィリピン、ベトナムから帰国するには、
長崎に向かうオランダ船を探すか、中国に渡って長
崎行きの中国船を探すしかなかった。しかし、それ
を実現できたのは、ほんのわずかな人たちだった。

異国に漂着した漂流民たちがたどった運命を、い
くつかの事例で確認しておこう。

＊漂着時に殺害された漂流民
1644 年、越前国三国新保村の 3 隻の船が松前交

易のために佐渡を出帆するも佐渡沖で嵐にあって漂
流。「韃靼国」（清国）に漂着した。住民の計略で陸
におびき出されて弓を射かけられ，乗組員 58 人の
うち 43 名が殺害されてしまった。生き残った 15
名は瀋陽に送致され、清皇帝の後見人である睿親王
に引見された。のち朝鮮に送還され対馬を経て帰国
している（本書第 2 編「漂流年表」No. 12。以下
No のみ）。

1695 年、大坂の淡路屋又兵衛の船（15 人乗り）
が嵐に遭って 7 ヶ月漂流の末、カムチャッカ半島
南部に漂着した。漂流中に 2 名が海中に転落して
死亡したが、漂着時に現地民に襲撃されて 2 名が
殺害された。10 人はどこかに連行されて行方知れ
ずとなったが、伝兵衛は現地民のもとに残されて生
活していた。のちカムチャッカを支配したコサック
隊長に保護された伝兵衛はモスクワに送致された。
1701 年にロシア皇帝ピョートル 1 世に引見され、
ペテルブルグに初めて開設された日本語学校の教師
となった（No. 63）。

＊奴隷になった漂流民
1668 年、尾張国知多郡大野村の商船が三河国大

山沖で遭難し、バタン島（フィリピン）に漂着。現
地民に船を壊され、15 人の乗組員が奴隷的に使役
されたが、年配の乗組員 2 人が働きが悪いとして
殺された。漂流民たちは日本から金銀銅鉄を持ち
帰って交易するためには船が必要だと現地民を説い
て造船し、その船で 11 人が脱出した。現地女性と
結婚した 1 人は残留した。脱出者は清国宝登山に
到達し、九州五島に帰着した（No. 24）。

1764 年（明和元）、函館を出帆した筑前国志摩
郡唐泊浦の伊勢丸（20 人乗り）が鹿島灘で遭難し、
ミンダナオ島（フィリピン）に漂着。現地民に捕縛
されて使役される。9 人が死亡し、4 人が転売され
て行方不明となる。残る 7 人もボルネオに転売さ
れた。うち 1 人が華僑に買われ、さらにオランダ
人に売られる。帰国を懇願し、1771 年にオランダ
船で長崎に帰着した（No. 143）。

＊残留した漂流民
1841 年（天保 12）、摂津国兵庫西宮の永住丸（13

人乗り）が西宮から奥州に向けて出帆。下総国犬吠
埼沖で北西風にあおられて遭難した。7 ヶ月漂流し
てスペイン船に救助されスペイン領メキシコに着。
6 人がスペインの居留地マカオに送還され、6 人が
メキシコに残留する。1 人は消息不明。1844 年、
作浦から 5 人が中国船で長崎に帰着するも、1 人は
マカオに残留した（No. 247）。

＊�入国できなかった漂流民（モリソン号打払い
事件）
天保 3 年（1832）10 月、尾張国知多郡小野浦の

宝順丸（14 人乗）が遠州灘で遭難し、翌年末、北
アメリカ・フラッタリ岬に漂着。このとき生存者は
3 人だった。インディアンに助けられ、村で使役さ
れる。やがてイギリスのハドソン会社に保護されて
ロンドンに渡った。その後、マカオに送致されるも、
イギリスと清国のアヘン戦争により、マカオにとど
まる（No. 230）。
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天保 6 年（1835）、肥後国飽託郡川尻の船（4 人乗）
が天草沖で流され、ルソン島に漂着した。マカオに
送致されて、尾張国宝順丸の 3 人と出会う。マカ
オ在住のアメリカ人商人が漂流民を日本に送還し日
本政府との通商交渉の機会にしたいと考え、尾張国
の音吉、久吉、岩吉、および肥後国の庄蔵、寿三郎、
力松、熊太郎をモリソン号に乗せて日本に向かった。
江戸湾入口の浦賀沖に停泊したところ、幕府の異国
船打払令のために砲撃を受け退去せざるをえなかっ
た。鹿児島で薩摩藩と交渉するが、漂流民は交易の
あるオランダ人から日本へ送還するべきだと引き取
りを拒否され、漂流民は上陸することができなかっ
た。上海に住んだ音吉はその後、安政元年（1854年）、
イギリスの通訳として長崎に来航し、日英和親条約
の締結交渉に力を尽くした（No.237）。

＊外国の君主や大統領に拝謁した漂流民
漂流先で保護されるだけでも幸運だが、漂流国の

トップに引見された漂流民もいた。日本への強い関
心を抱いていたからである。
＜ロシア皇帝＞
もっとも多いのはロシア皇帝に拝謁を許された漂

流民たちである。一番古く確認できるのは、前掲「漂
着時に殺害された漂流民」の項目でも紹介した大坂
の淡路屋又兵衛船に乗っていた伝兵衛である

（No. 63）。15 人乗り組みだったが、1615 年にカ
ムチャッカに漂着したあとは伝兵衛だけの消息しか
わからない。その伝兵衛は 1701 年にロシア皇帝
ピョートル 1 世に引見されている。

その次は 1728 年にカムチャッカ半島に漂着した
薩摩の若潮丸（17 人乗）の宗蔵と権蔵である

（No.98）。ロシアの記録には「ソーザ」と「ゴンザ」
と記されている。ペテルブルグでアンナ女帝に引見
された。2 人ともロシア正教の洗礼を受け、のちに
日本語学校の教師となった。

ロシア皇帝に拝謁した 3 番目は、1782 年にア
リューシャン列島に漂着して保護された伊勢国白子
村の神昌丸（17 人乗）の大黒屋光太夫である

（No. 159）。イルクーツクで生活していた光太夫は

イルクーツクの商人ラクスマンに連れられてペテル
ブルグに入り、1791 年に皇帝エカチェリーナ 2 世
に引見され、帰国を許された。

4 番目は、1793 年にアリューシャン列島に漂着
した石巻の若宮丸漂流民である。彼らはイルクーツ
クで生活していたが、日本送還を機に貿易交渉をす
るというイルクーツク商人らの献策が採用され、ロ
シア政府としての遣日使節派遣が具体化した。
1803 年に漂流民 10 人がペテルブルグで皇帝アレ
クサンドル 1 世に引見され、津太夫ら 4 人が帰国
の意思を示し、日本に送還されることになった。
＜清国の皇帝後見人＞
前述の「漂着時に殺害された漂流民」の項目でも

紹介したが、1644 年に韃靼国に漂着した越前国三
国の漂流民は、漂着時に 43 人が殺害されたが、生
き残った 15 名は瀋陽に連行された。1644 年はちょ
うど中国で明朝が滅び、清朝（満州人）が建国され
た年であった。順治帝は 8 歳の幼君であり、叔父
の睿親王が後見人として実権を掌握していた。漂流
民たちは睿親王に引見されたあと、朝鮮経由で帰国
できた。中国はちょうど明清の王朝交代期であり、
この時期の瀋陽や北京の様子を記した「韃靼漂流記」
は貴重な記録となっている（No. 12）。
＜安南国王＞
奥州名取郡閖

ゆり

上
あげ

村（宮城県名取市）の大乗丸（16
人乗）が、1794 年、新穀を積んで江戸に向けて石
巻を出帆し、房総沖の荒天で吹き流され、約 2 ヶ
月漂流して安南（ベトナム）に漂着。嘉定（ホーチ
ミン市）の「王城」で国王の阮福暎（グエン・フッ
ク・アィン）に引見された。塩釜桂島出身の沖船頭
清蔵が持っていた「和漢無隻之袋」（国語辞書）は
安南国王に求められたため献上したという話もあ
る。清蔵は病死したが、残った漂流民は国王が手配
をしてポルトガル船に乗船してマカオに送られ、清
国役人の斡旋により広東を経て作浦から長崎に送還
された（No. 167）。
＜アメリカ大統領＞
摂津国菟原郡大石村の栄力丸（17 人乗）が上方

から江戸に向かう途中、紀伊半島の大王崎沖で嵐に
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遭遇。2 ヶ月の漂流後、南鳥島付近でアメリカ船に
発見され救助されて、サンフランシスコに上陸する。
日本送還のために香港に渡るが、他の漂流民からモ
リソン号事件で日本に入国を拒まれたことを聞い
て、再びアメリカに戻り、ニューヨークで生活する。
のち 1853 年に日本人として初めてアメリカ大統領
フランクリン・ピアースと会見した。また上院議員
の秘書となったあと、ジェームズ・ブキャナン大統
領とも会見した。1859 年、駐日公使ハリスの通訳
として帰国している。1862 年には、ブキャナンの
次の大統領エイブラハム・リンカーンとも会見して
いる。1863 年、再び日本に帰国した（No. 287）。

＊将軍・藩主が引見した漂流民
幸いにして日本に帰国できた漂流民は故郷に戻る

ことができたが、その漂流体験や異国体験に関心を
もった為政者もいた。百姓身分の者が将軍や藩主に
引見されるのは破格の待遇である。いくつかの事例
を紹介しておきたい。
＜将軍家斉＞
先にロシア皇帝エカチェリーナ 2 世に引見され

た伊勢国の大黒屋光太夫は、1793 年に遣日使節ラ
クスマンによって根室に送還されるが、帰国後、
11 代将軍徳川家斉に引見され、ロシア事情の聞き
取りを受けた。記録は桂川甫周らが『漂民御覧之記』

『北槎聞略』としてまとめ、蘭学の発展や日本の国
防政策に大きな影響を与えた（No. 159）。
＜仙台藩主伊達周宗＞
先に安南国王に謁見を許された奥州名取郡閖上浜

大乗丸漂流民を紹介したが、帰国した 1797 年、江
戸藩邸で仙台藩主伊達周宗に引見されている

（N0. 167）。
藩主周宗は、もう 1 組の漂流民も引見していた。

ロシア皇帝のアレクサンドル 1 世に引見された石
巻の若宮丸漂流民は、1804 年に遣日使節レザーノ
フによって 4 人が長崎に送還された。レザーノフ
が求めた通商は幕府によって拒否されたが、仙台藩
江戸藩邸で藩主の伊達周宗に引見されている。その
後、仙台藩の蘭学者大槻玄沢らの聞き取り調査で編

纂されたのが、『環海異聞』である。漂流民の証言
と蘭学者たちが収集していた外国書籍をつきあわせ
て描かれた絵図が多数収録されている。以後、仙台
藩はロシア学を急速に充実させていくことになった

（No. 166）。
＜徳島藩主蜂須賀斉昌＞
天保 12（1841）年 11 月、奥州に向けて出帆し

た摂津国の栄寿丸（12 人乗）は犬吠岬沖で漂流した。
翌年 2 月、スペイン船に洋上で救助され、7 人がス
ペイン領カリフォルニア半島に送られた。その後ス
ペイン船で広東に送られ、1843 年に 2 人が清国商
船で長崎に帰着し、1845 年には 3 人も同様に帰国
した。漂流民の初太郎は徳島藩出身だったことから
藩主蜂須賀斉裕が初太郎を庭前に召し、家臣に漂流
記の編纂を命じた。これが「亜墨新話」である

（No. 247）。

＊仙台藩関係の漂流民
表 4 は、仙台藩関係の漂流事件一覧である。仙

台領民の船が漂流した事例は 20 件確認できる。仙
台城米（No. 1）や仙台米（No. 2）を積んだ船、あ
るいは穀船（No. 6, 8, 119）などとあるのは、仙台
藩の御用船である。御用船とはいっても、藩所有の
手船もあればチャーターした民間船もあった。これ
に対するのが商船で、商人たちの持ち船である。商
人たちは自分の才覚で商品を入手し、江戸や各地に
輸送して販売利益を得ていた。それぞれ地域の有力
な資産家であり、千石船を所有して回船業に従事し
ていた。

仙台領の港を出航した他領の船が遭難した事例も
4 件確認できる。① は遠州新居の船が竹浦（女川）
を出たあと、九十九里沖で遭難し鳥島に漂着してい
る。他所から竹浦に寄港しただけなのか、竹浦で商
荷の積み込みをしたのかはわからないが、② のミ
ンダナオ島に漂着した筑前国の伊勢丸は、箱館から
江戸に向かう途中、牡鹿半島の小渕浜に立ち寄って
いた。③ の肥前船は仙台荒浜を出港して九十九里
沖で漂流を始め鳥島に漂着した。④ 越中富山の長
者丸は仙台領の唐丹を出港したあと漂流し、洋上で
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アメリカの捕鯨船に救助されている。
こうした事例から、全国の船が東北や蝦夷地（北

海道）を行き来して活発な経済活動をしていたこと
がわかる。表 2 で、列島全域での廻船活動の活発
化が漂流の増加を生んだと指摘したが、それはこの
ような活動を反映したものであった。

表 4 の漂着地をみると、アリューシャン列島 1、
シコタン島 1、蝦夷地 5、小笠原島 1、鳥島 1、八
丈島 1、種子島 3、琉球 2、清国 5、フィリピン 1、
ミンダナオ島 1、安南 1、洋上でアメリカ捕鯨船に

よる救助 1、となっている。北から南まで広範囲に
及んでおり、全国的傾向と同様であった。漂流期間
も 2 か月から 6 か月と長い。船荷に米などの食料
が積み込まれていたので命をつないでいるが、食料
が絶えて餓死したり、途中で沈没した船も数多く
あったに違いない。確認できるのは、生きながらえ
て記録を残すことができた事例だけなのである。

清国や琉球に漂着して保護された漂流民は、いず
れも清国商人の船で長崎に送還されている。相互送
還制度のおかげである。その制度がない安南やフィ

表 4　仙台藩関係漂流年表（番号分は仙台領民。丸数字は仙台領の港を出帆した他領の船）

目録
No. 年代 事項

1 36 1682（天和 2） 仙台藩城米を積んだ船が蝦夷地に漂着

2 37 1684（貞享 1）3 月 仙台米を積んだ船が蝦夷地に漂着

3 52 1690（元禄 3） 仙台領の船が蝦夷地に漂着

4 60 1693（元禄 6）12 月 仙台領石巻船が房総沖で漂流。蝦夷地シイコタンに漂着

5 82 1712（正徳 2）11 月 相馬領の船（仙台領荒浜住民乗組み）が銚子沖で漂流。翌年 1 月に清国広東省に漂着。同年 7
月長崎に帰着

6 94 1723（享保 8） 仙台藩穀船が琉球に漂着

7 104 1739（元文 4） 石巻の船頭惣兵衛船が種子島に漂着

8 109 1743（寛保 3） 石巻の穀船が種子島に漂着）

9 124 1752（宝暦 2）12 月 本吉郡気仙沼村の春日丸が銚子へ航行中に仙台沖で漂流。翌年 3 月清国浙江省に漂着

10 126 1752（宝暦 2）12 月 亘理郡荒浜の船が相馬沖で漂流。翌年 1 月に琉球に漂着

11 131 1757（宝暦 7） 仙台藩穀船がシコタン島に漂着

12 135 1761（宝暦 11）12 月 亘理郡荒浜の福吉丸が江戸へ航行中に銚子沖で漂流。翌年 4 月に清国南通州沖で清国船が救助。
同年 11 月江戸帰着

13 140 1763（宝暦 13）5 月 石巻船が浦戸を出航後漂流。蝦夷地シヤマニに漂着

14 150 1774（安永 3）11 月 仙台領折浜の最吉丸が常陸沖で漂流。翌年 4 月に清国広東省に漂着

15 153 1774（安永 3）12 月 仙台領小竹浜の永福丸が塩屋崎沖で漂流。翌年 3 月に清国福建省に漂着。同年 12 月長崎帰着

16 166 1793（寛政 5）12 月 石巻若宮丸が江戸へ航行中に塩屋崎沖で漂流。翌年 5 月アリューシャン列島に漂着、1804 年 9
月長崎帰着

17 167 1794（寛政 6）9 月 名取郡閖上浜の大乗丸が江戸へ航行中に安房国沖で漂流。閏 11 月に安南に漂着、翌年 11 月長
崎帰着

18 205 1822（文政 5） 石巻湊の円蔵船が種子島に漂着

19 243 1839（天保 10）11 月 気仙郡小友浦の中吉丸が常州那珂湊へ航行中、鹿島灘で漂流。翌年 1 月小笠原島に漂着

20 248 1841（天保 12）10 月 観吉丸（観音丸）（船主伊達郡北半田重吉、船頭石巻甚助）荒浜出帆。九十九里沖で漂流。翌年
7 月フィリピン群島サマル島付近に漂着。1843 中国を経て長崎帰着

① 91 1719（享保 4）11 月 遠州新居船、仙台竹浦を出帆。九十九里沖で漂流。翌年 1 月鳥島へ漂着。1739 年八丈島に帰着

② 142 1764（明和 1）10 月 筑前国伊勢丸、箱館から小淵浜 ( 牡鹿町 ) を経て江戸へ航行中。塩屋崎沖 で漂流。ミンダナオ島
に漂着。1771 年に長崎に帰着

③ 161 1787（天明 7）12 月 仙台荒浜を出帆した肥前船（荒浜生れの水先案内人忠八乗組み）が九十九里沖で漂流。翌年 2
月鳥島に漂着

④ 241 1838（天保 9）11 月 越中富山長者丸が仙台領唐丹港を江戸へ出帆。同港沖で漂流。翌年 4 月アメリカ捕鯨船が救助。
1843 年 3 月エトロフ島に帰着
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リピンに漂着した漂流民も清国経由で帰国できてい
るが、幸運な例といってよい。

＊石巻若宮丸のロシア漂流
仙台領民の漂流でもっとも知られているのは、

1793 年（寛政 5）の石巻若宮丸のロシア漂流であ
る（表 4 No. 16）。石巻商人米沢屋の持ち船である
若宮丸（16 人乗）は、米や海産物、材木などを積
んで江戸に向かった。塩屋崎沖で嵐に遭遇し、荒波
で舵をへし折られて漂流し始めた（米沢屋について
は本書第 1 編論説編「ロシア漂流若宮丸と船主米
沢屋」参照）。転覆を防ぐために帆柱を切り、積荷
の米も半分捨てたという。乗組員は髪を切って神仏
に祈った。半年漂流の末、アリューシャン列島の島
を発見し上陸。島民に救助されたが、その後ロシア
人狩猟者に保護されて、ロシア生活をすることにな
る。

10 年後、帰国を希望した 4 人が遣日使節レザー
ノフに伴われて日本に送還され、ようやく祖国の地
を踏むことができた。ロシアの首都ペテルブルグの
外港クロンシュタットを出航して大西洋を南下し、
アメリカ大陸の南端を回ってハワイからカムチャッ
カに到達。そこから南下して長崎に入港するルート
だった。漂流民を駆け引きの材料とした長崎でのレ
ザーノフと幕府との交渉は、江戸時代の国際関係史
としても特筆すべき事件であった。

このロシア漂流事件に対する国内の関心はきわめ
て高く、蘭学者大槻玄沢編の『環海異聞』」を始め、
多くの漂流記が出回った（No. 166）。帰還民太十
郎（東松島市室浜）がロシア皇帝から拝領した羅紗
の洋服が現存し、奥松島縄文村歴史資料館に展示さ
れている。

これより 11 年前の 1782 年、伊勢国白子の船頭
大黒屋光太夫（幸太夫とも表記）の船も同様にア
リューシャン列島に漂着し、ロシアのイルクーツク
で 10 年生活したのち、遣日使節ラクスマンによっ
て根室に送還されている。こちらは蘭学者桂川甫周
編纂の『北槎聞略』によって漂流の全過程を知るこ
とができる（No. 159）。

大黒屋光太夫と若宮丸のロシア漂流は、いずれも
日本との通商を望むロシア政府により、交渉の手段
として送還されたのであった。それらの漂流譚と歴
史的意義については、平川新『開国への道』（小学館、
2008 年）を参照していただきたい。

＊名取閖
ゆり
上
あげ
浜大乗丸の安南漂流

仙台領民の漂流で知られるもう一つの漂流が、安
南国王に謁見した漂流民である名取郡閖上浜の大乗
丸の安南漂流である（No. 167）。この漂流譚は『南
瓢記』として出まわり、世上の関心をひいた。『南
瓢記』から、その概要を紹介しておく。

1794 年（寛政 6）8 月 23 日、大乗丸（16 人乗）
は南部米 2600 俵余を積んで石巻を出帆した。盛岡
藩は内陸の米を北上川を利用して石巻に下していた
から、石巻には盛岡藩の米蔵があった。南部米とい
うのは、その盛岡藩米のことで、江戸に出荷された。
寒風沢港で風待ちをして 27 日に出航したが、29
日房州沖で強風により舵を折られる。あおられて転
覆しないように帆柱を切り、米 700 俵を捨てた。

漂流してから 80 日ほどで水が切れたため、髪を
切り神仏に祈願すると降雨があった。その水をため
て飲料水としたが、1 人につき水は 1 日に 1 杯だっ
た。米はたくさん積んでいたから、米の飯は 1 人
で 1 日 2 杯食べることができた。

閏 11 月 20 日に安南国の小島に漂着。地元の漁
船に救助された。12 月 3 日、安南の城下に連行さ
れ王様に引見されて、通辞と医者を付けられた。『南
瓢記』には、「ことの外、深節に取扱ひ申す事～国
政のよろしき所と見へ」とある。親切で丁重なもて
なしは、この国の政治が安定しているからだという
感想である。

ただし、食文化の違いには驚いている。
「三度の朝夕、ただ飯ばらばらとして味なく、
～男のめしたきをみるに、米を洗ひ瀬戸物の釜
へ水を入れ、ほどなく吹上り候せつ、残らずめ
しのねばりしゆばを取りすて炊き候、～国風な
ることを感じけり」

食事は米飯だったが、パサパサとしていた。米炊
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きの様子を見ると、沸騰して蒸気が吹き上がると、
釜の上部にたまった米つゆのねばり（ゆば）をすく
いとって捨てていた。飯がパサパサだったのはその
ためだったが、わざわざうまみ成分を捨てる炊き方
に、「国風」の違いを感じたという。

日本の米は粒が短く丸みを帯びており、炊くとね
ばりが強いジャポニカ米だが、安南の米はインディ
カ米で、ジャポニカ米よりも細長く、ねばりも少な
いという。もともとパサパサしやすい米の品種だっ
たということもあるようだ。

「醤油一切なき国にて、何にても残らず塩煮に
なし、その中へ牛の脂、ぶたの脂を入れたき候
ゆえ、はじめのほどは皆々くひかね、月日おし
うつるに従い、次第に美味となり、このことに
なれる」

日本の料理は醤油での味付けが一般的だが、ベト
ナムでの味付けは塩だった。しかも牛や豚の脂を入
れて煮込んでいた。「はじめのほどは皆々くひかね」
とあるから、あまりの脂っこさに閉口したようだ。
しかし、それも慣れてくると「次第に美味」になっ
たという。異国での食事に味覚も順応してきたの
だった。

ベトナムでは米がたくさんとれて安価だったこと
から、豚の餌は米だったという。家畜に米を食べさ
せるとは、日本では考えられないことだった。

「猫、さしてかわることなし。鼠、おなじくか
わりなし。蚊・蝿、至って大きし、何れも年中
たくさんなり」。

猫や鼠は日本と変わりはないが、蚊と蠅はかなり
大きいと驚いている、日本では蚊や蠅は暖かい季節
だけ飛び回っているが、ベトナムは年中温暖だった
ので、蚊や蠅も年中たくさんいたという。

安南国政府に保護された漂流民は生活・風習の違
いに驚きながらも、帰国後それをしっかりと伝えて
くれた。ベトナム滞在中に 4 人が病死したが、翌
年 4 月、安南国王はオランダ船への乗船を手配し
てくれた。5 月 5 日にマカオに到着し、清国役人の
斡旋により同 21 日、広東に移動。8 月 13 日広東
を出帆して 10 月 6 日乍浦に着いた。11 月 7 日に
乍浦を出帆し、23 日に長崎に着いて、ついに帰国
できたのである。漂流自体は過酷な体験だが、保護
されて帰国するまでは、かなり幸運に恵まれたとい
えるだろう。



第１編　

論説編

平川　新
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はじめに

ロシアは日本という国の存在をいつ知ったのだろ
うか。

ヨーロッパ人が初めて日本にやってきたのは
1543 年のことで、それはポルトガル人であった。
東南アジア海域で貿易活動を展開していたポルトガ
ル人が、嵐のために日本に漂着した。種子島に初め
て鉄砲が伝えられた話として知られている。これを
契機にポルトガル商人やキリスト教宣教師たちが
次々に来日し、やがて 1570 年代に植民地マニラを
拠点にしたスペイン人たちも日本にやってきた。や
や遅れて 1600 年代初めには、オランダ人やイギリ
ス人も来航してきた。かくして、ヨーロッパ諸国と
日本の交流の活発化により、日本に関する情報が
ヨーロッパに伝えられるようになった。

1606 年に刊行されたオランダの地理学者ヘルハ
ルト・メルカトールの『アトラス』（地図帳）には
日本に関する記述があり、武士・百姓・商人などの
生活ぶりや国の政治などに関する記事があった。同
書は 1637 年にロシア語にも翻訳されたというか
ら、ロシアは日本と通商関係をもったヨーロッパ諸
国からの情報などをつうじて、極東アジアに日本と
いう国があるということを知ることになったのだろ
う。

その後 1678 年、モスクワから北京にスパファ
リーが派遣され、中国・アムール・タタール・サハ
リン・日本・朝鮮に関する報告書を作成している。
スパファリーの北京派遣の目的は、アムール河上流
における国境問題を解決し、中国と通商関係を結ぶ
ことであったが、日本にも強い関心をもっていた。

彼は北京で日本に関するさまざまな情報を収集し、
モスクワに報告したという。

ヨーロッパや中国を介した日本情報の獲得とは別
に、ロシアは探検をつうじて日本に接近しつつあっ
た。ロシア人のシベリア征服は 1581 年のエルマー
クの遠征を大きな画期とするが、陸路でオホーツク
海に到達したのは 1640 年前後のことであった。

ロシア帝国はクロテンを追ってシベリアへ進出
し、ラッコを追って太平洋を目指したといわれる。
シベリアもカムチャツカも無人の荒野ではなかった
から、ロシア帝国の東征に対して現地住民の抵抗や
反乱も少なくなかった。各地に派遣されたコサック
隊は未知のシベリア大地の探検とともに、現地住民
を制圧する役割を負っていた。シベリアの要所に役
所や砦がおかれて現地住民から毛皮税などを徴収
し、さらなる東進と南下の拠点とした。こうしてロ
シア帝国の最前線は、徐々に日本に近づいてきた。

コサック隊長のウラジーミル・アトラソフがカム
チャツカ半島を探検し、半島の最南端にまで到達し
たのは 1697 年のことである。この探検でアトラソ
フは、カムチャツカ半島西岸のカムチャツカ河口で
カムチャダールに囚われていた日本人の漂流民と出
会った。アトラソフに保護された日本人漂流民の名
前は「デンベイ」（伝兵衛）といい、大坂商船の乗
組員であった。1695 年ころに大坂を出帆して江戸
に向かったが、嵐にあって 7 か月ものあいだ漂流し、
カムチャツカ半島に漂着したという。この大坂商船
には 15 人が乗り組んでいたが、漂流中に 2 人が海
中に転落して行方不明となり、漂着のさいには 2
人が原住民に殺害され、さらに 10 人がいずこかへ
連れ去られて、わずかに伝兵衛一人が残されたとい
う。伝兵衛はカムチャッカ川支流のナネ湖畔にある

一　開国以前の漂流民と日露関係
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カムチャダール人の部落で過ごしていたが、翌年、
カムチャッカ遠征中のコサック隊長ウラジミル・ア
トラソフに出会ったのだった。1701 年にはヤクー
ツクを経てモスクワに送致され、1702 年にピョー
トル 1 世に謁見している。

これまでの研究によると、この大坂商船を含め、
ロシア領域への漂着は、1696 年から 1850 年まで
の約 150 年間に 9 件の事例が確認できる（表 1 の
①～⑦、⑩ ⑫）。漂流船はすべて商船である。これ
ら商船は、日本の太平洋沿岸を航行中に嵐に遭遇し、
北上する海流に押し流されてカムチャツカ半島や千
島列島、アリューシャン列島などに流れついた。各
船には十数人ずつが乗船していたので漂流民総数は
174 人になるが、これ以前にも漂流はあっただろう
し、右の期間中においても、おそらくもっとたくさ
んの人びとが漂流・漂着したと思われる。

この大坂商船漂流一件（表 1-①）は、伝兵衛が
モスクワで語り残した「伝兵衛物語」によって知ら
れるが、日本側に記録はない。日本側に当事者の記
録があるのは、漂流民がロシアから送還され、彼ら
が漂流記録を残したケースに限られる。したがって
漂流事件 9 件は、日本側のみならずロシア側の記
録を探索した先学の努力によって明らかにされたも
のである。

ロシアへの漂流は、序章で紹介したように、無数
にあった漂流事件のほんの一部にすぎない。しかし
江戸時代の国際関係に与えたインパクトという点で
は、ロシアへの漂流事件ほど影響が大きかったもの
はない。漂流民の扱いをめぐって日露の関係が大き
く転換するからである。

そこで本稿では、漂流事件をとおして、17 世紀
から 19 世紀にかけての日本とロシアの関係を四段
階に区分し、各段階の特徴を検討すると共に、それ
ぞれの不可分な関係をみていくことにしたい。

1.　第一段階
 ─ ロシアの日本に対する関心 ─

表 1 に掲げた漂流事例をみると、ケース①～④

（1696～1744 年）からは、漂流民に対するロシア
側の対応に大きな特徴をみてとることができる。そ
の特徴とは、この時期の漂流民は日本に帰還できた
者が皆無だったという点である。

ケース①の事件で最後まで生き残った伝兵衛は、
前述のようにピュートル 1 世に謁見するが、じつ
はこのとき彼は皇帝に帰国の嘆願をしている。だが
皇帝は、帰国を許可しなかった。皇帝は勅令によっ
てペテルブルグに日本語学校を作り、伝兵衛をこの
学校の日本語教師に任命したのある。それとともに
皇帝はヤクーツク庁に勅令を発して、コサック隊に
カムチャツカへの探検を命じた。その勅令のなかに
は、日本の情報を集め交易に努力せよという訓令も
含まれていた。

次のケース②は 1710 年にカムチャツカに漂着し
て い る。 乗 組 員 の う ち 消 息 の わ か る 三 右 衛 門

（Sanemon、ロシアではサニマと呼ばれた）は、し
ばらくヴェルフネ・カムチャツカ砦に幽閉されてい
たが、1713 年に出発したコズイレフスキーの北千
島探検に従ったあと、1714 年にペテルブルグに送
られている。三右衛門は、すでにペテルブルグの日
本語学校の教師になっていた伝兵衛の助手になった
という（秋月俊幸「コズイレフスキーの探検と千島
地図」『北方文化研究』3、1968 年）。なおコズイ
レフスキーの調査のあと 1714 年にもピョートル大
帝は、日本探索のための遠征隊の派遣を命じたが、
サハリン北部を探検したにすぎなかったようだ

（A. スギブニェフ「18 世紀、19 世紀初期における
ロシア人による日本との通商関係樹立の試み」）。

1729年にカムチャツカに漂着したケース③では、
漂流民 17 人のうち 15 人が漂着時にコサック隊に
殺されるという悲惨を味わっている。生き残った宗
蔵（Souzo）と権蔵（Gonzo）は 1731 年にペテル
ブルグに送致され、34 年にアンナ女帝に謁見した
あと、ロシア科学アカデミー附属日本語学校の教師
となった。1745 年に千島列島オンネコタン島に漂
着したケース④では、生存者 10 人のうち 9 人がペ
テルブルグ、イルクーツク、イリムスクなどで日本
語教師になったことが確認されている。
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表１　ロシア関係の日本人年表
● 1542 年、ポルトガル人、初めて日本に到達
● 1667 年、ロシア語版のメルカトール『世界図』に日本あり
● 1678 年、スパファリー、中国に派遣され日本の情報を収集
① 1696 年、カムチャツカに 15 人が漂着（カムチャツカ→ヤクーツク→モスクワ）

・1702 年、伝兵衛、ピョートル１世に拝謁、帰国を嘆願するが許されず
・1705 年、伝兵衛、ペテルブルグ日本語学校の教師になる

● 1696 年、コサック隊長アトラソフがカムチャツカを探検
② 1710 年、カムチャツカに 10 人が漂着（カムチャツカ→ヤクーツク→ペテルブルグ）

・1713 年、三右衛門、コズイレフスキーの北千島探検に従う
・1714 年、三右衛門、ペテルブルグ日本語学校で伝兵衛の助手になる

● 1711 年、コズイレフスキーがクリル列島の北部を探検
● 1721 年、エヴィレーイノフが再びクリル列島を探検
③ 1729 年、カムチャツカに 17 人が漂着（カムチャツカ→ヤクーツク→ペテルブルグ）

・1734 年、権蔵と宗蔵、女帝アンナに拝謁　
・1736 年、権蔵と宗蔵、ロシア科学アカデミー附属日本語学校の教師になる

● 1739 年、スパンベルグ、日本に到達
④ 1745 年、クリル・オンネコタン島に 17 人が漂着（オンネコタン島→ボリシェレック→オホーツク→ヤクーツク→ペテルブルグ）　
● 1778 年、ロシア船、根室に来航して松前藩に通商を求める
⑤ 1783 年、アリューシャン列島アムチトカ島に 16 人が漂着（アリューシャン→カムチャツカ→オホーツク→ヤクーツク→イルクーツ

ク→ペテルブルグ）
・アリューシャン滞在中モスクワ商人の保護を受ける
・1788 年、庄蔵と新蔵、イルクーツクの日本語学校の教師になる
・1791 年、大黒屋光太夫ら３人、エカテリーナ２世に拝謁し帰国の許可を得る
・遣日使節ラクスマンに同行して帰国（イルクーツク→オホーツク→根室）

● 1792 年、遣日使節ラクスマンを日本に派遣（交渉失敗）
⑥ 1794 年、アリューシャンに 16 人が漂着（アリューシャン→オホーツク→イルクーツク→ペテルブルグ）

・1803 年、アレクサンドル１世に拝謁
・1804 年、津田夫ら 4 人、遣日使節レザーノフに同行して帰国（クロンシュタット→南米ホーン岬→ハワイ→カムチャツカ

→長崎）
⑦ 1804 年、クリル・ポロムシリ島に 14 人が漂着（ポロムシリ島→ペテロパヴロフスク）

・レザノフの通商交渉不調により送還なし。ゆえに脱走してクリル諸島を南下しエトロフ島に帰着
● 1804 年、遣日使節レザーノフを派遣（交渉失敗）
⑧ 1806 年、ロシア人、サハリン南部に上陸し日本人 4 人を捕虜にする。米・木綿等を略奪

・北海道リシリー島で釈放
⑨ 1807 年、ロシア人、エトロフ島に上陸して日本人を捕虜にする。米・木綿等を略奪。次いで利尻島付近で日本商船を襲う

・オホーツク→ヤクーツク→イルクーツク→オホーツク→クナシリ島で釈放
● 1811 年、日本、ロシア艦長ゴロヴニンをクナシリ島で捕虜にする。
⑩ 1811 年、カムチャツカに 16 人が漂着（カムチャツカ→オホーツク→クナシリ島）

・ロシア艦長ゴロヴニンを奪還するためクナシリ島で漂流民を使者に立てるが失敗
⑪ 1812 年、ロシア人、報復のためクナシリ島で日本商船を襲撃し 37 人を捕虜にする

・のち 31 人を釈放し 6 人を抑留。1813 年、箱館に入港し捕虜の高田屋嘉兵衛をゴロヴニン奪還の交渉役とす
⑫ 1813 年、千島列島ハラマコタン島に 12 人が漂着（ハラマコタン島→ペテロパヴロスク→オホーツク→ペテロパヴロスク→エトロフ

島へ送還〈1816 年〉）
⑬ 1813 年、太平洋を 1 年 5 か月漂流しメキシコ沖で英国船が 14 人を救助（メキシコ沖→アラスカ→ペテロパヴロスク→エトロフ島へ

送還〈1816 年〉）
⑭ 1832 年、太平洋を 10 か月漂流し 7 人がハワイ・オアフ島に漂着（ハワイ→オホーツク→アラスカ→エトロフ島に送還）

・アメリカ海運業者の世話によりオホーツクに移送　
⑮ 1838 年、太平洋を 5 か月漂流しアメリカ船が 10 人を救助（ハワイ→ペテロパヴロスク→オホーツク→アラスカ→エトロフへ送還）

・イギリス船がペテロバウロスクまで送還
⑯ 1850 年、クリル諸島海域でアメリカ船が 13 人を救助（ペテロパヴロスク→アヤン→アラスカ→下田へ送還）

・アメリカ船がペテロパヴロスクまで送還
● 1853 年、遣日使節プチャーチンを派遣（交渉成功、日本とロシアの通商関係成立）
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以上のように、ケース①～④の事例をみると、い
ずれにおいても、生き残った漂流民はロシアにおい
て日本語教師としての職を与えられている。ロシア
は漂流民を日本に返すよりも、ロシアにおける日本
語教育に従事させる方針をとったのであった。

ロシアが日本に大きな関心を抱いていたことは、
ケース①から④までの漂流民が、いずれもペテルブ
ルグに送致されたことからも知られる。このうち
ケース①と③の漂流民は、ロシア皇帝に拝謁したこ
とが確認されている。皇帝みずから、日本に対する
関心を強く示したのであった。残念ながら、ケース
②と④の漂流民は、皇帝に拝謁した記録を確認でき
ないが、彼らもペテルブルグまで連れていかれてい
るので、皇帝に拝謁した可能性があるだろう。

日本からの漂流民は、日本の情報を伝える重要な
存在であったために帰国を許されず、来たるべき日
本との交渉に備えて、ロシア人に日本語と日本の事
情を教える教師に任命されたのであった。この 4
件の漂流民のうち、日本語教師になったことを確認
できるのは、なんと 13 人にのぼる。彼らから教え
をうけた学生のなかには、その後のロシアによる日
本接触の動きのなかに姿をあらわす者もいた。

たとえば、ロシア海軍シュパンベルグ大尉は、ロ
シア政府から日本航路の開発と通商の可能性を調査
するように指示されて、1738 年から 42 年にかけ
て 3 度の日本遠征を試みているが、3 回目の遠征に
は、ケース③の日本語教師である権蔵と宗蔵の教え
子 2 人が参加したことが確認されている。遠征の
基地はカムチャツカのボリシェレックだが、1738
年の 1 回目の遠征では千島列島のウルップ島まで
到達して引き返していた。

翌 39 年、再びボリシェレックを発したシュパン
ベルグ隊は、ついに日本に到達した。日本側の記録
によって、仙台湾と房総半島南端の海域に停泊した
ことが判明している。日本ではのちにこの事件を「元
文の黒船」（1739 年は日本暦で元文 4 年だったため）
と呼ぶようになったが、いずれの地でも地元民との
間で金品の交換があり、ロシア側は毛皮や貨幣を贈
り、日本人は水や食料を与えたようである。安房国

では 6 人が上陸している。
異国船の突然の来訪に驚いた仙台藩では、武器・

弾薬を石巻に急送し、仙台城下も警備を強めるなど、
さながら非常事態が宣言されたような状態になった
という。トラブルを避けるためにシュパンベルグ隊
は短時間で日本を離れたが、日本の地理的な位置も
十分に把握できなかったために、ロシアは 3 度目
の調査をシュパンベルグに命じたのであった。この
ときロシア元老院はペテルブルグから日本語学生 2
人を通訳として乗船させることを命じている。言語
不通が調査失敗の一因とみたためであろう。その通
訳が権蔵と宗蔵の教え子だったのである。

一説によると、この遠征隊には、1718 年にカム
チャツカで難破した日本人漂流民（ロシア名はヤコ
フ・マクシモフ）も乗船したいう。ただし、3 度目
の遠征では日本に到達できなかった。

また 1771 年に、カムチャツカに流刑となってい
たハンガリー人ベニョフスキーたちが脱走してロシ
ア船を奪い、海路ヨーロッパに逃走する事件が発生
しているが、そのロシア船の航海士補ポチャロフは、
ケース④の日本人が教鞭をとるイルクーツクの日本
語学校で学んだ人物であった。ベニョーフスキー一
行はカムチャツカを南下して土佐や阿波、奄美大島
などに寄港しており、日本側の記録では「はんべん
ごろう事件」として知られている。彼らが南下して
ヨーロッパを目指したのは、あるいはポチャロフが
日本語教師から日本と東南アジアをつなぐ航路があ
ることを聞いていたからもしれない。

さらに 1778 年と 79 年に、イルクーツクの商人
シャバリンが根室と松前に来航して日本に通商を求
めているが、78 年の通訳オチェレジンと 79 年の
通訳アンチピンは、いずれもイルクーツクの日本語
学校の卒業生であった。それだけではない。オチェ
レジンは、ケース④の漂流民の一人である利八郎の
義兄であった。利八郎はイルクーツクでオチェレジ
ンの妹と結婚していたのである。もう一人の通訳ア
ンチピンもまた、イルクーツクの貴族だとされてい
る。極東ロシアでは、版図の拡大をはかる役人や軍
人だけではなく、商人や貴族たちまでもが日本との
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交易によって一旗あげようとの野望を抱いていたの
である。日本からの漂流民、その日本人による日本
語教育は、彼らにその夢が現実のものであるとの希
望を与えたのであろう。

2.　第二段階 ─ 漂流民の送還と遣日使節 ─

迷いこんだ漂流民を保護して日本情報の蓄積につ
とめ、彼らを日本語教師に任命してコミュニケー
ションの手段を獲得するというロシアの姿勢は、東
アジア海域への進出を効果的にするものであった。
日本遠征に出向いた日本語学校の生徒を記録で確認
できるのは、いまのところ、1742 年のシュパンベ
ルグ隊がもっとも古いが、ロシアが最初の日本語教
師伝兵衛を得たのは 1705 年のことであるから、あ
るいはシュパンベルグ隊よりもはやい時期に、日本
探検に参画した生徒がいたかもしれない。我々が知
りえるのは、あくまで記録に残されたものに限られ
るからである。

さて話を次の段階に進めよう。表 1 のケース⑤
にあらわれる大黒屋光太夫とケース⑥の津太夫は、
現在の日本でもっとも有名な漂流民である。それは
彼らが、ロシアの遣日使節と一緒に日本に帰国した
からであった。大黒屋光太夫は 1792 年に派遣され
たラクスマンとともに、津太夫は 1804 年の使節レ
ザーノフに連れられて、なつかしき母国日本に向
かった。ロシアは漂流民送還を理由に使節を派遣し、
それをきっかけにして日本と通商交渉をおこなう計
画だった。日本政府はロシア使節の通商要求を拒否
したが、交渉が終わるとロシア使節は日本人を日本
政府に引き渡して帰国した。

このケース⑤と⑥の事実からわかるように、漂流
民に対するロシアの姿勢は、それ以前に比べて大き
く変化している。漂流民をロシアにとどめおくので
はなく、送還することによって日本との通商交渉の
契機に利用する方針に転換したのであった。それは
シュパンベルグの日本遠征をふくめて、18 世紀の
前半にカムチャツカから千島列島やサハリンにいた
る航路が開拓され、日本を射程距離にとらえたから

であった。そこで以下に、ロシアの東方進出と南下
の経過を日本人漂流民と関連づけて概括しておこ
う。

ロシア人がウラル山脈をこえてシベリアに進出し
たのは 16 世紀末のことだが、1642 年にはヤクー
ツクに政庁を開設し、そこから東進して 1648 年に
はベーリング海峡とカムチャツカの中間にあたるア
ナドィリに砦を築いた。ヤクーツクから南進してオ
ホーツクの町を開いたのも、ほぼ同時期の 1649 年
で、イルクーツクに砦を設置したのは 1661 年のこ
とであった。アナドィリはカムチャツカ半島や千島
列島方面の基地となり、オホーツクはオホーツク海
や北太平洋進出の拠点、イルクーツクはアムールラ
ンド方面への進出基地となった。

コサック隊長のアトラソフが、アナドィリ砦から
南下してカムチャツカ探検に出発し、前述のように
ケース①の漂流民伝兵衛と出会ったのは 1697 年の
ことである。伝兵衛から日本のことを知ったピョー
トル 1 世は日本情報の収集をシベリア庁に命じ、
それをうけたコサック隊はカムチャツカ半島の探検
を続け、ついに 1711 年、アンツィフェーロフとコ
ズイレフスキーたちが、半島にもっとも近い北千島
のシュムシュ島に上陸、1713 年にはケース②の漂
流民三右衛門が同行して第 2 島のプルムシル島に
到達した。コズイレフスキーはプルムシル島でエト
ロフ島から来ていたアイヌ人を捕らえ、南千島列島
や松前島（北海道）のことを知ることになる。松前
島の日本人はクナシリ島やエトロフ島のアイヌと交
易をおこない、これら南千島のアイヌが北千島のア
イヌたちと交易をおこなっていることを知ったので
ある。

コズイレフスキーの調査報告をうけたピョートル
1 世は、1719 年、測量師であり航海士であるエヴィ
レーイノフとルージンに、さらに詳細な探検調査を
命じた。両人は 1721 年にカムチャツカのボリシェ
レックを出発し、千島列島を測量しながら南下した。
途中、嵐にあって遭難しそうになるが、彼らが作成
した地図には 14 の島々が記入されているという。
その後 1734 年には、ロシア人が中部千島列島で毛



22

皮税を徴収したとの指摘もあるので、北海道に到達
するのは時間の問題であった。

世界史に有名なベーリングの北太平洋探検は
1724 年、ピョートル 1 世によって発せられた。こ
の探検は 1741 年まで実施され、ユーラシア大陸と
アメリカ大陸が海峡（ベーリング海峡）によって切
断されていることを発見した。だがこの探検隊には、
その目的に日本航路の開拓もふくまれていた。日本
探検隊の隊長としてオホーツクを出発したのが、前
述のシュパンベルグである。彼は千島列島沿いに南
下し、1739 年の 2 回目の遠征でついに仙台湾や房
総半島に到達したのであった。1778年にはイルクー
ツクの商人シャバリンが根室に来航して、はじめて
日本に通商を求めたのである。

以上のように、17 世紀末から 18 世紀前半にか
けて、ロシアはカムチャツカを征服し、ついでクリ
ル（千島）列島北部へと進出、さらに日本にいたる
航路も発見した。その間に、ケース①～④の日本人
漂流民によって日本についての具体的な情報も入手
することができた。ケース⑤と⑥で漂流民を日本に
送還したのは、ロシア政府に日本との通商交渉を開
始する条件がほぼ整ったからであった。

3.　第三段階 ─ 通商交渉の失敗と紛争 ─

1783 年にアリューシャン列島のアムテトカ島に
漂着した日本人が、ロシアの遣日使節ラクスマンに
伴われてオホーツクから根室に到達したのは 1792
年 9 月 3 日のことである。アムチトカ島へ漂着し
たのは 17 人だったが、9 年ぶりの母国帰還をはた
したのは、わずかに大黒屋光太夫ら 3 人にすぎな
かった。現地での対応には松前藩士があたり、幕府
の応接使が松前に到着したのは翌年 3 月であった。
対応策の検討に時間を要したのだろう。ラクスマン
一行が根室から函館に回航し、陸路松前に入ったの
は 6 月である。幕府の使者は、通商についての申
し入れは長崎でおこなうよう通知して長崎入港の許
可証を与え、帰還民 3 人だけを受け取った。だが
ラクスマンは、長崎に回航することなくオホーツク

に帰港している。なお、ラクスマンには、ケース④
の日本語教師の教え子が通訳として従い、事務長に
は漂流民久助の子供が任命されたという。ロシアに
残った漂流民たちの労苦が、大黒屋光太夫たちの日
本帰還を支えたということになる。ロシアの対日政
策の変更は、このようなかたちで漂流民の運命に違
いをもたらしたのであった。

次いでケース⑥の漂流民が、1804 年 9 月、2 回
目の遣日使節レザーノフによって日本に送還され
た。アリューシャン列島に漂着したのは 1794 年で
あったから、10 年ぶりの帰国ということになる。
この間、16 人の漂流民のうち 3 人が死亡し、6 人
が帰化、3 人は病気のために残留を余儀なくされた。
帰国できたのは、わずか 4 人であった。ここには、
歳月と運命に翻弄された漂流民 16 人の、それぞれ
の姿がある。レザーノフの一行はラクスマンのとき
とは異なって、バルト海のクロンシュタット港を出
発し、大西洋を縦断して南アメリカ大陸の南端を迂
回、ハワイを経由してカムチャツカに向かう航路を
とった。そこからさらに太平洋を南下し、九州を回っ
て長崎に到着した。およそ 1 年 2 か月の航海であっ
た。

ロシアはすでにラクスマン派遣のときに長崎入港
の許可を得ていたので、通商が開けるとの期待を
もっていた。だが通商を拒絶する幕府の姿勢は固く、
レザーノフは帰還民 4 人を引き渡して長崎を退去
した。6 か月の日本滞在であった。日本はオランダ・
中国・朝鮮と貿易をしており、新たな貿易国を求め
ないという対外政策の結果だが、この時期に長崎の
オランダ商館長が幕府に通商特権の継続を請願した
という指摘もある。日本貿易の利権をめぐるヨー
ロッパ諸国の、みえざる確執も背景にあったといえ
る。なお幕府は、今後、漂流民の送還はオランダを
通じておこなうことを求めている。漂流民送還を理
由にした来日に歯止めをかけようとしたのだろう。
だが幕府のこうした姿勢は、ロシアに強硬策をとら
せることになった。

レザーノフはいったんオホーツクに帰着したが、
1806 年、レザーノフの部下のフヴォストフは、樺
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太南部にいた日本人を襲撃し、4 人を捕虜にした。
これがケース⑧の事件である。翌年、今度はエトロ
フ島の日本人施設を襲撃して 6 人を捕虜にし、さ
らにレブン島沖やリシリー島で日本商船を襲って船
を焼き捨てた。これがケース⑨である。ロシア側は、
こうした強硬手段によって幕府に圧力をかけ、ロシ
アとの交易に応じさせようとしたのである。フヴォ
ストフは襲撃直後に釈放した日本人に松前奉行宛の
手紙をもたせているが、もし交易に応じなければ、
またこうした行為をおこなうと告げている。もちろ
ん、幕府は通商拒否の姿勢を変えていない。これよ
り先の 1805 年、ケース⑦にあげたように、陸奥国
の漁民14人が北千島のポロムシリ島に漂着したが、
レザーノフの通商交渉の失敗により、日本への送還
が見送られている。そこで彼らはカムチャツカから
脱走して、アイヌの助けをかりながら千島列島を南
下し、エトロフ島まで帰還したのであった。

その後 1811 年、ロシアはゴロヴニンを南千島列
島の沿岸測量に派遣したが、クナシリ島で日本側に
捕縛される事件が発生した。フヴォストフの日本人
襲撃事件を契機に、日本側は北海道や、すでに日本
人が進出していたクナシリ島・エトロフ島の防衛体
制を強化していた。そうしたなかでのゴロヴニンの
来航であったために、一挙に緊張が高まり、捕縛と
いう事態になったのである。

ロシア側はゴロヴニンを救出するために、フヴォ
ストフが捕虜にした日本人と、1811 年にカムチャ
ツカに漂着した日本人（ケース⑩）を送還し、ゴロ
ヴニンと交換する計画をたてた。ここでもまた、漂
流民は交渉の道具とされたのであった。ゴロヴニン
の部下のリコルドは、クナシリ島でこれらの日本人
を次々と使者に立てたが全員戻ってこなかった。こ
れに怒ったリコルドは、クナシリ島沖を航行してい
た高田屋嘉兵衛の船を襲撃し、6 人を捕虜にしてい
る。ケース⑪がそれである。これらの捕虜とゴロヴ
ニンを交換しようとしたのであった。クナシリ島で
おこなわれた交換交渉では、高田屋嘉兵衛が調停役
にあたった。嘉兵衛は、ゴロヴニンを釈放させるた
めにはロシアが日本にフヴォストフ事件を謝罪する

必要があるとリコルドを説得している。高田屋嘉兵
衛は聡明な商人であった。そこでリコルドは、オホー
ツクに戻ってイルクーツク知事の謝罪文を用意し、
箱館に持参した。これによってゴロヴニンが釈放さ
れたのである。

以上のように、ロシアによる通商要求と日本によ
る拒否は、両国の関係を緊張させることになった。
それがロシアによる日本人襲撃と、日本によるその
報復という事態を招いたのであった。ケース⑧・⑨・
⑪は、そのことを象徴的に示している。

4.　第四段階 ─ 日本との通商へ ─

こうした不幸な事件のあとも、日本からの漂流民
は絶えることがなかった。ケース⑫～⑯は、それを
示している。しかし、この時期の漂流民の救助と送
還には、これまでとは異なった特徴がある。ケース
⑬～⑮はいずれも、太平洋を漂流してメキシコ沖ま
たはハワイまで到達している。彼らを救助し、カム
チャツカまたはアラスカまで送還したのはイギリス
船とアメリカ船だった。イギリス船やアメリカ船が
カムチャツカやアラスカまで来ているのである。こ
れ以前にもアメリカ沿岸まで漂流した日本人がいた
だろうが、アメリカが彼らをカムチャツカまで送還
することはなかった。航路が開かれていなかったか
らである。

しかし 19 世紀になると、アメリカは捕鯨活動や
貿易を求めてカムチャツカ沖やオホーツク海、さら
に日本近海に進出し、イギリスも東アジアでの活動
を活発化させるようになった。そのためにアメリカ
やイギリスの船が太平洋を往来するようになって、
漂流した日本人がアラスカやカムチャツカを経由し
て日本に送還されるようになったのである。アメリ
カ船が直接、日本に漂流民を送還することもあった。
表 1 には載せてないが、アメリカ船に救助された
漂流民としてもっとも有名な人物は、土佐国の万次
郎である。彼は 1841 年、出漁中に鳥島に漂流し、
半年後にアメリカの捕鯨船に救助されてハワイに至
り、1850年に琉球から鹿児島に帰還している。幕末・
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維新期の外交にも大きな役割をはたした。
漂流民をめぐるこうした状況変化のなかで、

1840 年には、イギリスがアヘン戦争を契機に武力
で中国を屈服させ、香港を奪った。1844 年にはオ
ランダが日本に各国との通商条約を結ぶように勧告
し、1853 年にはアメリカが武力を背景に通商条約
の締結を強く要求した。同年、ロシアもプチャーチ
ンを日本に派遣し、通商を求めた。日本はヨーロッ
パ諸国やアメリカによる武力外交に危機感を抱いて
いたので、1854 年、ついにアメリカ・イギリス・
ロシア・オランダと和親条約を結び、貿易制限を撤
廃することになったのである。

5.　漂流民による文化交流

日本人漂流民は、ロシアと日本の仲介者として位
置づけられ、かなり重要な政治的役割をはたした。
ロシアの日本戦略のなかに組み込まれたといってよ
いだろう。しかし彼らは、ロシアと日本の文化的交
流にも大きな役割を果たしている。表 2 をもとに
それを確認しておこう。

第一は、ペテルブルグﾞおよびイルクーツクの日
本語学校の教師としての役割である。漂流民のうち
15 人が日本語教師となったことを確認できる。彼
らはロシアの青年に日本語を教育しただけではな

表２　日本人漂流民の文化交流

〈辞典・著書〉
ケース①：伝兵衛→ 1702 年『伝兵衛物語』を口述
ケース③：権蔵→ 1738 年『新スラヴ・日本語辞典』を編纂
ケース④：伊兵衛、久太郎、長松、利八、長助→ 1773 年『日本語単語集』と『日本語会話集』を編纂
ケース④：佐之助の息子のタタリノフ→ 1782 年露日辞典『レクシコン』を編纂
ケース⑤：大黒屋光太夫→ 1791 年『Lingurum tius Orbis Vocabularia Comparativa Augustissimae Cura Collecta』（欽定全世界言

語比較辞典）の編纂に参加
ケース⑤：新蔵→ 1817 年『日本及び日本の商業について』（ロシア語版）を著述
ケース⑯：７人→ 1851 年『露日辞典』を編纂

〈日本語教師〉
ケース①：伝兵衛→ 1705 年ペテルブルグﾞ日本語学校
ケース②：三右衛門→ 1714 年ペテルブルグ日本語学校
ケース③：権蔵、宗蔵→ 1736 年科学アカデミー附属日本語学校
ケース④：勝右衛門、伊兵衛、磯治、八兵衛、久太郎→ 1747 年ペテルブルグ・アカデミー附属日本語学校→イルクーツク航海学校附

属日本語学校
ケース④：長松、利八、長助、佐之助→イリムスク日本語学校→イルクーツク航海学校附属日本語学校
ケース⑤：庄蔵、新蔵→ 1791 年イルクーツク日本語学校
ケース⑥：善六→ 1796 年イルクーツク日本語学校

〈通訳〉
ケース②：三右衛門→ 1713 年コズイレフスキーの千島探検の通訳
ケース⑤：大黒屋光太夫→ 1792 年遣日使節ラクスマンの通訳
ケース⑥：善六→ 1813 年ゴロヴニン交換交渉の通訳
ケース⑪：高田屋嘉兵衛→ 1813 年ゴロヴニン交換交渉の通訳

〈日本におけるロシア語教育〉
ケース⑤：大黒屋光太夫→ 1808 年、日本人オランダ語通訳にロシア語を教育

〈帰国語のロシア語辞典の編纂〉
ケース⑤：大黒屋光太夫
ケース⑬：重吉

〈種痘技術の修得〉
ケース⑨：五郎治
ケース⑩：久蔵

〈西洋式造船技術の修得〉
ケース⑫：喜三左衛門

（注）　ケース番号は表 1 に該当
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く、日本の風俗などについても教えた。ロシア人生
徒が、その後、日本との通商交渉に通訳として参加
したことは前述の通りである。

第二は、漂流民が日本語辞典を編纂したり、日本
に関する著書を書いたことである。少なくとも 5
冊の辞典が編纂されているが、すべてが残存してい
るわけではない。ケース①の伝兵衛（Denbei）は『伝
兵衛物語』を口述し、日本の制度や風俗などについ
て詳しく証言した。また、ケース⑤の新蔵（Sinzou）
も、『日本及び日本の商業について』という著書を
出版し、日本の商業や地理・歴史をロシアに紹介し
ている。

第三は、漂流民が通訳や交渉役として活躍したこ
とである。確認できるのは、ケース②の三右衛門、
ケース⑤の大黒屋光太夫、ケース⑥の善六、ケース
⑪の高田屋嘉兵衛などである。

以上は日本人がロシア国内や日本との外交交渉な
どで活躍した事例だが、帰国した漂流民のなかには、

日本でロシア語の辞典を編纂したり、ロシア語教育
にあたった者もいる。ケース⑨でロシアの捕虜と
なった五郎治とケース⑩の久蔵は、種痘法を日本に
伝え、日本の医学の歴史に名前を残している。また、
ケース⑫の喜三左衛門は造船技術を修得して帰国
し、日本で西洋式の帆船を建造している。このほか、
帰国した漂流民たちの多くは漂流記録を書き、ロシ
アの風俗・歴史・言語などを日本に伝えた。

以上のように、漂流民たちはロシアと日本の文化
的交流に大きな役割をはたした。漂流という不幸な
体験は、歴史のなかで、日本とロシアを結ぶ太い糸
となり、やがて 19 世紀半ばの日本とロシアの国交
樹立をもたらすことになったのである。
（初出 :「開国以前の日露関係について」平川新、

A.A. キリチェンコ共編『日本とロシア ─ その歴史
をふりかえる』東北アジアアラカルト 8、東北アジ
ア研究センター、2003 年）
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二　遣日ロシア使節レザーノフ来航と日本の政情

1.　レザーノフ来航をめぐる幕府と天皇

ロシア使節レザーノフが石巻の若宮丸漂流民 4
人をナジェジダ号に乗せて長崎に来航したのは、文
化元年（1804）9 月のことである。寛政 4 年（1792）、
ロシア使節ラクスマンが根室に来航して通商を求め
たことに続く、ロシアから 2 回目の使節であった。
ラクスマンは、天明 3 年（1783）にアリューシャ
ン列島のアムチトカ島に漂着した伊勢の神昌丸乗組
員大黒屋光太夫ら 3 人を同伴していた。ロシア領
に漂着した日本人送還を対日交渉の手がかりとする
のが、この時期のロシアの方針であった。

しかし、長崎に入港したレザーノフは厳重な監視
下におかれて、与えられた宿舎の屋敷地から街中へ
は一歩も出ることができなかった。半年間待たされ
たあげくに幕府から通告されたのは、通商の拒否と
長崎からの退去であった。幕府の回答は、通信と通
商の関係を朝鮮・琉球・中国・オランダに限定し、
それ以外の国とは新たな関係をもたないというもの
で、研究史では鎖国を祖法とする認識がこのときに
明確に成立したと位置付けられている（藤田覚「鎖国

祖法観の成立過程」『近世後期政治史と対外関係』吉川弘文

館、2005 年）。
ところが、レザーノフの『日本滞在日記』（大島

幹雄訳、岩波文庫、2000 年）やその他のロシア史
料をみると、幕府の拒否回答の裏側にあるとされる
事情が赤裸々に記されている。しかもその内容は、
これまで日本の史料ではまったく確認されていない
ものであった。本章ではそれを紹介し、それがもつ
意味について検討しておきたい。

（1）　レザーノフ日記から
初めにレザーノフの『日本滞在日記』から、長崎

通詞とレザーノフの会話を引用しておこう。幕府目
付で長崎特使の遠山景

かげみち

晋がレザーノフに幕府の決定
を伝えたのが日本暦文化 2 年 3 月 6 日のことで、
次に引用する 3 月 15 日はレザーノフ一行が長崎を
出航するための準備をしているときのことである。

◇レザーノフ『日本滞在日記』ロシア暦 1805 年
4 月 1 日（文化 2 年 3 月 15 日）
　この日も朝から荷積みが行なわれた。通訳の
為八郎が友人たちと一緒に来訪。
　「ラクスマンが受け取ったものが許可書で
あったことを知る必要があります。その時委任
状を出した重臣は出

デ ワ サ マ

羽さまといいます。出羽さ
まは将軍の側近でしたので、将軍にロシアと通
商関係を結ぶことがどれだけおおくの利益をも
たらすかと説得しました。将軍も熱心にこのこ
とに取り組みました。出羽さまは勝利を収めた
のです。もうひとりの重臣で出羽さまの友人で
もある蝦

エ ゾ サ マ

夷さまも彼を支持し、三人目の飛
ヒ

騨
ダ

肥
ヒ

後
ゴ

さ
サ

ま
マ

も支持したのです。
　いまからこのあと何が起きたかを簡単に説明
いたします。私たちは五年間首を長くしてロシ
ア人を待っていました。六年目に不幸にも出羽
さまが亡くなります。ここで反対勢力が力を持
ちはじめます。蝦夷さまには、この勢力に立ち
向かうだけの力がありませんでした。彼は、二
年後に引退に追いつめられました。飛騨肥後さ
ま一人だけになり、ますます立場が弱くなった
のです。民衆はロシアとの通商を待ち望んでい
ましたが、あなた方は来ることなく、騒ぎは静
まりました。
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あなたが日本に到着してすぐに、将軍は通商に
同意することを明らかにしました。しかし一人
の狡い重臣、出羽さまの敵、つまりはロシアの
敵が、将軍を思いとどまらせ、根幹に関する法
令に関しては、まず天皇の同意をもらわなくて
はならないと言い出したのです。今回は特に新
しくキリスト教の強国を受け入れるかどうかに
関わる大事な問題だと言うのです。さらに彼は
天皇に対して、彼を精神的な皇帝といってもい
いと思いますが、将軍が天皇の最後の権力を奪
おうとしており、ラクスマンに許可書を渡した
ときも、天皇には何も知らせなかったと、働き
かけたのです。実際に何も知らせなかったのは
ほんとうのことであり、決断力をお持ちだった
出羽さまは、その時天皇に知らせる必要がない
と見なしていました。ついに天皇はこの唆しに
のり、重要な案件を決定するには、幕府閣僚の
同意が必要になったのです。集められた幕府閣
僚たちは、この狡い重臣の策略に丸め込まれて
しまったのです。彼の名前を私たちに聞かない
でください。私たちは彼から厭われています。
ただひとつだけ言えることは、将軍はあなた方
の味方だということです。しかしいまは内乱が
起こらないように、譲歩しているのです。しか
し飛騨肥後さまが犠牲になりました。何故なら
ば天皇に報告しなくてもいいと主張した一人
だったからです。あなたもご承知のように、私
たちの国では約束はそんなに厳格に守られてい
ません。日本の法律は、外国でも同じでしょう
が、狡猜な解釈によっていかようにも変えられ
るのです。 （下線は筆者。以下同）

上に引用した長崎通詞見習の馬場為八郎とレザー
ノフとの会話の内容は、大きく二つに分けられる。
一つはラクスマン来航時の問題であり、二つめはこ
のたびのレザーノフ来航時の問題である。

まず寛政 4 年（1792）のラクスマン来航時につ
いて、馬場為三郎が語ったという内容を整理してお
こう。

・幕府がラクスマンへ与えた文書は貿易許可書

だった。
・許可派の中心人物は将軍側近のデワサマだっ

た。
・デワサマは日ロ貿易の利益を将軍に説いた。
・デワサマの友人であるエゾサマもデワサマを支

持した。
・ヒダヒゴサマもデワサマを支持した。
・デワサマはラクスマンへの許可書について天皇

に知らせる必要はないとみなしていた。
・だが 6 年後にデワサマが死亡し、反対勢力が

力を持ち始めた。
・エゾサマはその 2 年後に引退に追いつめられ

た。
・ヒダヒゴサマ一人になった。
次に、レザーノフ来航時については次のように整

理できる。
・将軍はロシアとの通商に同意した。
・だが「デワサマの敵」が将軍を思いとどまらせ、

キリスト教大国を受け入れるためには、まず天
皇の同意が必要と言い出した。

・彼（「デワサマの敵」）は、ラクスマンへの許可
書も天皇に知らせていないと朝廷に働きかけ
た。

・将軍はあなた方の味方だが、内乱がおこらない
ように譲歩した（将軍はロシアとの通商に同意
していたが、天皇と対立しないように譲歩して
通商を認めなかった）。

・天皇に知らせなくてもよいと主張したヒダヒゴ
サマが失脚した

おおむね以上が紹介した部分の大要だが、このレ
ザーノフ日記には、「デワサマ」、「エゾサマ」、「ヒ
ダヒゴサマ」という 3 人の人物名が出てくる。日
本人の通詞から聞いた名前を記録したものであるか
ら、発音を正確に聞き取ったかどうかの問題がある。

「デワサマ」が「出羽様」である可能性は高いとし
ても、「エゾサマ」が「蝦夷様」であり、「ヒダヒゴ
サマ」が「飛騨肥後様」という表記でよいかどうか
については確証はない。

この時期に出羽守を名乗っていた老中は水野忠友
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だが、1788 年（天明 8）に松平定信に老中を解任
されており、ラクスマン来航時は老中ではない。そ
の後 1796 年（寛政 8）に西丸付き老中となるが、
在任中の 1802 年（享和 2）に没している。ここに
いう「デワサマ」（出羽様）がこの水野忠友である
かどうかは定かではないが、その可能性は低いよう
に思われる。
「デワサマ」を支持したという「エゾサマ」を「蝦

夷様」とすることにも不安がないわけではない。「蝦
夷様」とした場合には、この特有の表現は蝦夷地を
支配していた松前氏のことをさす可能性をもつが、
松前氏は志摩守を官途名としており、松前氏をさし
て「蝦夷様」とする用法はみられないという（菊地

勇夫氏のご教示による）。ましてや幕閣あるいはその周
辺で「蝦夷様」と呼ばれる存在は見出しがたい。た
だし幕府は、ラクスマン来航を始めとするロシア問
題を理由に、寛政 11 年（1799）に松前藩から東蝦
夷地を上知している。レザーノフ日記には「エゾサ
マ」が 8 年後に引退に追いつめられたとあり、時
期的には符節が合わないわけではない。長崎通詞が
比喩的に松前氏を「エゾサマ」といった可能性もあ
るが、松前氏が日ロ通商派であったことを示す根拠
は、いまのところ見出していない。

一方、「エゾサマ」の発音は「イズサマ」に近い。
もしこれを「イズサマ」とした場合には、この時期
の有力な老中として松平伊豆守信明が視野にはいる
ことになる。松平伊豆守信明は、天明 8 年（1788）
4 月から享和 3 年（1803）12 月まで老中に在任し
ていたが、信明解任の理由として将軍家斉が信明の
蝦夷地対策に不満を抱いていたからだとする高澤憲
治氏の見解は興味深い（「老中松平信明の辞職と復職」『南

紀徳川史研究』5 号、1994 年）。時期が一致するわけで
はないが、信明の解任時期と、「エゾサマ」がおよ
そ 8 年後に引退を余儀なくされたという記事にも
親近性がある。とはいえ、「エゾサマ」を「イズサマ」
とし、それを松平信明だとする決め手はない。

次の「ヒダヒゴサマ」は、発音に従えば「飛騨肥
後」に近いが、「肥田」だとすれば長崎奉行の肥田
豊後守頼常の可能性もある。後掲する史料の翻訳者

は「フィダフィガサマ」と訳しているため、少しは
肥田豊後の発音に近くなるが、フィット感は低い。
しかも彼は、レザーノフが来たときに失脚したわけ
ではない。

このようにみてくると、長崎通詞の馬場為三郎が
レザーノフに教えた名前から幕府関係者を特定する
ことは困難だといわざるをえない。そのことがこの
レザーノフ日記を使いにくくしている大きな要因な
のだが、翌日の日記にも幕閣の名前が登場している。

◇同上、ロシア暦 1805 年 4 月 2 日（文化 2 年 3
月 16 日）　

両国の利益に反することをしている狡い重臣
の名前を教えて欲しいと尋ねた。ながい間、彼

（通詞の本木庄左衛門）は答えをためらってい
たが、ついに白状した。
　「彼の名前を口にするだけでも汚らわしい。
彼の名前はウネメ（采女）といいます。彼は江
戸の近くの田舎にある武蔵の領主です。この人
でなしは 60 歳ぐらいです。

「ウネメ」といえば、レザーノフの通商要求を拒
否せよと主張した老中戸田采女正氏

うじのり

教がおり、長崎
通詞が彼を通商拒否派の中心人物だとみなしても不
思議ではない。他の官途名は該当者を探すことが困
難であるため、長崎通詞が出まかせをいった可能性
もあるが、「ウネメ」に関しては、通商を拒否した
ことに対する通詞としての怒りから、ついつい本名
をいったのではないだろうか。

なお、「ウネメ」は 60 歳ぐらいとされているが、
戸田采女正氏教は宝暦 4 年（1754）の生まれであ
るから、当時は数えで 52 歳程度になる。また戸田
の領地は美濃国大垣であって、日記にあるような武
蔵の領主ではない。ただし江戸の近郊ということで
いえば、レザーノフへの強硬な回答を主張したとい
う土井大炊頭利厚（藤田覚前掲「鎖国祖法観の成立」）

が下総国古河を領地としている。戸田にしろ土井に
しろ、いずれもレザーノフの通商要求を拒否した老
中であったから、情報が混乱したのかもしれない。

ところで以上の記事は、長崎通詞たちがレザーノ
フに語った情報をもとに書かれたものである。大筋
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の流れとしては、ラクスマン来航時に幕府はロシア
との貿易を容認する許可証を渡したが、その後、貿
易反対派が幕閣の主導権を握り、レザーノフ来航時
に将軍は通商を容認したものの、幕閣の反対派が朝
廷の許可がいると主張して対立し、ついには将軍も
通商拒否に転じなければならなくなった、というこ
とである。藤田覚氏は、ラクスマンへ信牌（長崎入
港許可証）を渡した当時の幕府には日ロ通商を許可
する可能性があったと指摘しているが、馬場為三郎
の証言は、外交の最前線に立つ通詞たちもロシアへ
の信牌授与が日ロ通商を開くサインだと受けとめて
いたことを示すことになる。

なお、先の記事での大きな問題は、通商を容認し
ようとする将軍に対して、通商拒否派は天皇を持ち
出してこれに対抗した、とする点であろう。横山伊
徳氏はレザーノフの『日本滞在日記』をもとに、
対ロ通商をめぐって幕府内部に対立があり、通商
反対派が天皇を利用した可能性について言及して
いる（「18-19 世紀転換期の日本と世界」『日本史講座』7、

2005 年）。もしこれらの記事が事実であるとすれば、
対外関係史だけではなく朝幕関係史にも大きな影
響を与えることになるだろう。それだけに、この
記事のもつ意味が問われることになる。

（2）　露米会社記録から
そこでもうひとつ、これに類する別な史料を紹介

しておこう。これは通商を拒否されてレザーノフが
日本を去ったあと、ロシア暦 1808 年 7 月 2 日付け
で、露米会社本部からロシア皇帝アレクサンドル 1
世に提出された報告書の一節である

◇ロシア暦 1808 年 7 月 2 日「露米会社本部から
アレクサンドル 1 世への報告。日本との通商
関係を発展させ、またサハリンを開発する必要
性について」（『ロシア史料にみる 18～19 世紀の日

露関係』第 1 集所収、2004 年、東北アジア研究センター。

以下、『日ロ史料集』）1 と略称）。
　（ラクスマンが入港許可証を得てから）～そ
の後 9 年が経過し、いまや日本自身が望んで
いる関係を日本と構築するという企ては、残念

ながら、完全に忘れ去られたままであり、もし
皇帝陛下がアメリカ会社の二つの船を世界一周
に派遣 する際の 1803 年にこの出来事を思い
出されることがなければ、この忘却はさらに長
期にわたっていたことでしょう。陛下はこの問
題を好ましくも侍従の故レザーノフに委任され
たのでありますが 、彼は日本民族と、自分の
以前の意向にしたがってロシアの使節を受け入
れることを確定していた公

クボー

方自身の非常に断固
たる傾向のため、結局逆の回答を得るという不
幸に見舞われることになったのであります。
　この原因となったのは我々に好意をもってい
た大臣出

デ

羽
ワ

様
サマ

がラクスマン来航後 7 年目に死
去したことであり、現在の強力な第一大臣
采
ウネメサマ

女様［老中戸田采女正氏教］は立派とはいえ
ないエゴイストで、自国の君主の目的を理解せ
ず、ヨーロッパ人との交渉を許すことで自分の
権力が弱体化することを恐れ、本心の狡猾さか
ら、新しいキリスト教民族に対する彼の関知し
ない入国許可により好ましくない結果が引き起
こされないためにも、あらかじめ内

ダクリ

裏と連絡を
とることを忠告したのですが、別の首都である
メアコ（都）に住み、聖職者トップであるこの
内
ダクリ

裏は采
ウネメサマ

女様の秘密エージェントによって偏向
し、教唆され、彼の知らない間にラクスマンに
対して証書が渡されたことを知ると、自分は
公
クボー

方の側から侮辱を受けたとみなし、我々の使
節団が送られた際に会議に集合した 200 人の
地主、貴族に対し満足のいく回答を求めたので
あります。これらの国家の役人たちは公

クボー

方に対
し内

ダクリ

裏の侮辱感がどれほど大きいものであるの
か伝えたところ、彼は自分の意思に反すること
に同意し、巨大な流血の惨事を食い止めるべく
我々との交易を拒否し、内

ダクリ

裏の憤怒に対する生
贄として、大臣であり故出

デ ワ サ マ

羽様の同志であった
フィダフィガサマを、常に我々との交易に関心
をもち、公

クボー

方と人民の希望を支持したという理
由で差し出したのであります。彼は位を取り上
げられ、流刑に処されてしまいました。
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いま、このアレクサンドル 1 世への上奏文の全
体を紹介しておくと、ラクスマンが幕府から入港許
可証を得るにいたった経緯を最初に述べたあとに、
上に引用したようなレザーノフ使節団が得た幕府内
部の情報を記し、そのあとには、レザーノフと長崎
通詞とのやりとり、レザーノフが長崎を出航したあ
とに調査したサハリンの様子、通商を拒否した日本
への報復をレザーノフがフヴォストフに命じたこと
などを述べ、日本との通商関係を開くためにもサハ
リンを占領して定住政策をとるのが得策だと皇帝に
提言する内容からなっている（注 : 本稿でサハリンと

表記するのはロシア史料にもとづくか、あるいはロシアの

立場からみた場合であり、日本側から見た場合にはカラフ

トと表記している）。
このように、ロシアの対日交渉の一連の経緯を記

した記事のなかに上記引用部分があるのだが、ここ
に記されていることを箇条書きにしてみよう。

・我々（ロシア）に好意をもっていた出羽様は、
ラクスマン来航後 7 年目に死去した。

・現在は采女様（老中戸田采女正氏教）が実権を
握っている。

・采女様が入国許可を好ましく思わず、将軍に内
裏（天皇）へ連絡をとるよう忠告した。

・内裏（天皇）は采女様の使者から、天皇の許可
なくラクスマンに許可証が交付されたことを知
ると、将軍から侮辱を受けたとして、大名らに
回答を求めた。

・そのため将軍は自分の意思（対ロ通商許可）に
反して、ロシアとの交易を拒否した。

・天皇の憤怒に対する生け贄としてフィダフィガ
サマが失脚した（注 : レザーノフ日記では「ヒダヒ

ゴサマ」と訳しているが、本翻訳では「フィダフィガ

サマ」と表記している。それぞれの訳者による表記を

尊重してそのままとした）。
ロシアとの通商に前向きなデワサマ、天皇を持ち

出して通商を妨害するウネメサマ、通商派である
フィダフィガ様の失脚といった点は先に紹介したレ
ザーノフ日記と重なる内容である。ただし同日記に
なかったのは、ラクスマンへの信牌を自分の許可も

得ずに与えたと知った天皇が、「200 人の地主、貴族」
に対して回答を求めたという点である。大名のこと
をさしているのであろう。

以上みたように、レザーノフ日記の記事と露米会
社によるロシア皇帝への報告書は内容的な重なりが
多い。レザーノフは露米会社の重役であったが、ペ
テルブルグに向かう途中、クラスノヤルスクで
1807 年に病没している。したがってこの報告書は、
レザーノフ以外の露米会社関係者によって書かれた
ことになるが、レザーノフの使節団には露米会社社
員も随行しており、彼らからの情報とレザーノフの
報告書などをもとに作成されたものと思われる。

ロシア史料には、デワサマやヒダヒゴサマ（フィ
ダフィガサマ）あるいはエゾサマなど、幕府の重要
人物であろうと思われる人名が出てくるが、いまの
ところ確定できるのはウネメサマくらいなものであ
る。これだけでも記事の信憑性は大きく揺らぐであ
ろう。ましてやレザーノフが来航したときに、ウネ
メサマ（老中戸田采女正）が天皇に使者を送って将
軍家斉の通商容認を潰したという記事や、ラクスマ
ンへの信牌授与について天皇が「200 人の地主、貴
族」、すなわち大名たちに回答を求めたといった記
事は、これまで日本側の記録では確認されていない
事柄であることから、ますます怪しげな史料だとい
うことになりかねない。レザーノフ日記の翻訳本が
刊行されたにもかかわらず、これまであまり積極的
に活用されてこなかったのは、こうした記事のおか
げで、その信憑性に疑いがもたれていたからなのか
もしれない。

（3）　クルーゼンシュテルンの記録から
しかし、ここでもうひとつ、レザーノフが乗って

きたナジェジダ号の艦長クルーゼンシュテルンの
『奉使日本紀行』（1840 年刊の『世界周航記』のオランダ

語版を幕府通詞青地盈が翻訳）からも、これらに関連す
る記事を紹介しておこう。

◇ロシア暦 1804 年 11 月 24 日（文化元年 10 月
23 日）
又予察するに日本にて国政を主る君をクボウサ
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マと称せり。尚事の重きはダイリの命を得て決
定する事と思はる。今度使節を受るには彼内裡
は国政にかかはらざれども、此をダイリに告て
その命を受る事と思はる。此に由て長崎奉行は
江戸より指揮を受るのみならず、又都よりダイ
リの命をも受る事とみゆ。

レザーノフ日記や露米会社報告書とは違って、ク
ルーゼンシュテルンのこの記事は、彼が得た情報を
的確に整理して天皇と将軍との関係を簡潔に書きと
めている。すなわち、日本で国政を司るのはクボウ
サマ＝将軍であり、天皇は本来、国政にはかかわら
ない。しかし重要事項に関しては天皇の命をもって
決定するようで、今回のロシア使節への対応も天皇
に報告し、その命を受けることになっているようだ、
と。内容的には、レザーノフ日記や露米会社報告書
と共通した「天皇－将軍」認識であるといってよい
だろう。

（4）　オランダ商館長の記録から
じつは驚くべきことに、こうしたロシア史料以外

にも、レザーノフ一件について幕府が朝廷に報告し
たとする外国の記録がある。それはオランダ商館長
ドゥーフが残した『日本回想録』（原著は 1833 年
出版、永積洋子訳、新異国叢書、雄松堂出版）であ
る。ドゥーフは 1799 年から 1817 年までの間、日
本に滞在しており、レザーノフ来航時には出島から
その成り行きを見守っていた。彼が将軍と天皇の関
係を論じた箇所に、次のような記事があった。

　このとき（2 代将軍秀忠）以後、日本には国
内の争乱も外国との戦争もない。しかし権現（家
康）により内裏の権力は大きく制限され、かつ
て内裏は日本全土の唯一の統治者だったが、今
やすべては将軍あるいは江戸の皇帝の保護の下
におかれている。将軍は天皇と朝廷に毎年一定
の年金を与えている。（中略）
　しかし私は、幕府が朝廷の意向を配慮した方
がよいと判断した二つの事例に出会った。一つ
はロシアの使節レザノフが 1804 年、1805 年
に到着したとき、私が知り得た限りでは、京都

の宮廷、内裏の意見が求められた。私の日本滞
在中のもう一つの事例は、天文学者が江戸の幕
府に、これまでの慣習の太陰暦ではなく太陽暦
を用い、この年から暦をそのように変えたいと
提案したときである。これは内裏の宮廷に差し
止められた。

ドゥーフは、以前とは異なって、いまや幕府が全
国の支配権を有しているが、知っている限りでは 2
度、幕府が朝廷に意見を求めたことがある、と記し
ている。1 回目はレザーノフが来航したとき、2 回
目は太陰暦から太陽暦への変更を提案したときだと
いう。レザーノフ来航時に幕府が朝廷の意見を求め
たというのは、ロシア史料と完全に一致する内容で
ある。

だが訳者の永積洋子氏は、ドゥーフのあげる二つ
の事例はまだ日本側史料では確認されていない、と
注釈している。のちに改めて言及することになるが、
たしかにレザーノフ来航一件が朝廷に奏上されたと
いう日本側史料は、まだ発見されていない。

しかし天文学者が幕府に太陽暦の採用を提案した
という動きは、これまでの研究でも確認されている。
暦の研究者である岡田芳郎氏によると（『明治改暦』

大修館書店、1994 年）、経世家本多利明は寛政 10 年
（1798）刊行の『西域物語』のなかで、太陰太陽暦
である官暦を批判して西欧諸国と同じ太陽暦（グレ

ゴリオ暦）の採用を唱えたという。また中井竹山が
老中松平定信の諮問に答えて、政治・経済・社会上
の諸問題を論じた『草茅危言』は寛政元年（1789）
に奉呈されているが、そのなかでは迷信的暦註を排
除した暦の作成を提言しており、これをうけて竹山
の弟の中井履軒は、太陽の運行を主とした享和元年

（1801）の暦を作成した。また山片蟠桃が履軒に倣っ
て作成した「享和二年天暦」は、著名な『夢之代』（文

政 3 年、1820 年刊）に収録されているが、同書の初
稿本は享和 2 年（1803）に執筆した『宰我の償』
であった。岡田氏によると、中井履軒作の享和元年
暦も山片蟠桃の「享和二年天暦」も厳密には太陽暦
ではないということだが、太陽暦的要素を抽出した
暦であるという。
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ドゥーフの回想録には「この年から暦をそのよう
に変えたいと提案した」とあるから、あるいは享和
元年と二年に作成されたこれらの暦を指しているの
かもしれない。ただし、この暦の採用を幕府が朝廷
に働きかけたかどうかは不明であり、仮に幕府の働
きかけがあったとしても、暦法の宗家とされている
陰
おん

陽
みょう

頭
のかみ

の土
つちみかど

御門家がこれに同意したとは思われな
い。そのあたりの関係を反映して、幕府による働き
かけの有無とは別に、「内裏の宮廷に差し止められ
た」という浮説が流れることはありえたであろう。
ドゥーフは、そのような情報をどこからか耳にして
書き留めた可能性が高い。だとすればレザーノフに
関するドゥーフの記事にも、その正否は別にして、
情報としての何らかの根拠があったとみなすべきで
あろう。要は、このような情報がどこから伝えられ
たのかということである。

（5）　幕府は朝廷に報告したのか
さて、これらの外国記録に出てくる情報をもとに、

ラクスマン来航時とレザーノフ来航時における幕府
の対応の違いを整理すれば、次表のようになる。

ロシア側記録から描くことができる構図
1792 年　ラクスマン来航時 1804 年　レザーノフ来航時

〈日ロ通商に〉
将軍－賛成
側近－賛成

長崎入港許可書

〈日ロ通商に〉
　将軍－賛成  不許可へ

　老中－反対→朝廷へ報告
　　　　　　　　　（天皇－反対）

すなわち、1792 年のラクスマン来航時において
は、将軍家斉および老中と目される将軍側近はいず
れも通商に前向きで、長崎入港許可証（信牌）を授
与した。しかるに 1804 年のレザーノフ来航時には、
将軍家斉は許可する意向であったものの、反対する
老中戸田采女正が通商許可には天皇の許可がいると
の理由で朝廷に報告した結果、天皇が強硬に反対し
たため、将軍も不許可にせざるをえなかった、とい
うものである。

もしこれが事実であったとすれば、日ロ通商をめ
ぐって将軍と老中が対立しただけではなく、反対派

の老中が天皇に内通し、天皇は幕府政治に介入して
外交政策に重大な影響を与えた、ということになる。
場合によっては、近世後期の政治史や朝幕関係史を
ひっくり返すほどの重大な事件ということになるだ
ろう。ましてや、藤田覚氏が『近世政治史と天皇』（吉

川弘文館、1999 年）の「あとがき」に記した次の一
文を読むと、あるいは、という思いを抱いてしまう
のである。

　歴史学研究会編の『日本史年表』を全面的に
作り替え、『新版日本史年表』を作成する作業
を手伝ったさいに、旧版の文化元年（1804）
11 月に、「林述斎ら、外国に対する処置につき
朝廷に報告する」という記事があり、根拠とな
る史料を幕府や朝廷関係からあれこれ探してみ
たが見つからなかったため、史料的根拠なしと
して削除した。しかし、幕府による朝廷への対
外情勢報告という、朝幕関係史、近世政治史か
らすると重要な史実なので、本当は事実なのに
探し方が悪くて見つからなかったのではないか
と、刊行されてからもヒヤヒヤしていた。

ここにいう歴史学研究会編の『日本史年表』とい
うのは 1966 年に初版が出版され、広く利用された
ものである。その年表の文化元年11月に「林述斎ら、
外国に対する処置につき朝廷に報告する」という記
事があったが、史料的根拠を確認できなかったこと
から、藤田氏はこの事項を年表から削ったというの
である。文化元年 11 月というのは、レザーノフが
長崎で幕府の回答を首を長くして待っていた時期で
ある。

レザーノフへの対応について幕府から意見を求め
られた林述斎と柴野栗山が、鎖国＝祖法観により通
商を拒否すべしとする回答をしたことは、すでに藤
田氏によって明らかにされている。旧版『日本史年
表』では、その林述斎らの回答が朝廷に報告された
としているのであった。外国史料では、レザーノフ
使節への対応について幕府サイドから朝廷へ報告さ
れたとされており、符節が合うことになる。これが
旧版年表の根拠だったのではないかとも思いたくな
るのだが、外国史料では林述斎の名前があらわれな
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いので、年表記事とはズレがある。これを根拠とす
るには無理があるようだ。

ところで、これらの外国史料には、はたして信憑
性があるのだろうか。ロシア史料にあるとはいって
も、記事中の人物の特定も困難な史料であるから、
証明力が保証されているわけではない。オランダ商
館長ドゥーフの記事にしても、その記事の根拠が示
されてはいないので、十分な証明力を有していると
はいえないだろう。したがってこれらの記録をもっ
て、幕府が朝廷に報告した、ということの根拠とす
るのは、残念ながらむずかしい。

とはいえ日本側史料は、関係史料に通じた藤田氏
でも探し出せなかったという。念のために、レザー
ノフ来航時に武家伝奏を勤めていた 2 人の公家の
日記（正親町公明「公明卿記」、広橋伊光「伊光記」。いず

れも東京大学史料編纂所蔵）で、レザーノフが長崎に
滞在した文化元年 9 月から翌年 4 月までを確認し
たが、幕府から朝廷へ報告があったと思わせる記事
を見いだすことはできなかった。外国史料に見える
事柄を歴史的事実とみなすためには、いまのところ
旧版『日本史年表』が根拠とした史料が再発見され
ることを期待する以外にないだろう。

（6）　長崎通詞や警固兵たちからの情報
そこで、ひとまず問題の立て方を変えて、これら

外国史料がもつ情報の性格について考えてみること
にしたい。

まずロシア史料についてだが、幕府が天皇に意見
を聞いているとか、天皇が通商に反対したといった
情報をロシア側関係者（レザーノフ、露米会社社員、
クルーゼンシュテルンなど）が、みずからでっち上
げなければならない必要性はないので、こうした情
報はレザーノフ日記が示すように長崎通詞からもた
らされたものだとみなしてよい。クルーゼンシュテ
ルンも、しばしば長崎通詞と会話したと書いている。
もちろんそれはオランダ語を介してだが、露米会社
社員も同様であろう。一方、オランダ商館長ドゥー
フは、日本語も堪能で出島貿易をつうじて町人たち
との交流もあるから、情報源は必ずしも長崎通詞に

限られるわけではない。だがレザーノフの長崎滞在
中、通詞たちはドゥーフのもとにも出入りしており、
同様の情報が流れた可能性は十分に想定できるだろ
う。いずれも長崎通詞を主な情報源とみなして問題
はないと思われる。

しかし、こうした外国史料の記事とは異なって、
もし幕府から朝廷への報告がなかったのだとした
ら、なぜ長崎通詞はこうした情報をレザーノフに話
したのだろうか。幕府からなかなか回答が来ないこ
とに苛立っていたレザーノフをなだめるために、通
詞たちが勝手に作り話をしたということなのだろう
か。そうだとした場合、ではなぜそれが天皇を引き
合いに出した話になるのだろうか。疑問の種は尽き
ない。

ところで、朝廷や天皇のことが通詞とレザーノフ
の間で話題になるのは、いつのことだろうか。それ
をレザーノフ日記で確認してみよう。

文化元年 10 月 4 日の日記では、江戸からの返事
が遅いと問い質すレザーノフに対して、大通詞の石
橋助左衛門が「江戸は、おそらくまだ決定できずに
いるのだろう」と答えている。長崎から江戸に急使
が派遣されて日が浅いので、通詞の返答にもまだ余
裕がある。だが 12 月 22 日に通詞の馬場為八郎は、

「あなたが急いでいるので、新たに江戸から京
ミヤコ

に天
皇に相談するため使者が送られています。そこから
返事が来れば、ただちに間違いなく急使がくるはず
です」と答えている。ここで、「京

ミヤコ

」と「天皇」が
初めて出てくる。

さらに年の瀬も押し迫った 12 月 29 日、同じく
馬場為八郎は、次のように伝えた。「今回の遅れは
二百人近くの名門の重臣たちが、日本人にとって根
幹に関わる問題である通商条約について決議するた
めに、江戸に集まっていることから生じたことであ
る。こうした大事な問題は、じっくりと話し合い、
決定されなくてはならない。しかし奉行はもう一度
特使を派遣するので、どうかご安心ください」と語っ
たという。江戸に大名たちが集まって相談している
ので遅くなっている、ということらしい。翌 12 月
30 日に馬場は、「返事の遅れに関しては、ロシア人
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と交渉するのがいままでにないことであり、将軍は
自分の叔父、兄、そして彼が大変尊敬している親戚
に使者を送っているからだと言った。これだけ遅れ
ているのは、望ましい兆候だ」と伝えてきたという。
将軍は御三家などと相談している、という意味だろ
う。

こうした経緯をみると、天皇のことに言及したの
は、もっぱら通詞の馬場為八郎であったようだ。幕
府からの返事の遅れに苛立つレザーノフに対し、遅
れの理由として、① 天皇へ使者を出していること、
② 江戸で大名会議がおこなわれていること、③ 御
三家へ相談していること、をあげてなだめたので
あった。日本史研究の現状からみると、異常な発言
というしかない。では馬場為八郎は、その場凌ぎの
ために天皇のことを引き合いに出したのだろうか。
必ずしもそうではない。たとえば御三家については、
松平定信の『宇下人言』（岩波文庫、166 頁）に、ラ
クスマン来航時のこととして、「御三家之うち尾水
両侯へも御談申候」とあることから、ありえないこ
とではなかった。

しかもこうした認識は、馬場為八郎だけではなく、
少なくとも通詞のなかでは共有されたものであっ
た。その点を確かめておこう。

先に紹介したレザーノフ日記文化 2 年 3 月 15 日
条には、馬場為八郎が、ラクスマンが受け取った文
書は通商許可証だったこと、今回も将軍は通商に同
意したが、幕府のなかの「デワサマの敵」が天皇に
働きかけて将軍の決断をくつがえしたと語ったとい
うことが記されていた。じつは幕府がレザーノフに
通商拒否を通告したあと、幾人もの通詞たちが口々
に馬場為八郎と似通った発言を始めるようになった
のである。たとえば本木庄左衛門は 3 月 10 日に、
レザーノフに対して次のように語っている。

◇レザーノフ『日本滞在日記』ロシア暦 1805 年
3 月 27 日（文化 2 年 3 月 10 日）
　昨日、庄左衛門がこんな決定になるとは思っ
てもいなかったのだと、フリードリッヒにその
悲しみをぶちまけた。そしてある秘密を明かし
た。

ラクスマンが来訪時に受け取ったものは、ま
ぎれもなく貿易許可書だった、という。しかし
その許可はどっちにでもとれるような内容に
なっていた。その時幕府のなかでは、多くの意
見があった。しかし当時幕府の中で権力を持っ
ていた二人の幕僚が、ロシアとの通商が日本に
とって有益であると強く主張した。そして多く
の人がその意見を支持するようになった。あれ
から六年、すくなくとも八年後に私たちが日本
に来ていれば、間違いなく歓迎されていただろ
う。しかし六年後にロシアとの通商を主張して
いた一人が亡くなり、八年後にはもうひとりの
支持者が死んでしまった。いまはそれに反対し
ていた者たちが権力を握っている。私たちが日
本に来たとき、彼らにとっても以前に決められ
た意見を覆すのは大変困難なことであった。何
故なら将軍自身、ロシアに対して好意を抱いて
いたからだ。彼らは国の役人たちを集め、その
意見をまとめ、彼らの意見に従うよう奔走した。
しかしそれから六ヶ月経ってその力も弱くなっ
ている。時が経てば、以前の意見が勝つに違い
ない。

本木庄左衛門は、ラクスマンが受け取ったのは貿
易許可書であったこと、将軍はロシアに好意を抱い
ていたが、通商に反対する者たちが権力を握ってい
ることなど、馬場為八郎に共通した発言をしている。
この本木は 3 月 12 日に、オランダ船を利用して長
崎に来航することや、避難を装って日本の海岸に着
船することを求めるなど、幕府の拒否通告以後も、
相当に日ロ通商にこだわっている。しかもそのこだ
わりという点では、大通詞の石橋助左衛門も同様で、
3 月 19 日にレザーノフに対して、「ずるがしこい大
名（戸田采女正のことか─筆者注）が死んだとき、
またはなにか変化があったときは、すぐに公式に手
紙を書きますので、その時はロシア人を 2 人、バ
タヴィアを経由して派遣して下さい」と求めている。
通詞目付の名村多吉郎もまた、通商反対派が亡く
なったあとに、「ご自身で松前に来て、交渉をはじ
めるのです。～（中略）全員あなたのために働く準
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備ができています」と、レザーノフに、時節をまっ
て動くよう助言している。

以上から見てとれるように、通詞見習の馬場為八
郎だけではなく、小通詞本木庄左衛門、大通詞石橋
助左衛門や通詞目付名村多吉郎（レザーノフ日記 89

頁には多吉郎は大通詞とある）も、幕閣のなかに反対派
がおり、そのために通商が拒否されたと認識してい
る。おそらく長崎通詞たちに共通した理解だったの
であろう。しかし、より重要なことは、こうした認
識が通詞たちだけのものではなかったということで
ある。

長崎警備には筑前黒田藩や肥前佐賀藩が隔年交替
で勤めていたが、同地の梅が崎に幽閉されていたレ
ザーノフ一行には肥前大村藩の藩士たちが警固にあ
たっていた（レザーノフ日記文化 2 年 2 月 7 日。なお大

島幹雄氏は、同日記文化 2 年 2 月 28 日に宿舎の点検に来た

松田東三郎は佐賀藩の「物頭」だとしている）。レザーノ
フは顔馴染みなった警固兵たちから日本語を教わる
など、打ち解けていたようだ。2 月 26 日のレザー
ノフ日記によると、その警固兵たちとの会話として
次のような記事がある。

　そこで話題を将
クボウ

軍のことに転じてみた。「あ
なた方の国では、 皇

インペラートル

帝 がふたりいますね。ふ
たりともそれぞれ自分の能力や弱点をもってい
ることでしょう、ふたりのうちどちらが慈悲深
いのですか」と聞いてみた。
　これに対して彼らは、「私たちの国に皇帝は
ひとりしかいません」と答えた。私は「それは
誰ですか ?　ダイリですか、テンシサマです
か ?」と訊ねた。
　かれらは、「クボウはテンシではありません、
天下さまです。天下さまは、この国で一番偉い
大名です。私たちの国で皇帝は、テンシのこと
です。クボウはテンシの許可がなければなにも
できません。それで彼のもとに許可を求めに使
者を出しているのです」と答えた。

警固兵も、将軍が使者を出して天子の許可を求め
ている、と語っていたのである。通詞の馬場為八郎
と同様の認識であった。役割も所属も異なる警固兵

と通詞が密接な関係をもっていたわけではない。し
かし、両者は共通の認識を有していたのである。と
いうことは、こうした外国の記録にあらわれた「天
皇－将軍」関係は、まぎれもなく彼らに情報を伝え
た日本人の認識でもあったということになる。

いま改めてそれを整理すると、将軍（幕府）は天
皇の許可がないと外交政策を決定できない、あるい
は最終的政治権限は天皇にあり、という関係として
認識していたということである。警固兵が語ったと
いう「私たちの国で皇帝は天子のことです。公方は
天子の許可がなければなにもできません」という関
係が、その典型であった。

しかし一方で、レザーノフ日記や露米会社記録に
あったように、天皇への報告をめぐって幕府内部は
必ずしも統一されていないという認識も存在してい
た。たとえば、「デワサマ」や「ヒダヒゴサマ」は「天
皇に報告しなくてもよい」とする立場であるのに対
して、「デワサマの敵」は「根幹に関する法令に関
しては、まず天皇の同意をもらう必要あり」とする
考え方であった。前者を大政委任論であるとすると、
後者は天皇大政論といってもよいだろう。しかも、
ラクスマンに対応した「デワサマ」の時には天皇に
報告せずが幕府の姿勢であったのに対し、レザーノ
フの時は報告必要派の「ウネメサマ」が実権を握っ
ていたとしている。わずか 10 年の間に幕府の対ロ
シア政策は大きく変わった、という認識であった。

将軍よりも天皇が身分的にも権威的にも上位だと
いう認識は当時の人々にもあったし、国制的にもそ
うであった。研究史的にそれは、「金冠」と呼ばれ
たり「象徴」と呼ばれたりしてきたものだが、その
形容詞からもわかるように、天皇に国政・外交に関
する実権はなく、それは将軍＝幕府が掌握していた
とみなされてきている。そのことは研究史のなかで
も再三にわたって確認されてきたことであり、藤田
覚氏の大政委任論においても強調されてきたことで
ある（藤田『近世政治史と天皇』84 頁）。

文化 3（1806）年から 4 年にかけて、ロシア海
軍士官フヴォストフとダヴィドフらの艦船がカラフ
ト、エトロフ島、リシリー島を襲撃した事件につい
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て、同 4 年、幕府が朝廷に報告した。当時の朝廷
はそれを聞き置いただけであったが、「弘化 3 年

（1846）に朝廷はそれを活用して幕府に対し海防強
化の勅書を出し、幕府もそれを受け入れたことによ
り、朝廷は幕府の対外政策に介入できる道を切り開
いたのである」と、藤田氏は指摘している（『幕末の

天皇』講談社、1994 年、149 頁）。これをもってしても、
やはり朝廷が外交に介入するのは、弘化 3 年をもっ
て嚆矢とするのである。

しかるに長崎通詞や警固兵たちは、研究者や幕府
の思惑をはるかに超えて、レザーノフが来航した文
化元年（1804）段階で、天皇が外交権の最終的権
限をもつと認識していた。しかもレザーノフが求め
た通商要求については、実際に幕府から朝廷へ報告
がなされ、天皇の強い反対によって拒否されたと認
識していたのであった。

なお補足しておくと、ラクスマンに与えた信牌が
通商許可証だったという認識は、長崎通詞だけでは
なく、当時の世評としても存在した可能性がある。
数年後のことだが、文化 3～4 年（1806～7）に発
生したロシア海軍士官フヴォストフらによるカラフ
ト・エトロフ襲撃事件の原因について、日本国内に
は、ラクスマンに通商を許可する回答（信牌授与）
をしておきながら、レザーノフが来ると幕府は約束
を翻して拒否したからだとみなす「俗間」の説が存
在したという（藤田覚「対外関係の伝統化と鎖国祖法観

の確立」、前掲『近世後期政治史と対外関係』所収）。幕府
が日ロ通商に前向きだという認識は、フヴォストフ
事件を待つまでもなく、ラクスマンに信牌を授与し
た段階で存在しただろう。レザーノフが来航したこ
とを知ると、都から多くの商人が長崎に来たという
のもその期待のあらわれであろうし、長崎通詞たち
が通商拒否に落胆し幕府を批判したのも、通商が開
かれるという期待が裏切られたからであった。

（7）　「天皇─将軍」関係をめぐる日本社会の認識
レザーノフ日記や露米会社記録に出てくる幕閣と

思しき人物名については、その比定がなかなかむず
かしい。だが、たとえばロシア史料に描かれた「デ

ワサマ」の役回りからすると、老中の松平定信がもっ
ともイメージに近い。レザーノフは「通訳たちは、
あまりに軽率に自分たちの政府について話しすぎま
す」（前掲『日本滞在日記』文化 2 年 2 月 26 日条）と書
いているが、むしろ人物については特定しにくいよ
うに、わざと異なった官途名を話していたとみたほ
うがよいだろう。そのように考えると、ロシア史料
に登場する人物の比定に悩むよりも、そこで語られ
ている天皇と将軍の大枠としての関係に注目したほ
うがロシア史料を有効に活用することにつながって
くるだろう。

前述のようにロシア史料では、天皇と将軍の関係
がきわめて緊張感を伴ったものとして描かれてい
た。天皇による外交への強い介入、将軍と幕閣との
対立、日ロ通商を認めない幕府に対する長崎通詞や
警固兵、商人たちの不満などが記されていた。もち
ろんここに記された情報と認識には錯誤や誇張もみ
られるが、ロシア使節団が得た日本情報は長崎通詞
や警固兵らを通じたものである以上、それらを単な
る錯誤や誇張として退けるわけにはいかないだろ
う。すなわちこれらの事実は、ロシア史料に記され
たような認識が日本社会のなかに確実に存在した、
ということを意味するからである。

とくに留意しておきたいのは、通詞や警固兵たち
が、外交に関する最高決定権は天皇にあると認識し
ていた点である。これは従来の研究史による理解で
は十分に補足されていなかった認識状況であろう。
天明期以降、朝廷側の能動的な動きによって天皇権
威が徐々に浮上し始め、それへの巻き返しとして松
平定信によって大政委任論が提示されるというのが
従来の理解であった。幕府側はこれによって政務を
掌握する論理的正統性を得たことになるが、一般社
会では必ずしもそうではなく、天皇が外交権をもつ、
あるいは天皇が最終的政務権をもつという認識が相
当に広がっていたことを示している。後述するよう
に、ロシア海軍士官フヴォストフがエトロフ島やリ
シリー島で捕らえた日本人商人ですら、天皇と将軍
との間で不和が増大し、日本には内訌があると語っ
たというのだから、こうした認識の普及度は無視で
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きないはずである。松平定信があえて大政委任論を
主張したのは、諸朝儀の再興にかける朝廷を牽制す
るためだけではなく、社会に広がるこうした「天皇
─将軍」認識に対する対抗という要素があったのか
もしれない。

しかし実際の政治史としては、ロシア史料が語る
ような、天皇が外交に容喙し幕府の通商方針を覆し
たという事実は確認できていない。にもかかわらず、
ではなぜ通詞たちは、天皇の介入によって将軍が通
商方針を転換させたという情報をロシア使節団に流
したのだろうか。これを通詞や警固兵たちによる、
まったくのでっち上げだとすることはできない。彼
らがそのように認識してしまう社会的必然性があっ
た、ということだろう。ではそれはなにか。当時は
儒学や国学からの尊王論が隆盛化しつつあった時期
だが、こうした抽象的尊王論から「幕府による朝廷
への報告」といった情報が出てくるとは思われない。
具体的な政治的事件とからませた情報は、世俗的な
情報である可能性が高いのではないだろうか。

そこで注目しておきたいのが、当時の日本社会に
流れていた朝廷と幕府の対立に関する風評である。
その最大のものが尊号一件に関する実録物であっ
た。

1789 年（寛政 1）、光格天皇が生父の閑院宮典仁
親王に太上天皇の尊号を贈りたいという希望を幕府
に伝えたが、老中松平定信は，皇位にも就かず皇統
を継がなかったものが太上天皇になった前例がない
という理由でこれに反対した。しかし天皇は 1792
年（寛政 4）公卿の大多数が賛成しているとして尊
号宣下を強行しようとしたため、定信は武家伝奏
正
おおぎまちきんあき

親町公明と議奏中山愛
なるちか

親らの職務上の責任を問う
ため江戸に召還して厳しく吟味した。幕府のこの強
い姿勢に押された光格天皇は、ついに尊号宣下を断
念せざるをえなかった。これが世に言う尊号事件で
ある。

本橋ヒロ子氏（「実録・講談『中山大納言』」、『歴史公論』

11-4、1985 年）や田中暁龍氏によると（「尊号一件風説

書の成立事情」、東京学芸大学『近世史研究』4、1990 年）、
尊号事件のあと、この事件を題材にした『中山夢物

語』『中山瑞夢伝』『寛政秘録』『中山亜相東下記』
などの実録物が多数出版され、貸本屋等を通して全
国的に流布したという。しかしその筋立ては史実と
異なって、中山愛親が松平定信を論破し意気揚々と
京都へ帰るというものであった。史実は幕府が天皇
と朝廷を押さえ込んだのだが、実録物では朝廷側が
幕府側を圧倒する筋書きに逆転されていたのであ
る。これを読んだ人びとは、朝廷と幕府のこうした
関係を現実のものとして認識しただろう。操作され
た情報が造り出す仮想世界であった。幕府は流布し
ていた『中山物語』を享和年間に禁書とし、文化
13 年にはこれを演じた講談師を逮捕したという。
しかしその後も類書が出ているので、倒錯した尊号
一件物語は、事件後まもなくから世間に流れ続けた
といえるだろう。しかも本橋氏によれば、実録物化
しつつある内容のものが、かなり早い段階から、幕
府内部の人間とその周囲で密かに転写されていた形
跡があるという。

尊号事件でもう一つ重要だと思われるのは、幕閣
内部での対立である。藤田覚氏によると、公家の処
分をめぐって老中首座の松平定信は、朝廷に事前通
告することなく幕府が公家に刑罰と役職罷免を申し
渡すべきだと主張したのに対し、老中の松平信明ら
は、朝廷との関係すなわち「公武融和」に配慮して
事前に通告すべきだと主張し、対立したという（前

掲『幕末の天皇』）。
してみると、尊号事件をめぐっては、実録物をと

おして、朝廷・天皇の意思の貫徹、すなわち朝廷は
幕府に優越しているという情報が流れ、事実関係で
は天皇への事前報告をめぐって幕閣内部に対立が
あったということになる。注目しておきたいのは、
この関係が、レザーノフ来航をめぐる対応としてロ
シア史料が描く構図と類似している点である。ロシ
ア史料によれば、ラクスマン来航時に将軍の側近で
あるデワサマ（出羽様）は、ラクスマンに発給する
長崎入港許可証について、天皇に知らせる必要はな
いとしたのに対して、レザーノフ来航時には、主要
幕閣である「デワサマの敵」が天皇の同意が必要だ
と主張して朝廷に連絡したことになっている。連絡
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をうけた天皇は激怒してロシアとの通商に反対し、
将軍は通商方針の撤回を余儀なくされたということ
であった。かくしてロシア史料のポイントは、第 1
に天皇への事前報告の可否をめぐって幕府内部に対
立があったこと、第 2 に天皇の意思が将軍の意思
に優越したという点にある。

このようにみてくると、尊号事件とレザーノフ来
航をめぐっては、天皇と将軍の関係について類似し
た構図の情報が社会に流れていたことになる。した
がってここでは、尊号事件をめぐる流言飛語とレ
ザーノフへの対応情報が混同されて流布していた可
能性を考えておきたい。

それを証するかのように、江戸の情報屋こと藤岡
屋由蔵が書き残した『藤岡屋日記』（三一書房、近世

庶民生活史料、1987 年）の文化 2 年（1805）3 月の
条に、次のような記事がある。

一、此日昼頃より参り候、行列如前日号令、今
日東都之御教諭、奉行読聞申候、天意も同敷
歟。

江戸から下った特使遠山景晋が、レザーノフに幕
府決定を通告した状況を記した記事のなかの一項目
である。奉行が「東都の御教諭」すなわち幕府の教
諭書を読み聞かせたという記事のあとに、「天意も
同敷歟」とある。天皇も同じ考えか、といった趣旨
である。通商拒否という幕府の方針に何らかの形で
天皇がかかわっている、という認識が巷間に流布し
ていたことをうかがわせるものだろう。レザーノフ
に対応した長崎の通詞や警固兵たち、さらに北方で
フヴォストフに捕らえられた日本人商人たちが類似
の「天皇－将軍」関係を語ったのは、当時の列島上
をこうした虚実ないまぜにした情報が駆けめぐり、
それが社会認識として一定の定着をみせていたから
ではないだろうか。

藤田氏によれば、天皇権威浮上のきっかけは文化
露寇事件を幕府が朝廷に報告したことにあるが、朝
廷が実際に外交問題に容喙し始めるのは、弘化 3
年（1846）に朝廷が幕府に対して海防強化の勅書
を出したことからだという。

しかし社会的には、すでに文化元年のレザーノフ

来航時から天皇による外交への具体的介入が存在し
たとみなされており、朝幕も緊張した関係にあると
認識されていたことになる。こうした事例をみると、
政治史上の問題とは別に、社会的な「天皇─将軍」
認識のあり方についても再検討が求められるように
思われる。

2.　フヴォストフのカラフト襲撃事件と
長崎通詞

（1）　レザーノフによる襲撃命令
レザーノフは、日本との通商交渉に失敗して長崎

を発ったあと、サハリンを視察してカムチャツカに
帰港した。その後ロシア暦 1806 年 8 月、レザーノ
フはフヴォストフ中尉に、サハリン島（以下、ロシア

史料およびロシア側の立場からはサハリン、日本史料およ

び日本側の立場からはカラフトと表記する）とクリル列
島（以下、ロシア史料ロシア側の立場からはクリル列島、

日本史料および日本側の立場からは千島列島と表記する）

へ遠征し、そこで日本船を襲撃して乗組員を捕虜に
し、船は焼き払うことを指示した。これを受けて同
年 10 月、フヴォストフのユノナ号はサハリンのア
ニワ湾に面した日本人居留地を襲撃して 4 人を捕
虜にし、物資を略奪して家屋に放火したあと、カム
チャツカのペテロパヴロフスクに帰港した。

翌年 5 月、フヴォストフは部下のダヴィドフと
共にユノナ号とアヴォシ号で遠征し、クナシリ島と
リシリー島で日本人居留地を襲撃して略奪と放火を
繰り返し、日本人を捕縛した。彼らは捕らえた 10
人のうち 8 人を釈放して、ロシアが日本との通商
を要求していることを伝えさせようとした（A.A. キ

リチェンコ「海賊船ユノナ号とアヴォシ号 ─ ロシア側当事

者の行動から見る樺太・択捉島襲撃事件」『東北アジア研究』

6，2002 年、および『日ロ史料集』1、152 頁以下所収）。
以上は、日本では「文化露寇事件」あるいは「フ

ヴォストフの乱暴事件」として知られた事件のこと
である（藤田覚「近世後期の情報と政治 ─ 文化年間日露

紛争を素材として ─」、前掲『近世後期政治史と対外関係』

所収）。襲撃のねらいについてレザーノフは、「我々
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にとって利益の多い日本帝国との通商を実現する目
的」（『日ロ史料集』1、139 頁）のためだと述べている。
ロシア帝国の力を見せつければ、恐れをなして日本
は通商関係を開くだろうという読みであった。

フヴォストフに対するレザーノフの主な指示を要
約すると、次のようである（1806 年 8 月 8 日「N.P. レ

ザーノフから秘密遠征隊長 N.A フヴォストフへの支持」『日

ロ史料集』1、138 頁以下より）。
1.　サハリン島のアニワ湾に入航し、日本船を見

つけたら焼き討ちすること。
2.　健康で労働に適した日本人は連行すること。

特に職人や手工業者を捕虜にすること。そうで
ない者はロシア領であるサハリンに二度と来な
いよう言い含めて松前島に帰すこと。

3.　捕虜や僧侶をノヴォアルハンゲリスク（ロシ
ア領アラスカ。現在のアメリカ領シトカ）に連
れていくこと。

4.　日本人の倉庫からあらゆる物資を持ち帰るこ
と。

レザーノフが発したこのような命令をフヴォスト
フは忠実に実行したのだが、レザーノフは襲撃に
よって日本へ圧力をかけるだけではなく、どうやら
日本人をアラスカ開拓の労働力としても確保する目
論見があったようだ。長崎からカムチャツカに帰港
したさい、レザーノフは陸奥国牛滝村慶祥丸漂流民
らをアラスカ湾のコディアック島に入植させる案を
もっていた（1805 年 6 月 8 日「N.P. レザーノフによる

露米会社本部宛の報告書」ロシア国立歴史史料館蔵）。サ
ハリンで日本人を捕縛するのは、その構想のなかか
ら生み出されたものだったといってよい。慶祥丸漂
流民らが小舟でカムチャツカを脱出し、千島アイヌ
に助けられて命からがらエトロフ島まで帰りついた
のは、レザーノフのこうした動きを察知したからで
あろう。

とはいえレザーノフは、次のような指示も出して
いる。

　サハリン人および日本人に関しては、どこで
彼らに出会おうとも、前者については優しさで
惹きつけ、後者に対してはその船を焼いて損害

を与えること。しかしどこでも可能な限り人間
性は保つこと。というのは、無慈悲さを向ける
対象は個人ではなく、政府であるべきだからだ。
政府は個人から交易を奪い、残酷な不自由さと
貧困のなかに押し込めている。したがって我々
が日本人に行うあらゆる寛大さによって、日本
人はロシア人の度量の大きさをより深く理解す
るようになり、恐怖心だけでなく感謝の念から
も、通商を求めることを余儀なくされるであろ
う。

サハリン人は優しく手なずけなければならない
が、日本人には厳しくあたれということである。し
かし一方で、「人間性」は保てともいう。あまり手
荒で無慈悲なことをするなということのようだが、
襲撃して焼き討ちしたり、捕縛して連行することは、
それだけでも十分に無慈悲で非人間的な行為だろ
う。だがレザーノフにとって、悪いのはあくまで日
本政府であった。日本政府はロシアとの交易を望む
日本人の声を圧殺しており、だからこそロシアの力
を見せつけて日本政府に恐怖を抱かせ、通商を実現
させるのだという論理である。長崎で半年間も待た
されていたとき、レザーノフは隠忍自重に徹してい
たが、通商要求を幕府に拒否されると、一気に強硬
的姿勢に転じたのであった。

（2）　長崎通詞の「助言」
ところで、レザーノフがサハリンに目をつけたこ

とについて、それは長崎通詞たちのアドバイスによ
るものだと述べたロシア史料がある。長文だが重要
な史料なので、できるだけ引用しておく。

◇ロシア暦 1808 年 7 月 2 日「露米会社本部から
アレクサンドル一世への報告。日本との通商関
係を発展させ、またサハリンを開発する必要性
について」（『日ロ史料集』1、174 頁以下所収）

　（前略）この首都江戸で起きたことについて、
そして我々に対する拒否について長崎で知られ
るようになったとき、我々との通商を疑いなく
信じていた民衆ばかりでなく、ちょうどそのと
きそこにいた役人、とくに通詞たちは、彼ら皆
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が望んだロシアとの通商、ロシアとの将来の彼
らの交流が彼の陰謀のせいで実現しなかったと
して政府の厳格さ、その専制性にも関わらず、
采女様を主犯者として罵倒し、自分たちの極端
な憤激と不満を表明し、それゆえに故出羽様の
有益な助言は遅かれ早かれ大きな力となって受
け入れられることになるだろうし、采女様はす
でに 60 歳であってそう長くはなく、彼の死後
のロシアとの関係を再び彼らは望んでおり、そ
の際には我々にとってもっと有利なことになっ
ている可能性があると、寡黙というみずからの
しきたりを超えてレザーノフにはっきりと吹き
込み、我々がラクスマン後の 12 年間ぐずぐず
手間取ったといって非難したのであります。
　役人の中には、特に通詞ですが、レザーノフ
に対してオランダ人を通じて手紙を書くこと、
自分たちのところで起きていることを合図に
よって通知することを約束する者までいました
が、その際に、彼らが通知するときには采女様
はすでにいないだろうから、ロシアの船は風を
逃れての避難者のふりをして長崎に入港できる
し、我々を成功裡に受け入れることが可能であ
るとの条件さえ出した者もありました。その際
我々には長崎へオランダの雇員の一人として自
国の役人を派遣するよう助言してきましたが、
彼は長崎に 1 年住めば彼を通じてあらゆる詳
細を知ることができるようになり、そうすれば
レザーノフ自ら松前に交渉のために来ることに
なろうというものでした。彼らは翌年（1806年）
彼らのうち誰が江戸に行くことになろうとも、
ロシアのためになるようなより賢い人を準備す
るだろうと断言しました。その際彼らは、大名
と皇帝の 2 人の現地知事は、ほとんど彼らの
我々への好意を疑うだろうということを請け
合ったのです。
　その上不可解な用語と合図で彼らはレザーノ
フに対し、彼らの希望がいち早く、よりよく実
現するべくロシア人がすぐに北方から、日本近
くに横たわっている島、たとえばマトマイ松前、

サハリンを指しながら、またいくつかこの問題
に関する根拠を紹介しつつ、サハリンの温和な
住民が獲た海獣の毛皮や、日本の北部のすべて
の住民にとって唯一不可欠の食糧である魚を彼
らから暴力的に奪っている日本人をすぐに追い
払わねばならないということを、最終的に助言
しました。これらがすべて実行されると、この
行いの結果は皆に対し目を開かせ、公方は、宗
教上の権力が多数の自国人の扶養さえそれにか
かっているところのロシアとの通商を拒絶する
際に示した抵抗の誤りをはっきりさせることに
取り掛かるでしょう。

これらの助言に突き動かされたレザーノフ
は、通商大臣から彼に与えられた訓令№ 19 を
記憶に留めつつ、北部の松前、ことに今日ヨー
ロッパ人の誰にも支配を受けておらず、一人の
中国人もいないサハリンに注目しました。彼は
ナジェージダ号に長崎よりこれらを観察すべく
出港するよう命じましたが、現地に行ったこの
船は松前の南部には、ラクスマンが接近したと
きすでに長い間日本人が居住しており、北部に
はあらゆる点で我々のクリル人に類似している
現地住民アイヌ以外には誰もいないことに気づ
きました。アイヌは獣や魚をとっていますが、
日本人は南部からやってきてそれらを暴力的に
むしりとっているのです。このような日本人を
彼はそこで何人か捕らえましたが、彼らは毎年
魚を求めて各地を回っており、アメリカ会社が
ロシア入植地を確立したアレクサンドル（ウ
ルップ）島もそのうちのひとつであると彼に断
言しました。
　サハリンではアニヴァ湾で彼は同様に、おと
なしく、温厚であらゆる点で我々のクリル人に
似ているところの極めて多数のアイヌ、魚・獣
の漁のために大阪の商人によってわずか 8 年
前に設置された、日本の獲物取引所［番屋か］
を発見しました。彼らは現地住民だけを暴力的
に働かせ、その後、収穫物をむしり取って日本
へと搬送しているのであります。
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　（中略）こういった考えを抱き、上述の長崎
における協議を受けて、彼はアメリカから 2
隻の船ユノナ号、アヴォシ号 に対し、フヴォ
ストフ海軍中尉にはこの島とそれに付属してい
るその他の島々を観察するだけでなく、そこか
ら日本人を追い出し、彼らの獲物取引所を破壊
し、それによって、両民族にとって正しく、有
益な問題について、強力かつ友好的な隣の大国
を拒絶したことがどれほど無作法なことだった
か日本人に感じさせるよう委ね、命令しました。

これは、露米会社本部からロシア皇帝に上奏した
文書の一部である。レザーノフは 1807 年にクラス
ノヤルスクで病没しているから、この文書はレザー
ノフが作成したものではない。レザーノフの記録な
どを用いて、日本に同伴した露米会社のシェメリン
か、あるいは別な社員が作成したものであろう。

これによると、幕府がロシアとの通商を拒否した
ことについて通詞たちが大いに落胆し、強く幕府を
批判したらしい。それだけではなく、今後のことに
ついて通詞たちはレザーノフに対して次のような提
言をおこなったという。

①嵐からの避難船を装って長崎に入港せよ。
②オランダ人を通じて接触せよ。
③オランダ人の雇い人として長崎に入れ。
④サハリンから日本人を追い払え。

通詞による「これらの助言に突き動かされ」て、
レザーノフはサハリンに注目し、「上述の長崎にお
ける協議を受けて」、彼はフヴォストフ中尉に、「そ
こから日本人を追い出し、彼らの獲物取引所を破壊」
することを命じた、というのである。もしこれが真
実であれば、日本中を震撼させたフヴォストフによ
る襲撃事件には、長崎通詞が関与していたというこ
とになる。相当に衝撃的な内容だというしかない。

（3）　レザーノフ日記に見える「北のこと」
幕府がレザーノフに通商拒否を通告したあと、長

崎通詞たちは確かに幕府のことを強く批判してい
た。そのことは、前掲したレザーノフ日記や露米会
社本部の報告書からも見てとれる。しかし、サハリ

ンの日本人居留地を襲撃して日本人を追い出せ、と
いった「助言」が長崎通詞らによって本当になされ
ていたのだろうか。通詞たちの名誉のためにも、こ
の記事の信憑性について検証しておく必要があるだ
ろう。

上の文書は、レザーノフや露米会社社員（シェメ
リン）らが長崎滞在中に通詞から聞いたことをもと
に作成されたものであろうから、このような会話が
なされていたとすれば、長崎滞在中の毎日のことを
書き付けたレザーノフ日記に関連する記事があって
も不思議はない。その点はどうなっているだろうか。

◇レザーノフ『日本滞在日記』ロシア暦 1805 年
3 月 29 日（文化 2 年 3 月 12 日）

庄左衛門が私ひとりの時を見計らって、次の
ような内容のことを話した。
　「今回の拒絶はあなたにとっては偶然の出来
事であり、決して諦めてはなりません。すべて
は変革をこうむるのです。民衆はあなたたちと
通商したいと望んでいるのです。これはいつか
実現しなければならないのです。私たちはオラ
ンダ人を通じて手紙を書くことになるだろう」
　「それはできない」と答えた。
　「ではこうしましょう。手紙を受け取ったら、
オランダ船にしかるべき人物を乗せてくださ
い。オランダ人たちが秘密を守ることは、私た
ちが保証します。この人物に私たちが行なおう
としている計画をすべて話します。それから日
本で状況が変化したとき、遭難から逃れるとい
う名目で日本の海岸にたどり着いて下さい。あ
なた方を受け入れることが、通商の始まりにな
ります。幕府は自分たちの犯した誤りを正すた
めに、その機会をのがさないようにするはずで
す。しかしこの時、北方のことは忘れないで下
さい。私はこの大事な話を記憶に留めておいて
もらうために、あなたに何かを残しておきま
す」。
　彼はこっそりと薄い紙を渡してよこした。そ
の中には日本のお土産が入っていた。（中略）
そして感謝の言葉を述べたあとに、また何か言
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おうとしたのだが、他の通訳が入ってきたので、
そのままになった。通りすがりにまた彼は「ま
あ見てて下さい。ただ北方のことをお忘れなき
ように」と繰り返した。これが何を意味するの
か理解できなかった。

この日記には、幕府が通商拒否の回答をしたあと
に、通詞の本木庄左衛門から、Ⓐ我々の手紙を受け
取ったらオランダ船にしかるべき人物を乗船させ
よ、Ⓑ避難船の名目で日本の海岸に着船せよ、Ⓒ手
紙のやりとりを続けよ、といった具体的な提案が
あったと記されている。これは上掲の露米会社文書
に長崎通詞の提案としてあった 4 点のうち①～③
に該当している。ただし、④のサハリンから日本人
を追い払えという助言があったという記事を日記に
見いだすことはできない。

しかし、これに関連する可能性をもつ発言はあっ
た。引用史料の末尾にあるように、本木庄左衛門が

「ただ北方のことをお忘れなきように」と耳打ちし
たというのである。だがレザーノフは、「これが何
を意味するのか理解できなかった」という。この発
言が気になったレザーノフは、改めてこのことを 3
月 16 日に庄左衛門に問い質している。

◇レザーノフ『日本滞在日記』ロシア暦 1805 年
4 月 2 日（文化 2 年 3 月 16 日）
　庄左衛門が人がいないのを見計らって、彼ら
が全力をもって通商ができるように努力する
と、繰り返し説明した。そして次のように語っ
た。

「あなたは多吉郎と話すことができます。この
人は知恵のある責任者で、そのうえ非常に慎重
です。おそらく私たちのうちふたりが、来年江
戸に行くことになり、そこで多くのことができ
ると思います。民衆はあなたたちを支持してい
ます。私たちはそのことを南から北へと広めて
いきます」
　ここで私は口を挟んで、北のことについて
もっと明確に説明してほしいと頼んだ。本当の
ところ、どんなにいろいろ考えても、私には理
解できなかったのだ。彼は大声で笑いだし、「こ

の問題については、決して答えを得ることがで
きないでしょう」と言って、こう付け加えた。
　「よろしいですか。私たちは手紙のやりとり
を途絶えさせてはならないのです。いつかあな
たが死んだり、不在だったりする時にあなたに
代わって誰かが、私たちに手紙を書かなくては
ならないのです」
　これに対して「このためには私は決して死ぬ
ことはできないし、決して不在にもしません」
と言うと、彼はちょっと吹き出して、こう答え
た。
　「そういうことではないのです。あなたにつ
いて、誰か他の人がフリードリッヒの名前を
使って私たちに報告することができるはずで
す」
　両国の利益に反することをしている、狡い重
臣の名前を教えて欲しいと尋ねた。ながい間、
彼は答えをためらっていたが、ついに白状した。

（以下、ウネメに関する通詞の発言あり）
「北のことについてもっと明確に説明してほしい

と頼んだ」にもかかわらず、庄左衛門は、「この問
題については、決して答えを得ることができないで
しょう」と言って、手紙のやりとりを途絶えないよ
うにしなければならないと答えたという。レザーノ
フ日記による限り、本木庄左衛門の言った「北のこ
と」というのが何をさすのか、判然としない。ただ
の暗喩で終わったのだろうか。

（4）　「圧力」発言と長崎通詞
ここにもうひとつ、興味深い記録がある。ロシア

使節団の一員としてレザーノフに随従した露米会社
の手代フョードル・シェメリンが長崎からカムチャ
ツカに帰港したあと、露米会社本部に提出した報告
書である。

◇ロシア暦 1805 年 6 月 14 日「露米会社手代
フョードル・シェメリンによる露米会社本部宛
の報告書」（ロシア国立歴史史料館蔵、『日ロ史料集』

4、148 頁）

　通詞らは言いました。
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　「聞いてください。終始圧力をかけ続ければ、
相手も知らず知らずのうちにその圧力に屈し
て、友好関係を結ぶことが出来るのではないで
しょうか。この地では上手く関係を結ぶことが
出来ないのが普通なのですから」。

（訳 : 渡邉聞）
シェメリンの報告書には、ナジェージダ号が長崎

に到着してから以降の日本側の対応が詳細に記され
ているが、こうした発言があったのは、幕府特使遠
山景晋らとの 2 回目の会談があった文化 2 年 3 月
7 日のことであった。長崎奉行から、献上品は受け
取れない、中国とオランダ以外とは交易する必要が
ない、ロシア船に食料を提供して帰国を許す、といっ
たことが通告されたあとに、別室で通詞から詳しい
説明を受けたさいのことだという。「終始圧力をか
け続ければ」、いずれ国交も開かれるだろうと、通
詞は慰めともアドバイスともとれる発言をしたとい
う。

とはいえ、この「圧力」が前掲のサハリン襲撃の
ことであるといえるわけではない。落胆する使節一
行に、「圧力をかけ続ければ、いずれ…」といった
程度の発言はありえないわけではないが、幕府特使
との会談の合間に、サハリンから日本人を追い払っ
て「圧力」をかけろ、というような乱暴な発言が通
詞からなされたとは、とても考えられない。

では露米会社文書に出てくる、通詞によるサハリ
ン襲撃の「助言」問題は、どう理解すればよいのだ
ろうか。結論からいえば、露米会社による作為の可
能性が高いといわざるをえないのである。次のフ
ヴォストフ襲撃事件の処理の経緯から、その点を検
証しておきたい。

3.　日本政府を威嚇するレザーノフ文書

通商要求を幕府に拒否されたレザーノフは、ひど
く自尊心を傷つけられたが、レザーノフ日記による
限り、さほどの抵抗をみせずに長崎を離れている。
だが、ロシア史料のなかに、日本政府に宛てた次の
ような史料があった。

◇ロシア暦 1805 年 3 月 23 日以降、「N.P. レザー
ノフから日本政府への覚書。通商関係確立拒否
に関して」（『日ロ史料集』1、105 頁）

　下記に署名した私、威光あふれるアレクサン
ドル一世皇帝陛下の侍従長にして帯勲者、ニコ
ライ・レザーノフは、日本政府へ告げる。
1.　私は長崎滞在中に、威光あふれる皇帝陛下

の御名によって、通商を申し出ていた。日本
政府は 1792 年に［ロシアから］派遣された
ラクスマンに通商に関する許可 を与えてい
たが、のちに…大臣の陰謀によって自らの言
葉を撤回し、これを拒絶した。

2.　［日本政府の］このような行為によって、
私は次のことを日本政府に示さざるを得なく
なった。すなわち、わが威光あふれる全ロシ
ア皇帝陛下ほどの高貴な人物が示した隣人へ
の友好に対する敬意が要求する原則を、ロシ
ア皇帝はこの帝国［日本］に守らせる手段を
いくつかとる必要がある。

3.　両帝国間の不愉快な出来事が、天神公方陛
下の意思ではなく、ただ前述の大臣の悪知恵
によって起こったことは承知しているが、不
幸な結果を回避するために、私は、人々の安
寧を乱した者として…が罷免され、見せしめ
に罰せられることを要求する。また日本の宮
廷がオランダ商館を介して、サンクトペテル
ブルグの慈悲深き皇帝陛下に即刻謝罪文を届
けることを要求する。同時にマトマイ（松前）
に、通商のために両国民が自由に出入りでき
る港を 1 ヶ所、ロシア商館建設地を 2 ヶ所
指定することを要求する。日本帝国に対して
は次のように約束する。通商は両国民の満足
のために確立されるものであり、キリスト教
は決して日本人の目に触れる形で出さず、日
本帝国の法律もすべて厳格に遵守する。これ
らのことは、私の 6 ヶ月の日本滞在によって
証明されている。

4.　日本帝国が松前島北端を越えて領土を拡張
しないことを要求する。北方の全ての陸地と
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海域は、わが陛下の領有するところであるか
らだ。

5.　日本政府は私の慎み深さを、ただ私の天神
公方陛下への敬意から出たものと考えるべき
である。

6.　サンクトペテルブルグにいかなる返答も届
かない場合、また恥知らずの…が処罰されな
い場合、私は日本政府の再度の無礼に対して、

［日本］国民が破滅して取り返しのつかない
損害を被る方策を採らざるをえなくなるだろ
う 。

一読して、日本に対する脅迫的言辞に満ちた通告
文であることがわかる。通商を拒否されたレザーノ
フの怒りが込められた内容だといってよいが、この
覚書の内容を整理すれば次の 4 点にまとめること
ができる。

①通商拒否に中心的役割を果たした老中を罷免
し、幕府がロシア皇帝に謝罪すること。

②松前に日ロ通商のための港を 1 か所設け、ロ
シア商館建設地 2 か所を指定すること。

③北方の全陸地と海域はロシア皇帝の領有すると
ころであり、日本は松前島（北海道）北端を越
えて領土を拡張しないこと、

④もし老中が処罰されず、これらに対する回答も
ペテルブルグに届かない場合、私は日本政府の
再度の無礼に対して、日本国民が破滅して取り
返しのつかない損害を被る方策を採らざるをえ
なくなる。

もしこの覚書が実際に長崎で渡されたとすれば、
幕府は大騒ぎになっていただろう。だがいまのとこ
ろ、この覚書が長崎で幕府役人に伝えられた形跡は
確認できない。レザーノフ日記にも、日ロ交渉に立
ち会った長崎通詞の日記（中山作三郎「魯西亜滞船中日

記」シーボルト記念館蔵、「文化元子年魯西亜入船ヨリ出帆

迄記録」長崎県立図書館蔵）にも、こうした通告がな
された場面は全く出てこないのである。

現在、手元にあるのは、ロシアで刊行された史料
集に収録された活字版と、『日ロ史料集』に収録さ
れた翻訳版だけであり、この覚書の原本は未見であ

る。従ってその書式等を原本に即して確認すること
はできないが、「…大臣の陰謀」「恥知らずの…が罷
免され」といったような、単語が欠落した内容から
みて、レザーノフが作成した未完成のメモである可
能性が高い。おそらく、長崎を出航してからカムチャ
ツカに至るまでの航海途上か、帰港直後あたりに書
かれたものと思われる。

日本側に手交されなかったとはいえ、なぜレザー
ノフはこうした文書を作成したのだろうか。次節で
みるフヴォストフのカラフト襲撃事件との関係でと
らえると、興味深い論点が得られる。まず第 1 点
として、日本は松前島北端を越えて領土を拡張する
なという言辞は、カラフト・エトロフの日本人居留
地襲撃を正当化する論理にもなるだろう。第 2 点
として、もし日本政府が謝罪しない場合は「日本国
民が破滅して取り返しのつかない損害を被る方策を
採らざるをえなくなるだろう」と恫喝しているが、
これは襲撃の責任は日本にあることを主張するもの
であると同時に、レザーノフによる日本人襲撃指示
が確信的におこなわれたことを示していよう。

4.　レザーノフは襲撃指示を撤回したのか ?

ロシア暦 1806 年 8 月 8 日、レザーノフは前掲し
たようなサハリン襲撃の指示書をフヴォストフに出
した。それから 1 ヶ月半を経た 9 月 24 日、レザー
ノフはフヴォストフに次のような 2 回目の指示書
を出している。

◇ロシア暦 1806 年 9 月 24 日「N.P. レザーノフ
からユノナ号艦長・海軍中尉 N.A. フヴォスト
フへの指令書」（『日ロ史料集』1、142 頁以下）。
　（前略）オホーツクに到着してみると、貴下
に対して出した委任について再び触れることが
必要に思われる。前

フォアマスト

檣が折れる事態に見舞わ
れ、向かい風は我々の前進を阻み、晩秋の風は
いまや貴下をアメリカへと急がせている。貴下
の船と単檣帆船がアニヴァ［アニワ］湾で落ち
合うよう定められた時間も失われた。現地での
漁が終わってしまったので期待されていたとこ
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ろの成功［このとき、日本人はいないとみなさ
れていたから］も今や失われ、おまけにあらゆ
る状況を考慮すると、以前命令したことはすべ
てそのままにしておき、貴下はノヴォアルハン
ゲリスク港へ人々を引き連れて増援部隊として
アメリカに向かうことが必要だと考える。単檣
帆船アヴォシ号は指示に従い、また指示なしで
も帰還すべきである。しかしもし風の影響で時
間のロスなくアニヴァ湾に貴下らが寄航せざる
を得ないのならば 、贈り物やメダルでサハリ
ン住民に優しく接し、日本人の移住がここでい
かなる状態にあるのか観察されたし。これを実
行するだけで貴下の名声を高めるのに十分だろ
うが、大きな利益をもたらすであろう貴下のア
メリカへの帰還こそが何よりも、貴下が示す忠
誠心の主要で第一の課題であるべきである。し
たがってもし会うことになれば、単檣帆船にも
同様の指示を伝えられたし。一方貴下の航海に
は予想のつかない事態が出来するかもしれない
が、貴下は自ら会社の利益と折り合わせられた
し。貴下の力量と経験は必ずやこの最後の指示
を実行するのに最良のものをひきだすであろ
う。当方に関しては、ここの港は貴下のために
マストを交換できないということ、状況のめぐ
り合わせのため私はプランを変更せざるを得な
くなったことを残念に思う。

この指示書をめぐっては、これまでにもいくつか
の評価が出されている。たとえばソ連時代の歴史家
E. ファインベルク（『ロシアと日本』、日本語訳は 1973

年刊、新時代社）は、次のように指摘していた。
　（ロシア暦 1806 年）8 月 8 日、フヴォスト
フはレザノフの指令によりダヴィドフに対し
て、アヴォシ号でシムシル、ウルップ島および
アニワ湾を調査し、（中略）レザノフの計画実
現に着手することを指示した。
　9 月 15 日、（中略）彼（レザノフ）は重病で、
自分の企てた探検について疑念にとらわれてい
たが、すでにアヴォシ号を出発させ、フヴォス
トフにも指令を発してしまっていたこともあっ

て、探検中止の決心はつかなかった。
　9 月 24 日、探検の結果に対する自分の責任
を回避するためか、フヴォストフに自発的に探
検を中止するように仕向けたかったためか、レ
ザノフは先の指令にまったくあいまいな補足を
追加して送った。（中略）フヴォストフは急遽
レザノフに説明を求めたが、レザノフはすでに
ペテルブルグに出発したあとだった。

ファインベルグはレザーノフの 2 回目の指示に
ついて、停止とも遂行とも判断できない「あいまい」
なものであったとみなしている。いやむしろ、ファ
インベルグによる評価のポイントは、自分の責任を
回避するためにレザーノフはわざと「あいまい」な
追加指示を出した、とみなしている点にあるだろう。

一方、フヴォストフとダヴィドフによるサハリン
やエトロフ島での日本人居留地襲撃事件を余すとこ
ろなく明らかにした A.A. キリチェンコ氏は、次の
ように指摘している（「海賊船ユノナ号とアヴォシ号－

ロシア側当事者の行動からみる樺太・択捉島襲撃事件」『東

北アジア研究』6、2001 年）

　「1806 年 8 月 8 日、レザーノフはオホーツ
クに行く途中で密命書を準備した。それはフ
ヴォストフ中尉の総指揮下にユノナ号とアヴォ
シ号が行うはずのものであった。（中略）この
指示書は 1806 年 9 月にフヴォストフ中尉に委
ねられた。しかしユノナ号がオホーツクから出
航する前日、彼のところに指示書の補足が送ら
れてきた。そこには自分がフヴォストフとダ
ヴィドフに実行を命じたことの正しさについ
て、レザーノフが疑い悩んだことが反映されて
いる。（中略）しかし、フヴォストフはこの内
容の不明確な補足書を無視し、レザーノフの最
初の命令を熱心に実行しようと決心した。

キリチェンコ氏は、2 回目の指示書からレザーノ
フが襲撃指示の「正しさ」に「思い悩んだ」ことを
読みとっている。「内容が不明確」になったのは、
襲撃をやめさせるか遂行させるかについて悩んだ結
果であるということだろうか。結局、フヴォストフ
はその「内容の不明確な補足書」を「無視」して襲
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撃を実行したという。
この両者の見解に代表されるように、レザーノフ

が発した 2 回目の指示書は、襲撃指示を取り消し
たのかどうか、誠に不鮮明な内容になっている。し
かしそれは、キリチェンコ氏が言うように、レザー
ノフが襲撃指示の「正しさ」に悩んだ結果だったの
だろうか。あるいはファインベルグが指摘するよう
に、「探検の結果に対する自分の責任を回避するた
め」であったのだろうか。

もしレザーノフが襲撃指示の「正しさ」に悩んだ
り、「自分の責任を回避」したいと考えたのであっ
たのなら、単純に中止を指示すればよいはずである。
しかしそうではなく、中止とも遂行とも、両様に受
け取れる内容の指示書を出している。ということは、
この指示書のポイントはまさに、いずれとも受け取
れる、という点にあったのだと思われる。すなわち
レザーノフは、明確な中止の指示も出したくはな
かったのである。では、それはなぜか。

レザーノフは、日本人居留地襲撃がもつ両様の意
義、すなわち犯罪性とそれがもたらす成果について、
はっきりと認識していた。

たとえばレザーノフは、ロシア暦 1805 年 7 月
18 日付けでアレクサンドル 1 世に対して、「ロシア
の領地にある日本の出張所を一掃し、日本人の奴隷
となっている原住民を解放して、彼らにいくつかの
特典と定住生活を送る可能性を与え、さらに彼に下
されている命令を完遂して、それらの土地に工場や
農業コロニーの基礎をおく」計画を上申した（E．ファ

インベルク前掲『ロシアと日本』）。これによってロシア
の領土が拡大するだけではなく、力の行使によって
ロシア帝国の偉大さを見せつければ、怯えた日本政
府はロシアとの通商を承認する可能性があると考え
ていたのである。まさに襲撃は、ロシア国家に偉大
な成果をもたらす可能性を秘めていた。

しかし一方、レザーノフは、この襲撃がもつ違法
性についても認識していた。1805 年 7 月のアレク
サンドル 1 世への上申書には、「御詔勅を仰がずに
本件に着手しますことにつきましては私を御処罰く
ださい」と書いてある。長崎を出帆しサハリンの視

察を終えた段階でレザーノフはサハリン攻略を計画
していたのであった。しかも当初から皇帝の許可を
得ないままに実行する腹づもりであったことにな
る。これにもとづいて同年の 8 月 29 日、露米商会
勤務のフヴォストフ中尉とダヴィドフ少尉をサハリ
ン・クリル探検隊の指揮官に任命したが（有泉和子「海

賊にされた海軍士官フヴォストフとダヴィドフ」東京大学

スラヴ語スラヴ文学研究室年報 2003、197 頁収録史料）、
フヴォストフに具体的な襲撃指示を出したのは翌年
の 8 月 8 日であった。その後 9 月、レザーノフは
オホーツクから商務大臣ルミャンツェフに宛てた文
書で、「おそらく私は私案に着手したかどで犯罪人
とみなされるでありましょうが、罰はもとより覚悟
の上です。しかしそれは常に一身をなげうってきた
陛下の御威光と祖国愛に駆られたためであり、この
ことをここに申し述べたいと思います」と述べてい
る（E. ファインベルク前掲『ロシアと日本』125 頁～127 頁）。
1 年待っても皇帝からの許可は来なかったわけだ
が、許可を得ないまま襲撃をすることが犯罪行為に
あたるとの認識をレザーノフは明確にもっていたの
である。

にもかかわらずレザーノフはフヴォストフらへの
指示を明確に取り消さず、フヴォストフの判断に委
ねるかのごとき 2 回目に指示書を出した。それは
なぜか。2 回目の指示書にある次の文言をみると、
レザーノフには諦めきれない期待があったとみなす
しかない。

　（前略）しかしもし風の影響で時間のロスな
くアニワ湾に貴殿らが寄航せざるを得ないのな
らば、贈り物やメダルでサハリン住民に優しく
接し、日本人の移住がここでいかなる状態にあ
るのか観察されたし。これを実行するだけで貴
殿の名声を高めるのは十分だろうが（後略）

すなわちそれは、襲撃がもたらす偉大な成果＝「名
声」を得るチャンスだという点である。この文言は
フヴォストフに投げかけられたものだが、もし襲撃
事件が評価を受けることになれば、その指示を出し
たレザーノフも栄誉にあずかることになるだろう。
その可能性も少しはあると判断したからこそレザー
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ノフは、明確な中止の指示を出さなかったのだと思
われる。しかし逆に無許可襲撃の犯罪性が問題にさ
れた場合、レザーノフは「以前命令したことはすべ
てそのままにしておき」と指示の執行停止とみなし
うる文言を挿入しているので、出撃の責任はフヴォ
ストフにあることになる。要するにレザーノフは、
犯罪の嫌疑をかけられたときには責任を回避できる
ように、賞賛されたときには自分の手柄にできるよ
うにと目論んだのではないだろうか。だからこそ、
どちらともとれる、あいまいな 2 回目の指示書を
出したのだと考えておきたい。

5.　フヴォストフ襲撃事件は、
ロシアでどう位置付けられてきたのか ?

日本人居留地襲撃という犯罪的行為の指示者にな
るか、それともロシアの版図拡大の起案者たる栄誉
に浴するか。レザーノフにとっては賭けにも似た思
いであったに違いない。しかしその結果は、非常に
早い段階であらわれた。1 回目の襲撃事件のあと、
カムチャツカ州長官陸軍少将 P.I. コシェレフから
皇帝アレクサンドル 1 世への報告書には、次のよ
うにある。

◇ロシア暦 1807 年 2 月 28 日「海軍中尉 N.A. フ
ヴォストフ指揮下の極秘遠征隊のカムチャツカ
到着についてのカムチャツカ州長官陸軍少将
P.I. コシェレフから皇帝アレクサンドル 1 世へ
の報告」（ロシア国立歴史史料館蔵、『日ロ史料集』5、

100 頁）

私は、フリゲート船ユノナ号乗船の海軍中尉フ
ヴォストフ指揮下の極秘遠征隊入港につきまし
て、去る 1806 年 12 月 14 日付 3003 番の報
告書により皇帝陛下にご報告申し上げる栄誉に
あずかりました。しかしながらこの遠征がどの
ようなもので、誰の命を受け、どのような目的
で行なわれたのか、フヴォストフから私への通
牒からはわかりませんでした。しかし今では、
私は書簡と知らせから信頼に足る情報を得、こ
の遠征は現侍従であり勲章所持者であるレザー

ノフの命により発起され、皇帝陛下からの前の
使節団を日本宮廷が拒絶したことに対する報復
に、皇帝陛下の御意思であるかのように、彼等
の居住地を荒らす目的で日本を目指していると
知りました。
　このことは実際に既にフヴォストフから述べ
られ、実際にも去る 1806 年ペトロパヴロフス
ク港に到着した時、日本人 4 人、多くの米、
その他の物を運んで来ましたし、またカラフト
島を彼等の武力によって占領し、日本に属して
いる住居は焼き荒らしたようなことを言ってお
ります。この春、2 隻の船、フリゲート船ユノ
ナ号と単檣帆船アボシ号からなるこの遠征隊
は、御承知のことと思われますが、自らの計画
を意図して、マツマイに向おうとしております。
このことを皇帝陛下にご報告申し上げます。

（訳 : 斎藤由佳）
フヴォストフの乗ったユノナ号がオホーツクを出

発したのは、ロシア暦 1806 年 9 月 27 日で、10 月
6 日にサハリンのアニワ湾に到着した。日本人居留
地の襲撃を終えてカムチャツカのペテロパヴロフス
クに帰還したのは 11 月 10 日である。日本人 4 人
を拉致し大量の略奪品をカムチャツカに持ち帰った
フヴォストフは、自分の行動がレザーノフの指示に
従ったものであることを、カムチャツカ帰還後に皇
帝へ報告した（キリチェンコ前掲「海賊船ユノナ号とア

ヴォシ号」）。だがカムチャツカ州長官コシェレフは
詳しい事情を知るにつれ、レザーノフが皇帝の許可
を得ないまま、あたかも皇帝の意思であるかのよう
にフヴォストフに襲撃指示を出しているのではない
かと疑念を抱いたのであった。

たしかにフヴォストフがレザーノフの指示に忠実
に従ったというのは否定できないが、2 回目の襲撃
は忠実さだけで説明できるのではなく、相当にフ
ヴォストフの意思が込められているとみたほうがよ
いように思われる。彼は皇帝に対して次のように上
申している（キリチェンコ前掲論文、88 頁）。

　私は今春（1807 年）、アニワ湾に必ず行こ
うと決意した。我々はこの遠征で次の利益を得
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るであろう。
1.　アイヌを日本の暴虐から解放する。
2.　豊富な穀物を得ることができる。それはア

メリカへの援助となるだろう。
3.　我々が毎年アニワ湾を訪れるつもりである

ことを日本人に示すことができる。
4.　アメリカに送るための人員をたくさん捕ら

えることができる。
先のカムチャツカ長官の報告書をみると、サハリ

ンでの襲撃について長官は事前にその計画を知らさ
れていなかったようだ。情報を集めるなかでレザー
ノフによる無許可襲撃指示が判明したということの
ようだが、上記のように長官が 2 月に無許可襲撃
について皇帝に報告しているところをみると、レ
ザーノフの指示がもつ問題点（違法性等）について
は長官からフヴォストフやダヴィドフにも伝えられ
たとみるのが妥当であろう。そのことは、2 回目の
遠征に出発する前の 4 月 29 日にダヴィドフが海軍
大臣チチャゴフに宛てた文書からもうかがえる。そ
こにはフヴォストフがレザーノフに命令された通
り、日本の施設を破壊して日本人を拉致し穀物を略
奪したことが、賞賛されるのではなく「私の直属す
る大臣および世間一般」から「非難」を受けた、と
あることからも知られよう（有泉和子前掲「海賊にさ

れたフヴォストフとダヴィドフ」193 頁所収史料）。
ダヴィドフのこの文書には、「今回の企ては、皇

帝陛下の一定の御意思がなければあり得たかどうか
極めて疑わしく、敢えてこの件を閣下の御判断にお
任せし、閣下からの御擁護をお願いする次第です」
ともある。レザーノフはダヴィドフに「この遠征が
極秘である旨」を伝えていたから、レザーノフによ
る襲撃指示には皇帝の何らかの関与または暗黙の了
解があるはずだという期待をダヴィドフが抱いてい
たことを示していよう。また、遠征の指揮者はフヴォ
ストフであり、彼の指示を受けているダヴィドフか
らすれば、このように考えるしかなかったのかもし
れない。「私は、この企てに加わることも、それを断っ
て服従しない態度を示すことも、いずれも良いこと
ではないと懸念し、最終的には偶然の意志に身を委

ねることに決心しました」（有泉前掲論文）という言
葉も象徴的である。

しかし一方のフヴォストフは、拉致した日本人か
ら聞いた情報をもとに、「私の手もとにいる日本人
たちは、ニポンには内訌があると言明しており、わ
たしは、いま彼らに圧力をかければ、増大している
国内の不平は傲慢な政府を屈服させて好ましい貿易
へと向けさせられるであろうし、それによってパン
と商品が得られると思う」（ファインベルグ前掲著 130

頁）と考えていた。ここにいう「圧力」とは、前掲
したフヴォストフの上申書にみられるように、さら
にたくさんの日本人の拉致と穀物の略奪であった。
1 回目の襲撃事件が不評であるにもかかわらず、あ
えて 2 回目の襲撃を計画し実行したのはフヴォス
トフの意思であったといってよい。その意味でフ
ヴォストフは、もはやレザーノフの命令の忠実な実
行者であるにとどまらず、日本への圧力こそが通商
を開くという確信をもった独自の存在であったとい
えるだろう。

ペテロパヴロフスクを出航して 5 月 20 日にエト
ロフ島に到着したフヴォストフとダヴィドフは、ナ
イホの会所にいた日本人番人を捕らえ、穀物を略奪
して放火した。さらに同島のシャナ会所も襲撃し、
ウルップ島を経てカラフトの番屋に火をかけ、レブ
ン・リシリー島付近では日本商船の積み荷を奪って
船を焼き払い、リシリー島に上陸して番屋や倉庫を
焼き討ちした（キリチェンコ前掲論文 87 頁以下、木崎良

平『仙台漂民とレザノフ』刀水書房、1997 年、208 頁～

209 頁）。
それにしてもなぜフヴォストフとダヴィドフは、

かくも狼藉の限りをつくしたのか。ロシア暦 6 月
28 日（文化 4 年 6 月 5 日）、フヴォストフはカラ
フトとエトロフ島で捕らえた日本人 10 人のうち 8
人をリシリー島で釈放し、彼らに一通の文書を持た
せた。それには次のようなことが書かれていた（木

崎良平前掲著 209 頁所収史料）。意訳してあげておこう。
　近隣のことゆえ使者を遣わしてたびたび通商
を求めたが返事もないので、このたびこちらの

「手並」を見せた。それでも聞かないときには
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北の地を取り上げ、カラフトやその他島々から
日本人を追い散らす。通商の願いが叶えば末代
まで心やすくしたいが、そうでなければ、また
またたくさんの船を遣わして同様のことをする
ことになる。

まさしく武力行使による通商要求であった。フ
ヴォストフはこうした強圧的手段を行使することに
よって、日本が通商に応じると考えていたのである。
もしこれが成功すれば、日ロ通商を開いた功績はフ
ヴォストフのものとなっただろう。彼が 2 度も遠
征して日本人居留地を襲撃したのは、そのためで
あった。

しかしフヴォストフの思惑は、すぐに挫かれた。
ロシア暦 1807 年 7 月 16 日、略奪品を満載してオ
ホーツクに帰還したフヴォストフとダヴィドフは、
オホーツク長官（有泉和子氏の訳ではオホーツク港湾隊

長）プハーリン中佐に逮捕された。8 月 8 日、プハー
リンがアレクサンドル 1 世、チチャゴフ海軍大臣、
ペストリ東シベリア知事に送った報告書では、フ
ヴォストフとダヴィドフの反日的な行動がロシアの
利益を損ない、侮辱された日本は対ロ通商関係を拒
否し、大艦隊を擁するオランダやフランスなどの大
国に援助を求める可能性があること、そうなればア
メリカでの領地、さらに防備の薄いカムチャツカや
オホーツクなどでは深刻な危機が生じると述べてい
る（ファインベルグ前掲著 134 頁）。フヴォストフは、
リシリー島で釈放した日本人に通商要求書を持た
せ、日本政府の反応を引き出そうとしたのであった
が、その結果が出る前にプハーリンは彼らの行動を
このように評価したのであった。

8 月 27 日、軍事法廷委員会は、フヴォストフに
ついて、1806 年 8 月 8 日付けのレザーノフの指令
に従って行動したが、9 月 24 日付けの補足指令は
遂行しなかったという結論を出した。両人はオホー
ツクから逃亡し、翌年 5 月ペテルブルグに到着し
たが、スウェーデン戦争のさなかであったために 2
人はフィンランド戦線に派遣された。チチャゴ海軍
大臣は、フヴォストフとダヴィドフが日本人を襲撃
したことは罪であるとしたが、フィンランド戦線で

軍功をあげた 2 人に対してフィンランド方面軍事
司令官は叙勲を申請した。しかしアレクサンドル 1
世は、表彰しないことが「日本人に勝手なふるまい
をした」両人に対する懲罰になると判断したという

（ファインベルグ前掲著 135 頁）。
こうした経緯をみると、日本人居留地襲撃は、そ

の直後からロシアでも厳しい批判にさらされていた
ということになる。

6.　カラフト襲撃の「助言」記事がもつ意義

レザーノフが力の外交によって日ロ通商を開こう
と計画し、フヴォストフらもその指示に従いつつ、
それがもたらす栄誉に大きな期待を込めていたこと
は前述の通りである。しかし一方でレザーノフは、
皇帝の許可なく日本人居留地を襲撃するという行為
が犯罪とみなされる可能性についても認識してい
た。だからこそ彼は、犯罪行為の指示責任を回避す
るために、読みようによっては中止指示とも受け取
れるが、逆に風向き次第では出航とも延期とも解釈
できる、あいまいな 2 回目の指示書を出して、遂
行責任をフヴォストフに負わせるような画策をおこ
なったのであった。事件の責任追及が始まると、露
米会社本部もまた、フヴォストフとダヴィドフの探
検隊とは一切関係ないという声明を出したという

（ファインベルグ前掲著 135 頁）。
フヴォストフ襲撃事件をめぐるロシア側のこうし

た動きをみると、長崎通詞がカラフト襲撃を「助言」
したというロシア史料についても、その信憑性に大
きな疑念を抱かざるを得なくなる。その点をここで
整理しておきたい。

レザーノフ日記に長崎通詞からカラフト襲撃を
「助言」されたという記事が存在しないことは先に
述べたが、じつはレザーノフがロシア暦 1805 年 6
月 8 日付けでアレクサンドル 1 世に提出した長文
の報告書にも、そのことは記されていない（「使節団

に対する日本政府の対応に関する遣日ロシア使節 N.P. レ

ザーノフの皇帝アレクサンドル 1 世への報告」ロシア国立

海軍資料館蔵、『日ロ史料集』4、123 頁）。同報告書はレ
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ザーノフが長崎を出航したあと、サハリン南部の視
察を経てカムチャツカのペテロパヴロフスクに入港

（1805 年 5 月 25 日）した直後に提出されている。
レザーノフ使節団が 1804 年 8 月 26 日、長崎に向
けてペテロパヴロフスクを出港して以降のことや、
使節団の総括あるいは今後の展望などを記したもの
であり、重要な事項は基本的に網羅された報告書だ
といってよい。もちろん、先に紹介した幕府内部の
対立や天皇と将軍の関係、通詞たちからの「提案」
にも言及している。

しかしその「提案」の内容は、「ウネメサマ（采
女様）」が死んだらロシアとの貿易が望まれるよう
になるであろうこと、通詞たちはオランダ人をとお
してレザーノフに手紙を書くこと、避難船を装って
日本の港に立ち寄り幕府の反応をうかがうこと、あ
るいはオランダの官吏の一員として出島に入って情
報を収集し、時機をみてレザーノフ自身が松前に会
談に来ること、そうすれば通詞の誰もがロシアに助
力するであろう、といった事柄であった。レザーノ
フ日記に記された内容と大差はない。もしレザーノ
フが、カラフトから日本人を追放せよ、それが効果
的な圧力になる、といった具体的な提案を長崎通詞
から受けていたとしたら、「提案」のなかでも最高
度にエキセントリックな内容であるから、ここに記
されないはずはない。しかしそれがないということ
は、そのような「助言」がなされなかったからだと
考えるのが、もっとも自然なことではないだろうか。

だとすれば、長崎通詞らによるカラフトを襲撃せ
よという「助言」は、露米会社によって作られたも
のだということになる。ではなぜ露米会社の報告書
には、ありもしなかったこと、あるいは、あったと
してもせいぜい「何らかの圧力を」といった程度の
ことであった発言を、カラフトから日本人を追い払
えという助言があったと書いているのだろうか。

いま考えられるのは、レザーノフが指示した襲撃
事件に関係しているのではないかということであ
る。この露米会社の報告書が書かれたのはロシア暦
1808 年 7 月 2 日である。オホーツク長官に拘束さ
れたフヴォストフとダヴィドフが、逃亡してペテル

ブルグに着いたのは同年 5 月のことであった。露
米会社はこのころに、この両人の探検隊とは一切関
係ないと発表している。両人は軍人であると同時に
露米会社の契約社員でもあったから、同社が襲撃事
件の責任を問われることを回避したかったのであろ
う。

しかし、レザーノフもまた露米会社の役員であっ
た。指示責任は明白なのだが、その指示はみずから
の発意ではなく、日本人通詞からの「助言」に突き
動かされたものであったとすることは、少しでもレ
ザーノフの責任を回避させることになりはしないだ
ろうか。この露米会社の報告書は、皇帝の許可のも
とにサハリン占領をすみやかに実行しなければ、
ヨーロッパの他の国が先んじる可能性があると警告
している。レザーノフによる襲撃責任の軽減をはか
りつつ、サハリン占領を国家意思として再定置する
意図であったように思われる。

おわりに

以上、レザーノフ来航およびその後のフヴォスト
フ襲撃事件について、主としてロシア史料にもとづ
きながら検討してきた。その結果、日ロ関係および
日本の状況について、日本側記録だけでは見えてい
なかったいくつかの論点を把握することができた。

レザーノフに対し幕府が通商拒否の回答をしたこ
とについて、長崎通詞や警固兵だけではなく、長崎
商人を始め、都から馳せ参じていた多くの商人も大
きく落胆し、幕府へ強い不満をもらしていたと、ロ
シア史料には出てくる。のちのゴロヴニン事件に際
してロシア海軍士官リコルドに捕縛された高田屋嘉
兵衛も、幕府の拒否回答には日本人商人の多くが落
胆したと証言していた。

とくにこの時期は、ヨーロッパにおいてフランス、
オランダ、イギリスが交戦状態にあり、アジアでも
オランダの拠点であったバタヴィアがイギリス艦隊
の攻撃を受けたこともあって、オランダ船の長崎入
港が途絶えがちであった。したがって、レザーノフ
の来航によってロシアとの交易が開かれるかもしれ
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ないと期待を抱いた日本人商人たちが存在したこと
は間違いないだろう。もちろんそれが日本人一般の
世論だったわけではないにしても、ロシアを迎える
日本人の思惑の多様さを確認する手がかりにはなる

だろう。
（初出 :「レザーノフ来航史料にみる朝幕関係と

長崎通詞」、寺山恭輔編『開国以前の日ロ関係』、
東北アジア研究シリーズ 7、2006 年）



52

三　若宮丸漂流民善六とゴロヴニン事件

1.　『北夷談』附図に描かれたリコルド一行

市立函館図書館に、『北
ほく

夷
い

談
だん

』という記録がある（国
立公文書館デジタルアーカイブでは『北夷談』全 7
冊が公開されている）。著者は松田伝十郎といい、
箱館奉行支配調役下役を勤める幕府役人であった。
この記録は、幕府が東蝦夷地の支配権を松前藩から
取り上げて幕府の直轄地とした 1799 年（寛政 11）
に始まり、蝦夷地が再び松前藩に復領した 1822 年

（文政 5）で終わっている。松田伝十郎は幕府直轄
化とともに蝦夷地にはいり、厚

あつ

岸
けし

会所や択
えと

捉
ろふ

会所な
どに勤めているが、間宮林蔵と共に樺太探検にも従
事した人物である。『北夷談』には、こうした一連
の動きが書き留められており、幕府による蝦夷地支
配の実態を知ることができる貴重な記録である。だ
が本稿で注目したいのは、じつはこの『北夷談』と
セットになっている附図のほうである。
『北夷談』附図には、1813 年（文化 10）9 月、

ロシアの海軍士官リコルドが、日本に囚われた上官
のゴロヴニンを引き取りに来たときの様子が描かれ

ている。箱館（函館）湾に現れたロシア軍艦ディア
ナ号の姿や、同湾を警固する弘前藩と盛岡藩の御

お

備
そなえ

場
ば

の情景、ゴロヴニンのサーベルなどが彩色画
として描かれている。この附図の作者が『北夷談』
本文と同様に松田伝十郎であるのかどうかは定かで
はないが、この絵のなかで特に注目したいのは、箱
館に上陸したリコルド一行の姿である（附図は『北
夷談』第 5 巻にある）。

ここには 18 人のロシア人の姿が描かれており、
日露交渉に臨む緊張した雰囲気を漂わせているが、
不思議なことに、そのなかの 1 人だけが異様なほ
ど小柄に描かれている。他の 17 人はいずれも腰に
サーベルを下げているので軍人であることはすぐに
わかるが、この 1 人だけがサーベルを下げていない。
いったいこの小柄な人物は誰なのか。

2.　ゴロヴニン幽囚と高田屋嘉兵衛の捕縛

絵の分析に入る前に、ゴロヴニンが日本側に捕縛
され、リコルドがその釈放を求めて箱館に来航する
までの経緯を簡単に見ておこう（木崎良平『仙台漂民

図 1　箱館に上陸したリコルドと儀仗兵 図 2　箱館に上陸した善六
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とレザノフ』刀水書房、1997 年、ゴロヴニン著・徳力真太

郎訳『日本俘虜実記』上下、講談社学術文庫、1987 年など）。
第一回遣日使節ラクスマンが根室に来航したのに

続いて、ロシアが通交を求めて第二回遣日使節レ
ザーノフを長崎に派遣したのは 1804 年（文化 1）
9 月のことであった。だが幕府にあえなく拒否され
たレザーノフは、翌年 3 月、空しくカムチャツカ
に戻ることになった。もはや力ずくで通交を求める
しかないと考えたレザーノフは、海軍将校フヴォス
トフ中尉とダヴィドフ少尉に、樺太で日本船を焼き
討ちし、日本人を捕虜とすることを命じたのである。
彼らは 1806 年と翌年に、樺太と択捉島の日本人居
留地を襲撃して略奪したり、住宅や倉庫を焼き討ち
し、日本人を捕虜にした。

こうした事態をうけて、ロシアに対する日本側の
警戒心が極度に高まるのは当然のことだが、1811
年、沿海調査のために千島列島を南下してきたディ
アナ号の艦長ゴロヴニンが国

くな

後
しり

島
とう

に上陸すると、同
島の警固にあたっていた幕府役人に捕縛されたので
あった。ディアナ号に残っていたために難を免れた
副官のリコルドは、オホーツクに戻ると、艦長を釈
放させるために、先にフヴォストフらが捕虜にして
いた日本人五郎治や、カムチャツカに漂着していた
摂津国歓喜丸乗組員 6 人を乗せて国後島に再来し
た。彼らを上陸させて釈放交渉のきっかけを得よう
としたのだが、五郎治らが日本側に収容されただけ
で、ゴロヴニンの解放を得ることはできなかった。
そのためリコルドは国後島の沖合を通りかかった日
本船を襲撃し、高田屋嘉兵衛ら 6 人を拉致してカ
ムチャツカに連行したのであった。

連行された高田屋嘉兵衛がまったく動じることな
く、堂々とリコルドに対応し、ついにはゴロヴニン
の釈放や日露関係の改善に貢献したことは、よく知
られた史実である。嘉兵衛の助言を入れたリコルド
は、フヴォストフらの襲撃事件がロシア政府の命令
によるものではなく、彼らの個人的犯罪であること
をイルクーツク民政長官が表明するよう、オホーツ
ク長官に仲介を依頼した（フヴォストフの樺太襲撃
事件については本書第二章参照）。その文書を持っ

て日本に向かい、ゴロヴニンを釈放するよう幕府と
交渉することになったのである。

1813 年 5 月、リコルドや高田屋嘉兵衛らの乗っ
たディアナ号は国後島に直航し、松前から出向いて
きた幕府役人とゴロヴニンの解放について交渉を開
始した。その席で幕府役人は、フヴォストフ事件に
ロシア政府が関与していないことを証明する公文書
を求めた。嘉兵衛の予測通りの対応を幕府がみせた
ため、リコルドは嘉兵衛を国後に残してオホーツク
に向かい、イルクーツク民政長官とオホーツク長官
の公文書を入手して、再び日本に向けて出帆した。

リコルドの乗ったディアナ号が箱館港に姿を現し
たのは、1813 年 9 月 11 日のことである。国後か
ら箱館に移っていた高田屋嘉兵衛の出迎えをうけ、
ゴロヴニン解放に向けた幕府役人との予備交渉は順
調に進んだ。9 月 20 日、松前奉行所高官との会見
がセットされ、交渉は大詰めを迎えることになる。
この日、リコルドは初めて箱館に上陸したのであっ
た（平川新『開国への道』第三章、小学館、2008 年）。

3.　リコルドの上陸をめぐる日露の記録

『北夷談』附図に収められているリコルド一行上
陸の図は、『北夷談』の本文ではどのような説明が
なされているのであろうか。幸いなことに、昭和
19 年に「北門叢書」の一冊（大友喜作編『北夷談・北

蝦夷図説・東蝦夷夜話』北光書房）として、大友喜作氏
の解説付きで本文が翻刻されているので、そこから
関連部分を紹介しておこう。

一、未の年クナジリ島にて捕押へし魯西亜人、帰
国に成る。迎ひ船箱館え渡来の筈に付、同所迄
遣はさるに付、路中附添申渡され、下役村上貞
助、在住勤方上原熊次郎、外に同心組頭壱人、
同心六人召連れ、其外津軽家兵士壱人、足軽小
頭一人、足軽五人途中警固し、八月十七日松前
表出立の処、無別条同廿日箱館え著、同所詰調
役坂本傳之助、三浦喜十郎え引渡し、吟味役柑
本兵五郎へ届置て旅宿へ引とる。
　露西亜人名前
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　　役名　カヒタン
　　姓名　ワシレイ・メハロウイチ・ガハビン
　　役名　レイチヤナント
　　姓名　ヒヲトロ・ヒヲトロイチ・モウル
　　役名　シトルマン
　　姓名　アンテレエ・イリイチ・レフニコウ
　　マドロス　
　　　　　シイモノフ
　　　　　シカエフ
　　　　　マカロヲフ
　　　　　ワシンエフ
　　〆
　　　ラソワ夷　ヲロキセ
　　以上　八人
箱館の方公用済て八月廿六日出立して松前へ帰
村す。

一、異国船箱館持ウスシリえ見へしよし、注進有
りて、鎮台備後守箱館へ出張に付き、手附を申
渡され、九月十三日松前出立有り、当別村ヤケ
ナイ、有川村、南郡

（部力）

、津軽両家御固め所台場巡
見有り。同十六日亀田村陣屋にて小休之処、異
国船箱館沖へ見へる段注進に付、直に出立、同
日暮合に箱館に著有し処、異国船夜に入澗入

（ マ マ ）

札
（ママ）して掛りし段見届の物注進有り、番舟
等出し警固し、陸は所々に幕張、弓、鉄砲の御
備厳重にして、南部、津軽両家御固め人数張番
あり。

一、今度渡来の魯西亜船の大将名前左の通、へう
と路いわの市イリコロト、在留の者迎えとして
来たりしといふ。

一、在留の魯西亜人、役所へ呼出し、鎮台備後守
左之通申渡す、去る卯年、蝦夷地え渡来して乱
暴いたせし者ども、王命を請渡来するにあらず、
海賊同様之者にて帰国之上仕置にも成りし由、
去る未年クナジリ島におゐて召捕し者どもは全
薪水に渇し、地方へ寄せしよし分かるに付、帰
国申渡し、今度来りしイリコロトえ渡し遣す段
申渡し有り。

一、当日には沖の口番所へ吟味役高橋三平、柑本

兵五郎、其外調役以下出席有り、外通海岸番所
前は南部、津軽両家、厳重に固め有り、今度来
りしイリコロト初め、筆者、通詞役、其外マド
ロスまで上陸し、在留の者引渡しの申渡済、即
刻元船へ連れ行き、直に船仕度して澗内出帆、
その夜澗口に船繋して、翌朝西風にて□行き、
見届之者帰て帆形見へず、□行し段届る。

　　　附、箱館澗内へヲロシヤ舟繋場幷滞船の図、
沖の口御番所へ上陸の図、右に付御固めの
場所幷南部、津軽両家御固め人数張番の図
等左のごとし。

一、鎮台備後守魯西亜一件事済て、手附一同、十
月十日箱館発足、鷲ノ木村まで巡見有り、同
十七日松前表へ帰館有り。

国後島で捕縛されたのは、ゴロヴニン（ガハビン）
と彼の部下 6 人、それに案内役であったラショワ
島のアイヌ（｢ラソワ夷｣）1 人の、合計 8 人であっ
た。彼らを迎えにロシア船が箱館に来るので、『北
夷談』の著者松田伝十郎らは、8 月 17 日に、幽閉
している松前から箱館まで 8 人を護送したという。
この時期はまだリコルドの乗ったディアナ号は箱館
に来ていないから、6 月の国後島での予備交渉です
でに釈放に合意しており、箱館で引き渡す約束に
なっていたことがわかる。その後、松田らはいった
ん松前に戻っているが、9 月 16 日にロシア船来航
の報を受けて再び箱館に入り、引き渡しの場を目撃
することになる。

ところで、右の『北夷談』本文五段落目に記され
た「当日」の様子を見ると、箱館奉行所吟味役高橋
三平と柑元兵五郎ら幕府役人が待ち受けるなかを、

「イリコロト（リコルドのこと─筆者注）始め、筆者、
通詞役、其外マドロス」が上陸し、ゴロヴニンらの
引き渡しをうけたあと、ただちに「元船」（ディア
ナ号）まで連れていき、すぐに出帆したとある。

この日本側の記録に対応するのが、リコルドの「日
本沿岸航海および対日折衝記」（ゴロウニン著・徳力真

太郎訳『ロシア士官の見た徳川日本』講談社学術文庫、

1985 年、に所収。以下「対日折衝記」と称す）である。
そこには引き渡し当日（日本暦で 9 月 26 日）のこ
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とが、次のように記されていた。
十二時、私はサヴェリエフ君と通訳のキセ
リョーフを従え、護衛兵は一人も連れずに私は
儀礼艇に乗り、交渉用の白旗を揚げて、これま
で二度日本の両高官と会見した家へ向かった。
日本側は我われを永くは待たせなかった。間も
なく例の広間へ日本人の捕虜となっていたゴロ
ヴニン艦長と両士官が連れて来られた。～その
あと高橋三平と柑本兵五郎の両吟味役から正式
に私は同胞を受け取った。

（「対日折衝記」320 頁）
上陸したのは部下のサヴェリエフと通訳のキセ

リョーフ、それに白い交渉旗をもった水兵となって
いる。日本側の引き渡し役として高橋三平と柑本兵
五郎の名前をあげている点は、『北夷談』と同じで
ある。念のためにゴロヴニンの手記の当該箇所をみ
ると、「数分後にリコルド君がサヴェリエフ君と通
訳キセリョーフそのほか少数の水兵を連れて到着し
た」（『日本俘虜実記』下、238 頁）とある。やはりそれ
ほどの人数ではなかったという書き方であり、松田
伝十郎、リコルド、ゴロヴニンの日露三人の記事の
一致度は高い。同じ現場に立ち会っていたのである
から関係者の証言が一致するのは当然かもしれない
が、日本側の記録と外国の記録がここまで一致する
例はそれほど多くはないだろう。

だが、文字記録のこうした一致度の高さに比べる
と、『北夷談』附図に描かれたリコルド一行上陸の
情景は、これら三つの記事とは明らかに異なってい
るといわざるをえない。引き渡し日の上陸者は正確
ではないが、右の三つの記事を見るかぎり、リコル
ドを入れても 4 人か、若干増える程度であろう。
だが、『北夷談』附図には、18 人もの人物が描かれ
ている。特に捧銃をした儀仗兵 10 人の存在は大き
い。もし引き渡し日に、これだけの儀仗兵が上陸し
ていれば、リコルドの「対日折衝記」がまったく触
れないということはありえないだろう。つまり、引
き渡し日に儀仗兵は上陸していないのではないかと
いうことである。だとすると、『北夷談』附図が描
いた上陸の情景は、いったいいつのものなのかとい

うことになる。
「対日折衝記」によると、リコルドは箱館に 3 回

上陸している。1 回目は日本暦の 9 月 20 日におこ
なわれた松前奉行所高官との会見の日、2 回目は 9
月 24 日にゴロヴニンとの面会を許された日、3 回
目がゴロヴニンらが釈放された 9 月 26 日である。
3 回目の上陸については先に見たので、1 回目と 2
回目の様子について「対日折衝記」から紹介してみ
よう。まず 1 回目の 9 月 20 日の記事である。

　翌日（日本暦九月二〇日）十二時ごろ、いろ
いろの旗を立てた奉行の儀礼艇に乗って、高田
屋嘉兵衛はディアナ号にやって来た。すっかり
盛装した嘉兵衛は船室に入ると私に向かって、
海岸の会見に指定された家屋の上に旗が揚がっ
てから出発すればよいのです、と言った。
　ちょうど十二時、我われはその旗を認めた。
しばらくして私は二名の士官と、通訳と、十名
の武装した水兵を従えて奉行の儀礼艇に乗り込
んだ。（中略）
　会見の場所に指定された家屋は、海岸の傍の
石の埠頭の横にあった。（中略）
　私は白旗を持った下士官に上陸を命じ、次い
で武装した護衛兵と、軍旗を持った下士官を上
陸させ、それらの後から私自身が上陸し、後ろ
に士官たちが続いた。家の入口の前に二本の旗
を掲げて一列横隊に並んだ儀仗兵は、私が前を
通るとき捧げ銃の敬礼をした。

（「対日折衝記」304 頁）
これによると箱館奉行所高官との交渉のために上

陸したのは、白旗持ちの下士官 1 人、儀仗兵（武
装した水兵）10 人、軍旗持ちの下士官 1 人、士官
2 人、通訳 1 人、それにリコルドを入れて合計 16
人となる。この前日、高田屋嘉兵衛と上陸の打ち合
わせをしたさい、リコルドは次のように答えていた。

　これに対し私は、「自分が従えて行くのは小
銃を持った兵十名、軍艦旗と交渉用の白旗を捧
持した下士官二名、および二名を超えない士官
と日本語の通訳で、これらの者は上陸する」と
言明し、「私自身は、高官から申し出のあった
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奉行所の儀礼艇に乗って所定の会見場所に赴く
ことに同意する。

（「対日折衝記」296 頁）
「小銃を持った兵十名」というのは、儀仗兵 10

人のことである。それに海軍旗と交渉旗をもつ 2
人の下士官、および 2 人の士官と日本語通訳を伴っ
て上陸すると告げている。やはり、全部で 16 人で
ある。

では、ゴロヴニンとの面会が許された 2 回目の
上陸時はどうか。

　その翌日（日本暦九月二三日）、この尊敬す
べき日本人（高田屋嘉兵衛のこと─筆者注）は
またもや嬉しいニュースを持って来た。彼は二
人の高官の名代として、明日、以前会見の行わ
れた家で、私とゴロヴニン艦長および付き添い
の水兵二人が、首席通訳村上貞助、学者たちお
よび下級官吏の立会いのもとで会見することが
決定していること、および嘉兵衛自身が奉行の
儀礼艇で私を迎えに来ること、そして私が望む
なら前回と同数の武装兵員を従えることが許さ
れること等を申し伝えた。
　私はこれに対し嘉兵衛に次のように返答をし
た。
　「指定されている会見は私的なものであるか
ら、私としては別の形式で上陸しなければなら
ない。軍旗と交渉旗は儀礼艇の所定の場所に立
てるが、私は艦長秘書の士官一人と水兵五人を
連れて行く。これら水兵には小銃は持たせず、
ただ捕虜となった二人の同僚との再会の喜びを
味わわせてやるために連れて行くだけである」。
　翌朝（日本暦九月二四日）十時ごろ、善良な
高田屋嘉兵衛は例の奉行の儀礼艇でやって来
た、私は前に決めた員数を従え、交渉旗と軍旗
を立てて待ち望んだゴロヴニン艦長と会見をし
ようと、陸岸に向かった。

（「対日折衝記」310 頁）
2 回目の上陸でも 1 回目の時と同人数の上陸が許

されると嘉兵衛は告げているが、リコルドは幕府役
人との正式な会談ではなくゴロヴニンとの個人的な

面会にすぎないとして、儀仗兵や旗持ちを上陸させ
ていない。リコルドと書記と 5 人の水夫だから、
合計 7 人であった。念のためにゴロヴニンの『日
本俘虜実記』でも確認すると、「私たちが着いて間
もなく奉行用儀礼艇でリコルド君が到着した。士官
はサヴェーリェフ君一人だけで、あとは通訳キセ
リョーフと少人数の水兵がついて来た」（下、228 頁）

とある。やはり、それほどの大人数ではない。
以上見たところによると、1 回目の上陸は 16 人、

2 回目は 7 人、3 回目は 4 人程度であった。だが、『北
夷談』附図には 18 人が描かれている。もはやこの
人数を一致させるすべはない。しかし、儀仗兵を連
れて上陸したのは 2 回目の箱館奉行所高官との会
見時だけであるから、附図の描くリコルド一行上陸
の図はこのときのものだとみなすのが妥当であろ
う。上陸人数の違いについては、リコルドと附図の
いずれの誤りであるのかを確定することはできない
が、詳細な日記を付けていたリコルドの記録のほう
が信憑性が高いとみなしておきたい。

4.　小柄な人物は善六か

リコルド一行上陸の図が、1813 年 9 月 20 日の
様子を描いたものであることは確定できた。ではこ
こで最初の問題にかえって、同図に描かれた人物に
ついて検討することにしたい。
『北夷談』附図のリコルド一行の絵を初めて見た

のは、兵庫県立博物館で開催された『豪商高田屋嘉
兵衛』展の図録（兵庫県立博物館、2000 年）であっ
た。ロシア兵一行のなかの小柄な人物が気になって
図録の解説に目を通すと、次のように書かれていた。

（前略）この北夷談附図にはゴローニンのサー
ベル、ディアナ号の絵などが描かれているが、
特に注目されるのは、文化 10 年（1813）9 月
20 日〔陰暦〕にゴローニン事件解決のために
箱館奉行所へ会見に向かうリコルドら一行の姿
である。旗を持ち捧銃する儀仗兵の中を鳥烏帽
子を被ったリコルドと随行員五名が進む。その
最後尾の小柄な人物は、通訳のキセリョフ（日
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本人で本名は善六）と思われる。（後略）
この解説の執筆者である同博物館の神戸佳文氏

は、小柄な人物を善六ではないかと推定していた。
善六というのは、1794 年（寛政 6）にロシアに

漂着した石巻若宮丸の乗組員の 1 人である。江戸
向けの米や材木を積んで石巻を出帆したものの、塩
屋崎沖（いわき市）で嵐に遭って舵を折られ、風ま
かせ波まかせで太平洋をさまよい、半年間の漂流の
あと、アリューシャン列島に漂着したのであった。
乗組員 16 人は全員が島民に救助されたのだが、3
日後に船頭の平兵衛が病死した。その後、ロシアの
役人に保護されてオホーツク港に渡り、さらにシベ
リアの中心都市であるイルクーツクに送られたが、
1 人が途中のヤクーツクで病死し、イルクーツクに
たどりついたのは 14 人であった。1796 年（寛政 8）
のことだが、彼らはそれから 8 年間、同地に滞在
することになった。

若宮丸乗組員が遣日使節レザーノフに伴われて長
崎に送還されたのは、1804 年（文化元）のことで
ある。だが帰国したのは4人だけであった。イルクー
ツクに滞在していた 14 人のうち 1 人は 1799 年（寛
政 11）に死亡しており、3 人は病気で残留を余儀
なくされた。残る 10 人がペテルブルグでアレクサ
ンドル 1 世に引見されたのだが、皇帝に対して帰
国の意思を表明したのは 4 人だけで、あとの 6 人
は長い航海への不安を理由に、みずからロシアへの
帰化を希望したのであった。長いロシア生活のなか
でロシア正教の洗礼を受けていたり、ロシア女性と
結婚したりするなど、残留を選択せざるを得ないそ
れぞれの理由があったのである。こうして若宮丸漂
流民一行は帰国組とロシア残留組に分かれることに
なったのだが、残留組のなかに前述の善六がいたの
であった。

若宮丸の善六が 1813 年にリコルドの通訳として
箱館に上陸したことは、すでに知られた事実である

（木崎良平前掲著、大島幹雄『露西亜から来た日本人』廣済

堂出版、1996 年）。だが『北夷談』附図に彼の姿を描
いた絵があるというのは、ほとんど知られていな
かった。それだけに兵庫県立博物館の図録をみて驚

かざるをえなかったし、この小柄な人物を善六では
ないかと指摘した神戸氏の慧眼には敬意を表した
い。

東北大学東北アジア研究センターでは「前近代に
おける日露交流資料の研究」というプロジェクトを
立ち上げ、開国以前の日露関係に関する資料を収集
しており、また市民有志による「石巻若宮丸漂流民
の会」が 2001 年に発足して、若宮丸漂流民への関
心を盛り立てている。ロシア以外への漂着も含めて、
漂流民一般に対する関心の高まりも顕著だが、そう
したなかで、ロシアに帰化した漂流民を描いた絵が
あったとなれば、きわめて大きな意義をもつ。漂流
民問題を語るときに、ヴィジュアルな資料は大きな
迫力をもってイメージを喚起するからである。しか
しそのためには、この小柄な人物が間違いなく善六
であるという証明が不可欠である。そこで以下に若
干の考証を加えて、神戸氏の推測を確実なものとし
ておきたい。

5.　通訳としての善六

善六が歴史の表舞台に引き寄せられていくのは、
ゴロヴニンと高田屋嘉兵衛の捕縛という日露間の紛
争が契機であった。リコルドの「対日折衝記」のな
かで善六は、イルクーツクにいる日本語通訳として
現れてくる。

（高田屋嘉兵衛をカムチャツカに連行したあと

─筆者注）私は傍
そば

に日本語の通訳がいないこと
を悲しんだ。イルクーツクに日本語の通訳はい
るが、遠距離のため来年の夏までカムチャツカ
に到着することはできないのであった。

（「対日折衝記」239 頁）
リコルドは日本語を解せず、高田屋嘉兵衛はロシ

ア語をしゃべれない。だからこそリコルドは、イル
クーツクにいる日本語の通訳がここにいればと残念
がったのである。おそらくリコルドは善六と面識が
あったはずである。1811 年にゴロヴニンが日本側
に捕縛されたあと、リコルドはオホーツクからイル
クーツクに赴き、今後の対処についてイルクーツク
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民政長官と相談している。そのとき、以前にフヴォ
ストフに捕縛されてヤクーツクにいた五郎治を、日
本に送還するからとイルクーツクに呼び寄せ、善六
宅にしばらく寄留させたのであった。リコルドは翌
1812 年早々に五郎治を連れてオホーツクに向かっ
たが、五郎治は善六宅にいたのだから、とうぜんリ
コルドも善六に会っていたに違いない。しかし同行
したのが五郎治だけになったのは、善六には帰国の
意思がなく、ゴロヴニンとの交換要員にすることが
できなかったからであろう。前述のように、その五
郎治には国後島でまんまと逃げられてしまったので
あった。

1813 年、嘉兵衛らを伴って国後島に再来したリ
コルドに対して幕府役人は、フヴォストフらの襲撃
事件はロシア政府の関与するものではないとする弁
明書を持参するよう求めている。幕府は、一連の襲
撃事件をフヴォストフらによる個人的犯罪とするこ
とで日露間の紛争を終息させようとしていたのであ
る。そこでリコルドは、嘉兵衛を残して国後を出発
しオホーツクに向かった。

イルクーツク民政長官とオホーツク長官から松前
奉行にあてた書簡を手に入れたリコルドは、オホー
ツクを発つにあたり一人の人物を乗せた。リコルド
の「対日折衝記」には、

　日本語を通訳するため、イルクーツクから派
遣された日本人キセリョーフが本艦に乗り込ん
だ。 （「対日折衝記」278 頁）

とある。イルクーツクにいる日本語の通訳キセ
リョーフが、リコルドの船をオホーツクで待ってい
たのである。「対日折衝記」によるとリコルドは、
5 月にカムチャツカを発って国後に向かう前に、オ
ホーツク長官に対してイルクーツク民政長官の書簡
を準備するよう要請していた。それも高田屋嘉兵衛
の助言だったというから、嘉兵衛の見通しの確かさ
は驚嘆に値する。当初リコルドは嘉兵衛と共にオ
ホーツクに立ち寄ってこの書簡を受け取り、そこか
ら日本に向かうことになっていたが、予定を変更し
て直接、国後島に向かったのである。そのためにリ
コルドは、長官の書簡を受け取りに国後から戻って

きたのであった。このいきさつからみると、リコル
ドはイルクーツク長官の書簡を準備させただけでは
なく、イルクーツクにいる日本語通訳もオホーツク
に呼び寄せるよう要請していたのだろう。

ところで、イルクーツクでキセリョーフと呼ばれ
た日本語通訳が若宮丸漂流民の善六であることは、
これまでによく知られた事実である。1796 年にイ
ルクーツクでロシア正教の洗礼を受けた善六は、名
付親の姓をもらって、ピョートル・ステファノヴィ
チ・キセリョーフと名乗った。その直後に善六は、
同地の日本語学校の教師補になっている（前掲木崎

良平著）。1803 年、津太夫ら四人が南米のホーン岬
経由で日本に送還されたとき、善六はカムチャツカ
まで同行したが、そこで下船した。他の漂流民とト
ラブルがあったからだともされているが、キリスト
教の洗礼を受けた日本人が長崎港に入るのは大きな
危険を覚悟しなければならなかっただろう。だが、
それから 10 年後のいま、善六はリコルドの呼び出
しをうけ、通訳として日本に向かおうとしている。
蝦夷地とはいえ、日本の地である。善六には期する
思いがあったにちがいない。

船が箱館に近づくと、高田屋嘉兵衛が幕府役人と
共に小船で出迎え、ディアナ号に乗船してきた。「今
度は通訳キセリョーフの助けがあるので、以前より
はるかに都合よく、何事でも話し合えた」（「対日折
衝記」289 頁）とリコルドはいう。カムチャツカに
いた半年の間に、リコルドと嘉兵衛は十分な会話が
できるようになっていたというが、やはり通訳とし
てのキセリョーフの役割は大きかった。

松前奉行所は高田屋嘉兵衛に、幕府役人とリコル
ドの正式会談をどのような形で開催するかという予
備交渉をするよう命じた。リコルド一行の上陸の仕
方、儀仗兵の銃はどうするか、双方の挨拶の形式は
どうするかなどの儀礼的な問題だけではなく、靴を
脱ぐか履いたままかといった生活習慣の違いまで細
かに調整されている。嘉兵衛とリコルドの間では、
こうした交渉が通訳キセリョーフを通してなされた
のである。

かくして 9 月 20 日、松前奉行所高官との会見が
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セットされたが、その前日、リコルドと通訳キセ
リョーフの間では、次のようなドラマチックな会話
が交わされている。

　さてここで私としては、通訳キセリョーフの
運命について懸念しなければならなくなった。
キリスト教に改宗し、異国で官職に就いた日本
国民に対する日本の法律の厳格なことを私は知
らないわけではなかった。キセリョーフ君はロ
シアへの信奉から、彼が翻訳する書簡その他に
は、ロシアで生まれた日本人の児と署名はして
いるが、日本語をよく知っていることをみれば、
狡猾な日本人にすぐに正体を見破られるであろ
うから、さすれば彼にとって最も恐ろしい結果
を招くことになるだろう。
　私はキセリョーフを自室に呼び寄せて言っ
た。
　「君は自分の国の法律のことは私よりよく
知っているから、私といっしょに上陸しても危
険がないかどうかよく考えて欲しい」
キセリョーフは答えた。
　「私が何を恐れるというのですか。あなたを
捕らえるなら、そのときは全員を捕虜にするの
ではないでしょうか。私一人を捕らえることは
あり得ないでしょう。私は日本人ではありませ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ん
0

。通訳としての職務が果たせるように
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、どう
0 0

か私を連れて上陸して下さい
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。陸上での両高官
0 0 0 0 0 0 0

との交渉こそ
0 0 0 0 0 0

、今度の事件で最も重要です
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

。本
艦上の高田屋嘉兵衛との話では私はあまり役に
立たないのです。もし艦長が私を陸上に伴って
行かれないなら、私は何のためにこの長い航海
の苦労に耐えてきたのか分からなくなります」。
　キセリョーフがこの事件で役に立ちたいと望
んでいるのをみて私は言った。
　「君のような忠実な通訳が傍に居ることは大
変に重要なことだ。ただ私としては、君に危険
の恐れがある場合なので、君の希望に反した行
動をしたくなかっただけなのだ」。
　そのあと私は、2 人の士官にも出発の準備を
命じた。2 人もまた私について上陸したいと希

望していたのである。
（「対日折衝記」278 頁）

アリューシャンに漂着してから 19 年の歳月が過
ぎていた。キセリョーフ＝善六も 42 歳である。「私
は日本人ではありません」。日本の地を眼前にして、
日本人でありながら日本人ではないといわなければ
ならない善六の苦衷。漂流という運命が 1 人の日
本人をロシア人に作り替えてしまったのだ。日露の
外交の舞台において、日本人善六はロシア人キセ
リョーフになりきらなければならなかったのであ
る。

翌日、善六は、旗持ち 2 人の下士官、儀仗兵 10 人、
士官 2 人とともに、リコルドに従って上陸した。『北
夷談』附図のなかでサーベルを下げていないのは、
ただ 1 人小柄な人物だけである。これだけわかり
やすく書き分けているのは、絵図作者にとっても印
象深かったからであろう。ゴロヴニンの手記にも、
リコルド一行が上陸したときのことが次のように記
録されている。

　会見は九月三十日（ロシア暦）に行われた。
まだ会見の最中に数名の日本人が我われの所へ
来て、ロシア軍艦の士官や水兵の肖像画（日本
人はそのように考えていた）を見せて、会見の
場で描いてきたものだと言った。絵は誰にも少
しも似ていないものであった。しかし日本語の

0 0 0 0 0 0 0

通訳については
0 0 0 0 0 0 0

、ロシアの服を着ているが日本
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人のような顔つきだから恐らく日本人であろう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

と言った
0 0 0 0

。我われはキセリョーフとは何者か全
く知らなかった。絵

え

鞆
とも

でリコルド君から受け
取ったキセリョーフの日本語の手紙を我われに
説明してくれた通訳は、「これはどんな人物か」
と訊ねたので、「多分、自ら志願してイルクー
ツクに残留した漂流日本人に就いて日本語を
習ったその土地の者であると思う」と返事して
おいた。

（『日本俘虜実記』下、217 頁）
リコルドと箱館奉行所の交渉の様子はゴロヴニン

付きの役人たちから逐一伝えられていたが、上陸し
たリコルド一行を実際に見た役人の一人が、通訳は
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日本人の顔つきをしている、と伝えたのであった。
ここまでの証言がそろえば、ただ 1 人サーベルを
もたない、あの小柄な人物こそが善六＝キセリョー
フであることは、もはや間違いないだろう。
『北夷談』附図は、リコルド一行が日露交渉のた

めに箱館に上陸した歴史的光景を書き残したという
だけではなく、ロシアに漂着しロシア人となって、
その日露交渉の表舞台に立ち現れた日本人善六の姿
をも、我々に伝えてくれたのである。

ところでその附図の作者について、右のゴロヴニ
ンの記事には気になる証言がある。日本の役人が、
上陸したロシア人たちの肖像を描き、それをゴロヴ
ニンに見せたという点である。絵心のある役人がい
たということだが、『北夷談』の作者松田伝十郎は、
松前幽囚のときからゴロヴニンの監視役であり、松
前から箱館への護送役でもあった。ゴロヴニンの身
近にいた役人の一人であったが、この絵心のある役
人が松田伝十郎であるとするならば、『北夷談』附
図に収められた上陸の図も彼の筆になる可能性はあ
るだろう。

6.　ロシアに帰った善六

リコルドと共に上陸し箱館奉行所に向かうキセ
リョーフこと善六の心中には、日露外交の表舞台で
重役を担う使命感が満ちていたことだろう。「通訳
としての職務が果たせるように、どうか私を連れて
上陸して下さい」とリコルドに語った善六の言葉に、
その意気込みを感じることができる。上陸した一行
は、沖の口と呼ばれる場所に設営された会見場に案
内された。リコルドも緊張していたに違いない。

　私は二人の士官を伴って会見の広間に入っ
た。広間にはいろいろの身分の官吏が軍装に二
本の刀を帯していっぱいになっていたが、その
静粛なことに私は驚いた。私は膝を折って並ん
で座っている二人の高官を見分け、三歩ばかり
の所に近づき敬礼した。彼らも頭を下げて返礼
した。左右に居並んでいる官吏に敬礼すると、
私は指定された席まで後退したら、そこにはも

う私の肘掛椅子が置いてあった。
　深い沈黙はなおもしばらく続いた。それで私
は沈黙を破って、通訳のキセリョーフを通して

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、
会見場が非常に友好的な雰囲気であるという私
の意見を述べた。

（「対日折衝記」305 頁）
リコルドの挨拶を善六＝キセリョーフが通訳する

ところから会見は始まった。晴れ舞台であった。だ
がその直後、彼にとって予想もしない衝撃的な光景
が眼前に展開し始めたのである。

　二人の高官は返事の代わりに微笑を浮かべ、
二人のうち上席の国後島へ出張したのが、左手
からにじり寄った官吏に話しを始めた。しかし
低い声でキセリョーフにも一言も聞き取れない
ほどであった。そのあと役人は自分の席に戻り、
驚いたことには私に向かって深々と御辞儀をし
てから、かなり明瞭なロシア語で話し始めた。
松前奉行所高官のかたわらに控えていた役人
が、高官の挨拶を流暢なロシア語で通訳したの
であった。村上貞助である。彼は幽閉されてい
たゴロヴニンからロシア語を学んだ幕府の役人
であった。
　この挨拶に対し私は、こんどはもう日本側の
通訳村上貞助を通して次のように答えた。

（同前）
このあとは、リコルドの発言もすべて、村上貞助

が通訳している。もはやこの会見で、善六＝キセ
リョーフの出番はなくなってしまったのである。そ
の失意たるや、いかばかりであっただろうか。

善六はこのあと、9 月 26 日のゴロヴニン引き取
りの際にもリコルドに従って上陸した。解放された
ゴロヴニンらを乗せたディアナ号は、一路、カムチャ
ツカのペトロパヴロフスクに向けて進んでいった。
善六＝キセリョーフは、その後どうなったのか。
1815 年（文化 12）、御前崎沖で遭難して 1 年 4 ヶ
月も太平洋を漂流し、イギリス船に救助された尾張
の督乗丸乗組員が、日本へ送還される途中、ペトロ
パヴロフスクで次のような噂を聞いたという。

　仙台の善六といふ者、今はこのユクーツカに
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て、カビタンの娘を妻にして日本通詞になりて
居りたるとぞ、今の名はイハン・オロキセイ・
キセロクとぞいふなる。

（『船長日記』江戸漂流記総集第三巻、日本評論
社、1992 年）

善六は、ロシア人カピタン（船長）の娘を妻にし
て、イルクーツクに暮らしているということであっ
た。
（初出 :『東北文化研究室紀要』第 46 集、2005 年、

東北大学文学部）
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はじめに

石巻商人米沢屋平之丞の持船である若宮丸が石巻
港を出たのは、寛政 5 年（1793）11 月 27 日のこ
とであった。仙台湾の東名浦で風待ちをしたあと、
登り風になった同 29 日、江戸に向かって出帆した。
だが 3 日後の 12 月 2 日、磐城沖にさしかかったこ
ろ、強い風波に遭遇して舵をへし折られた。翌日も、
風にあおられて船が大きく揺らぎ続けたため、転覆
しないように帆柱を切り倒さざるをえなかった。舵
も帆も失った若宮丸は、以後、風まかせ波まかせで
漂うことになったのである。

若宮丸はそれから半年間、太平洋を漂流したあげ
く、アリューシャン列島の小島に流れ着いた。現地
民の導きで、同島に狩猟に来ていたロシア人に保護
され、1 年後に船でオホーツクに伴われたあと、イ
ルクーツクに送致された。これより前の寛政 4 年

（1792）、伊勢国の大黒屋光太夫らがラクスマンに
よって根室に送還されてきたように、ロシア政府は
日本人漂流民を保護し送還することによって日本と
の通商交渉の手がかりにしようとしていた。若宮丸
漂流民もすぐにでも日本へ送還されるかと期待した
が、ロシア皇帝の交替やイルクーツク商人らの主導
権争いで遅延した。

露米会社の創設者の一人でもあるレザーノフがこ
の争いに決着をつけ、漂流民送還と日本との通商交
渉のために、皇帝の特使として日本に派遣されるこ
とになった。若宮丸一行が皇帝アレクサンドル 1
世に引見され、4 人がロシアを出帆して帰国の途に
ついたのは、1803 年 7 月（ロシア暦）のことだった。
アリューシャン列島の小島に漂着してから、9 年が

経っていた。大西洋を南下して南アメリカ大陸の南
端ホーン岬を迂回して太平洋を北上し、ハワイを経
てカムチャツカに入港したのは、一年後だった。一ヶ
月後に日本に向かって出帆し、長崎に入港したのは
文化元年（1804）9 月のことである。

こうした若宮丸漂流民の事績については、帰国後
にロシア事情や海外事情を聞き取りしてまとめた大
槻玄沢の『環海異聞』やロシア史料を中心に研究が
進められており、漂流生活や彼らがもたらした海外
情報の意義なども明らかにされつつある（1）。ところ
が、若宮丸の船主である米沢屋平之丞については史
料がほとんどないこともあって、どのような存在で
あったのか、未知のままになっていた。そこで本稿
では、新たに確認された史料の紹介をしながら、若
宮丸船主米沢屋の姿を少しでも明らかにしておきた
い。

1.　米沢屋平之丞について

米沢屋平之丞について、これまでわかっていたの
は、次のような事項だけであった。

一つは、『石巻市史』2（1956 年刊）が紹介して
いるものだが、大阪の住吉大社にある石造りの大燈
籠（基座 2 間四方、高さ 2 丈 5 尺）に、献納者の
一人として名前があるということである。

住吉大社の歴史は古く、「日本書紀」にも「住吉
大神」や「住吉社」という記事があり、奈良時代に
遣唐使が派遣されたさいには、同社で海上の無事を
祈ったとも伝えられている。江戸時代になると住吉
大社は海上の守護神として全国の商人から篤い信仰
をうけるようになった。廻船を利用した商業活動が
活発になったため、航海の安全を商人たちが祈願し

四　ロシア漂流船若宮丸と船主米沢屋
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たからである。その信仰ぶりは、同社の境内に足を
一歩踏み入れると、すぐに分かる。参道のいたると
ころに所狭しと大小の石燈籠が据えられているから
だ。なんと 260 基もあるという。そのなかに仙台
ゆかりの石燈籠が 7 基もあることは、あまり知ら
れていないようだ。

仙台関係の燈籠でもっとも古いのは宝暦 5 年
（1755）の銘がある 2 基一対で、高さはいずれも 8
尺程度（2 m 50 cm）である。表面には「常夜燈」「陸
奥」と刻まれ、側面には「仙台買積中」とある。2
基あわせて 16 人の商人名を刻んでいるが、肉眼で
判読できるのは、「仙台屋三郎兵衛」だけである。「仙
台買積中」とは、江戸から商品を仕入れる商人集団
のことであろうが、仙台城下商人だけなのかどうか
は分からない。

次に古いのは、文化 7 年（1810）年に寄進され
た灯籠で、高さは 2 丈 5 尺（8 m 30 cm）もある大
きなものである。燈籠の表面には「永代常夜燈」「仙
台」、側面には「文化七年庚午八月、船持中」の文
字が刻まれ、基座の前面には 21 人の献納者の名前
が彫り込まれており、そのなかに米沢屋平之丞の名
前もあった。

21 人のうち素性が判明するのは、石巻の伏見屋
吉蔵、勝又屋伝十郎、光井（三井）屋惣之丞と、石
巻近在の桃生郡高須賀の高須賀屋次左衛門といった
程度である。多くは石巻およびその近在の船持衆と
みられる。とすると、燈籠に刻まれた「仙台」とい
うのは、仙台城下ではなく仙台領という意味であろ

うか。それにしても屈指の大きさで威容を誇る石燈
籠は、仙台領商人の隆盛と心意気を示している。

米沢屋平之丞に関する既知の情報の二つめは、石
巻千石船の会が明らかにしたもので、米沢屋は石巻
の裏町に店をもっていたこと、および遭難した若宮
丸のほかに大日丸と大元丸という 2 隻の千石船を
所有していたということである（2）。

三つめは、禅昌寺（石巻市山下町）の境内にある
若宮丸供養碑（高さ 3 m 23 cm、横幅 40 cm、厚
さ 12.5 cm）である。そこには次のような碑文が刻
まれていた（3）。

　（碑文／表）　　　　　（若宮）　　代祷
　　　南無観世音菩薩　為□□丸水主□
　　　　　　　　　　　　　　　　上菩提
　（碑文／裏）
　　　寛政五癸丑天十一月廿七日、若宮丸船頭平

兵衛水主都十六□
　　　□出帆河口七秋、漂流而猶未知生死、依是

米沢氏□□□□
　　　□耳露法門修諸般白業伸供養者也
寛政 5 年（1793）11 月 27 日、水主たち 16 人

が乗った若宮丸が石巻を出帆してから「七秋」（7 年）
たったが、漂流して未だ生死を知らず、よって米沢
氏がこれを供養す、とある。磐城沖で消息を絶った
ときを命日とし、若宮丸船主の米沢屋が七回忌の法
要を営んで、この供養碑を建立したのであろう。こ

住吉大社拝殿
文化 7年仙台商人寄進灯籠

（住吉大社）
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の供養碑を建てたとき、若宮丸はとうぜん沈没した
ものと思われていた。

四つめは、同じ禅昌寺の過去帳の記事である。漂
流記研究者の山下恒夫氏は、米沢屋の菩提寺であっ
た石巻の禅昌寺の過去帳に、次の記事があったこと
を紹介している（4）。

寛政二年八月十八日　　戒名　仙巌宗寿居士　
米沢屋平之丞　七十一歳

この米沢屋平之丞は寛政 2 年 8 月に亡くなって
いるが、寛政 5 年 11 月に出帆した若宮丸の船主も
米沢屋平之丞であるから、この過去帳の平之丞は先
代だということになる。ところでその後、米沢屋は
菩提寺を禅昌寺から広済寺（石巻市住吉町）に変え
ている。禅昌寺には幕末までの米沢屋の過去帳があ
るので、菩提寺を変えたのは明治期のことだろう。
理由は不明だが、家業の盛衰と関係があるのかもし
れない（5）。

若宮丸の船主米沢屋について知り得る情報は、以
上のようにきわめて少なかった。だが近年、2 種類
の史料が発見されたことにより、米沢屋の素性の一
端が明らかになった。このところロシア漂流船若宮
丸への市民的な関心も高まっていることから、本稿
では史料紹介が中心になるが、米沢屋に関する情報
を整理しておきたい。

2.　近江商人中井家文書にみる米沢屋

滋賀大学所蔵の近江商人中井家文書のなかに、米
沢屋平之丞に関する数点の史料があった（6）。その一
つは、寛政 12 年（1800）閏 4 月の次の史料である。

　　　申合一札之事
一、石巻村小野寺六郎太夫様御抱地之内、本町半

軒屋敷、表間口四間、裏行御町並之所、家作・
蔵庫共ニ一宇書立之通に而、壱ケ年家賃金四拾
五切に而、貴殿添人日野屋源左衛門殿名前ニ而
質店被相出候ニ貸渡申候、右質店御相続中、何
拾ケ年為共貸渡置、為立去申間舗候、末々無拠
筋有之候ハヽ、其時ニ応シ可及御相談候

一、家賃之儀は七月金拾五切、十二月金三拾切、
両度ニ都合四拾五切請取可申候、屋敷並町諸入
料并家作、外廻修復之儀は私方ニ而引請可申候

右之通御申合、末々共ニ相違為無御座候、小野寺
六郎太夫様御奥書□□始末如件

　　　寛政拾弐年閏四月 牡鹿郡石巻村本町
小野寺六郎太夫様御抱地

　　　　　　　　　　　　高差引人　永吉
　　　　中井新三郎殿
　　　　日野屋源左衛門殿
　　石巻裏町立合人
　　　　米沢屋平之丞殿

右之通承届ニ相違無御座候、我等抱屋敷ニ付、如
此御座候、以上
　　同年八月

小野寺六郎太夫
この史料は、石巻村本町の小野寺六郎太夫の「抱

地」の「高差引人」である永吉が、中井家仙台店の
中井新三郎と日野屋源三郎に土地と屋敷を貸与する
ことを約した証文である。「抱地」とは士分の者が
百姓地を所有したときの言い方であるから、小野寺
六郎太夫はおそらく士分の者であろう。「高差引人」
とは「抱地」の土地管理者にあたる役割だとされて
いるので（7）、永吉は小野寺六郎左衛門がもつ本町の
土地と屋敷の管理人だったのであろう。

禅昌寺にある若宮丸供養費
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貸地は本町にあり、表間口 4 間の「半軒屋敷」
であった。町場の屋敷地は一定規模に区画割りされ
ているが、「半軒屋敷」で表間口が四間ということは、

「一軒屋敷」であれば表間口は 8 間ということにな
る。この土地に家と蔵がセットで、年間の家賃は金
45 切（金 11 両 1 分）になっている。

これまでの研究によると、中井家（屋号は日野屋）
は寛政 12 年 8 月に石巻店を開業したとされてい

る（8）。この証文によれば、それより 4 ヶ月前に店舗
を確保したということになる。

この貸地証文のなかで、石巻裏町の米沢屋平之丞
は、中井新三郎と日野屋源左衛門の「立合人」とし
て登場している。要するに保証人のことである。米
沢屋は石巻で、仙台城下屈指の大商人中井家の保証
人になることができるほどの商人だったということ
になるだろう。もちろん中井家と米沢屋の関係はこ
れ以前から培われていた。いくつかの史料を中井家
文書から紹介しておこう。

その一つは寛政 9 年（1797）6 月の「大日丸銚
子勘定帳」で  米沢屋平之丞が北四町検断の安倍屋
與左衛門と日野屋（中井）新三郎に宛てた書式になっ
ている。内容は、銚子の船宿と思われる信太清八か
らの大日丸諸入料の仕切のほか、大日丸の碇の取り
上げ料金、銚子滞留中の船頭小遣い、塩釜より積ん
だ薬草の川芎運賃や水主の酒代などを書き上げ、金
47 両 3 分 2 朱の預り金から差し引いた残金が約 1
両 3 分となっている。

これだけでは何のことか不明だが、年号不記の米
沢屋平之丞による日野屋林兵衛に宛てた手紙をみて
みよう。これには、「先達而も申上候通、秋中、銚
子表ニ而大日丸碇壱頭、海中より取揚申候而、大元
丸積下ケ申」とある。要するに大日丸の碇を海中か
ら引き揚げ、その費用を差引勘定したということで
ある。どうやら大日丸が碇を海中に落とす事故をお
こしたようである。なお、日野屋林兵衛は享和 4
年（1804）前後から仙台城下の南材木町に枝店を
開いているが（9）、この書状では米沢屋が「旦那様へ
右之段、宜敷被仰上度奉願上候」と中井新三郎への
挨拶を頼んでいるので、おそらく枝店開店前で仙台

本店に勤務中のことであろう。
右の書状に関連して、寛政 10 年（1798）10 月

の「一札之事」という史料がある。これは米沢屋平
之丞が日野屋（中井）新三郎と北四町検断の阿部屋
與左衛門に宛てた借用証文である。金 48 両 1 分余
を「大日丸道具代金」として借りている。この証文
の別冊として「道具値付帳」があり、縄や碇などの
代金 48 両 1 分余が計上されている。どうやら銚子
での大日丸の修理等にかかった経費のようだ。

米沢屋と中井家（日野屋）の取引関係の詳細は不
明だが、こうした史料をみると中井家は廻船による
江戸交易を展開する米沢屋との間に金融関係をもっ
ていたことがわかる。寛政 9 年 6 月の「大日丸銚
子勘定帳」に出てくる薬草の川芎も中井家関係の商
品だとすれば、商取引関係もあったということにな
る。

なお石巻千石船の会は、米沢屋の持ち船として文
化年間に大日丸と大元丸があることを指摘していた
が、右に紹介した中井家史料によれば、それより早
く寛政 9 年段階には両船が同時に石巻・江戸間を
行き来していたことがわかる。

この手紙で留意しておきたいことの第二は、「先
達而も申上候通、涌谷殿様、彼是行違申儀計有之、
延引仕、何共可申上様無之、無拠仕合ニ奉存候」と
あるように、米沢屋は「涌谷殿様」、すなわち涌谷
伊達家と取引関係があったことである。この文面で
は同家とトラブルがあって入金がなされず、それが
ために中井家への返済が滞る旨が述べられている。

留意すべき第三点は、「新艘造立に取立、乍勝手、
金繰至而迷惑仕候間、御利足御勘定申上、御元金は
来四月迄恩借申上度奉存候」とあることである。こ
の時期に米沢屋は新たな持船の建造に取りかかって
いたらしい。ただしこれまでのところ、米沢屋の持
ち船として大日丸と大元丸以外の船は確認されてい
ない。

3.　名振浜永沼家文書にみる米沢屋

名振浜の永沼家文書のなかにも、米沢屋平之丞の
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名前が記された史料があった（10）。このなかから、
いくつかを紹介しておきたい。

＊文化 2 年 2 月　桃生郡名振浜御国産方へ売上
候〆粕魚油焼失仕候分大図調書上

　　　　　　　　　　　　太兵衛
一〆粕弐拾五石二斗
　　　　内　一　弐石　焼失残り
　　　　残而　弐拾三石弐斗　焼失仕候分
一魚油四斗入　三樽
　　　内　一　弐樽　焼失残り
　　　右引残　壱樽焼失仕候
〆右分
一金三拾五切　手金受取申候
　（以下六人分中略）

惣〆　〆粕百六拾七石四斗
　　魚油拾六樽半
　　　内　一粕弐拾一石　焼失残り
　　　　　一魚油四斗入四樽　焼失残り
　　右〆弐百拾九切半　受取申候
　　残　〆粕百四拾六石四斗　
　　　　魚油拾弐樽半
　　此金百九拾一切四分　焼失仕候
右之通過ル十九日夜九つ頃ニも可有御座候哉、
七五郎方より自火相出焼失仕候ニ付、改之上、
調書上仕候、以上
　　文化弐年二月廿五日 右ノ　太兵衛

同　　善三郎
同　　七五郎
同　　作四郎
同　　左四郎

同　　長右衛門
同　　与兵衛

右之通焼失仕候儀相違無御座候、以上
　　同年同月 名振浜国産方買人宿善　内

同浜肝入　　　甚　蔵
　　　　御国産御買人
　　　　　　米沢屋平之丞殿

この史料は名振浜の「国産方買人宿」の善内と同
浜肝入の甚蔵が、「御国産御買人」の米沢屋平之丞

に宛てた、火事による海産物焼失の書き上げである。
太兵衛以下 7 人は名振浜の漁民であり、〆粕と魚
油の製造を生業としていた。その産物を名振浜の国
産方に納入していたが、文化 2 年（1805）2 月 19
日に発生した火事により、その大半を焼失したとい
う。

名振浜には「国産方買人宿」の善六がおり、彼と
同浜肝入甚蔵の奥書を付けて、「御国産御買人」で
ある米沢屋平之丞に報告されているので、善内が名
乗る「国産方買人宿」というのは浜ごとに設けられ
た買継商人であったのかもしれない。とすれば「御
国産御買人」の米沢屋平之丞は、これら買人宿を統
括する立場にあったとみなしてよいだろう。
「御国産御買人」や「国産方買人宿」といった用

語は、仙台藩の国産仕法に関係した職名である。そ
れについては後述するとして、二つめの史料を紹介
しておく。

＊文化 2 年 11 月　国産方拝借金返納に関する達
書
　左之通申来候間、両通共ニ相渡候条、其心得、
尚又於其元も何分折入首尾可有之候、縦ひ相分
候ても夫々取都り不申候へは不相成儀、殊ニ近
年入金之分如此躰ニ相成候而ハ不申済事ニ候
条、何分出情相納候様吟味首尾可被申候
　　十一月十八日　　　　　　　飯　弥六郎
　　　　　　　　御国産方差配人
　　　　　　　　　　米沢屋平之丞殿
桃生郡名振之者共、御国産方拝借金年符等之義
ニ付別紙両通申出候、年符ニ難成候、御利息之
義、元金之内三か壱半□候ハゝ御返納申様、与
五郎以申様被仰渡仕度御達品々相認候、御尤ニ
候間、早々相達被相渡可被下候、以上
　　十一月十八日　　　　斎藤甚左衛門
　　　　　　　　　飯田弥六郎殿

これは前掲史料に関連するもので、国産方に納入
すべき海産物が焼失したため、名振浜の生産者たち
が未納分にあたる拝借金を年賦で返済したいと国産
方役所に申し入れをしたが、役所は年賦を認めず、
元金の三分の一と利息の納入をはかるべき旨を国産
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方役人である飯田弥六郎が米沢屋平之丞に通知した
ものである。ただし、この史料での米沢屋平之丞の
肩書きは前掲史料の「御国産御買人」ではなく、「御
国産方差配人」になっている。これより前の 9 月
14 日付けで、国産方役人の飯田弥六郎が名振浜肝
入の甚蔵に宛てた貸し金返納通知書には、米沢屋の
ことを「石巻差配人」と書いている。

次は、米沢屋平之丞が登場する三つめの史料であ
る。

＊文化 2 年 5 月　石巻津方御備木差配人米沢屋
平之丞へ居久根杉売り渡し願い
桃生郡名振浜御百姓誰居久根杉被下木類申上候
事
一、杉　　　弐拾本
　　但四尺三寸廻より四尺九寸廻迄
右之通拙者儀、先祖代居久根え植立置候木品ニ
御座候間、御丁畳之御吟味を以此度被下木ニ被
成下度奉願上候、如願之被下置候義ニ御座候
ハヽ津方御備木右差配人石巻米沢屋平之丞方へ
売渡申筈、内々申合わ仕置候、御憐愍之上如願
被成下度、乍憚如此奉願上候、以上

　　　文化二年五月　　　　　桃生郡名振浜
　　　　　　　　　　　　　右願申上人　たれ
　　　　　　　肝入甚蔵殿
これは名振浜の住人が居久根に植えた杉を伐採

し、「津方御備木右差配人」である石巻米沢屋平之
丞へ売り渡すことの許可を村の肝入に求めた文書で
ある。居久根とは、屋敷地の外郭部に風除けとして
植えた屋敷林をさすことが多いが、このほかに百姓
が所持する里山をさすこともある。

藩が所有する御林山は藩の山林管理のもとにおか
れたが、百姓所有地である居久根の材木も伐採には
藩の許可が必要であった。伐採後には杉の苗木を植
えなければならず、藩は杉の苗木を下付してい

た（11）。それだけ仙台藩の山林政策は徹底されてい
たのである。この文書の宛先は名振浜の肝入甚蔵だ
が、申請人の部分に「百姓誰」とか「右願申上人た
れ」と表記されているので、その居久根に植えた杉
を伐採するさいの雛形文書のようである。

興味深いのは、雛形文書であるにもかかわらず、
文中に「津方御備木右差配人石巻米沢屋平之丞方へ
売渡申筈」と米沢屋平之丞の名前が組み込まれてい
ることである。ということは名振浜で伐採された材
木類は、石巻の米沢屋が全面的に買い付ける体制に
なっていたと理解することも可能であろう。

次は米沢屋平之丞に関する四点目の史料である。
＊文化 2 年 5 月　石巻津方御備木差配人米沢屋

平之丞にる川海上通判願状
　　　　　覚
一　杉板　　弐拾枚
　　　但厚サ三寸長三丈より四丈迄
　　　　幅不同
一　同平物　　四丁
　　　但厚五寸長五丈
　　　　幅不同
一　同丸太　　壱本
　　　但廻り四尺九寸
　　　　長三丈二尺
　（中略）
右之通桃生郡名振浜より追波川通石巻へ川海上
御通判被置度奉願上候、以上
　文化弐年五月　　　石巻右津方御備木

差配人　米沢屋平之丞
右之通願申出候間、早速御通判被相渡候様被成
下度奉存候以上
　　同月同日大肝入　信夫十郎左衛門殿

この史料は、名振浜から石巻に船で杉板などの木
材を運ぶために、石巻の「津方御備木差配人」であ
る米沢屋平之丞が大肝入に「御通判」（通行証）の
発行を申請した文書である。名振浜は追波川の河口
の追波湾に近い場所にあり、石巻へは太平洋側の金
華山経由と、追波川を遡及して小船越から、石巻に
流れる北上川に入るルートがあった。前出史料でみ
たように名振浜で用材を仕入れた米沢屋は、追波川
経由の川舟で石巻に輸送していたのである。



68

4.　仙台藩の国産仕法と米沢屋

米沢屋平之丞の肩書きにみえる「御国産御買人」
や「御国産方差配人」といった名称は、仙台藩の国
産仕法に関係する職名であろう。領内産物の他領出
しを管掌するのが国産方であり、そのスキームを国
産仕法と称した。これまでの研究によれば（12）（難波、
仙台市史）、国産仕法に関する史料は天明元年

（1781）以降にあらわれるとされているが、その仕
組みが十分に解明されていないのが現状である。

米沢屋平之丞が登場する文化年間の国産方につい
ては、気仙郡綾里村の千田家文書に関連史料があ

る（13）。そこでは、千田家の仁兵衛が藩の国産方から、
文化元年に 6 両余と 7 両余、同 2 年に金 14 切（3
両 2 分）余の「御国産方本金」を拝借したとある。
その返納は、「諸魚物」や「諸魚〆粕」あるいは「赤
魚粕」「鰹頭粕」などを国産方に売り上げて返済す
るという。要するに、漁期前に藩から前借りし、収
穫したあとに拝借額に相応した産物を納入して返済
するという関係である。

先に紹介した名振浜の史料にも「御国産方拝借金」
が出ていた。「御国産方御本金」とも出てくるので、
気仙郡綾里村と同様の資金融通のシステムがあった
といってよい。その史料によれば、名振浜の 7 人
が金 219 切半（56 両 1 分）を国産方より前借りし
たが、製造した〆粕と魚油の 9 割弱が焼失したため、
産物での返納ができなくなった。そこで借金分を年
賦で返納したいと申し入れていたのである。前借金
は運転資金として重要だが、事故があるとその返済
の循環が破綻するため、借金としてのしかかってく
ることになる。ところが前掲史料では藩の国産方役
人は年賦申請を認めず、貸し金をしっかりと回収す
るよう米沢屋に命じていたのであった。

その後の動きを『北上町史』（資料篇Ⅱ）所収史
料から紹介しておくと、11 月 20 日付けで名振浜
肝入の甚蔵に出した書状で米沢屋は、役所の返金指
示が厳しく困ったとある。ただその後 12 月 1 日付
けの甚蔵宛て書状では、とりあえず家屋焼失の者は

利息だけ、その他の者は元金の三分の一と利息を支
払っておけば、来春にも皆々立ち続くように再び吟
味があるとの話が内々にあったと伝えている。

国産方役所としては理由はどうあれ、当該年度に
貸し金が全く回収できないのは困ったことである。
それが元金三分の一の返済という役所側の指示に
なったのであろう。だが、罹災者の側は少しでも返
済額を小さくしたいと考える。おそらく米沢屋が間
に入って、家屋焼失者だけは元金三分の一の返済を
免除し、利息だけの支払いになったのではないだろ
うか。だが、なおも減額猶予を求める罹災者側に対
して、米沢屋は当面はこの条件で応じておけば、来
春なんらかの措置がとられるだろうという役所の意
向を伝えたのであった。

火災にあって産物の 9 割を焼失した生産者に対
し、三分の一とはいえ前貸金を回収しようとする国
産方役所の姿勢は、見方によっては生産者の窮状を
考慮しない厳しいものにみえるかもしれない。そこ
からは呵責で容赦のない権力というイメージが浮き
立つが、事態の展開を冷静にみると、借り手である
生産者が減額の要望を繰り返し出すことによって役
所の側も徐々に譲歩している。最初から全免の姿勢
を出さないから呵責なのではなく、どこまで返済が
可能なのかの落着点を探る駆け引きだといってもよ
いだろう。その間に立って調整したのが、米沢屋平
之丞であった。

ところで、火災による産物焼失の報告が「御国産
御買人」である米沢屋になされているのに対して、
貸し金返済のやりとりを米沢屋は「御国産方差配人」
の肩書きでしている。これはいずれかが書き間違い
ということではなく、役割の相違が反映している可
能性がある。

前掲史料で確認できるように、「御国産御買人」
は名振浜の「国産方買人宿」と対になっている。前
述のように、浜ごとの「国産方買人宿」と、これら

「買人宿」を総括する「御国産御買人」としての米
沢屋という関係だろう。名振浜の「国産方買人宿」
である善内は同浜の七人の生産者と米沢屋をつなぐ
仲買（買継）商人であったのではないだろうか。こ
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れに対して米沢屋は、名振浜を含めた広域的な地域
から〆粕や魚油などの海産物を買い付ける権利をも
つ仕入商人であった可能性が高い。

これに対して「御国産方差配人」という名称は、
産物の「御買人」という意味ではないように思われ
る。先の国産本金の返済をめぐる国産方役所とのや
りとりをみると、国産方役所から生産者への資金融
通や回収を媒介する役割を担っていたのではないだ
ろうか。もちろんそれは、「御買人」がもつ買付権
と表裏一体であることによって運用がしやすかった
であろう。

では米沢屋はどの範囲の買付権、すなわち商圏を
もっていたのだろうか。それを確定することは困難
だが、「石巻差配人」といった表記があり、なおか
つ牡鹿半島の北側に位置する名振浜を商圏としてい
たのであるから、場合によっては、牡鹿半島一帯が
テリトリーであった可能性はあるだろう。

なお、米沢屋がたんに海産物を買い付けたり、金
融を斡旋するだけではなく、生産者の事情にも配慮
しながら国産方役所と交渉していたことを示す史料
も紹介しておきたい。

＊文化 2 年 6 月 12 日国産方拝借金返済について
　一筆啓上仕候、暑甚敷罷成候処、御家内様御
揃益御機嫌能被遊御座奉賀候、然は拙子は同儀
罷在申候、乍憚御安心被成下候、然ハ御支配拝
借人衆御勘定御元利返納相成候様別紙弥六郎様
より被仰遣候処、引揃申事は勿論、御利息計も
此年柄六ケ敷事ニ奉存候、仍内々申上候、当月
廿八日迄ハ一宇に無之候共両人も石巻へ罷越不
申候而は相成間敷候間、当金何程差上、無利息
ニ而何ケ年符ニ被成下度段願出候、御内々御添
心被成置候て拝借人之助ニも相成候様奉存候、
焼失之衆ニは痛候上之儀、殊ニ不漁引続迷惑ニ
可有之候得共、御上之義ニ而申訳計ニ而ハ相済
申間敷奉存候間、御内々如此申上候、右之訳御
尤ニ被思召候ハヽ文面御指図貴家様御来書計ニ
而私方へ両人被相出候様可被成置候、其望向義、
重々も取計可申候、右之段私より申上候義は御
印符ニ被成下、貴家様より仰渡可被申候、早々

以上
　　　六月十二日 米沢屋平之丞
　　　　　　　　　　甚蔵様
　　　　　　　　　　　　人々御中

名振浜の火災のあと、同浜肝入、米沢屋、国産方
役人の間で事後処理がおこなわれている最中に、米
沢屋が名振浜肝入の甚蔵に出した手紙である。意味
をとりにくい箇所もあるが、意訳をしておこう。

　拝借人衆に対して国産方の（飯田）弥六郎様
より元利とも返済するよう指示されたが、元利
はもちろん、利息の支払いだけでもこの年柄で
はむずかしいと内々に申し上げた。今月 28 日
までに、拝借人全員ではなくとも両人でも石巻
に出向いてきたほうがよい。そこで当面少しで
も返済し、無利息で数ヶ年の年賦返済をお願い
するとよい。内々に添心しておけば（国産方役
人に口添えの意か）、拝借人の助けにもなるだ
ろう。罹災者は大変だろうし、ことに不漁も続
いているので困っているだろうが、「御

お

上
かみ

」に
対しては申し訳をするだけではすまないだろう
から、内々にこのことを知らせておく。以上の
ことを尤もだと思われるなら、私方へ両人を使
わすようにしてほしい。望み向きの儀について
は、よくよく取りはからうつもりである。

被災した拝借人の窮状を察しつつ、返済条件を緩
和してもらうよう、国産方に働きかけている。前に
紹介したように、結果的には全額返済猶予にはなら
なかったが、罹災者への配慮をにじませた米沢屋の
姿を知らせるものとして貴重であろう。

5.　石巻津方御備木差配人と米沢屋

前掲史料で米沢屋がもっていたもう一つの肩書き
は、「石巻津方御備木差配人」という名称である。「津
方」は港湾をさすが、「御備木」とは何だろうか。「御
備米」といえば凶作や災害に備えた備蓄米のことだ
が、材木を備えるという意味はわかりにくい。ただ、
考える素材はある。

米沢屋平之丞の居所は石巻の浦町だが、この浦町
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には「安永風土記書上」によると、「御守殿御材木
御蔵」二棟、「御材木御蔵」二棟があった（14）。いず
れも仙台藩関係の材木蔵ということになるが、「御
守殿御材木御蔵」の「御守殿」とは、大名に嫁いだ
徳川将軍家の娘の敬称であり、居住する奥御殿のこ
とをさすという。

仙台藩主に徳川将軍家から輿入れした女性は二人
いる。一人は、2 代藩主忠宗の正室となった振姫で
ある。岡山藩主池田輝政の娘だが、二代将軍徳川秀
忠の養女となって伊達家に輿入れした。もう一人は
6 代藩主宗村の正室利根姫（温

はる

子
こ

）である。本来は
紀伊徳川藩主宗直の娘だが、8 代将軍吉宗の養女と
なって宗村に嫁いだ。

振姫の輿入れと関係あるかどうかは不明だが、仙
台城の本丸と二の丸の建物を描いた「肯山公造制城
郭木写之略図」には、「守殿」が書き込まれている（15）。
同図は延宝末年から天和初年（1680 年前後）に作
成されたとされており、時期的には振姫の輿入れに
伴って建築された可能性はある。ただし、振姫の生
活は主に江戸藩邸であり、この本丸「守殿」を振姫
が恒常的に使ったわけではない。

ただし「御守殿」は仙台城だけではなく、江戸藩
邸にもあった。享保 20 年（1735）、伊達家は利根
姫を宗村の正室として迎え入れるにあたり、最初は
愛宕下の中屋敷の一画に「御守殿」を造営した。5
代藩主吉村が隠居して宗村が家督を継いだ寛保 3
年（1748）、芝口の上屋敷に「御守殿」を作り、そ
こに移っている（16）。これと同様、振姫を迎えたと
きにも江戸藩邸に「御守殿」が作られたはずである。

この「御守殿」という呼称は、その屋敷が解体ま
たは焼失しない限り、徳川将軍家から嫁いだ正室が
没したあとも残った可能性はある。振姫が没したの
は万治 2 年（1659）だが、その後に作成された「肯
山公造制城郭木写之略図」には「守殿」が書き込ま
れていた。利根姫が亡くなったのは延享 2 年（1745）
だが、それよりあとにつくられた「安永風土記書出」
の石巻の項目にも、前に紹介したように「御守殿御
材木御蔵」という言葉があった。とはいえ、米沢屋
平之丞が登場する文化年間に、仙台城あるいは江戸

藩邸に「御守殿」と称する屋敷があったかどうかは
わからない。

だが以上の検討で留意しておきたいのは、「御守
殿御材木御蔵」なる藩の材木蔵が石巻浦町にあり、
それは「御守殿」用のの材木を備蓄していたと推定
されることである。同じ浦町にある「御材木御蔵」
二棟も、「御蔵」と尊称されているように、藩の材
木蔵である。いずれも、藩の屋敷のための用材を保
管する御蔵であろう。とすると、そこに保管された
藩用の材木のことを ｢御備木」と称したとしても不
自然ではない。

ややまわりくどい説明になったが、米沢屋が名
乗った「石巻津方御備木差配人」というのは、藩の
材木蔵に関係する御用商人である可能性が高いとい
うことである。これに関連して注目しておきたいの
は、文化元年（1804）6 月に仙台城の二の丸が火
災のために焼失したという事実である。翌 2 年 3
月には再建のための地鎮祭が執行された。これが落
成するのは同 6 年 4 月のことであるから（17）、4 年
を要する大工事であった。当然のことだが、大量の
材木を必要としただろう。その建築用材（｢御備木｣）
を調達する「差配人」として米沢屋平之丞が任命さ
れた可能性は高いと思われる。本稿ではこの肩書き
を、そのように理解しておきたい。

おわりに

『環海異聞』によれば、遭難した若宮丸の積荷は、
米 2,332 俵と、御用木、雑小間木 400 本だったと
いう。江戸に移入される米のなかで仙台米が占める
比重はきわめて大きく、若宮丸も大量の米を積み込
んでいた。また、御用木とは藩用の材木あるいは藩
所有の御林山から伐採した材木のことで、雑小間木
とは薪のことである。「火事と喧嘩は江戸の華」と
いわれたほど火事の多い江戸では材木需要が大き
く、燃料の薪も江戸近郊からだけではなく、遠く仙
台からも海上輸送されていたことがわかる。

山林は御林山として山守に管理させただけではな
く、百姓所有の居久根の植林・伐採まで管理したほ
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ど、仙台藩の山林政策は徹底していた。それは米と
同じく材木が、江戸の大量需要に対応した、商品価
値の高い産物だったからである。若宮丸は、その二
大商品を積み込んでいたのであった。

ただし、若宮丸の積荷に材木や小間木が積み込ま
れていたのは、単にそうした江戸との関係だけでは
なく、前節までの検討によれば、船主である米沢屋
が材木商人であったからだともいうことができる。
その商売の実績が、のちに米沢屋をして「石巻津方
御備木差配人」という、藩の材木御用を請け負うポ
ストを得さしめたのだろう。

しかし米沢屋は、材木だけを専業とする商人では
なかった。「御国産御買人」や「御国産方差配人」
という肩書きをもっていたように、藩の国産方役所
のもとで、〆粕や魚油などの海産物を集荷する特権
を与えられた商人でもあった。

若宮丸が出帆した当時のことは不明だが、十数年
ののち、米沢屋は藩の国産方および材木方の御用商
人として活躍する存在になっていた。若宮丸を遭難
で失った損失は大きかったと思われるが、大日丸と
大元丸の 2 隻の千石船を活用してその痛手を克服
し、石巻地方きっての有力商人になっていたのであ
る。仙台城下の有力商人であった中井家（日野屋）
の石巻進出にあたり、店舗開設の保証人になってい
ることは、それを示すものとなる。

注
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 （6） 中井家文書の米沢屋関係史料については、佐藤大介
氏に写真版を提供していただいた。感謝したい。
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の研究』第四巻、清文堂出版、1983 年。『仙台市史』
第三巻第一章第二節「藩財政の窮乏と経済政策」。

（13） 細井計『近世の漁村と海産物流通』（河出書房新社、
1994 年）372 頁。

（14）「安永風土記書上｣、前掲『石巻の歴史』第二巻 94 頁。
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1.　広東船漂着の記録

寛政 8 年（1796）6 月、中国広
かん

東
とん

省
しょう

の船が大室
浜の沖合に漂流してきた。乗組員は仙台藩に保護さ
れて、4 ヶ月後に長崎に送還され、全員が無事、広
東へ帰国することになった。

この一連の顛末を記した史料が「広
かん

東
とん

漂
ひょう

船
せん

雑
ざっ

記
き

」
（以下、「漂船雑記」と略称）と「広東漂着船問答日
記」（以下、「問答日記」と略称）である。前書は、
大槻玄沢（磐水、蘭学者、仙台藩江戸定詰医師）が

「郷土の旧友」から送られてきた情報をまとめたも
のであり、後書は著者が不明ながら仙台藩の儒者や
僧侶たちと広東漂流民とが筆談した詳細な記録であ
る。日本側で応対したのは、仙台藩養賢堂学頭の田
辺匡敕、同教授の志村時

とき

恭
もり

（東蔵）と新井義路、さ
らに仙台大年寺の僧である密山・秀山・慈聞の三人
であった。「問答日記」の一説には、「志村東蔵より
芝邸（仙台藩江戸藩邸）知音之方へ贈候書状写」と
あるので、大槻文彦に広東船の情報を寄せた「郷土

の旧友」というのは志村時恭のことであろう。
漂流民との問答の中心になっているのは志村時恭

だが、彼は仙台藩の俊秀志村三兄弟（長男／実
さね

因
より

、
次男／時

とき

恭
もり

、三男／弘
ひろ

強
ゆき

）の一人で、江戸の昌平黌
に学び、帰郷して養賢堂の教授となっていた。三男
の志村弘強はのちに大槻玄沢と共に、ロシアに漂着
した石巻若宮丸漂流民の記録『環海異聞』を編纂す
ることになるから、兄弟そろって漂流民に関係した
ということになる。

2.　広東船発見から上陸まで

広東船が大室浜の沖合に漂流してきたのは寛政 8
年（1796）6 月のことだが、日付けについては「漂
船襍記」が 7 日とするのに対し、「広東漂着船問答
日記」は 4 日としている。ただし、大室浜の山神
社に残された船材の銘文には 6 月 7 日とあって「漂
船襍記」の日付けと一致する。

最初にこの船を発見したのは出漁していた大室浜

五　清国広東船の仙台領漂着と送還

大室浜に漂着した広東船
（滋賀大学中井家文書） 「広東漂着船問答日記」



73

の六之助であった。見知らぬ船を怪しんで近づいて
みると、甲板の上から船員たちが手を振って助けを
求めていたため、急いで浜に戻って村役人に知らせ、
村役人は穀船抜荷取締番所の役人に届け出て、大室
浜に引き寄せたのであった。

その翌日、十三浜に住む医師が漂流船に乗り込ん
で船員と筆談し、清国広東省新寧県の漁船であるこ
とがわかった。4 月 1 日に出港して 7 日目に強風に
遭ったという。船中を調べたところ、「兵具等」は
見あたらず、「漁猟の道具」ばかりだったという。
密輸船であることを疑ったようだが、漁船が漂流し
たものとみなしている。

こうした第一報が仙台に伝えられ、仙台からさら
に江戸藩邸の家老と藩主にも報告された。おそらく
幕府にも上申されたであろう。知らせを受けた仙台
藩では藩の儒者志村時恭らを大室浜に派遣して、6
月 22 日から本格的な取り調べを始めた。志村は最
初の筆談で、貴船が漂流してきた事情を調べて幕府
に報告し、その後、長崎に送って清国の商人に引き
渡すので心配するなと伝え、事情聴取に応じるよう
求めている。清国と日本との間には正式の外交関係
はなかったが、長崎を窓口とした通商関係があり、
多くの清国商人が長崎に来航していた。もし日本に
中国人が漂着した場合には、現地の村役人や領主が
保護し、長崎に送り届けることになっていた。志村
が説明したのはそのことであった。広東船乗組員は
大いに安心したことだろう。

広東船の乗組員は表 1 にあげた 14 人であった。
全員の名前を書き上げ、その後の筆談の主役とも
なったのは陳世徳（27 歳）である。若いながらも

船頭だったのだろうか。志村は、船中は窮屈なので
字を書ける人物を選んで岸にあがり、くつろいで話
をしたいと求めたが、すぐには応じていない。翌
23 日に仙台大年寺から密山・秀山・慈聞の 3 人の
僧が到着したさいも、重ねて上陸を求め、衣食も提
供すると申し出ているが、実現しなかった。陸にあ
がることに不安を覚えたのであろう。だが 3 人の
僧侶がかつて長崎に遊学して清国の商人とも交わっ
たことがあると伝えると、安心したのか、25 日に
全員が上陸することになったのである。
「問答日記」によると、「岸上の民舎を以て客館と

為さしむ」とあるだけだが、漂流民を収容した宿舎
は「大室浜客館之図」（登米市登米町公民館所蔵）
という史料に示されている。聞き取りを重ね合わせ
ると、図で示した場所にあったようだ。風呂・台所
付きなので食料の提供を受けて自炊生活をしたのだ
ろう。宿舎の周りは竹矢来で囲まれ、出入口には監
視人が詰めた番所も置かれている。

上陸にあたっては、仙台藩主の名をもって衣服や
寝具 14 人分を与えた。また 8 月 15 日（旧暦）になっ
て秋冷の季節になると、仕立師を遣わして衣類をこ
しらえ、9 月 10 日には「寒冷甚だし」として綿入
れを与えている。至れり尽くせりの待遇であった。

表 1　広東船乗組員一覧

名前 年齢 名前 年齢

陳世徳 27 陳阿娘 42

林光裕 24 林阿松 16

林元江 30 朱阿高 40

陳譲光 38 林儂輝 36

林松声 41 陳阿夏 34

陳元江 30 陳阿意 22

陳阿楮 42 陳賢生 25 「大室浜客館之図」
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3.　筆談の様子

筆談の中心は陳世徳であったが、ほかに林光裕
（24 歳）と陳元合（30 歳）も若干は応じている。
漢字による筆談であるため、おおむね文意は通じた
ようだが、中国人側の回答には時として「字意を暁

し

らず」とあるので、日本語風漢文を判読できないこ
ともあったらしい。

漂流しはじめたのは 4 月上旬のことだが、志村
時恭が富士山を画いて、いつこの高山をみたかと問
うと、陳世徳は山上に山雲のかかった高山を 5 月
下旬に見たと答えた。志村は「此れ必ずや富士山な
り」と合点している。漂流がはじまって一

ひと

月
つき

半
はん

ほど
で富士山が見えるところまでたどりついていたのだ
が、そこから一週間ほどで大室浜の沖合まで流され
たことになる。

漂流の事情や身元の取り調べが一段落すると、日
本側の応接者が儒学者であるだけに中国の文化や生
活習慣に対する関心が強く、質問も多方面に及んで
いる。項目だけをあげてみると、度量衡（計量の単
位）、税金、孔子廟、関帝廟、仏寺、節句、役所、
役人、稲作、産物、葬儀、気候、女性風俗、夫婦、
家畜、酒価、皇帝などについて尋ねている。そのな
かから興味深い問答をいくつかあげてみよう。

まず、「日本の美女、中国と同じや否や」という
問いに対しては、「人は同じ貌なれども頭上は同じ
からず」と答えている。顔つきは同じだが髪型が違
うということである。女性習俗の違いは髪型だけで
はなく、化粧法にもあった。「日本婦人は婚姻すれ
ば必ず歯を染む。兄等（貴兄たち）、大室浜にて見
る所の婦人の如し。広東婦人の夫有る者に此の事有
りや」。つまり、日本の既婚女性は歯を黒く染めるが、
広東ではどうかとと問うている。貴兄たちが大室浜
で見たようにと述べているから、大室浜の既婚女性
がお歯黒をしていたことは間違いない。これに対し
て陳世徳は、「曰く、有ることなし。男子と色を同
じうす」と答えている。広東には歯を染める習俗は
ないということである。ただし、「広州の婦人の夫

在る者は両耳連環して夫在るの義を示す。是を以て
五六歳にして耳に銀環を穿つ」と述べ、既婚女性は
耳輪をし、そのために幼少のころから耳に穴を開け
ていると語っている。

また、日本では官吏（武士）の夫婦は床を別にし
て眠るが庶民は一緒に寝る、貴国では如何、という
問いに対して、広東では役人も庶民も寝るときは夫
婦一緒だと答えている。異国人との会話をとおして、
武士身分の夫婦は寝室を異にしていたことを知るこ
とができる。

4.　ことばの習得と交流

筆談が主であるとはいえ、何度も会っていればお
のずと会話もするようになった。あるとき、同席し
た代官の前田河文治が持っていた扇子の絵をみて、
陳世徳が「これはナダナダナダ」と言ったという。「こ
れはなに ?」という単語を最初に覚えることが異国
語習得の効果的な方法なのだが、中国人たちも「こ
れはなんだ ?」という日本語を使って質問を繰り返
していたことが知られる。「只今にては日本言葉少々
相覚へ、罷り下り候諸役人も少々漢語相覚へ、たが
ひに使ひ候よし」というから、日本側の役人たちも
中国語を少しずつ覚えて、簡単な会話程度はできる
ようになっていたようである。「漂船雑記」には、
一から十までの数字と 56 単語について広東語の発
音が記載されている。目・口・鼻といった身体や、飯・
酒・姻草・硯・釜・障子などのような衣食住に関す
る単語が多いのは、手近なところから発音を確認し
ていったからだろう。「無筆はこれ無く、カタカナ
は相分り申し候」とあるので、中国人たちも全員が
カタカナ程度は書けるようになっていったようだ。

筆談ができるということは同じ漢字文化圏だから
だが、漢字を知っているかどうかは教養の問題であ
る。筆談に応じていた陳世徳と林光裕と陳元合の三
人がかなりの教養をもっていたであろうことは、彼
らがいくつも漢詩や墨跡を残していることからも知
られる。まただからこそ、取り調べにあたった日本
側の儒学者たちも好意的に接したのであろう。とく
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に陳世徳は、「日本の阿倍仲麻麿、唐朝に在りて日
本王の使を奉じて唐に入り、李太白と遊ぶと云々。
今、幾年を経るか」と質問して驚かせている。阿部
仲麻呂は奈良時代の遣唐留学生で、李白や王維など
の唐の文人と交流したことで有名だが、帰国の途中
に難破して唐にもどり、ついに故国の地を踏むこと
がなかった。「是れ千有余年なり」と養賢堂学頭の
田辺匡敕は答えているが、この問答は陳世徳の教養
ぶりだけではなく、阿部仲麻呂が中国ではよく知ら
れた存在であったことも教えている。

5.　長崎へ

「漂船雑記」によると、中国人漂流民たちが長崎
に送られたのは、その年の 10 月中旬のことであっ
た。十三浜から艀

はしけ

で石巻に向かったが、「川まで小
舟乗出し、見物夥しく群集す」とあるから、見送り
をかねた見物人が多く集まったようだ。同日の七つ
時（午後 4 時ころ）に石巻に着き、1 週間ほど滞在
したあと、日の丸の幟をはためかせ、弓・鉄砲も揃
えた船に乗せられて長崎に向けて出航した。石巻を
出るときもまた、「前代未聞の見物」であったという。

石巻を去るにあたり、乗組員一同を代表して陳世
徳は次のような謝辞を残した。

　貴国君（仙台藩主）～（中略）衆弟（私たち）、
大深恩の天の如く大なるを受く。貴国の君、前
に日常宴席を賜い衣食甚だ多し。～（中略）衆弟、
国に還るの時、本国の人も亦、大深恩の天の如

く大なるを知らん。（後略）
仙台藩主や関係者の慈愛に満ちた接待に感謝し、

無事祖国に戻れることの喜びが語られている。

6.　広東漂流船が残したもの

大室浜で漂流民たちを収容した客館のすぐそばの
民家には、漂流船ゆかりの品と伝えられる大きな壺
と絵皿二枚が残されていた。陸上で生活するにあた
り、広東船に積んであったものを降ろし、旅立つに
あたって置いていったものと思われる。その民家に
は以前はもっと多くの絵皿が残されており、冠婚葬
祭のときに使ったと伝えられている。

また大室浜の山神社には、広東船の廃材の一部が
奉納され、次のような銘文が刻まれていた。

寛政八丙辰六月七日、唐国広東之漁船一艘、唐
人拾四人乗漂着之時、此丸印右船之納　　於塵
木者也
　　　同年十月廿日出立 願主　大室浜

小肝入　太治平
吉沢氏刻之

大室浜の小肝入太治平が記念のために船材の一部
を切り取って奉納したようだ。この奉納木の上部に
刻まれた 合 の印は、「漂船襍記」に収載された広東
船の絵に同様の記号が描かれているので、その部分
を切り取ったものであろう。一部とはいえ船材が残
されているということは、この地で広東船が解体さ
れたことを示している。じっさい漂流民たちは仙台

大室浜の民家に残されていた壺と絵皿（この民家は 2011年 3月 11日の大津波により流出した）
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藩が用意した御用船に乗って長崎に向かったのであ
るから、広東船は地元に与えられて解体され、さま
ざまな用途に再利用されたのであろう。

その船材の一部は机となって迫町佐沼の大念寺
に残されている。その机には、「田文卿」なる人物
が密かに仙台藩の役人に頼んで船材の一部を手に入
れて机を作ったと書かれている。「田文卿」の本名
は不明だが、相当の資産家で文人墨客や俳諧のパト
ロンとして名をなしていたようである（『仙台人名
大辞書』）。船材で机を作ったのも粋狂の一つだった
のだろう。

この机には、栗原郡築館町の俳人である畠白圭（本
名は白鳥屋加蔵）の名前や、仙台城下の瑞鳳寺第
十四世住職であり、詩書にすぐれた文人でもあった
南山古梁の漢詩も記されている。また江刺郡岩谷堂

の俳人である休々庵文草と、寛政・文化年間（1790
年代～1810 年代）に仙台に来遊したとされる画人
根本常南の記名もあることから、「田文卿」の手を
離れたあと、この机は俳諧を中心とした文化サーク
ルのなかで珍品としてやりとりをされていたのかも
しれない。その机が佐沼の大念寺に所蔵されたいき
さつは不詳だが、佐沼は俳句が盛んな地方であり、
大念寺がその活動拠点の一つだったことから、俳諧
関係者から同寺に寄贈されたのではないかと推測さ
れている。広東船の船材から作られた机は、仙台領
における文人たちの交流を探る手がかりにもなって
いるのである。
（初出 :「広東船の漂着」『北上町史通史編』第 2

章第 4 節、2005 年）

広東船の船材を利用した木碑
（大室浜の山神社）

漂流船の船板で作られた机と木箱
漢詩が書かれている。

（登米市迫町佐沼 : 大念寺蔵）



第２編　

漂流年表

竹原万雄

凡　例

　「第 3 編　漂流記目録」の「第 1 部　漂流記目録」から漂流事件 341 件の基本データを抽出して年代順に
並べた。詳しくは「第 3 編　漂流記目録」の凡例を参照。



78

№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

 1 慶長 16（1611） 慶長 17（1612） 薩摩 マカオ マカオ─肥前国五
島

 2 慶長 17（1612） 日本 清国台州

 3 慶長 18（1613） 日本 ジャワのバン
タムヵ

ジャワのバンタム
─平戸

 4 元和 2 （1616） 讃岐国高松浦 喜兵衛船 青ヶ島 喜兵衛 3 青ヶ島─八丈島─
伊豆国下田─故郷

 5 元和 4 （1618） 出 雲 国 三 尾
関ヵ

朝鮮ヵ 7 ヵ

 6 元和 4 （1618） 隠岐国竹島ヵ 朝鮮 7 ヵ 朝鮮─対馬藩

 7 寛永 2 （1625） 寛永 3 （1626） 讃岐国高松 南方の小島 吉右衛門・松兵
衛・六平

3 南方の小島─青ヶ
島─八丈島─伊豆
国下田─江戸─故
郷

 8 寛永 14（1637） 伯耆国会見郡
米子村

村川市兵衛の漁
船

朝鮮国蔚山魴
魚津

弥三右衛門・与
七

朝鮮国蔚山魴魚津
─対馬藩

 9 寛永 17（1640） 日本 清国台州 13

10 寛永 17（1640） 琉球 土佐国佐賀浦

11 寛永 20（1643） 越前国 見知らぬ島
［無人島］

見知らぬ島［無人
島］─帰還

12 寛永 21（1644） 正保 3 （1646） 越前国三国浦
新保村

竹内藤右衛門船
［ 藤 左 衛 門 持
船］・同子藤蔵
船［藤太持船］・
国田兵右衛門船

日本海北岸の
無人の地

竹 内 藤 右 衛 門
［藤左衛門］・竹
内藤蔵・国田兵
右衛門［岡田兵
右衛門］

58 ヵ 日本海北岸の無人
の地─ポシエット
湾─ 奉天─ 北京─
京城─東莱府─対
馬─ 厳原─ 大坂─
越前

13 承応 2 （1653） 対馬ヵ 朝鮮 6 ヵ

14 明暦 3 （1657） 日本 アメリカ大陸

15 万治 3 （1660） 日本 ルソン ルソン─マニラ城
域 外 の 日 本 町 サ
ン・アントン

16 寛文元
［万治 3］

（1661）
（1660）

伊勢国松坂 エトロフ島付
近の小島

七兵衛［七郎兵
衛］

15 ヵ

17・
18

寛文
初年

長 崎 稲 佐
村ヵ・薩摩

台湾・広東雷
州

19 寛文 3 （1663） 寛文 3 （1663） 肥前国五島 朝鮮国江原道
蔚珍

3 ヵ 朝鮮国江原道蔚珍
─対馬藩

20 寛文 6 （1666） 伯耆国会見郡
米子村

大谷九右衛門の
漁船

朝鮮国慶尚道
長鬐

22 ヵ 朝鮮国慶尚道長鬐
─対馬藩

21 寛文 6 （1666） 隠岐国ヵ 朝鮮 1 ヵ 朝鮮─対馬藩

22 寛文 6 （1666） 寛文 6 （1666） ミゲル益田（天
草生れ）･ ペド
ロ葛西（豊後伊
美生れ）

2 ヵ オランダ船が救助
─長崎

23 寛文 7、
8 年頃

（1667）、
（1668）

摂津国大坂 南海

24 寛文 8 （1668） 寛文 10（1670） 尾張国知多郡
大野村

権田孫左衛門船 バタン島 次郎兵衛・孫左
衛門

15 バタン島─清国─
長崎─生国

25 寛文 9 （1669） 寛文 10（1670） 阿波国海部郡
浅川浦

勘右衛門船 小笠原諸島の
母島

勘右衛門・長左
衛門

7 小笠原諸島の母島
─八丈島─伊豆国
洲崎─故郷

26 寛文 11（1671） 琉球ヵ 尾州知多郡西
ノ口

27 ヵ

27 寛文 11（1671） 播 磨 国 飾 磨
津ヵ

朝鮮国巨済島 3 ヵ 朝鮮国巨済島─対
馬藩
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

28 寛文 12（1672） 讃岐国塩飽ヵ 朝鮮 14 ヵ 朝鮮─対馬藩

29 寛文 12（1672） 延宝元 （1673） 伊勢国松坂 七郎兵衛船 エトロフ島 七郎兵衛 15 エトロフ島─クナ
シリ島─十勝─松
前─江戸

30 延宝元 （1673） 陸奥国相馬ヵ 台湾 台湾─長崎

31 延宝 4 （1676） 豊前国小倉ヵ 朝鮮 2 ヵ 朝鮮─対馬藩─生
国

32 延宝 4 （1676） 越前 朝鮮

33 延宝 8 （1680） 土佐国室津浦 鳥島

34 延宝 8 （1680） 土佐国上加江
浦

鳥島

35 天和元 （1681） 紀伊領 蝦夷地

36 天和 2 （1682） 仙台ヵ 蝦夷地

37 貞享元 （1684） 仙台ヵ 蝦夷地

38 貞享元 （1684） 土佐国田野浦 鳥島

39 貞享元 （1684） 土佐藩 八丈島

40 貞享元 （1684） 貞享 2 （1685） 伊勢国度会郡
神社村

太兵衛船 マカオ近くの
小島

太兵衛 12 マカオ近くの小島
─マカオ─長崎

41 貞享 2 （1685） 秋田藩 松前

42 貞享 2 （1685） 津軽藩 蝦夷地福島村

43 貞享 3 （1686） 南部八戸

44 貞享 4 （1687） 相馬 蝦夷地イフツ

45 貞享 4 （1687） 仙台藩

46 貞享 4 （1687） 本庄市兵衛船

47 貞享 4 （1687） 津軽

48 貞享 4 （1687） 越後

49 元禄元 （1688） 元禄元 （1688） 薩摩ヵ 広東省 10 ヵ 広東省─長崎

50 元禄元 （1688） 越前国坂井郡
神保浦ヵ

朝鮮国巨済島
知世浦

28 ヵ 朝鮮国巨済島知世
浦─日本

51 元禄 3 （1690） 元禄 5 （1692） 薩摩国山川ヵ 清国広東省高
州［雷州］

庄兵衛・惣右衛
門・吉右衛門・
五郎右衛門・庄
三郎・市右衛門・
慶兵衛・長兵衛・
十三郎・仁左衛
門・万右衛門

12 清 国 広 東 省 高 州
［雷州］─ 福州─
普陀山─長崎

52 元禄 3 （1690） 仙台領 蝦夷地

53 元禄 4 （1691） 土佐国種崎浦 津呂浦

54 元禄 4 （1691） 元禄 5 （1692） 種 子 島 竹 崎
浦ヵ

琉球の久高島 琉球の久高島─那
覇─鹿児島

55 元禄 5 （1692） 土佐国安芸郡
奈半利浦

次兵衛船 八丈島 3 八丈島─豆州下田

56 元禄 5 （1692） 伊勢国若松 蝦夷地白老の
内シマタヘ

57 元禄 5 （1692） 備前国岡山 朝鮮国多太浦 16 朝鮮国多太浦─対
馬藩

58 元禄 5 （1692） 元禄 6 （1693） 讃岐国塩飽牛
島

市左衛門船
［源左衛門船］

清国補陀山の
近く

谷本源左衛門・
徳左衛門

14 清国補陀山の近く
─長崎

59 元禄 5 （1692） 元禄 7 （1694） 長門ヵ 清国広東省陽
江県

12 ヵ 清国広東省陽江県
─ 寧波─ 補陀山─
長崎
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

60 元禄 6 （1693） 仙台領石巻 蝦夷地シイコ
タン

61 元禄 6 （1693） 日本 ルソン ルソン─マニラ城
域外にある日本町
ディラオ

62 元禄 6 （1693） 摂津国 蝦夷地

63 元禄 8 （1695） 大坂 淡路屋又兵衛船 カムチャッカ
半島南部

伝兵衛 15 カムチャッカ半島
南部─オパラ川河
口─ロシア人が救
助─ヤクーツク─
モスクワ

64 元禄 9 （1696） 元禄 10（1697） 日向国志布志
浦

弥 三 右 衛 門 船
［弥左衛門持船］

鳥島 少左衛門 5 鳥島─遠州川尻─
志布志浦

65 元禄10ヵ（1697） 蝦夷地アツケ
シ

66 元禄 15（1702） 元禄 15（1702） 種子島 榎本重八船 青ヶ島 榎本重八 8 青ヶ島─八丈島─
豆州下田─江戸─
鹿児島藩邸─種子
島

67 元禄 15（1702） 大坂 蝦夷地

68 宝永元 （1704） 宝永 2 （1705） 泉州湊浦 喜左衛門船 青ヶ島 源次郎 11 青ヶ島─八丈島郷
浦─小島─豆州下
田

69 宝永 2 （1705） 酒田漁師町 蝦夷地ヲコシ
リ島

70 宝永 2 （1705） 琉球 土佐国幡多郡
清水浦

82

71 宝永 2 （1705） 宝永 4 （1707） 陸奥国柵倉太
田熊次郎領

三之丞船 清国瓊州府 三之丞・権七 6 清国瓊州府─長崎

72 宝永 3 （1706） 日本 ルソン 14 ヵ ルソン─マニラ城
域外にある日本町
ディラオ

73 宝永 4 （1707） 土州安芸郡田
野浦

六平船 八丈島 8

74 宝永 4 （1707） 筑前国博多西
町浜ヵ

朝鮮 善四郎 朝鮮─長崎

75 宝永 5 （1708） 宝永 7 （1710） 陸奥国荒浜ヵ ルソン ルソン─清国乍浦
─長崎

76 宝永 7 （1710） 日本 東 部 カ ム
チャッカのカ
リギル湾

三右衛門 8 ヵ 東部カムチャッカ
のカリギル湾─ヤ
クーツク─ペテル
ブルグ

77 正徳元 （1711） 正徳 3 （1713） 筑後国久留米
藩

筑後国久留米藩
主有馬玄蕃頭則
維の船

ルソン 岡野三左衛門・
長助・長太夫・
源之丞

6 ルソン─マニラ城
域外の日本町ディ
ラオ─広東省電白
県─長崎

78 正徳元 （1711） 正徳 2 （1712） 薩摩ヵ 朝鮮 朝鮮─対馬藩─長
崎

79 正徳 2 （1712） 正徳 2 （1712） 肥前国唐津ヵ 朝鮮 11 ヵ 朝鮮─対馬藩─長
崎

80 正徳 2 （1712） 豆州ヵ 豆州代官小林又
左衛門の米を積
んだ官船

種子島増田村
小塩屋

七左衛門 7 種子島増田村小塩
屋─日州志布志

81 正徳 2 （1712） 薩摩国浜之市
村

東蝦夷地エト
ロフ島

82 正徳 2 （1712） 正徳 3 （1713） 陸奥国相馬領
棚塩

吉十郎船 清国広東省 吉十郎・覚兵衛・
三八・次郎助・
助七

8 清国広東省─長崎
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№ 漂流年 （西暦） 帰国年 （西暦） 船籍地 船　名 漂着地 乗組員 乗組
員数

帰国ルート・
その他

83 正徳 3 （1713） 正徳 4 （1714） 越前国三国ヵ 朝鮮 朝鮮─対馬藩─大
坂─江戸─帰郷

84 正徳 3 （1713） 大坂 日野屋権右衛門
船

八丈島 15

85 正徳 3 （1713） 正徳 4 （1714） 尾州名古屋長
者町

紙屋理兵衛船 琉球 政之助 9 琉球─大坂─尾張

86 正徳 3 （1713） 薩摩ヵ 清国

87 正徳 3 （1713） 蝦夷地昆布の
浜

88 享保元 （1716） 享保 2 （1717） 尾州名古屋船
入町

柏屋市兵衛船 奥エゾ地トカ
チ

吉十郎 9 奥エゾ地トカチ─
絵鞆─有珠─虻田
─ 長万部─ 亀田─
松前─江戸

89 享保 3 （1718） 南部および江
戸霊巌島

蝦夷地クスリ

90 享保 3 （1718） 享保 4 （1719） 筑後ヵ 清国広東省 清国広東省─帰還

91 享保 4 （1719） 元文 4 （1739） 遠江国新居 筒山五兵衛船 鳥島 左 太 夫［ 佐 太
夫］・甚八・仁
三郎・平三郎

12 鳥島─八丈島─相
州浦賀─江戸

92 享保 5 （1720） 大坂 大津屋利三郎船 八丈島 14

93 享保 8 （1723） 土佐藩 万歳丸他一艘 御蔵島

94 享保 8 （1723） 享保 8 （1723） 仙台ヵ 琉球 琉球─江戸深川

95 享保 10（1725） 対馬国内院浦 石橋七郎右衛門

96 享保 11（1726） 享保 11（1726） 鹿児島藩ヵ 源右衛門 20 清国船が救助─長
崎

97 享保 12（1727） 大坂

98 享保 13（1728） 薩摩 若潮丸 カムチャッカ
半島のロパト
カ岬

宗蔵・権蔵 17 カムチャッカ半島
のロパトカ岬─ヤ
クーツク─ペテル
ブルグ

99 享保 16（1731） 摂津国大坂 シコツ

100 享保 17（1732） 琉球 種子島中之村
前浜

金城親方・米須
親雲上

27 ヵ

101 享保 17（1732） 伊豆国新島 定八郎 5 種子島西之村前ノ
浜─鹿児島藩

102 元文元 （1736） 元文元 （1736） 能登国鳳至郡
輪島

兵右衛門船 朝鮮国慶尚道
長鬐

伝九郎 14 朝鮮国慶尚道長鬐
─ウワンカイ─対
馬藩─大坂

103 元文 3 （1738） 元文 4 （1739） 江戸堀江町 宮本善八船 無人島 富蔵・武兵衛・
六助

17 無人島─鳥島─八
丈島─江戸

104 元文 4 （1739） 奥州石巻村 種子島増田村
後浜

惣兵衛

105 元文 4 （1739） 元文 5 （1740） 陸奥 エゾ地登加知 長三郎・清之丞・
久助・奥卯松

16 エゾ地登加知─仙
台藩

106 寛保元 （1741） 寛保 2 （1742） 薩摩国 清国の舟山列
島［清国漁山］

伝兵衛 21 清 国 の 舟 山 列 島
［清国漁山］─ 乍
浦─長崎

107 寛保 2 （1742） 蝦夷地キイタ
ツフ

南部

108 寛保 2 （1742） 薩摩国児ヶ水 紋右衛門の商船

109 寛保 3 （1743） 奥州仙台領石
巻村

種子島増田村 孫右衛門 15 種子島増田村─薩
摩国山川

110 寛保 3 （1743） 延享元 （1744） 尾張国知多郡
多屋村

永通丸（与十郎
船）

青ヶ島 与十郎 5 青ヶ島─八丈島─
江戸
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111 延享元 （1744） 延享元 （1744） 松平遠江守領
内摂州神戸浦

九郎兵衛 17 種子島住吉村沖で
漂流中に救助─赤
尾木ノ浦

112 延享元 （1744） 陸奥国鹿角郡
佐井村

多賀丸（竹内徳
兵衛船）

千島列島オン
ネコタン島

竹内徳兵衛 18 千島列島オンネコ
タ ン 島─ カ ム
チャッカ半島のボ
ルシェレック─ペ
テルブルグ

113 延享 2 （1745） 延享 2 （1745） 琉球 奥州仙台領 用物宰領役上運
天親雲上・山城
仁屋

17 ヵ 奥州仙台領─江戸

114 延享 2 （1745） 紀伊国海士郡
柳浦

八丈島

115 延享 2 （1745） 筑後国三潴郡
榎津

長六 6 種子島西之村で破
船─薩州山川

116 延享 2 （1745） 延享 3 （1746） 泉州日根郡湊
浦

吉兵衛船 八丈島三根浦 伝左衛門 13 八丈島三根浦─帰
還

117 延享 3 （1746） 種子島 種子島家の年頭
船

七之丞・孫左衛
門

118 延享 3 （1746） 延享 3 （1746） 奥州仙台ヵ 松平陸奥守領分
奥州仙台門脇の
船

種子島野間村 平吉 種子島野間村─薩
摩山川

119 延享 3 （1746） 屋久島楠川 平左衛門船 4

120 延享 3 （1746） 讃岐国大内郡
三本松

歌津屋儀兵衛船 八丈島中之郷
小筒ヶ浦

平八・吉右衛門・
嘉右衛門・伊八

9

121 延享 4 （1747） 種子島小根占 周八の商船 国上村浦田 国上村浦田─山川

122 寛延 3 （1750） 宝暦元 （1751） 陸奥国盛岡郡
尾崎白浜村

神力丸（久保屋
善之丞船）

清国福建省
嶼

又五郎・利兵衛・
伝六

8 清国福建省 嶼─
福州─厦門─寧波
─長崎

123 宝暦 2 （1752） 宝暦 4 （1754） 陸奥国相馬 十三夜丸［一三
夜叉丸］（立谷
平左衛門船）

台湾海峡の小
島

嘉兵衛 13 台湾海峡の小島─
清国広東省恵州府
陸豊県─長崎

124 宝暦 2 （1752） 宝暦 4 （1754） 陸奥国本吉郡
気仙沼村

春日村（大島屋
加兵衛船）［大
島屋幸兵衛船・
大 嶋 屋 嘉 兵 衛
船］

清国浙江省定
海県舟山の内
花山

伝兵衛・大島屋
嘉兵衛

13 清国浙江省定海県
舟山の内花山─寧
波─長崎─仙台

125 宝暦 2 （1752） 1 宝 暦
5・2宝
暦 6

（1755）
・

（1756）

江戸霊巌島 福聚丸（橋本藤
助船）

ルソン島 善右衛門・三之
助・清次郎・久
次郎・伝次郎・
清次郎

15 ルソン島─マニラ
域外の日本町ディ
ラオにあるフラン
シスコ会に引取ら
れ、扶助料を給与
さ れ る … 1 三 之
助 : マカオ─ 乍浦
─長崎─江戸・2
清次郎、久次郎、
伝次郎、清次郎 :
マカオ─寧波─乍
浦─長崎

126 宝暦 2 （1752） 宝暦 3 （1753） 陸奥国亘理郡
荒浜

茂八船 琉球国久志間
切

栄吉 14 琉球国久志間切─
薩摩国山川─摂津
国兵庫浦─江戸

127 宝暦 5 （1755） 宝暦 9 （1759） 和泉国箱作村 五郎兵衛船 鳥島 藤八・幸助 5 鳥島─伊豆国子浦

128 宝暦 6 （1756） 紀伊国薗村 堀川屋八右衛門
船

エトロフ島モ
ヨロ

友右衛門

129 宝暦 6 （1756） 宝暦 6 （1756） 陸奥国津軽郡
石崎村

治右衛門船 朝鮮国江原道
江陵

治右衛門 4 朝鮮国江原道江陵
─ 午岩浦─ 対馬─
大坂

130 宝暦 6 （1756） 宝暦 6 （1756） 琉球 肥前国五島 16 肥前国五島─長崎
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131 宝暦 6 （1756） 宝暦 7 （1757） 陸奥国牡鹿郡
石巻

和泉屋升右衛門
船

北エゾ地シイ
コタン

徳兵衛・源四郎 13 ヵ 北エゾ地シイコタ
ン─ 厚岸─ 幌泉─
松前─奥州三厩─
帰郷

132 宝暦 7 （1757） 宝暦 9 （1759） 志摩国布施田
浦

若市丸（浅野小
平次船）［小平
治船］

台湾 浅野小平次［小
平治］･ 清助 ･
市松 ･ 甚助

6 台湾─福州─南京
─ 乍浦─ 長崎─ 志
州鳥羽

133 宝暦 9 （1759） 宝暦 9 （1759） 和泉国波有手
村

佐市郎船 鳥島 佐市郎 鳥島─伊豆国子浦

134 宝暦 9 （1759） 宝暦 9 （1759） 土佐藩 大宝丸 鳥島 伝七 18 鳥島─伊豆国子浦

135 宝暦 11（1761） 宝暦 12（1762） 陸奥国亘理郡
荒浜

福吉丸（木村屋
茂右衛門船）

善十郎・五助 17 清国南通州沖で清
国船が救助─南通
州─ 上海─ 長崎─
江戸

136 宝暦 12（1762） 宝暦 13（1763） 松平遠江守領
内摂津国西ノ
宮

長平衛船 カラフト島 上岡徳五郎 ･ 弥
四郎 ･ 吉十郎 ･
久七 ･ 万三郎・
久太郎・三次郎・
八兵衛・善四郎

9 カラフト島─シラ
ヌシ─宗谷─故国

137 宝暦 12（1762） 琉球 高良・潮平親雲
上

10 ヵ 土佐国幡多郡柏島
沖で救助─宿毛大
島港

138 宝暦 12（1762） 明和 4 （1767） 筑前国唐泊浦 本宮丸 ルソン 孫右衛門 18 ルソン─ビシャヤ
─カバロウカン─
ハルハヤ─マハエ
ハイト─ソクボウ
─清国漳浦県─漳
州府─厦門─福州
─乍浦─長崎

139 宝暦 12（1762） 日本 ルソン 14 ヵ ルソン─マニラ城
域 外 の 日 本 人 町
ディラオ

140 宝暦 13（1763） 奥州仙台領石
巻

東蝦夷地シヤ
マニ

141 宝暦 13（1763） 名古屋 蝦夷地トカチ
ト

142 明和元 （1764） 明和 8 （1771） 筑前国志摩郡
唐泊浦

伊勢丸（重右衛
門船）

ミンダナオ島 重右衛門・孫太
郎

20 ミンダナオ島─バ
ンジェルマシン─
スラバヤ─長崎

143 明和元 （1764） 明和 4 （1767） 筑前国残島 村丸 ルソン 文次郎・五郎左
衛門

19 ルソン─カガヤン
─ソクボウ─厦門
─ 福州─ 乍浦─ 長
崎

144 明和 2 （1765） 薩摩ヵ 朝鮮 21 ヵ 朝鮮─対馬─長崎

145 明和 2 （1765） 明和 4 （1767） 陸奥国磐城郡
小名浜村

住吉丸 安南国 善四郎 6 安南国─会安─長
崎

146 明和 2 （1765） 明和 4 （1767） 常陸国多賀郡
磯原村

姫宮丸（弥八郎
船）［弥八持船］

安南国 佐 平 太［ 佐 源
太］・弥八・友
七

6 安南国─会安─長
崎─小石川水戸藩
邸

147 明和 4 （1767） 佐藤玄明 南海で異国船が救
助

148 明和 7 （1770） 種子島 朝鮮 新右衛門 朝鮮─長崎─鹿児
島藩

149 安永 2 （1773） 安永 3 （1774） 薩摩 清国浙江省寧
波府定海県舟
山

長兵衛・池山喜
三右衛門・源次
郎・中原仲右衛
門・権左衛門

19 清国浙江省寧波府
定海県舟山─乍浦
─長崎

150 安永 2 （1773） 尾張 琉球
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151 安永 3 （1774） 安永 3 （1774） 加賀国石川郡
粟ヶ崎村

藤蔵船 朝鮮半島の東
南部

伝次郎 9 朝鮮半島の東南部
─ 甘浦─ 釜山─ ウ
ワンカイ─対馬藩
─大坂─故郷

152 安永 3 （1774） 安永 5 （1776） 陸奥国折ノ浜 最吉丸（十兵衛
船）

広東省潮州府
潮陽県

幸助 14 広東省潮州府潮陽
県─乍浦─長崎

153 安永 3 （1774） 安永 4 （1775） 陸奥国小竹浜 永福丸（六兵衛
船）

福建省泉州府
恵安県の小島

佐五平・長右衛
門

16 福建省泉州府恵安
県の小島─乍浦─
長崎

154 安永 4 （1775） 安永 4 （1775） 陸奥国楢葉郡
山田浜村ヵ

清国 勝兵衛 ･ 作兵衛
･ 次郎 ･ 金右衛
門 ･ 六兵衛

5 ヵ 清国─福州─乍浦
─長崎

155 安永 4 （1775） 琉球ヵ 志摩国鳥羽浦

156 安永 5 （1776） 大隈国ヵ 朝鮮

157 安永 8 （1779） 安永 9 （1780） 大坂安治川 住徳丸（摂津屋
半十郎船）

清国福建省 徳蔵・伝蔵こと
半十郎

13 清国福建省─乍浦
─長崎─江戸

158 安永 8 （1779） 紀伊国日高郡
御坊村

一葉丸（伝次郎
船）

清国福建省

159 天明 2 （1782） 寛政 4
［寛政5］

（1792）
（1793）

伊勢国白子村 神昌丸（彦兵衛
船）［幸太夫船］

アリューシャ
ン列島のアム
チトカ島

大 黒 屋 光 太 夫
［幸太夫・幸大
夫・光大夫・太
黒屋幸太夫］・
庄蔵・新蔵・小
市・磯吉

17 アリューシャン列
島のアムチトカ島
─ ニ ジ ニ カ ム
チャッカ─オホー
ツク─ヤクーツク
─イルクーツク─
ペテルブルグ─イ
ル ク ー ツ ク─ オ
ホーツク─根室

160 天明 5 （1785） 寛政 9 （1797） 土佐国赤岡浦 松屋儀七船 鳥島 長平 4 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

161 天明 7 （1787） 寛政 9 （1797） 肥前国寺江村 金左衛門船［金
右衛門船］

鳥島 儀三郎・市之丞・
長之丞・清蔵

11 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

162 天明 8 （1788） 寛政 2 （1790） 松前松ヶ崎 松栄丸（彦六船）
［長吉船］

広東省潮州府
［清国恵州付
近］

善吉・伊兵衛・
長吉

15 広東省潮州府［清
国恵州付近］─乍
浦─長崎

163 寛政元 （1789） 寛政 9 （1797） 日向国諸県郡
志布志浦

住吉丸（中山三
右衛門船）［中
山 三 左 衛 門 持
船］

鳥島 栄右衛門［栄左
衛門］

6 鳥島─青ヶ島─八
丈島─江戸

164 寛政 2 （1790） 大坂折屋町 八丈島

165 寛政 3 （1791） 加賀国石川郡
本吉

住吉丸（明翫屋
徳兵衛船）

朝鮮慶尚北道
慶州地内甘浦

平四郎 5

166 寛政 5 （1793） 文化元 （1804） 陸奥国牡鹿郡
石巻

若宮丸（米沢屋
平之丞船）

アリューシャ
ン列島

平兵衛・善六・
津太夫・左平［佐
兵衛］・儀兵衛

［儀平］・太十郎・
米沢平之丞

16 アリューシャン列
島─ヤクーツク─
イルクーツク─モ
スクワ─ペテルブ
ルグ─長崎

167 寛政 6 （1794） 寛政 7 （1795） 奥州名取郡閖
上浜

大乗丸（彦十郎
船）

安南国 清蔵・清之丞・
源三郎

16 安南国─マカオ─
広東─乍浦─長崎
─江戸

168 寛政 7 （1795） 琉球 土佐国幡多郡
下田浦

親垣親雲上・伊
良皆親雲上・坐
波・儀間筑登之・
石川親雲上

31 土佐国幡多郡下田
浦─日向国細島

169 寛政 7 （1795） 寛政 9 （1797） 松前西在突符
村

金右衛門船 満洲吉林地方
の魚皮韃境

孫太郎・安次郎・
重兵衛

3 満洲吉林地方の魚
皮韃境─北京─蘇
州─乍浦─長崎
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170 寛政 7 （1795） 寛政 10（1798） 陸奥国土佐郡
青森大町［松
前箱館］

徳永丸（久保屋
儀兵衛船）［舛
屋喜衛門手船］

バタン諸島の
一小島

久 保 屋 儀 兵 衛
［久保義兵衛］・
巳之助・万次郎・
吉太郎・円次郎

5 バタン諸島の一小
島─バタン島─ル
ソン島のカガヤン
─マニラ─カヴィ
テ─マカオ─広東
─ 乍浦─ 長崎─ 江
戸

171 寛政 10（1798） 寛政 10（1798） 石見国ヵ 朝鮮国慶尚道
慶州の内甘浦

6 ヵ 朝鮮国慶尚道慶州
の内甘浦─対馬藩
─長崎─生国

172 享和 2 （1802） 文化 5 （1808） 蝦夷箱館奥山 順吉丸（角屋吉
左衛門船）

台湾 文助 9 台湾─チョプラン
島─ 安平─ 厦門─
福州─乍浦─長崎

173 享和 3 （1803） 陸奥国北郡牛
滝村［南部領
牛 滝 村 福 浦
村］

慶祥丸（源右衛
門船）

千島列島ホロ
モシリ島

継右衛門 14 千島列島のホロモ
シリ島─ペトロパ
ウロフスク─エト
ロフ島

174 文化 2 （1805） 日本 アラスカのシ
トカ付近

アラスカのシトカ
付近─ロシア人が
救 助─ ヤ ポ ン ス
キー島─蝦夷の沿
岸

175 文化 3 （1806） 文化 4 （1807） 大坂安治川 稲若丸（伝法屋
吉右衛門船）

新名屋吟蔵・文
右衛門・貞五郎・
喜三郎・惣次郎・
和左蔵・松次郎・
平原善松

8 アメリカ船が救助
─ハワイ─マカオ
─ 広東─ マカオ─
バタビア─長崎─
故郷

176 文化 4 （1807） 遠江ヵ 清国ヵ

177 文化 4 （1807） 文化 5 （1808） 鹿児島藩 永柳丸（鹿児島
藩主松平薩摩守
の手船）

台湾 伊勢貞右衛門・
源五郎

22 台湾─安平─厦門
─ 福州─ 乍浦─ 長
崎

178 文化 6 （1809） 文化 7 （1810） 大坂山本町 天徳丸（油屋源
蔵船）［富田屋
三次郎船］

台湾 三次郎・新助・
新蔵

14 台湾─清国─長崎

179 文化 6 （1809） 薩摩ヵ 朝鮮

180 文化 7 （1810） 文化 8 （1811） 薩摩国鹿児島
下町

長久丸（松村良
右衛門船）

清国江南 貞次郎 26 清国江南─長崎

181 文化 7 （1810） 琉球 五島奈良尾

182 文化 7 （1810） 文化 10（1813） 摂津国御影村 歓喜丸［勧亀丸］
（加納屋十兵衛
船）

カムチャッカ
半島

平助・与茂吉・
久蔵・吉五郎

16 カムチャッカ半島
─オホーツク…1
与茂吉 : クナシリ
島・2久蔵 : 箱館

183 文化 8 （1811） 薩摩ヵ 朝鮮 24 ヵ 朝鮮─長崎

184 文化 9 （1812） 文化 10（1813） 種子島ヵ 朝鮮 三右衛門・助右
衛門

朝鮮─帰国

185 文化 9 （1812） 文化 13（1816） 鹿児島藩 永寿丸（鹿児島
藩主松平豊後守
斎興の手船）［喜
三右衛門船・喜
三左衛門船］

千島列島のハ
ラマコタン島

喜三左衛門［喜
左衛門］・佐助・
角治

25 千島列島のハラマ
コタン島─アイヌ
人が保護─ペトロ
パウロフスク①─
オホーツク─ペト
ロパウロフスク②
─ウルップ島─エ
トロフ島─江戸

186 文化 10（1813） 土佐国福島浦 八丈島

187 文化 10（1813） 日本 35 イギリス船が救助
─ ノーアホーク・
サウンドのロシア
植民地
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188 文化 10（1813） 文化 13（1816） 尾張国名古屋
納屋町［紺屋
町］

督乗丸（小島屋
庄右衛門船）［長
右衛門船］

重吉こと長右衛
門・要吉・半兵
衛・音吉

14 イギリス船が救助
─サンタ・バーバ
ラ─シトカ─ペト
ロパウロフスク─
ウルップ島─エト
ロフ島─江戸

189 文化 10
［文化9］

（1813）
（1812）

文化 11（1814） 安芸国豊田郡
御手洗島之内
大浜村

虎市丸（栄助船） 清国広東省 栄助・次作・利
吉

清国広東省─長崎

190 文化 12（1815） 文化 13（1816） 薩摩国阿久根 伊勢田丸（政右
衛門船）

清国広東省恵
州府陸豊県碣
石鎮

宅右衛門 ･ 古渡
七郎右衛門 ･ 権
左衛門 ･ 坊助・
八兵衛

49
［46］

清国広東省恵州府
陸豊県碣石鎮─玉
山県─乍浦─長崎

191 文化 12（1815） 加賀国本吉村 三次郎船

192 文化 13（1816） 薩摩国鹿児島 相生丸 清国浙江省寧
波府象山県の
内石浦

193 文化 14（1817） 琉球 五島玉ノ浦大
宝沖

194 文化 14（1817） 薩摩ヵ 清国浙江省 24 ヵ 清国浙江省─長崎

195 文政 2 （1819） 琉球国泉崎村 仲村渠筑登之の
馬艦船

常州多賀郡川
尻村

当銘 12

196 文政 2 （1819） 薩摩藩ヵ 亀寿丸（薩摩藩
手船）

朝鮮

197 文政 2 （1819） 琉球 肥前国五島福
江島岐宿村西
津

9

198 文政 2 （1819） 薩摩国川内白
和町

若宮丸 清国浙江省温
州府

199 文政 3 （1820） 薩摩ヵ 朝鮮 24 ヵ 朝鮮─長崎

200 文政 3 （1820） 文政 9 （1826） 陸奥国閉伊郡
船越浦田野村

［閉伊郡磯鶏
村］

神社丸（黒沢屋
六之助船）

パラオ諸島 平之丞・亀蔵・
久助・久兵衛・
伊勢松・倉松・
清助・米次・栄
助・長吉・鶴松・
喜太郎

12 パラオ諸島─シャ
ム─マカオ─乍浦
…1倉松、清助、
米次、栄助 : 隅州
屋久島─長崎・2
長吉、鶴松、喜太
郎 : 遠州下吉田村
─清水港─肥前平
戸田助浦兀島─長
崎

201 文政 3 （1820） 日本 北アメリカの
コロンビア川
口の南側アダ
ムス岬

202 文政 4 （1821） 文政 4 （1821） 琉球国之内大
島大和浜間切
之内今里村ヵ

末喜久・作林・
喜久恵

3 オランダ船が救助
─長崎

203 文政 4 （1821） 薩摩国高城郡 住徳丸 朝鮮国全羅道
済州牧旗義県
為美浦

204 文政 4 （1821） 薩摩ヵ 清国浙江省 15 ヵ 清国浙江省─長崎

205 文政 5 （1822） 奥州仙台牡鹿
郡湊

円蔵船 種子島国上村
湊

吉蔵 種子島国上村湊─
鹿児島

206 文政 5 （1822） 薩摩ヵ 朝鮮 36 ヵ 朝鮮─長崎

207 文政5カ（1822） 種子島ヵ 清国 仲之允・徳松 清国─帰国

208 文政 5 （1822） 文政 6 （1823） 薩摩国鹿児島 天満丸 清国福建省漳
州府漳浦県

幸次郎・仲右衛
門

28 清国福建省漳州府
漳浦県─長崎

209 文政 6 （1823） 文政 6 （1823） 鹿児島藩 神通丸（鹿児島
藩主松平豊後守
手船）

橋口武兵衛門・
上村藤次郎

24 オランダ船が救助
─長崎
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210 文政 6 （1823） 薩摩藩 神明丸（薩摩藩
手船）

朝鮮国全羅道
興陽県豊安浦

211 文政 6 （1823） 薩摩藩 天神丸（薩摩藩
手船）

朝鮮国興清道
安興

212 文政 6 （1823） 文政 7 （1824） 種子島 熊野丸 朝鮮 三浦藤兵衛 朝鮮─長崎

213 文政 6 （1823） 文政 7 （1824） 種子島ヵ 清国 喜蔵・次郎右衛
門・源次郎・休
次郎・善太郎

清国─長崎─鹿児
島

214 文政 7 （1824） 薩摩国鹿児島
下町

金山丸 朝鮮国

215 文政 7 （1824） 薩摩ヵ 朝鮮 62 ヵ 朝鮮─長崎

216 文政 7 （1824） 文政 8 （1825） 大坂本町 安穏丸（柏屋勘
兵衛船）

兵蔵・惣吉・松
次郎

13 外国船が救助─小
名浜沖で漁撈中の
常陸国多賀郡河原
子村の十吉の漁船
に移す─平潟─江
戸

217 文政 8 （1825） 土佐国中ノ浜 青ヶ島

218 文政 9 （1826） 文政 9 （1826） 薩摩国山川 財久丸 清国浙江省寧
波府定海県

直右衛門 10 ヵ 清国浙江省寧波府
定海県─長崎

219 文政 9 （1826） 文政 10（1827） 越前国丹生郡
下海浦

宝力丸（蓬莱屋
庄右衛門船）

揚子江の河口
あたりの松江
府

善右衛門・吉左
衛門

9 揚子江の河口あた
りの松江府─乍浦
─長崎

220 文政 9 （1826） 陸奥国小南部
領

相模国浦賀

221 文政 10（1827） 陸奥八戸ヵ 清国

222 文政 10（1827） 陸奥ヵ 清国

223 文政 10（1827） 文政 11（1828） 陸奥国八戸 融勢丸（石橋徳
右衛門船）

バタン諸島の
小島

徳次郎・勇吉・
惣助

11 バタン諸島の小島
─バタン島─マニ
ラ─温州─長崎

224 文政 11（1828） 文政 13（1830） 伊豆国八丈島
中野郷

仁寿丸（沖山金
右衛門船）

ルソン島カガ
ヤン

儀兵衛・助四郎・
栄助

13 ルソン島カガヤン
─マニラ─マカオ
─ 広東─ 乍浦─ 長
崎─江戸

225 天保元 （1830） 天保 2 （1831） 薩摩藩 大日丸（薩摩藩
手船）

清国浙江省寧
波府定海県の
内舟山

10 ヵ 清国浙江省寧波府
定海県の内舟山─
長崎─生国

226 天保元
［天保3］

（1830）
（1832）

天保元 （1830） 備前国岡山広
瀬町

神力丸（多賀屋
金十郎船）

五左衛門・甚介・
清兵衛・勝之助・
伊勢次郎

19
［14］

バタン諸島のイバ
ホス島で船が大破
─サブタン島─バ
タン島─マニラ─
マカオ─広東─乍
浦─長崎

227 天保元 （1830） 種子島ヵ 清国 三右衛門 ･ 庄蔵

228 天保 2 （1831） 日本

229 天保 2 （1831） 天保 3 （1832） 大隅国 朝鮮国全羅道
済州旌義県為
美浦［済州牧
義県為美浦］

14 ヵ 朝鮮国全羅道済州
旌義県為美浦［済
州牧義県為美浦］
─ 対馬藩─ 長崎─
生国

230 天保 3 （1832） 尾張国知多郡
小野浦

宝順丸（樋口源
六船）

北アメリカの
ワシントン植
民地フラッタ
リ岬付近

重右衛門・岩吉・
久吉・音吉

14 北アメリカのワシ
ン ト ン 植 民 地 フ
ラッタリ岬付近─
ハワイ─ロンドン
─マカオ

231 天保 3 （1832） 天保 7 （1836） 越後国早川村 角長の船［龍宮
丸（ 長 門 屋 持
船）］

ハワイのオア
フ島ワイアル
ア付近

次郎右衛門・伝
助・長太・伝吉・
戸三郎

9 ハワイのオアフ島
ワイアルア付近─
ホノルル─ペトロ
パウロフスク─シ
トカ─エトロフ島
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232 天保 4 （1833） 泉州堺 明吉丸（木屋平
兵衛船）

種子島安城村 嘉兵衛 9

233 天保 4 （1833） 琉球 五島大和守領
分

234 天保 5 （1834） 天保 6 （1835） 尾張ヵ ルソン 音吉 ルソン─帰還

235 天保 5 （1834） 日本 マリアナ群島 与四郎（または
伊四郎）

21 ヵ マリアナ群島─グ
アム島

236 天保 6 （1835） 長門国豊浦郡
肥中浦

朝鮮 3 ヵ 朝鮮─長崎

237 天保 6 （1835） 肥後国飽託郡
川尻

庄蔵船 ルソン島 庄蔵・寿三郎・
熊太郎・力松

4 ルソン島─マニラ
─マカオ

238 天保 7 （1836） 天保 8 （1837） 陸奥国閉伊郡
山田村ヵ

開運丸［海運丸］ 清国広東省 万吉 5 ヵ 清国広東省─長崎

239 天保 9 （1838） 天保 9 （1838） 薩摩藩 三益丸 清国蘇州府崇
明県

吉次郎 23 清国蘇州府崇明県
─長崎

240 天保 9 （1838） 常陸国那珂郡
湊村

南部屋文右衛門
船

青ヶ島

241 天保 9 （1838） 天保 14（1843） 越中国富山古
寺町

長者丸（能登屋
兵右衛門船）

吉岡屋平四郎・
五三郎・喜右衛
門・金六・平四
郎・片口屋七左
衛門・八左衛門
･ 六兵衛 ･ 平兵
衛 ･ 次郎吉

10 アメリカ船が救助
─ハワイ─ペトロ
パウロフスク─オ
ホーツク─シトカ
─エトロフ島─松
前─江戸─帰郷

242 天保 10（1839） 天保 13（1842） 遠江国佐野郡
高御所村

昌栄丸（茂左衛
門船）

千 太 郎［ 仙 太
郎 ］・ 松 之 助・
辰蔵

3 外国船が救助─ホ
ノルル─マカオ─
福州─乍浦─長崎
─江戸─故郷

243 天保 10（1839） 天保 11（1840） 陸奥国気仙郡
小友浦

中吉丸（及川庄
兵衛船）

小笠原島 三之丞 6 小笠原島─下総国
飯岡沖─銚子

244 天保 10（1839） 常陸国那珂郡
湊村

宝来丸 琉球国勝連浜
村

245 天保 12（1841） 嘉永 4 （1851） 土佐国高岡郡
宇佐浦

筆之丞（伝蔵）
の漁船

鳥島 伝蔵・万次郎［中
浜万次郎・ジョ
ン万次郎・満次
郎・萬次郎・万
治郎］・五右衛
門・寅右衛門・
重助

5 鳥島─アメリカ船
が救助─ホノルル
─琉球─長崎

246 天保 12
［天保11］

（1841）
（1840）

天保 14（1843） 加賀国石川郡
大野村

松徳丸（丸屋伝
六船）

勝蔵・宗七・弥
三兵衛

7 清国船が救助─マ
カオ─乍浦─長崎

247 天保 12（1841） 1・2
天保
14・3
弘化 2

（1843）
・

（1845）

摂津国兵庫西
宮内町

永住丸［栄寿丸］
（中村屋伊兵衛
船）

善助・初太郎・
儀三郎・亥之助・
弥市・太吉

13 スペイン船が救助
─カリフォルニア
…1初太郎 : マカ
オ①─ホノルル─
マカオ②─乍浦─
長崎─故郷・2善
助 : マカオ①─ ホ
ノルル─マカオ②
─ 上海─ 乍浦─ 長
崎─故郷・3亥之
助、弥市、太吉 :
乍浦─長崎

248 天保 12（1841） 天保 14（1843） 陸奥国伊達郡
北半田

観吉丸［観音丸］
（重吉船）

フィリピン群
島中のサマル
島付近の小島

甚助・次郎吉・
長次郎・喜平・
重吉・与三蔵

8 フィリピン群島中
のサマル島付近の
小島─カヴィテ─
マニラ─香港─マ
カオ─乍浦─長崎
─江戸

249 天保 12（1841） 尾州内海 数右衛門船 数右衛門・源助・
治助・長吉・十
作・亀吉・伊助

7 外国船が救助─ペ
ルーのカヤオ港
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250 天保 14（1843） 天保 14（1843） 薩摩国河辺郡
加世田郷泊村

栄助の漁船 朝鮮 与吉 21 朝鮮─萩三島─長
門国萩宇津港─長
崎

251 天保 14（1843） 江戸ヵ 北海でアメリカ船
が救助

252 天保 15（1844） 天草ヵ 朝鮮 3 ヵ 朝鮮─長崎

253 天保 15（1844） 弘化 2 （1845） 阿波国中野郡
撫養

幸宝丸（天野屋
兵吉船）

鳥島 徳之丞・由蔵・
幸助

11 鳥島─アメリカ船
が救助─（上総国
夷隅郡守谷村・房
州乙浜村）─浦賀

254 弘化 2 （1845） 弘化 2 （1845） 陸奥国閉伊郡
釜石浦

千寿丸（佐野屋
与平治船）

勇助・太郎兵衛・
富蔵

11 アメリカ船が救助
─館山港─浦賀

255 弘化 2 （1845） 尾張ヵ

256 弘化 2 （1845） 弘化 3 （1846） 清国松江府華
亭県の小島

喜兵衛・富三郎・
小重太・幸吉

4 清国松江府華亭県
の小島─乍浦─長
崎

257 弘化 2 （1845） 日本 3 ヵ

258 弘化 2 （1845） 日本

259 弘化 3 （1846） 弘化 4 （1847） 尾張 9 ヵ ドイツ船が救助─
松前海峡で日本船
に移す─南部領

260 弘化 4 （1847） 嘉永元 （1848） 伊豆国三宅島 権現丸（伝右衛
門船）

薩州屋久島 伝右衛門 6 薩州屋久島─長崎

261 弘化 4 （1847） 日本 4 ヵ

262 弘化 4 （1847） 日本 スタプレトン
島の一小湾

5 ヵ

263 嘉永元 （1848） 日本 20 ヵ アメリカ船が救助
─ハワイ諸島のマ
ウイ島ラハイナ

264 嘉永元 （1848） 嘉永 2 （1849） 大阪今橋 大通丸（紙屋新
助船）

正十郎 12

265 嘉永 3 （1850） 播州赤穂郡坂
越浦

明徳丸（矢子屋
彦兵衛船）

八丈島属島小
島宇津木村

彦四郎・長五郎・
平七・清七

14

266 嘉永 3 （1850） 三州高浜 竹久丸（栄三郎
船）

青ヶ島 栄三郎・久吉 15 青ヶ島─八丈島大
賀郷

267 嘉永 3 （1850） 1嘉永
4・2嘉
永 5

（1851）
・

（1852）

紀伊国日高郡
薗浦

天寿丸（和泉屋
庄衛門船）［庄
左衛門船・虎吉
船］

九 助 こ と 虎 吉
［寅吉］・長助・
半六・佐蔵

13 アメリカ船が救助
…1虎吉 : ホノル
ル─ハワイ─香港
─ 上海─ 乍浦─ 長
崎─故郷・2長助、
半六 : ペトロパウ
ロフスク─アヤン
─ノウォアルハン
ゲリスク（シトカ）
─豆州下田─豆州
中木浦─下田─江
戸─故郷

268 嘉永 3 （1850） 大坂淡路町二
丁目

寿通丸（錫屋庄
兵衛船）

八丈島三根村
神湊

徳蔵・利右衛門・
政蔵

16

269 嘉永 3 （1850） 尾州常滑浦 嘉永丸（忠蔵船） 八丈島中之郷
藍ヶ江

忠蔵 9

270 嘉永 3 （1850） 播州坂越浦 小竹丸（義兵衛
船）

八丈島末吉村
神子崎

助市・与市・長
右衛門

11

271 嘉永 3 （1850） 越後国頸城郡
青海浦

観在丸（内川屋、
斎藤太次右衛門
船）

八丈島大賀郷
八重根

内河屋徳三郎・
小野伴三郎・民
治郎

11

272 嘉永 3 （1850） 淡州津名郡志
筑浦

春吉丸（九右衛
門船）

青ヶ島 九右衛門・友八・
芳太郎

10 青ヶ島─八丈島大
賀郷
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273 嘉永 3 （1850） 播州坂越浦 住寿丸（松次郎
船）

青ヶ島 松次郎・源治郎・
利八

11 青ヶ島─八丈島大
賀郷

274 嘉永 3 （1850） 尾州常滑浦 幸栄丸（富浦長
次郎船）

八丈島属島小
島宇津木村

万蔵 10 八丈島属島小島宇
津木村─末吉村洞
輸沢

275 嘉永 3 （1850） 淡州三原郡惣
川村

福膳丸（新蔵船） 青ヶ島 新蔵・茂助・春
吉

5

276 嘉永 3 （1850） 阿州那賀郡答
島村

喜栄丸（善兵衛
船）

八丈島末吉村
洞輸沢

熊蔵・勇蔵・金
蔵

10

277 嘉永 3 （1850） 紀州尾鷲浦 喜福丸（浜中屋、
土 井 八 郎 兵 衛
船）

八丈島末吉村 長吉・惣兵衛・
長太郎

12

278 嘉永 3 （1850） 紀州鵜殿 観喜丸（彦右衛
門船）

八丈島末吉村 彦兵衛・勇治郎・
彦左衛門

8

279 嘉永 3 （1850） 尾州野間一色
村

春日丸（野村藤
次郎船）

八丈島末吉村 虎吉 12

280 嘉永 3 （1850） 大坂船坂町 長栄丸（佐兵船） 青ヶ島 留五郎・梅吉 11 青ヶ島─八丈島大
賀郷

281 嘉永 3 （1850） 加賀国向粟ヶ
崎

宝永丸（鳥屋徳
兵衛船）

青ヶ島 長治郎・清五郎 12 青ヶ島─八丈島大
賀郷

282 嘉永 3 （1850） 紀州和歌山湊
上町

和合丸（御影屋
市兵衛船）

八丈島属島小
島鳥打村

岩蔵・治助・源
兵衛

7

283 嘉永 3 （1850） 大坂福島 住清丸（木屋市
十郎船）

八丈島末吉村
巻繩浦

庄十郎・藤四郎・
和吉

15

284 嘉永 3 （1850） 摂州御影 天徳丸（西田屋
弥平治船）

八丈島末吉村 庄治郎・福松・
栄蔵

17

285 嘉永 3 （1850） 摂州今津 三社丸（利作船） 八丈島三ツ根
村神湊

権八・市兵衛・
熊吉

16

286 嘉永 3 （1850） 嘉永 5 （1852） 肥前国彼杵郡
伊王島大明寺
村ヵ［深堀大
明 寺 ヵ］・ 五
嶋ヵ

清国浙江省寧
波府定海県

菊蔵・仁蔵・虎
次郎・春蔵・忠
五郎・八十松・
和七・未蔵

14 清国浙江省寧波府
定海県─乍浦─長
崎

287 嘉永 3 （1850） 1安政
元・2
安政 6

（1854）
・

（1859）

摂津国菟原郡
大石村

永力丸［栄力丸］
（松屋八三郎船）

江戸 万蔵・亀五郎・
次作・彦蔵［浜
田彦蔵］・長助・
仙八・岩吉・安
太郎・利七

17 アメリカ船が救助
─サンフランシス
コ①─ハワイ─香
港…1長助 : 上海
①─ 乍浦─ 長崎・
2彦蔵 : サンフラ
ンシスコ②─ホノ
ルル─上海②─長
崎─神奈川─サン
フランシスコ③

288 嘉永 3 （1850） 長門国藤曲村 浮木丸 清国乍浦近辺
の小島

289 嘉永 3 （1850） 三州松江 栄蔵船 八丈島中之郷
藍ヶ江

8

290 嘉永 3 （1850） 摂州菟原郡御
影村

富貴丸（沢田屋
十兵衛船）

八丈島三根村
神湊

16

291 嘉永 3 （1850） 相州西浦賀町 六兵衛船 八丈島末吉村
洞輪沢

5

292 嘉永 4 （1851） 日本 アリューシャ
ン列島アッカ
島

3 ヵ
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293 嘉永 4 （1851） 1嘉永
5・2安
政元

（1852）
・

（1854）

三河国渥美郡
江比間村

永久丸（与一船） 岩吉・善吉・作
蔵・勇次郎

4 アメリカ船が救助
─ホノルル…1岩
吉、善吉 : 釜山─
長崎・2作蔵、勇
次郎 : ホーン岬─
ニ ュ ー ベ ッ ト
フォード─ニュー
ヨーク─ボストン
─ホーン岬─バル
パライソ─ガラパ
ゴス諸島─サンフ
ランシスコ─香港
─豆州下田沖

294 嘉永 5 （1852） 長州ヵ 9 ヵ

295 嘉永 6 （1853） 日本ヵ

296 嘉永 6 （1853） 日本

297 嘉永 6 （1853） 安政元 （1854） 薩州ヵ 清国ソウメン
府

平左衛門 19 ヵ 清国ソウメン府─
スウチウ─乍浦─
長崎

298 嘉永 6 （1853） 嘉永 7 （1854） 越後国岩船郡
寝屋村

八幡丸［善助船］ 勇之助 13 アメリカ船が救助
─カリフォルニア
─下田

299 安政元 （1854） 琉球 土佐国津呂浦

300 安政元 （1854） 安政 2 （1855） 芸州倉橋 文蔵船 種子島浦田浦 文三郎 種子島浦田浦─山
川

301 安政 2 （1855） 日本

302 安政 3 （1856） 琉球ヵ 渡名喜親方

303 安政 3 （1856） 摂津国東明浦 平治船 新太郎 16 ヵ アメリカ船が救助
─安房国南朝夷村
の甚左衛門の漁船
に移乗

304 安政 3 （1856） 琉球中山府 薩州山川港

305 安政 3 （1856） 日本

306 安政 3 （1856） 日本

307 安政 3 （1856） 清国

308 安政 4 （1857） 琉球 長崎代官管地
野母村沖

309 安政 4 （1857） 安政 5 （1858） 尾張国知多郡
半田村

永栄丸（七三郎
船）

七三郎 12 イギリス船が救助
─サンフランシス
コ─ 香港─ 上海─
長崎

310 安政 4 （1857） 1安政
5・2安
政 6

（1858）
・

（1859）

尾張国知多郡
亀崎村

神力丸（次三郎
船）

源弥・勘太郎・
喜平

5 アメリカ船が救助
…1源弥 : 箱館・
2勘太郎、喜平 :
ホノルル─長崎

311 安政 5 （1858） 松前ヵ 伝九郎 ･ 甚吉 ･
久米吉・由松

4 ヵ

312 安政 5 （1858） 万延元 （1860） 播磨国赤穂郡
坂越浦［赤穂
郡刈屋村］

光塩丸 ルソン 庄三郎 ･ 浅吉 ･
善四郎 ･ 権八 ･
源蔵 ･ 乙松 ･ 市
太郎 ･ 近之助 ･
八三郎 ･ 嘉市 ･
利助 ･ 民三郎 ･
清 五 郎 ･ 金 兵
衛・弥四郎

15 ヵ ルソン─長崎

313 安政 5 （1858） 万延元 （1860） 淡路ヵ 政吉 3 ヵ アメリカ船が救助
─ホノルル─横浜

314 安政 6 （1859） 日本
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315 安政 6 （1859） 安政 6 （1859） 北蝦夷地トン
ナイヵ

ニコライエフ
スク

北蝦夷地トンナ
イ詰足軽倉内忠
右衛門

ニコライエフスク
─北蝦夷地クシュ
ンナイ

316 安政 6 （1859） 日本

317 安政 6 （1859）

318 安政 6 （1859） 奥州宮古 善宝丸 琉球

319 安政 7 （1860） 豊後国岡領三
佐村

福吉丸 琉球国久志間
切川田村車泊

320 文久元 （1861） 文久 3 （1863） 尾張国知多郡
内海

伊勢丸（前野長
七船）

アリューシャ
ン列島のアッ
ツ島

代助・亀三郎・
定吉

12 アリューシャン列
島のアッツ島─ニ
コライエフスク─
長崎

321 文久元 （1861） 文久 2 （1862） 尾張国知多郡
中洲

イオ丸 清五郎・権次郎・
彦吉・栄吉・仙
次郎

11 アメリカ船が救助
─サンフランシス
コ─神奈川

322 文久元 （1861） 文久 2 （1862） 尾張国知多郡
小野浦

忠五郎船 八丈島 13 八丈島─江戸

323 文久元 （1861） 尾張国知多郡
野間

鈴木平吉船 伊豆国小浦

324 文久元 （1861） 豊後国岡領三
佐村ヵ

久志間切川田
村車泊

325 文久 2 （1862） 日本

326 文久 3 （1863） 越前国三国 順喜丸 イギリス船が救助

327 文久 3 （1863） 日本 ロシアの属島 ロシアの属島─長
崎

328 文久 3 （1863） 広島藩士・鹿児
島浪士

アメリカ船が救助

329 文久 3 （1863） 日本 ベーカス島 4 ヵ

330 文久 3 （1863）

331 元治元 （1864） 常州那珂湊 小池屋四郎八船 種子島能野浦 源七 7

332 元治元 （1864） 慶応元 （1865） 幕府の第一長崎
丸

八丈島 本木昌造

333 慶応元 （1865） 慶応元 （1865） 越中国射水郡
六渡寺

平寿丸（平次郎
船）

北洋の島 清八・与吉・次
三郎・北次郎・
与三次郎

5 北洋の島─ウラジ
オストーク─長崎

334 慶応元 （1865） 壱岐国平戸 灘吉丸 朝鮮国全羅道
済州無注浦

335 慶応 2 （1866） 慶応 3 （1867） 松前志摩守領
分 大 松 前 ヵ

［大松浦ヵ］

ロシア領沿海
州

栄吉・竹松・竹
蔵

4 ヵ ロシア領沿海州─
ウラジオストーク
─長崎

336 慶応 2 （1866） 八丈島 清国の東砂と
いう無人島

清国の東砂という
無人島─清国船が
救助─香港

337 慶応 2 （1866） 紀伊国牟婁郡
有田村

鳥島

338 慶応 3 （1867） 八丈島ヵ 香港 八丈島用船預長
戸路収蔵

34 ヵ

339 慶応 3 （1867） 対馬藩

340 慶応 4 （1868） 日本

341 明治元 （1868） 鍋島藩支藩の
小城藩

大木丸 台湾
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凡　例

第1部　漂流記目録
　川合彦充『日本人漂流記』（社会思想社、1967 年、以下「川合本」）、加藤貴校訂『漂流奇談集成』（国書
刊行会、1990 年、以下「加藤本」）から把握された慶長 16（1611）年から明治元（1868）年までの漂流
事件 341 件を年代順に並べ、漂流事件ごとに事件の内容を示す項目及び出典を示した。

〇漂流事件情報
＊341 件の漂流事件について、「川合本」、「加藤本」に加え、服部純一編『日本人漂流記文献目録』（同志社

大学図書館、1984 年、以下「同志社」）、『補訂版 国書総目録 第八巻』（岩波書店、1990 年）中の「補遺」
（以下「国書補遺」）、国文学研究資料館編『古典籍総合目録 ─ 国書総目録続編 第一・二巻』（岩波書店、
1990 年、以下「古典」）、「北海道大学北方資料データベース」（https://www2.lib.hokudai.ac.jp/hoppodb/、
以下「北方」）、「東京海洋大学附属図書館 デジタル・アーカイブ」（https://lib.s.kaiyodai.ac.jp/digital_archive/、
以下「海洋」）、「早稲田大学図書館 WEB 展覧会」（https://www.wul.waseda.ac.jp/TENJI/virtual/index.
html、以下「早稲田」）等の情報をもとに、以下の項目を設定した。
【漂流年】（船が出港、漂流、破船、漂着等をした年代）、【帰国年】、【船籍地】（「ヵ」とあるのは主に乗組
員の出身地）、【船名】、【漂流地点】（船が漂流、遭難等をした場所）、【漂着地】、【出港地】、【乗組員】、【乗
組員数】、【帰国ルート】（漂流地や漂着地からの動向。帰国していない漂流船もわかる範囲で動向を示した）、
【関係船】（漂流地から日本あるいは故郷につくまでに関係した漂流船や出会った場所）、【備考】（「川合本」
「加藤本」をもとに、上記の項目以外で作成者（竹原）が必要と考えた情報）、【出典】（下記、「漂流事件
の出典情報」参照）。

＊各項目の情報は各書のうち情報量が多いものを優先し、その他は「川合本」を主とした。
＊各書により情報が異なる場合は「［　］」で異なる情報を示した。
＊各情報のうち、あいまいなものには「ヵ」を付した。
＊各漂流事件について各書に情報がない項目は削除した。

〇漂流事件の出典情報
＊「川合本」「加藤本」のほか、「同志社」「国書補遺」「古典」「北方」「海洋」「早稲田」等に収載された漂流

記等のうち、各漂流事件の情報があるものを「【出典】」として以下のように示した。但し、「同志社」「国
書補遺」「古典」「北方」に関しては目録内容のみからの判断であるため、根拠に乏しいものは書名の後ろ
に「ヵ」を付した。

＊「川合本」を参照したものには「《川合》」と付した。
＊「加藤本」を参照したものには「《加藤》」と付し、さらに「加藤本」にある参考資料の情報を掲載した。
＊「同志社」を参照したものには「《同志社》」と付し、さらに「同志社」にある「書名」「冊数」「別称」「成

立年代」「編著者」「写本」「版本」「活字翻刻」「謄写翻刻」「複製本」「備考」の情報を掲載した。「別称」
は「別」、「成立年代」は「成」、「編著者」は「著」、「写本」は「【写本】」、「版本」は「【版本】」、「活字翻
刻」は「【活字】」、「謄写翻刻」は「【謄写】」、「複製本」は「【複製】」、「備考」は「※」と略記したうえで
掲載した。また、「写本」及び「版本」の所蔵機関を「所」を付した後に列記した。なお、備考には、一
部作成者（竹原）のコメントも記した。

＊「国書補遺」を参照したものには「《国書補遺》」、「古典」は「《古典》」、「北方」は「《北方》」、「海洋」は「《海
洋》」、「早稲田」は「《早稲田》」と付し、「同志社」と同様に情報を掲載した。なお、ホームページを参考
にした「北方」「海洋」「早稲田」の記載情報はホームページ上の書誌情報を参照した。

＊上記以外の文献から発見した漂流記等については「《その他》」と付し、「同志社」と同様に情報を掲載した。
＊「加藤本」「同志社」「国書補遺」「古典」の情報は、基本的に各書に掲載されている書式のまま載せたため、
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書式等の詳細に関しては各書の凡例等を参照していただきたい。
＊「写本」や「版本」の所蔵機関については『国書総目録』及び「国書補遺」、「古典」にある「図書館・文

庫一覧」を参考にして略称ではなく図書館・文庫名をそのまま記した。そのため、当時から図書館・文庫
名が変更された場合は、現在の所蔵機関名とは異なるものもある。「同志社」と「国書補遺」に関しては
図書館・文庫名が異なるものもあるが、「同志社」を基本として「国書補遺」を参考として用いた。検索
の際は双方に注意されたい。略称とおもわれるが「図書館・文庫一覧」にはない所蔵機関については「｛　｝」
を付した。なお、「彰考館」に関しては、略称は「彰考」「旧彰考」の二通りであるが、「図書館・文庫一覧」
の図書館・文庫名ではどちらも「彰考館文庫」となっている。この二つを区別するために前者を「彰考館
文庫」、後者を「｛旧｝彰考館文庫」とした。

＊情報の重複、追加について
情報（とくに書名）の重複はなるべく避け、「加藤本」「同志社」「国書補遺」「古典」「北方」「海洋」「早
稲田」の順に情報を優先した。但し、一部に「国書補遺」・「古典」を優先した場合もある。情報を追加す
る場合（例えば、「同志社」に掲載されていない漂流記の所蔵機関の情報が「国書補遺」に掲載されてい
る場合）、「追加《国書補遺》」等と付した上でその情報を「〔　〕」で囲んだ。なお、書名の頭に「○」を
付したものは、「加藤本」にある同名書も参照されたい。

第2部　未分類漂流記
　「同志社」「国書補遺」「古典」「北方」「海洋」のうち、「川合本」「加藤本」から把握された漂流事件 341
件の中に分類できなかった、あるいは情報が少ないため分類することが困難であった漂流記を収録した。分
類できなかった漂流記のうち、同様の漂流事件だとおもわれるものをまとめたものもある。順番は「同志社」

「国書補遺」「古典」「北方」「海洋」の順で、それぞれ書名の「あいうえお順」で並べた。記載方法は、「第
1 部　漂流記目録」と同様である。

第3部　漂流記集
　「同志社」「国書補遺」「古典」「北方」「海洋」「早稲田」等のうち、ひとつの漂流記等に複数の漂流事件を
含むものを 103 件にまとめた。同様の内容とおもわれるものをまとめたものもある。順番は「同志社」「国
書補遺」「古典」「北方」「海洋」「早稲田」の順で、それぞれ書名の「あいうえお順」で並べた。記載方法は、
基本的には「第 1 部　漂流記目録」と同様である。

＊書名や備考の情報から第 1 部・第 2 部・第 3 部に検索をかけた。その結果、第 1 部・第 2 部・第 3 部の
いずれかの漂流事件・漂流記の内容を含むとおもわれるものに「《 》」を付し、第 1 部のものは「《第 1 部
○○》」、第 2 部は「《第 2 部○○》」、第 3 部は「《第 3 部○○》」、不明なものは「《?》」と付した。なお、
根拠に乏しいものは○○の後ろに「ヵ」を付した。

＊「【関連事項】」では、複数と判断した根拠等を説明した。
＊複数となる根拠に乏しいものには書名の後ろに「ヵ」を付した。
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第　1　部　漂流記目録

№ 1
【漂流年】慶長 16（1611）年　【帰国年】慶長 17（1612）年　【船籍地】薩摩　【漂着地】マカオ　【帰国ルー
ト】マカオ─肥前国五島

【出典】《川合》。

№ 2
【漂流年】慶長 17（1612）年　【船籍地】日本　【漂着地】清国台州
【出典】《加藤》「台州漂客記事」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）。

№ 3
【帰国年】慶長 18（1613）年　【船籍地】日本　【漂着地】ジャワのバンタムヵ　【帰国ルート】ジャワのバ
ンタム─平戸　【備考】慶長 18 年にイギリス商船クローヴ号が平戸に入港。この船がジャワのバンタムを
出港するときに乗り組んでいた一人の日本人は、漂流者かもしれない

【出典】《川合》。

№ 4
【漂流年】元和 2（1616）年　【船籍地】讃岐国高松浦　【船名】喜兵衛船　【漂流地点】熊野灘　【漂着地】青ヶ
島　【乗組員】喜兵衛　【乗組員数】3　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島─伊豆国下田─故郷　【関係船】青ヶ
島にはすでに漂流者がいた。八丈島で関ヶ原の戦いで負けて流されていた宇喜田秀家に会う

【出典】《川合》。《加藤》「元和漂流記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）。

№ 5
【帰国年】元和 4（1618）年　【船籍地】出雲国三尾関ヵ　【漂着地】朝鮮ヵ　【乗組員数】7 ヵ　【備考】朝
鮮から送還

【出典】《川合》。

№ 6
【漂流年】元和 4（1618）年　【船籍地】隠岐国竹島ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】7 ヵ　【帰国ルート】
朝鮮─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 7
【漂流年】寛永 2（1625）年　【帰国年】寛永 3（1626）年　【船籍地】讃岐国高松　【漂流地点】紀伊沖　【漂
着地】南方の小島　【出港地】讃州高松　【乗組員】吉右衛門・松兵衛・六平　【乗組員数】3　【帰国ルート】
南方の小島─青ヶ島─八丈島─伊豆国下田─江戸─故郷

【出典】《川合》。《加藤》「讃州船島国脱航談」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「蛮人島漂流記」（仲原善忠
訳『日本漂流奇談』）。

《同志社》「讃岐高松の百姓吉右衛門等漂流記」（1 巻、【写本】海外異聞の内）。
《北方》「無名国江漂流譚」（【写本】）。
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№ 8
【漂流年】寛永 14（1637）年　【船籍地】伯耆国会見郡米子村　【船名】村川市兵衛の漁船　【漂流地点】隠
岐国竹島　【漂着地】朝鮮国蔚山魴魚津　【乗組員】弥三右衛門・与七　【帰国ルート】朝鮮国蔚山魴魚津─
対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録、近藤某所蔵留書）。

№ 9
【漂流年】寛永 17（1640）年　【船籍地】日本　【漂着地】清国台州　【乗組員数】13　【備考】台州の参将
方矩に救助された

【出典】《川合》。

№ 10
【漂流年】寛永 17（1640）年　【船籍地】琉球　【漂着地】土佐国佐賀浦
【出典】《川合》。

№ 11
【漂流年】寛永 20（1643）年　【船籍地】越前国　【漂着地】見知らぬ島［無人島］　【出港地】越前　【帰国ルー
ト】見知らぬ島［無人島］─帰還

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（三二二、猷廟日記）。

№ 12
【漂流年】寛永 21（1644）年　【帰国年】正保 3（1646）年　【船籍地】越前国三国浦新保村　【船名】竹内
藤右衛門船［藤左衛門持船］・同子藤蔵船［藤太持船］・国田兵右衛門船　【漂流地点】佐渡沖　【漂着地】日
本海北岸の無人の地　【乗組員】竹内藤右衛門［藤左衛門］・竹内藤蔵・国田兵右衛門［岡田兵右衛門］　【乗
組員数】58 ヵ　【帰国ルート】日本海北岸の無人の地─ポシエット湾─奉天─北京─京城─東莱府─対馬─
厳原─大坂─越前

【出典】《川合》。《加藤》渥美正美編「となりのはなし」（異国物語）／天野信景「塩尻」（一六、我国商船韃
靼へ漂着せし事）／木村理右衛門「朝鮮物語」（園田一亀『韃靼漂流記の研究』、京都大学文学部国語国文学
研究室編『朝鮮物語』）／林韑「通航一覧」（一三五、朝鮮通交大紀、韓録）／林韑「通航一覧」（二二九、甲
子夜話、市中雑談）／林韑「通航一覧」（二三五、寛永小説、韃靼物語、漂流雑記、続白石叢書）／「異国物語」

（橋川時雄『異国物語　附異国物語校続記』、荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「越前船漂流記」（池田皓編『日
本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「寛永漂流記」（山田清作編『寛永漂流記』）／「韃靼・大明・朝鮮順歴誌

［三国順歴誌］」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「韃靼漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、園田一亀
「韃靼漂流記研究」、園田一亀『韃靼漂流記の研究』、清水文雄校注『韃靼漂流記』）／「韃靼物語」（講史会編『講
史資料　古老遺筆』）／「越前の人韃靼に漂流し明韓を経て故郷に帰る」（石井研堂訳『日本漂流譚』一）。

《同志社》「異国漂渡記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 4））／○「異国物語」（1 冊、【写本】
所国立国会図書館（漂流記叢書 5）、同志社大学（海表異聞 30）、【活字】『異国物語』（三秀舎、昭和 10 年、

（異国物語考訳、橋川時雄著を合刻））／「越前國三國浦新保村竹内藤右衛門同子藤蔵岡田兵右衛門韃靼大明朝
鮮国へ渡し事」（【写本】所龍谷大学）／「越前国三国浦新保村竹内藤左衛門同子藤蔵等覚書」（1 冊、【写本】
所国立国会図書館（漂流叢書 2））／「越前人漂流記」ヵ（1 冊、成正保 3 年、【写本】所｛旧｝彰考館文庫（2
部））／「越前漂流記」ヵ（1 冊、成正保頃、【写本】所｛旧｝彰考館文庫）／「越前船漂流記」ヵ（1 冊、【写本】
所京都大学（武道摭萃録 383）、名古屋市蓬左文庫）／「越前三国浦新保村之者流れ一件」ヵ（1 冊、【写本】
所礫川堂文庫）／「寛永韃　漂流記」（1 冊、【写本】所無窮会神習文庫）／「清朝沙汰　寛永二十年越前国新保
村之者撻狙国江参帰朝仕言上書」（1 冊、【写本】所尊経閣文庫）／「竹内藤右衛門異国物語」（1 冊、【写本】
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所龍谷大学）／○「韃靼漂流記」（1 冊、別「韃靼物語」、著国田兵右衛門・宇野与三次郎等、成正保 3 年、【写
本】所国立国会図書館（漂流叢書 2）、宮内庁書陵部（新井白石写）（「漂流記」）（静幽堂叢書 51）、京都大
学（「越前国之者韃靼へ漂流ノ口上書」、享保 2 年写）、東京教育大学、早稲田大学、東北大学狩野文庫（「韃
靼漂流譚」）、宮城県図書館青柳文庫、刈谷市立図書館、東京都立日比谷図書館特別買上文庫諸家（2 部）、〔追
加《国書補遺》京都大学谷村文庫（「越前国漁夫 狙へ漂流の口書」、定西法師琉球国物語と合）〕、〔追加《古
典》茨城県立歴史館（「韃靼国漂流記」、文政 6 年写、1 冊）、大洲市立図書館矢野玄道文庫（「韃靼漂泊記」、
馬丹島漂流記と合［「韃靼漂泊記馬丹流着記」1 冊］）〕）。

《古典》「越前船漂流記」ヵ（【写本】所茨城県立歴史館（1 冊））／「韃靼大明物語」ヵ（【写本】所茨城県立
歴史館（1 冊））。

《その他》「異国物語」（1 冊、著竹内藤右衛門、【複製】異国物語（昭和 10 年、異国物語校続記を付す）、※
『補訂版 国書総目録』より）。

№ 13
【漂流年】承応 2（1653）年　【船籍地】対馬ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】6 ヵ　【備考】朝鮮から護送　
【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 14
【漂流年】明暦 3（1657）年　【船籍地】日本　【漂着地】アメリカ大陸
【出典】《川合》。

№ 15
【漂流年】万治 3（1660）年　【船籍地】日本　【漂着地】ルソン　【帰国ルート】ルソン─マニラ城域外の
日本町サン・アントン　【備考】マニラ城域外の日本町サン・アントンに引き取られて、洗礼を受けてキリ
シタンになった

【出典】《川合》。

№ 16
【漂流年】寛文元（1661）［万治 3（1660）］年　【船籍地】伊勢国松坂　【漂流地点】遠州灘　【漂着地】エ
トロフ島付近の小島　【乗組員】七兵衛［七郎兵衛］　【乗組員数】15 ヵ

【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）／宮崎成身「視聴草」（六集之五、玉滴隠見抄
書（寛文元・十年漂流記））／「玉滴隠見」（巻第一五、紀州御領分勢州松坂ノ舟灘風放タル事　付名無島一覧
次第事）／「勢州船北海漂着記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）。

№ 17
【漂流年】寛文初年　【船籍地】長崎稲佐村ヵ　【漂着地】台湾
【出典】《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／西川如見「長崎夜話草」（三、日本船異
国漂流近代多事）。

№ 18
【漂流年】寛文初年　【船籍地】薩摩　【漂着地】広東雷州
【出典】《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／西川如見「長崎夜話草」（三、日本船異
国漂流近代多事）。
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№ 19
【漂流年】寛文 3（1663）年　【帰国年】寛文 3（1663）年　【船籍地】肥前国五島　【漂着地】朝鮮国江原
道蔚珍　【乗組員数】3 ヵ　【帰国ルート】朝鮮国江原道蔚珍─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、御日記、韓録）。

№ 20
【漂流年】寛文 6（1666）年　【船籍地】伯耆国会見郡米子村　【船名】大谷九右衛門の漁船　【漂着地】朝
鮮国慶尚道長髺　【出港地】隠岐国竹島　【乗組員数】22 ヵ　【帰国ルート】朝鮮国慶尚道長鬐─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録、異国出契）／「異国出契」（神宮司庁『古事類苑』
外交部）。

№ 21
【漂流年】寛文 6（1666）年　【船籍地】隠岐国ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】1 ヵ　【帰国ルート】朝鮮
─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録、異国出契）。

№ 22
【漂流年】寛文 6（1666）年　【帰国年】寛文 6（1666）年　【乗組員】ミゲル益田（天草生まれ）・ペドロ
葛西（豊後伊美生まれ）　【乗組員数】2 ヵ　【帰国ルート】オランダ船に救われる─長崎

【出典】《川合》。

№ 23
【漂流年】寛文 7、8（1667、1668）年頃　【船籍地】摂津国大坂　【漂着地】南海　【出港地】伊豆国下田
【出典】《加藤》岡崎正友「土佐人漂流の古文献二、三」。

№ 24
【漂流年】寛文 8（1668）年　【帰国年】寛文 10（1670）年　【船籍地】尾張国知多郡大野村　【船名】権田
孫左衛門船　【漂流地点】三河の大山沖　【漂着地】バタン島　【乗組員】次郎兵衛・孫左衛門　【乗組員数】
15　【帰国ルート】バタン島─清国─長崎─生国

【出典】《川合》。《加藤》渥美正美「となりのはなし」（中天竺ハダン島エ難風に逢流され船の者口書）／熊野
正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／西川如見「長崎夜話草」（三、日本人異国漂流近代多事）／林
韑「通航一覧」（二七一、巴旦漂流記、漂流雑記、柳営日次記、長崎覚書、長崎志、長崎事始細見録、長崎集）
／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、尾張国の者異国より帰朝の事）／「尾張国知多郡大野村孫左衛門船漂流
帰国之事」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「中天竺之内馬丹嶋江漂流ノ舟水主共口書」（服部聖多朗『尾張
漂流譚』）／「中天竺之内バタン国ニ被吹流人々三年目ニ致帰国口書写」（荒川秀俊編『日本漂流・漂着史料』）
／「馬丹島漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、清水文雄校注『韃靼漂流記』）／「馬丹島漂流物語」（柴
秀夫編『南海漂流譚』）／「尾州大野村船漂流一件」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』）／「尾張の人馬丹島
に漂流し土人を欺きて故郷に帰る」（石井研堂訳『日本漂流譚』一）／「尾張船頭比津賓漂流物語」（西村真次
訳『史的素描』第三伝記篇）。

《同志社》「享保十三戌申年中天竺之内馬丹嶋江流れ候水主口書」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂
流叢書 4））／「バタン国物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館、※ばたん物語・中天竺之内バタン国エ被
吹流人々三年目ニ致帰国口書写　→馬丹島漂流記）／「馬丹国物語」ヵ（1 冊、著六蔵・伝右衛門等、【写本】
所宮内庁書陵部）／○「馬丹島漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（「享保十三戌申年中天竺之内馬丹
嶋江流れ候水主口書」、漂流叢書 4）（「中天竺馬丹物語」、寛政 11 年写、漂流記叢書 7）（「中天竺之内馬丹
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嶋江漂流ノ舟水主共口書」、安政 5 年写、漂流記叢書 6）、国会図書館支部内閣文庫（「中天竺馬丹島之記」、
寛政 2・3 年写、漂流雑記 1）、京都大学（「巴旦国物語」）（増訂海外異聞の内）、東北大学狩野文庫（「馬丹
島漂流」、佐渡事略を付す）（「中天竺馬丹島漂流之記」、文政 13 年写）、日本大学（「中天竺馬丹嶋漂流記」）、
礫川堂文庫（「中天竺波丹物語」）、｛旧｝彰考館文庫（「中天筑馬丹嶋江漂流記」）、〔追加《古典》大洲市立図
書館矢野玄道文庫（韃靼漂流記と合［「韃靼漂泊記　馬丹流着記」1 冊］）、三康文化研究所附属三康図書館
椎尾文庫（「中天竺波丹嶋物語」、天保 3 年竹素園写、1 冊））〕、【活字】柴秀夫編『南海漂流譚』（双林社、
昭和 18 年））／○「尾州大野村船漂流一件」（1 冊、【写本】所池田皓）。

《古典》「中天竺馬丹嶋之記」ヵ（【写本】所玉川大学（乾坤、文化 6 年荒川一声写、1 冊））／「尾州大野難船
記」（別「天竺波丹物語」、【版本】所元治元版─市立弘前図書館（志州鳥羽難船記他と合［「難船集記」1 冊］））。

《海洋》「尾張者異國漂流物語」（1 冊、【写本】）。

№ 25
【漂流年】寛文 9（1669）年　【帰国年】寛文 10（1670）年　【船籍地】阿波国海部郡浅川浦　【船名】勘右
衛門船　【漂流地点】志摩国安乗沖［遠州灘］　【漂着地】小笠原諸島の母島　【乗組員】勘右衛門・長左衛門　

【乗組員数】7　【帰国ルート】小笠原諸島の母島─八丈島─伊豆国洲崎─故郷
【出典】《川合》。《加藤》宮崎成身「視聴草」（六集之五、玉滴隠見抄書（寛文元・十年漂流記））／「玉滴隠見」
（巻第二一、紀州藤代之廻船難風逢人無嶋へ吹被着　附不思猟之事）／「阿州船無人島漂流記」（石井研堂編『校
訂漂流奇談全集』）／「阿紀の人無人島に漂着し一板に縁りて故郷に帰る」（石井研堂訳『日本漂流譚』一）。

《同志社》「無人島漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（未六月無人島ヨリ帰国之もの三
人申口・辰巳無人島訴状並口上留書を付す））。

№ 26
【漂流年】寛文 11（1671）年　【船籍地】琉球ヵ　【漂着地】尾州知多郡西ノ口　【乗組員数】27 ヵ
【出典】《川合》。

№ 27
【漂流年】寛文 11（1671）年　【船籍地】播磨国飾磨津ヵ　【漂着地】朝鮮国巨済島　【乗組員数】3 ヵ　【帰
国ルート】朝鮮国巨済島─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 28
【漂流年】寛文 12（1672）年　【船籍地】讃岐国塩飽ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】14 ヵ　【帰国ルート】
朝鮮─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 29
【漂流年】寛文 12（1672）年　【帰国年】延宝元（1673）年　【船籍地】伊勢国松坂　【船名】七郎兵衛船　【漂
流地点】遠州灘　【漂着地】エトロフ島　【乗組員】七郎兵衛　【乗組員数】15　【帰国ルート】エトロフ島
─クナシリ島─十勝─松前─江戸

【出典】《川合》。
《同志社》「伊勢松坂七郎兵衛等蝦夷漂流一件」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流雑記 3、正
徳元年肥前国商船広東漂流一件と合））。
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№ 30
【漂流年】延宝元（1673）年　【船籍地】陸奥国相馬ヵ　【漂着地】台湾　【帰国ルート】台湾─長崎
【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二一五、華夷変態）。

№ 31
【漂流年】延宝 4（1676）年　【船籍地】豊前国小倉ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】2 ヵ　【帰国ルート】
朝鮮─対馬藩─生国

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 32
【漂流年】延宝 4（1676）年　【船籍地】越前　【漂着地】朝鮮
【出典】《川合》。

№ 33
【漂流年】延宝 8（1680）年　【船籍地】土佐国室津浦　【漂流地点】室戸崎沖　【漂着地】鳥島
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 34
【漂流年】延宝 8（1680）年　【船籍地】土佐国上加江浦　【漂流地点】宇佐の龍沖　【漂着地】鳥島
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 35
【漂流年】天和元（1681）年　【船籍地】紀伊領　【漂着地】蝦夷地
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 36
【漂流年】天和 2（1682）年　【船籍地】仙台ヵ　【漂着地】蝦夷地　【備考】仙台藩城米を積んだ船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 37
【漂流年】貞享元（1684）年　【船籍地】仙台ヵ　【漂着地】蝦夷地　【備考】仙台米を積んだ船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 38
【漂流年】貞享元（1684）年　【船籍地】土佐国田野浦　【漂流地点】安芸沖　【漂着地】鳥島
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 39
【漂流年】貞享元（1684）年　【船籍地】土佐藩　【漂流地点】遠州灘　【漂着地】八丈島　【出港地】江戸
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 40
【漂流年】貞享元（1684）年　【帰国年】貞享 2（1685）年　【船籍地】伊勢国度会郡神社村　【船名】太兵
衛船　【漂流地点】三州大山沖　【漂着地】マカオ近くの小島　【乗組員】太兵衛　【乗組員数】12　【帰国ルー
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ト】マカオ近くの小島─マカオ─長崎
【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、黒船送伊勢国民）／近藤守重「亜媽紀略藁」上／西川如
見「長崎夜話草」（二、亜媽港より日本人送来船之事）／林韑「通航一覧」（一八四、長崎虫眼鏡、法令雑録、
憲教類典、長崎集）／堀内信編「南紀徳川史」七／松浦東渓「長崎古今集覧」（一〇、阿媽港より伊勢国之者
送来事・亜媽港より日本人送来船之事）／宮崎成身「教令類纂」初集一〇一／「長崎実録」（四、阿媽港より
伊勢之者送来事（大蔵省編『日本財政経済史料』巻之七））。

№ 41
【漂流年】貞享 2（1685）年　【船籍地】秋田藩　【漂着地】松前
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 42
【漂流年】貞享 2（1685）年　【船籍地】津軽藩　【漂流地点】南部佐井　【漂着地】蝦夷地福島村
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 43
【漂流年】貞享 3（1686）年　【船籍地】南部八戸　【備考】蝦夷地大森で破船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 44
【漂流年】貞享 4（1687）年　【船籍地】相馬　【漂着地】蝦夷地イフツ
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 45
【漂流年】貞享 4（1687）年　【船籍地】仙台藩　【備考】蝦夷地ヒウラにて難風に逢い乗り捨てられる
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 46
【漂流年】貞享 4（1687）年　【船名】本庄市兵衛船　【備考】蝦夷地大島で破船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 47
【漂流年】貞享 4（1687）年　【船籍地】津軽　【備考】蝦夷地吉岡村で破船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 48
【漂流年】貞享 4（1687）年　【船籍地】越後　【備考】蝦夷地泊リ川で破船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 49
【漂流年】元禄元（1688）年　【帰国年】元禄元（1688）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】広東省　【乗組
員数】10 ヵ　【帰国ルート】広東省─長崎　【備考】八十八番広東船で帰還

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、広東船ヨリ薩摩之者送来事）／林韑「通航一覧」（二一九、華夷変態、長崎覚書、長崎志）／松
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浦東渓「長崎古今集覧」（一二、薩摩の者を広東船より送来事・広東船より薩人送来事）。

№ 50
【漂流年】元禄元（1688）年　【船籍地】越前国坂井郡神保浦ヵ　【漂着地】朝鮮国巨済島知世浦　【乗組員数】
28 ヵ　【帰国ルート】朝鮮国巨済島知世浦─日本

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。

№ 51
【漂流年】元禄 3（1690）年　【帰国年】元禄 5（1692）年　【船籍地】薩摩国山川ヵ　【漂着地】清国広東
省高州［雷州］　【出港地】江戸　【乗組員】庄兵衛・惣右衛門・吉右衛門・五郎右衛門・庄三郎・市右衛門・
慶兵衛・長兵衛・十三郎・仁左衛門・万右衛門　【乗組員数】12　【帰国ルート】清国広東省高州［雷州］─
福州─普陀山─長崎　【備考】拾番高州船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、高州船ヨリ薩摩之者送来事）／林韑「通航一覧」（二二〇、華夷変態、長崎覚書、長崎志）／松
浦東渓「長崎古今集覧」（一二、薩摩の者広東へ漂着送来事・高州船より薩人を送来事）。

№ 52
【漂流年】元禄 3（1690）年　【船籍地】仙台領　【漂着地】蝦夷地　【出港地】水戸付近の平方　
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 53
【漂流年】元禄 4（1691）年　【船籍地】土佐国種崎浦　【漂着地】津呂浦　【備考】西窪津浦沖で破船
【出典】《加藤》岡崎正友「土佐人漂流の古文献二、三」。

№ 54
【漂流年】元禄 4（1691）年　【帰国年】元禄 5（1692）年　【船籍地】種子島竹崎浦ヵ　【漂着地】琉球の
久高島　【帰国ルート】琉球の久高島─那覇─鹿児島

【出典】《川合》。

№ 55
【漂流年】元禄 5（1692）年　【船籍地】土佐国安芸郡奈半利浦　【船名】次兵衛船　【漂流地点】紀州三木
島前三里沖　【漂着地】八丈島　【乗組員数】3　【帰国ルート】八丈島─豆州下田　【関係船】八丈島には名
古屋の吉左衛門船の漂流者がおり、飯米を分け与え、割道具で小船を造り、豆州下田に着き、帰還した

【出典】《川合》。《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 56
【漂流年】元禄 5（1692）年　【船籍地】伊勢国若松　【漂着地】蝦夷地白老の内シマタヘ　【出港地】深浦
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 57
【漂流年】元禄 5（1692）年　【船籍地】備前国岡山　【漂着地】朝鮮国多太浦　【乗組員数】16　【帰国ルー
ト】朝鮮国多太浦─対馬藩

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、韓録）。



104

№ 58
【漂流年】元禄 5（1692）年　【帰国年】元禄 6（1693）年　【船籍地】讃岐国塩飽牛島　【船名】市左衛門
船［源左衛門船］　【漂流地点】遠州灘　【漂着地】清国補陀山の近く　【出港地】江戸　【乗組員】谷本源左
衛門・徳左衛門　【乗組員数】14　【帰国ルート】清国補陀山の近く─長崎　【備考】清国船、七十六番船・
七十九番船で帰還

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、普陀山船ヨリ讃岐ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二五、華夷変態、源左衛門唐土漂流記、
長崎覚書、長崎事始細見録、漂流紀聞）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、普陀山漂着の讃岐の者の事・普
陀山より讃岐人送来事）／呉国漂着人之事（真木信夫「塩飽水主の漂流奇談」）。

《同志社》「支那漂流記」（2 冊、【写本】所同志社大学（海表異聞 39-40））／「源左衛門唐土漂流記」（1 冊、
別「異国江漂着仕候船頭水主口上・漂氓雑話」、成元禄 5 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

№ 59
【漂流年】元禄 5（1692）年　【帰国年】元禄 7（1694）年　【船籍地】長門ヵ　【漂着地】清国広東省陽江
県　【乗組員数】12 ヵ　【帰国ルート】清国広東省陽江県─寧波─補陀山─長崎

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人異国漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、宋居 船ヨリ長門ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二〇、華夷変態、長崎覚書、長崎志）／
松浦東渓「長崎古今集覧」一二、宋居 船より長州の者送来事・宋居 船より長門の者送来事）。

№ 60
【漂流年】元禄 6（1693）年　【船籍地】仙台領石巻　【漂流地点】房州九十九里沖　【漂着地】蝦夷地シイ
コタン

【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 61
【漂流年】元禄 6（1693）年　【船籍地】日本　【漂着地】ルソン　【帰国ルート】ルソン─マニラ城域外に
ある日本町ディラオ　【備考】マニラ城域外にある日本町ディラオのフランシスコ会に引き取られて、扶助
料を給与され、洗礼を受けてキリシタンに

【出典】《川合》。

№ 62
【漂流年】元禄 6（1693）年　【船籍地】摂津国　【漂着地】蝦夷地
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 63
【漂流年】元禄 8（1695）年　【船籍地】大坂　【船名】淡路屋又兵衛船　【漂着地】カムチャッカ半島南部　【乗
組員】伝兵衛　【乗組員数】15　【帰国ルート】カムチャッカ半島南部─オパラ川河口─ロシア人が救助─ヤ
クーツク─モスクワ　【備考】モスクワへ送られ、ピョートル大帝に引見され、日本語研究学校の教師に任
命され、帰化して洗礼を受けガブリエルと名乗った。三右衛門（№ 76）が送られて来て日本語研究学校で
伝兵衛の助手となった

【出典】《川合》。《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 64
【漂流年】元禄 9（1696）年　【帰国年】元禄 10（1697）年　【船籍地】日向国志布志浦　【船名】弥三右衛
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門船［弥左衛門持船］　【漂流地点】薩摩国山川港沖　【漂着地】鳥島　【出港地】江戸　【乗組員】少左衛門　【乗
組員数】5　【帰国ルート】鳥島─遠州川尻─志布志浦

【出典】《川合》。《加藤》曽槃「日州船漂落記事」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）。

№ 65
【漂流年】元禄 10（1697）年ヵ　【漂着地】蝦夷地アツケシ　【備考】元禄 10 年頃、蝦夷地アツケシに漂着
船あり

【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 66
【漂流年】元禄 15（1702）年　【帰国年】元禄 15（1702）年　【船籍地】種子島　【船名】榎本重八船　【漂
流地点】日州内之浦沖　【漂着地】青ヶ島　【乗組員】榎本重八　【乗組員数】8　【帰国ルート】青ヶ島─八
丈島─豆州下田─江戸─鹿児島藩邸─種子島

【出典】《川合》。

№ 67
【漂流年】元禄 15（1702）年　【船籍地】大坂　【漂着地】蝦夷地　【出港地】能代
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 68
【漂流年】宝永元（1704）年　【帰国年】宝永 2（1705）年　【船籍地】泉州湊浦　【船名】喜左衛門船　【漂
流地点】熊野大島沖　【漂着地】青ヶ島　【出港地】江戸　【乗組員】源次郎　【乗組員数】11　【帰国ルート】
青ヶ島─八丈島郷浦─小島─豆州下田

【出典】《川合》。

№ 69
【漂流年】宝永 2（1705）年　【船籍地】酒田漁師町　【漂着地】蝦夷地ヲコシリ島　【出港地】南部川内
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 70
【漂流年】宝永 2（1705）年　【船籍地】琉球　【漂着地】土佐国幡多郡清水浦　【出港地】清国福州　【乗組
員数】82

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、大島筆記）／松野尾章行「皆山集」（一一五）／関田駒吉「土
佐漂着船に関する文献」。

№ 71
【漂流年】宝永 2（1705）年　【帰国年】宝永 4（1707）年　【船籍地】陸奥国柵倉太田熊次郎領　【船名】
三之丞船　【漂流地点】奥州相馬沖　【漂着地】清国瓊州府　【乗組員】三之丞・権七　【乗組員数】6　【帰
国ルート】清国瓊州府─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二二一、華夷変態、中村氏筆記抄）。

№ 72
【漂流年】宝永 3（1706）年　【船籍地】日本　【漂着地】ルソン　【乗組員数】14 ヵ　【帰国ルート】ルソ
ン─マニラ城域外にある日本町ディラオ　【備考】マニラ城域外にある日本町ディラオのフランシスコ会に
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引取られて、扶助料を給与された。洗礼を受けてキリシタンになったと思われる
【出典】《川合》。

№ 73
【漂流年】宝永 4（1707）年　【船籍地】土州安芸郡田野浦　【船名】六平船　【漂流地点】阿房国由岐沖　【漂
着地】八丈島　【出港地】安田浦　【乗組員数】8　【備考】八丈島へ乗掛け元船を捨ててはしけで上陸した

【出典】《川合》。《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 74
【漂流年】宝永 4（1707）年　【船籍地】筑前国博多西町浜ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員】善四郎　【帰国ルー
ト】朝鮮─長崎

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（三─六四（森永種夫『犯科帳』一））。

№ 75
【漂流年】宝永 5（1708）年　【帰国年】宝永 7（1710）年　【船籍地】陸奥国荒浜ヵ　【漂着地】ルソン　【帰
国ルート】ルソン─清国乍浦─長崎

【出典】《川合》。

№ 76
【漂流年】宝永 7（1710）年　【船籍地】日本　【漂着地】東部カムチャッカのカリギル湾　【乗組員】三右
衛門　【乗組員数】8 ヵ　【帰国ルート】東部カムチャッカのカリギル湾─ヤクーツク─ペテルブルグ　【備考】
ペテルブルグに送られて日本語研究学校で伝兵衛（№ 63）の助手になった

【出典】《川合》。

№ 77
【漂流年】正徳元（1711）年　【帰国年】正徳 3（1713）年　【船籍地】筑後国久留米藩　【船名】筑後国久
留米藩主有馬玄蕃頭則維の船　【漂着地】ルソン　【乗組員】岡野三左衛門・長助・長太夫・源之丞　【乗組
員数】6　【帰国ルート】ルソン─マニラ城域外の日本町ディラオ─広東省電白県─長崎　【備考】四番広東
船として帰還

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」
（一二、広東船ヨリ筑後之者送来事）／西川如見「長崎夜話草」（三、日本船異国漂流近代多事）／林韑「通航
一覧」（二二一、長崎志、広東漂流記）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、広東船より筑後之者送来事）／「広
東へ漂流覚書」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）。

《同志社》「広東」ヵ（著岡部三左衛門、※日本漂流書目による）／「広東漂流記」ヵ（1 冊、成正徳 3 年、著
吉田左太夫、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（大正 15 年写）、宮城県図書館）／○「広東へ漂流覚書」

（1 冊、【写本】所国立国会図書館（春雨楼叢書の内）、東北大学狩野文庫）。
《国書補遺》「広東漂流記」ヵ（【写本】所東京教育大学（「正徳元年広東漂流記」））。

№ 78
【漂流年】正徳元（1711）年　【帰国年】正徳 2（1712）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【帰国ルー
ト】朝鮮─対馬藩─長崎　

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、長崎志）。
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№ 79
【漂流年】正徳 2（1712）年　【帰国年】正徳 2（1712）年　【船籍地】肥前国唐津ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗
組員】11 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─対馬藩─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、長崎志）。

№ 80
【漂流年】正徳 2（1712）年　【船籍地】豆州ヵ　【船名】豆州代官小林又左衛門の米を積んだ官船　【漂着地】
種子島増田村小塩屋　【乗組員】七左衛門　【乗組員数】7　【帰国ルート】種子島増田村小塩屋─日州志布志

【出典】《川合》。

№ 81
【漂流年】正徳 2（1712）年　【船籍地】薩摩国浜之市村　【漂着地】東蝦夷地エトロフ島
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。
《同志社》「恵渡路部漂流記」ヵ（1 冊、別「大隅国分之内浜之市船頭奥蝦夷ゑとろふに漂着之記（原）・蝦
夷 話」、成正徳 2 年、【写本】所北海道大学、〔追加《北方》【写本】、【活字】『日本庶民生活史料集成 4』（「エ
トロフ島漂流記」）〕）。

《北方》「蝦夷藪話 乾」（成正徳 2 年、著聊睡庵筆記、【写本】、※内題は「大隅国国分之内浜之市船奥蝦夷ゑ
とろふ漂着之記」で、内容は「恵渡魯府漂流記」に同じ）。

№ 82
【漂流年】正徳 2（1712）年　【帰国年】正徳 3（1713）年　【船籍地】陸奥国相馬領柵塩　【船名】吉十郎
船　【漂流地点】銚子沖　【漂着地】清国広東省　【乗組員】吉十郎・覚兵衛・三八・次郎助・助七　【乗組員
数】8　【帰国ルート】清国広東省─長崎　【備考】十二番広東船で帰還

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、日本人漂流雑記）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」
（一二、広東船ヨリ奥州ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二一九、長崎志、月堂見聞集、蓋簪録、落穂雑談
一言集）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、広東船より奥州之者送来）／本島知辰「月堂見聞集」七／「奥州
亘理郡荒浜者広東漂流紀聞」（斎藤笹舟『遭難三隻』）／「番人打破船」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「漂
人談話」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）。

№ 83
【漂流年】正徳 3（1713）年　【帰国年】正徳 4（1714）年　【船籍地】越前国三国ヵ　【漂着地】朝鮮　【出
港地】三国　【帰国ルート】朝鮮─対馬藩─大坂─江戸─帰郷　

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（一三五、格致累年録）。

№ 84
【漂流年】正徳 3（1713）年　【船籍地】大坂　【船名】日野屋権右衛門船　【漂流地点】熊野灘　【漂着地】
八丈島　【乗組員数】15

【出典】《川合》。

№ 85
【漂流年】正徳 3（1713）年　【帰国年】正徳 4（1714）年　【船籍地】尾州名古屋長者町　【船名】紙屋理
兵衛船　【漂流地点】紀州里野浦沖　【漂着地】琉球　【乗組員】政之助　【乗組員数】9　【帰国ルート】琉
球─大坂─尾張

【出典】《川合》。《加藤》天田信景「塩尻」（八四、琉球へ漂着せし人の事）。
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№ 86
【漂流年】正徳 3（1713）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】清国
【出典】《川合》。

№ 87
【漂流年】正徳 3（1713）年　【漂着地】蝦夷地昆布の浜　【備考】蝦夷地昆布の浜へ漂着船あり
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 88
【漂流年】享保元（1716）年　【帰国年】享保 2（1717）年　【船籍地】尾州名古屋船入町　【船名】柏屋市
兵衛船　【漂流地点】豆州子浦沖　【漂着地】奥エゾ地トカチ　【出港地】江戸　【乗組員】吉十郎　【乗組員数】
9　【帰国ルート】奥エゾ地トカチ─絵鞆─有珠─虻田─長万部─亀田─松前─江戸

【出典】《川合》。

№ 89
【漂流年】享保 3（1718）年　【船籍地】南部および江戸霊巌島　【漂着地】蝦夷地クスリ
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 90
【漂流年】享保 3（1718）年　【帰国年】享保 4（1719）年　【船籍地】筑後ヵ　【漂着地】清国広東省　【帰
国ルート】清国広東省─帰還

【出典】《川合》。

№ 91
【漂流年】享保 4（1719）年　【帰国年】元文 4（1739）年　【船籍地】遠江国新居　【船名】筒山五兵衛船　【漂
流地点】九十九里浜沖　【漂着地】鳥島　【出港地】仙台　【乗組員】左太夫［佐太夫］・甚八・仁三郎・平三
郎　【乗組員数】12　【帰国ルート】鳥島─八丈島─相州浦賀─江戸　【関係船】鳥島で江戸船（№ 103）の
漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》岡村良通「寓意草」下／神沢杜口「翁草」（三七、無人島漂流船の事）／松浦静山「甲
子夜話続篇」（九七、遠州新井村筒山某船無人嶋え漂着并大坂船同断之事）／「遠州船無人島漂流記」（柴秀夫
編『南海漂流譚』）／「遠州船無人島物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、清水文雄校注『韃靼漂流記』、
池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「元文世説雑録」（二二、未五月無人島え漂流之者一件之事）
／「無人嶋漂流記」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留並八郎大明神由来書上共」

（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「遠州船南方無人島漂着物語」（吉岡永美訳『漂流船物語の研究』）／「遠人無
人島に漂流し新漂船を得て帰国す」（石井研堂訳『日本漂流譚』二）／「無人島物語」（仲原善忠訳『日本漂流
奇談』）。

《同志社》「遠州船漂落紀事」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集続集 27、無人嶋談話の付））／「小笠原島記并
漂流記」（1 冊、【写本】所同志社大学（海表異聞 48））／「元文四無人嶋ヨリ帰来セル遠州荒井之者尋問記」（1
冊、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 7））／「無人島帰国物語」（1 冊、【写本】所北海道庁（天保 14 年写））
／「無人島漂着記」（1 冊、別「元文四年遠州荒井宿甚八等申上」、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

《古典》「遠州新居難船記」（別「無人島帰国物語」、【版本】所元治元版─市立弘前図書館（尾州大野難船記
他と合［「難船集記」1 冊］））／「無人島漂流記」（別「無人島漂民記」、成享保 4 年、【写本】所鹿沼市立図書
館大欅文庫（弼憲写、藤原政行文政 9 年写の転写、台湾漂流記と合［「〔たいあん國漂流記〕」1 冊］）。
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№ 92
【漂流年】享保 5（1720）年　【船籍地】大坂　【船名】大津屋利三郎船　【漂流地点】遠州灘　【漂着地】八
丈島　【乗組員】14

【出典】《川合》。

№ 93
【漂流年】享保 8（1723）年　【船籍地】土佐藩　【船名】万歳丸他一艘　【漂流地点】伊豆沖　【漂着地】御
蔵島　【出港地】江戸

【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 94
【漂流年】享保 8（1723）年　【帰国年】享保 8（1723）年　【船籍地】仙台ヵ　【漂着地】琉球　【出港地】
奥州石巻　【帰国ルート】琉球─江戸深川　【備考】仙台藩の米を積んだ船

【出典】《川合》。

№ 95
【漂流年】享保 10（1725）年　【漂着地】対馬国内院浦　【乗組員】石橋七郎右衛門　
【出典】《加藤》「犯科帳」（七-一〇（森永種夫『犯科帳』一））。

№ 96
【漂流年】享保 11（1726）年　【帰国年】享保 11（1726）年　【船籍地】鹿児島藩ヵ　【漂流地点】甑島沖　【出
港地】薩摩国坊津浦　【乗組員】源右衛門　【乗組員数】20　【帰国ルート】清国船が救助─長崎　【備考】鹿
児島藩の大坂行き蔵米を積んだ船、丙午の拾四番船で長崎に送られる

【出典】《川合》。《加藤》松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、薩摩之者送来）。

№ 97
【漂流年】享保 12（1727）年　【船籍地】大坂　【備考】シヤコタンの内レホトで破船
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 98
【漂流年】享保 13（1728）年　【船籍地】薩摩　【船名】若潮丸　【漂着地】カムチャッカ半島のロパトカ岬　
【乗組員】宗蔵・権蔵　【乗組員数】17　【帰国ルート】カムチャッカ半島のロパトカ岬─ヤクーツク─ペテ
ルブルグ　【備考】ペテルブルグでアンナ女帝に引見され、勅命により神父に預けられ、洗礼を受ける。権
蔵は神学校に入学し、後に 2 人は日本語教授に当たった

【出典】《川合》。

№ 99
【漂流年】享保 16（1731）年　【船籍地】摂津国大坂　【漂着地】シコツ
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 100
【漂流年】享保 17（1732）年　【船籍地】琉球　【漂流地点】七島洋上　【漂着地】種子島中之村前浜　【乗
組員】金城親方・米須親雲上　【乗組員数】27 ヵ　

【出典】《川合》。
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№ 101
【漂流年】享保 17（1732）年　【船籍地】伊豆国新島　【漂流地点】種子島西之村前ノ浜　【乗組員】定八郎　
【乗組員数】5　【帰国ルート】種子島西之村前ノ浜─鹿児島藩
【出典】《川合》。

№ 102
【漂流年】元文元（1736）年　【帰国年】元文元（1736）年　【船籍地】能登国鳳至郡輪島　【船名】兵右衛
門船　【漂流地点】長門国津島沖　【漂着地】朝鮮国慶尚道長鬐　【乗組員】伝九郎　【乗組員数】14　【帰国ルー
ト】朝鮮国慶尚道長鬐─ウワンカイ─対馬藩─大坂

【出典】《川合》。

№ 103
【漂流年】元文 3（1738）年　【帰国年】元文 4（1739）年　【船籍地】江戸堀江町　【船名】宮本善八船　【漂
流地点】房州洲崎沖　【漂着地】無人島　【乗組員】富蔵・武兵衛・六助　【乗組員数】17　【帰国ルート】
無人島─鳥島─八丈島─江戸　【関係船】鳥島で遠州船（№ 91）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》「遠州船無人島物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、池田皓編『日本庶民生活
史料集成』第五巻漂流）／「無人島漂着物語」（南部叢書刊行会編『南部叢書』第一〇冊）／「無人嶋漂流記」（荒
川秀俊編『異国漂流記集』）／「無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留並八郎大明神由来書上共」（荒川秀俊編『異国
漂流記集』）／「無人島物語」（仲原善忠訳『日本漂流奇談』）。

№ 104
【漂流年】元文 4（1739）年　【船籍地】奥州石巻村　【漂着地】種子島増田村後浜　【乗組員】惣兵衛
【出典】《川合》。

№ 105
【漂流年】元文 4（1739）年　【帰国年】元文 5（1740）年　【船籍地】陸奥　【漂着地】エゾ地登加知　【出
港地】石巻　【乗組員】長三郎・清之丞・久助・奥卯松　【乗組員数】16　【帰国ルート】エゾ地登加知─仙
台藩　【備考】松前藩から仙台藩へ引渡された

【出典】《川合》。

№ 106
【漂流年】寛保元（1741）年　【帰国年】寛保 2（1742）年　【船籍地】薩摩国　【漂流地点】沖縄諸島の久
米島沖　【漂着地】清国の舟山列島［清国漁山］　【出港地】八重山島　【乗組員】伝兵衛　【乗組員数】21　【帰
国ルート】清国の舟山列島［清国漁山］─乍浦─長崎　【備考】四番船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、漂流泊浜伝兵衛日録）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、乍浦船ヨリ薩摩ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二五、長崎志）／松浦東渓「長崎古今集覧」

（一二、乍浦船より薩摩之者送来）／「薩州船清国漂着談」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）。
《同志社》「漂流泊瀬伝兵衛日録」（【活字】西道仙・安中半三郎校『長崎叢書　第 5 編』（長崎古文書出版会、
明治 27 年））。

№ 107
【漂流年】寛保 2（1742）年　【船籍地】蝦夷地キイタツフ　【漂着地】南部
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。
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№ 108
【漂流年】寛保 2（1742）年　【船籍地】薩摩国児ヶ水　【船名】紋右衛門の商船　【備考】種子島納官村長
浜で破船

【出典】《川合》。

№ 109
【漂流年】寛保 3（1743）年　【船籍地】奥州仙台領石巻村　【漂着地】種子島増田村　【乗組員】孫右衛門　【乗
組員数】15　【帰国ルート】種子島増田村─薩摩国山川

【出典】《川合》。

№ 110
【漂流年】寛保 3（1743）年　【帰国年】延享元（1744）年　【船籍地】尾張国知多郡多屋村　【船名】永通
丸（与十郎船）　【漂流地点】紀州長島沖　【漂着地】青ヶ島　【出港地】紀州九鬼　【乗組員】与十郎　【乗組
員数】5　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島─江戸　【関係船】青ヶ島で豊後国三佐浦の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。

№ 111
【漂流年】延享元（1744）年　【帰国年】延享元（1744）年　【船籍地】松平遠江守領内摂州神戸浦　【漂流
地点】種子島住吉村沖　【乗組員】九郎兵衛　【乗組員数】17　【帰国ルート】種子島住吉村沖で漂流中に救
助─赤尾木ノ浦

【出典】《川合》。

№ 112
【漂流年】延享元（1744）年　【船籍地】陸奥国鹿角郡佐井村　【船名】多賀丸（竹内徳兵衛船）　【漂流地点】
下北半島沖　【漂着地】千島列島オンネコタン島　【乗組員】竹内徳兵衛　【乗組員数】18　【帰国ルート】
千島列島オンネコタン島─カムチャッカ半島のボルシェレック─ペテルブルグ　【備考】ペテルブルグでロ
シア語を学び、一部の者はイルクーツクに送られて日本語学校の教師になった

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（三一六、魯西亜紀聞、北海烏舶記、蝦夷草紙、辺要分界図考、
蝦夷の道知辺）／最上徳内「蝦夷草紙」（附録、勝右衛門漂流の事）／「蝦夷地一件」（松前并蝦夷地之儀に付
及承候趣申上候書付写）／「竹内徳兵衛魯国漂流談」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）。

《同志社》「漂流之記」（1 冊、【写本】所龍谷大学）。

№ 113
【漂流年】延享 2（1745）年　【帰国年】延享 2（1745）年　【船籍地】琉球　【漂着地】奥州仙台領　【乗組
員】用物宰領役上運天親雲上・山城仁屋　【乗組員数】17 ヵ　【帰国ルート】奥州仙台領─江戸　【備考】山
城仁屋は 17 年後の宝暦 12 年も土州柏島に漂着

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、続談海）。

№ 114
【漂流年】延享 2（1745）年　【船籍地】紀伊国海士郡柳浦　【漂流地点】足摺岬沖　【漂着地】八丈島
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。
《同志社》「八丈島記」ヵ（【写本】所高知県立図書館（延享 3 年谷写））。
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№ 115
【漂流年】延享 2（1745）年　【船籍地】筑後国三潴郡榎津　【漂流地点】種子島西之村　【乗組員】長六　【乗
組員数】6　【帰国ルート】種子島西之村で破船─薩州山川

【出典】《川合》。

№ 116
【漂流年】延享 2（1745）年　【帰国年】延享 3（1746）年　【船籍地】泉州日根郡湊浦　【船名】吉兵衛船　【漂
流地点】三州大山沖　【漂着地】八丈島三根浦　【乗組員】伝左衛門　【乗組員数】13　【帰国ルート】八丈
島三根浦─帰還

【出典】《川合》。

№ 117
【漂流年】延享 3（1746）年　【船籍地】種子島　【船名】種子島家の年頭船　【乗組員】七之丞・孫左衛門　【備
考】佐多沖で楫を折り、大泊外之浦に泳ぎ着いて浦役人に告げ、小舟で大泊にひき入れた

【出典】《川合》。

№ 118
【漂流年】延享 3（1746）年　【帰国年】延享 3（1746）年　【船籍地】奥州仙台ヵ　【船名】松平陸奥守領
分奥州仙台門脇の船　【漂着地】種子島野間村　【乗組員】平吉　【帰国ルート】種子島野間村─薩摩山川

【出典】《川合》。

№ 119
【漂流年】延享 3（1746）年　【船籍地】屋久島楠川　【船名】平左衛門船　【乗組員数】4　【備考】種子島
住吉浦で破船し、住吉浦に入港して碇泊中であった

【出典】《川合》。

№ 120
【漂流年】延享 3（1746）年　【船籍地】讃岐国大内郡三本松　【船名】歌津屋儀兵衛船　【漂流地点】三州
伊良胡崎沖　【漂着地】八丈島中之郷小筒ヶ浦　【乗組員】平八・吉右衛門・嘉右衛門・伊八　【乗組員数】
9　【備考】八丈島地役人らの世話を受け、延享 4 年に流人とともに八丈島を出帆

【出典】《川合》。

№ 121
【漂流年】延享 4（1747）年　【船籍地】種子島小根占　【船名】周八の商船　【漂着地】国上村浦田　【出港地】
那覇　【帰国ルート】国上村浦田－山川　【備考】羽州秋田能代の者が 6 人おり、速やかに帰国を望んだので、
種子島家では 6 人を山川へ送った

【出典】《川合》。

№ 122
【漂流年】寛延 3（1750）年　【帰国年】宝暦元（1751）年　【船籍地】陸奥国盛岡郡尾崎白浜村　【船名】
神力丸（久保屋善之丞船）　【漂流地点】仙台［岩城］沖　【漂着地】清国福建省 嶼　【乗組員】又五郎・利
兵衛・伝六　【乗組員数】8　【帰国ルート】清国福建省 嶼─福州─厦門─寧波─長崎

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（七、奥州南部人漂流日録）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎
志）」（一二、寧波船ヨリ南部ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二一七・二一八、長崎志、外国通覧）／松浦
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東渓「長崎古今集覧」（一二、寧波船より南部之者送来）／宮崎成身「視聴草」（六集之五、未十二番船より
連参候日本人始末之一件（宝暦元年））／「神力丸漂流記」（南部叢書刊行会編『南部叢書』第一〇冊）／「南部
人漂流記」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「福建厦門寧波難風渡唐帰朝記」（柴秀夫編『南海漂流譚』）。

《同志社》「廈門漂流記」ヵ（1 冊、成寛延 3 年─宝暦元年、【写本】所東京大学史料編纂所）／「異国紀聞」（1
冊、別「奥州盛岡領漂流人宝暦元年未十二月廿日長崎江戻着最初ニ差出候書付」、成宝暦 2 年、【写本】所
国会図書館支部内閣文庫（1 冊）（外国紀聞 10）、早稲田大学（外国紀聞所収本写））／「奥州南部人漂流日録」ヵ

（【活字】西道仙・安中半三郎校『長崎叢書　第 5 編』（長崎古文書出版会、明治 27 年））／○「神力丸漂流記」
（1 冊、成享和 3 年、【写本】所大橋図書館）／「唐国福建省江漂着仕候奥州南部之者六人口書」（1 冊、別「漂
着者口書」、成宝暦元年、【写本】所国立国会図書館（「唐国福建省へ致漂着候奥州南部之者六人口書」、漂流
記叢書 8）、国会図書館支部内閣文庫、｛学書言志｝）／「南部人福建府漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会
図書館、東京大学本居文庫）／「漂船秘録」（6 巻、成宝暦元年、【写本】所桑名松平家）／「漂泊之者共相尋候
口上覚」（1 冊、【写本】所早稲田大学）／「漂流人請取始末」ヵ（1 冊、成宝暦元年、【写本】所岩手県立図
書館）／「漂流人請取人始末」（1 冊、成宝暦 2 年、【写本】所岩手県立図書館）／「漂流人取調書」（1 冊、【写本】
所｛京外大｝（宝暦 2 年写））／「宝暦元辛未年福建漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所東京教育大学）。

《海洋》「漂海記」（1 冊、【写本】）。

№ 123
【漂流年】宝暦 2（1752）年　【帰国年】宝暦 4（1754）年　【船籍地】陸奥国相馬　【船名】十三夜丸［一三
夜叉丸］（立谷平左衛門船）　【漂流地点】岩城［磐城］沖　【漂着地】台湾海峡の小島　【乗組員】嘉兵衛　【乗
組員数】13　【帰国ルート】台湾海峡の小島─清国広東省恵州府陸豊県─長崎　【備考】十四番船・十八番船・
二十番船に分乗して長崎に到着

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、
広東船ヨリ相馬ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二二、長崎志）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、広東
船より相馬之者送来）／「唐国広東省え漂流仕相馬者口書」（斎藤笹船『遭難三隻』）。

《同志社》「相馬十三夜丸広東漂流記」（1 冊、成宝暦 4 年、【写本】所福島県立図書館（昭和写））。
《海洋》「十三夜丸臺湾漂流記 : 完」（1 冊、【写本】）。

№ 124
【漂流年】宝暦 2（1752）年　【帰国年】宝暦 4（1754）年　【船籍地】陸奥国本吉郡気仙沼村　【船名】春
日丸（大島屋加兵衛船）［大島屋幸兵衛船・大嶋屋嘉兵衛船］　【漂流地点】奥州仙台気仙沼　【漂着地】清国
浙江省定海県舟山の内花山　【乗組員】伝兵衛・大島屋嘉兵衛　【乗組員数】13　【帰国ルート】清国浙江省
定海県舟山の内花山─寧波─長崎─仙台　【備考】戌一番船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、
寧波船ヨリ仙台ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二五、迷復記、長崎志）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、
寧波船より仙台之者送来）／「奥州仙台本吉郡北方気仙沼本郷嘉兵衛船春日丸流着候次第船頭覚書」（千葉忠
右衛門「気仙沼の春日丸漂流始末」）／「浙江漂流帰帆」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「宝暦漂流物語」（荒
川秀俊編『近世漂流記集』）。

《同志社》「奥州商船漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（佐野氏始末記と合）、京都府立図
書館（同上））／「奥州人浙江漂着記」ヵ（1 冊、【写本】所京都大学（海外異聞の内））／「支那漂流記」（4 冊、
同志社大学（海表異聞 41-44））／「宝暦四年奥仙台之民唐土浙江省漂流之記」（別「宝暦四仙台領大島屋嘉兵
衛等清浙江省寧波漂流記」、【写本】所東京教育大学（嶰谷叢説那珂本 8）、市立函館図書館（同上））。

№ 125
【漂流年】宝暦 2（1752）年　【帰国年】1宝暦 5（1755）年・2宝暦 6（1756）年　【船籍地】江戸霊巌
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島　【船名】福聚丸（橋本藤助船）　【漂流地点】岩城［磐城］灘　【漂着地】ルソン島　【乗組員】善右衛門・
三之助・清次郎・久次郎・伝次郎・清次郎　【乗組員数】15　【帰国ルート】ルソン島─マニラ域外の日本
町ディラオにあるフランシスコ会に引取られ、扶助料を給与される…1三之助 : マカオ─乍浦─長崎─江戸・
2清次郎、久次郎、伝次郎、清次郎 : マカオ─寧波─乍浦─長崎　【備考】残留した 10 人は洗礼を受け結婚

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、
乍浦船ヨリ豆州ノ者送来事・乍浦船ヨリ呂宋漂着ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（一八一、長崎志、大成令
続集、兼山堂叢書）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一〇、唐船より呂宋漂着人送来事）／松浦東渓「長崎古今
集覧」（一二、乍浦船ヨリ豆州ノ者送来・乍浦船ヨリ呂宋漂着ノ者送来）／「長崎実録」（四、唐船より呂宋漂
着之日本人送来事（大蔵省編『日本財政経済史料』巻之七））／高柳真三・石井良助編『御触書宝暦集成』

（一三四三・一三四五号）。
《同志社》「漂流人之記」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（中古叢書第 86 冊））／「呂宋国之様子漂流人
共江相尋候趣申上候書付」ヵ（2 冊、別「呂宋国漂流人之記」、成宝暦 3 年、著菅沼定秀、【写本】所国立国
会図書館（中古叢書 85・86））／「呂宋国漂流人之記」ヵ（【写本】所国立国会図書館（中古叢書 85・86））
／「中古叢書」ヵ（【写本】所国立国会図書館（149 冊、目録 1 冊））。

№ 126
【漂流年】宝暦 2（1752）年　【帰国年】宝暦 3（1753）年　【船籍地】陸奥国亘理郡荒浜　【船名】茂八船　【漂
流地点】相馬領村上沖　【漂着地】琉球国久志間切　【乗組員】栄吉　【乗組員数】14　【帰国ルート】琉球
国久志間切─薩摩国山川─摂津国兵庫浦─江戸

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、大島筆記）。

№ 127
【漂流年】宝暦 5（1755）年　【帰国年】宝暦 9（1759）年　【船籍地】和泉国箱作村　【船名】五郎兵衛船　【漂
流地点】伊勢沖　【漂着地】鳥島　【乗組員】藤八・幸助　【乗組員数】5　【帰国ルート】鳥島─伊豆国子浦　【関
係船】鳥島で泉州の佐市郎船（№ 133）に救われる。佐市郎船は土佐藩船（№ 134）の漂流者も救助し伊豆
国子浦に入港

【出典】《川合》。《加藤》「幸助無人島漂着」（真木信夫「塩飽水主の漂流奇談」）／「無人嶋漂流記」（荒川秀俊
編『異国漂流記集』）。

№ 128
【漂流年】宝暦 6（1756）年　【船籍地】紀伊国薗村　【船名】堀川屋八右衛門船　【漂着地】エトロフ島モ
ヨロ　【出港地】相模国浦賀　【乗組員】友右衛門

【出典】《川合》。《加藤》最上徳内「蝦夷草紙」（四附録、エトロフ島の事）。

№ 129
【漂流年】宝暦 6（1756）年　【帰国年】宝暦 6（1756）年　【船籍地】陸奥国津軽郡石崎村　【船名】治右
衛門船　【漂流地点】松前沖　【漂着地】朝鮮国江原道江陵　【乗組員】治右衛門　【乗組員数】4　【帰国ルー
ト】朝鮮国江原道江陵─午岩浦─対馬─大坂

【出典】《川合》。《加藤》「津軽船御馳走談」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）。

№ 130
【漂流年】宝暦 6（1756）年　【帰国年】宝暦 6（1756）年　【船籍地】琉球　【漂着地】肥前国五島　【乗組
員数】16　【帰国ルート】肥前国五島─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、長崎志、長崎年表挙要）。
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№ 131
【漂流年】宝暦 6（1756）年　【帰国年】宝暦 7（1757）年　【船籍地】陸奥国牡鹿郡石巻　【船名】和泉屋
升右衛門船　【漂流地点】永江　【漂着地】北エゾ地シイコタン　【出港地】石巻　【乗組員】徳兵衛・源四郎　

【乗組員数】13 ヵ　【帰国ルート】北エゾ地シイコタン─厚岸─幌泉─松前─奥州三厩─帰郷
【出典】《川合》。

№ 132
【漂流年】宝暦 7（1757）年　【帰国年】宝暦 9（1759）年　【船籍地】志摩国布施田浦　【船名】若市丸（浅
野小平次船）［小平治船］　【漂流地点】志摩国大王崎沖　【漂着地】台湾　【出港地】大坂　【乗組員】浅野小
平次［小平治］・清助・市松・甚助　【乗組員数】6　【帰国ルート】台湾─福州─南京─乍浦─長崎─志州鳥
羽

【出典】《川合》。《加藤》渥美正美「となりのはなし」（志州船頭物語記）／熊野正紹「長崎港草」（八、漂流
雑記下）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、乍浦船ヨリ志摩ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二一五、
台湾漂流記、長崎志、続談海）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、乍浦船ヨリ志摩ノ者送来）／「異国漂流談」

（柴秀夫編『南海漂流譚』）／「志州船台湾漂着話」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「志州鳥羽浦船頭漂流
一件」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「台湾漂流記」（神宮司庁『古事類苑』外交部）／「台湾漂流記」（池田
皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「志摩の人台湾島に漂流し清国船に因て故郷に帰る」（石井研
堂訳『日本漂流譚』一）。

《同志社》「異国漂流記」（1 冊、別「異国漂流実記・志摩小平治異国噺・志摩布施村船頭小平次等漂流記」、【写
本】所京都府立図書館、東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「異国漂流船談」（1 冊、【写本】所国立国会図書
館（漂流記叢書 11））／○「異国漂流談」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 17・18））／「海難噺
物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 24））／○「志州船台湾漂着話」（別「宝暦七丑九月吹
流候船人小平治口上書」、成宝暦 9 年、〔追加《国書補遺》【活字】荒川秀俊『異国漂流記集』（昭和 37 年）〕）
／「志州船頭小平治漂流一件」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（「志州船頭小平次吹流一件」、諸家随筆
10）、宮内庁書陵部（諸家随筆 10）、名古屋市蓬左文庫（同上））／「志州船頭漂泊記」ヵ（1 冊、【写本】所
東京大学本居文庫）／「志州船頭漂流譚」ヵ（1 冊、【写本】所香川大学神原文庫（江戸末期写））／「志州鳥羽
小平治船漂流之聞書」（【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 13））／「志州鳥羽小平治漂流記」（【写本】所
宮内庁書陵部（池底叢書 94））／「志州鳥羽船外国江吹流候一件」ヵ（【写本】所国立国会図書館（弘化 3 年写、
漂流記叢書 12））／「志州鳥羽船頭外国へ吹流し候一件」ヵ（1 冊、成宝暦 7 年、【写本】所九州大学）／「志
州鳥羽船頭帰国」ヵ（【写本】所国立国会図書館（安政 4 年写、漂流記叢書 23））／「志州鳥羽船頭小平治難
舟書付之写」（【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 21））／「志州鳥羽船頭小平次難風吹流帰国之次第」（【写
本】所国立国会図書館（天明 3 年写、漂流記叢書 19））／「志州鳥羽船頭小平治漂流談」（1 冊、【写本】所東
北大学狩野文庫）／「志州鳥羽船頭小平次吹流サレ外国所々咄之写」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館
近藤文庫）／「志州鳥羽船漂流顚末」ヵ（1 冊、【写本】所東京大学）／「志州鳥羽の船漂流物語」ヵ（1 冊、【写
本】所神戸大学）／「志州鳥羽之者吹流レ帰帆口上書」ヵ（1 冊、【写本】所大阪府立図書館（神息事劔之両
刃ヲ片刃ニ制を付す））／「志州鳥羽漂流人聞書」ヵ（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 8））／「志州鳥羽布
施田浦小平治船台湾国漂流記」（1 冊、成明和 8 年、【写本】所神戸大学）／「志州鳥羽布施田浦船頭小平次外
国物語」（1 冊、別「漂流外国紀談」、【写本】所同志社大学）／「志州鳥羽布施田浦船頭小平治控」（1 冊、成
宝暦 9 年、【写本】所栗田文庫）／「志州鳥羽布施田浦漂民記　附　野作騒動聞書」ヵ（1 冊、成弘化 3 年、【写
本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「志州鳥羽布施村船頭吹流次第」ヵ（【写本】所国立国会図書館（寛
政 9 年写、漂流記叢書 16）（「志州鳥羽流船目録」、漂流記叢書 15））／「志州鳥羽流船記」ヵ（1 冊、成宝暦
12 年、【写本】所三重県立図書館）／「志州鳥羽流船留書」ヵ（1 冊、成寛政 8 年、【写本】所九州大学）／「志
州鳥羽領小平次外国咄し」（【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 20））／「志州吹流船」ヵ（1 冊、【版本】
所東京都立日比谷図書館東京誌料）／「志州布施田小平次流船物語」（1 冊、成宝暦 9 年、【写本】所三重県立
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図書館）／「志州布施村小平治帰国口上書」（【写本】所九州大学九州文化史研究所（常州多珂郡礒原村船頭左
太夫安南漂流記等と合 1 冊））／「志州布施田村小平治舟唐へ流レ行ク次第」（【写本】所国立国会図書館（天
明 2 年写、漂流記叢書 22））／「志摩国難船にて唐より送り被返候口書」ヵ（1 冊、成嘉永 7 年、【写本】所
九州大学）／「志摩国吹流船聞書写」ヵ（1 冊、【写本】所金刀比羅宮図書館（宝暦 7 年写））／「台湾漂流」（1
冊、【写本】所同志社大学（海表異聞 47））／○「台湾漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、〔追
加《古典》鹿沼市立図書館大欅文庫（「〔たいあん國漂流記〕」、弼憲写、藤原政行文政 9 年写の転写、無人
島漂流記と合［「〔たいあん國漂流記〕」1 冊］）〕）／「漂落紀聞」（1 冊、別「志州鳥羽小平次船漂舶物語」、【写
本】所国会図書館支部内閣文庫）／「漂流台湾国書付写」（1 冊、【写本】所神戸大学）／「宝暦九己卯年壬七月
志州鳥羽船頭船吹流之一件」ヵ（【写本】所学習院大学（筆叢の内））／「宝暦九年台湾漂民之記」ヵ（【写本】
所東京教育大学（嶰谷叢説那珂本 8）、市立函館図書館（同上））／「宝暦九年漂流記」（【写本】所国会図書館
支部内閣文庫（外国通覧 4））／「宝暦七年小平次台湾漂流記」（1 冊、【写本】所無窮会神習文庫）／「宝暦七
年志州船頭小平次漂流記」（1 冊、【写本】所神戸大学）。

《古典》「志州鳥羽船頭吹流記」ヵ（【写本】所玉川大学（慶応 3 年写、1 冊））／「志州鳥羽難船記」ヵ（【版本】
所元治元版－市立弘前図書館（播州高砂通船記他と合［「難船集記」1 冊］））／「志州布施田村小平次記」（【写
本】所射和文庫（越前人長崎人漂流記と合［「〔漂流記〕」合 1 冊］））／「志州布施田村小平次船唐江流入事」（別

「志州鳥羽稲垣様御領志州布施田村小平次船大冤江漂着始終写書」、【写本】所射和文庫（「志州鳥羽稲垣様御
領志州布施田村小平次船大冤江漂着始終写書」1 冊））／「台湾漂流之船頭小平治記」（【写本】所玉川大学（1
冊））。

《北方》「志州船頭小平次口上覚」（成宝暦 9 年、【写本】）。

№ 133
【漂流年】宝暦 9（1759）年　【帰国年】宝暦 9（1759）年　【船籍地】和泉国波有手村　【船名】佐市郎船　【漂
着地】鳥島　【乗組員】佐市郎　【帰国ルート】鳥島─伊豆国子浦　【関係船】鳥島で泉州の五郎兵衛船（№
127）の漂流者を救助。土佐藩船（№ 134）の漂流者も救助し伊豆国子浦に入港

【出典】《川合》。《加藤》「無人嶋漂流記」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）。

№ 134
【漂流年】宝暦 9（1759）年　【帰国年】宝暦 9（1759）年　【船籍地】土佐藩　【船名】大宝丸　【漂流地点】
遠州［熊野］灘　【漂着地】鳥島　【出港地】江戸　【乗組員】伝七　【乗組員数】18　【帰国ルート】鳥島─
伊豆国子浦　【関係船】鳥島で泉州の佐市郎船（№ 133）に救助される。船に泉州の五郎兵衛船（№ 127）
の漂流者がいた。伊豆国子浦に入港。

【出典】《川合》。《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 135
【漂流年】宝暦 11（1761）年　【帰国年】宝暦 12（1762）年　【船籍地】陸奥国亘理郡荒浜　【船名】福吉
丸（木村屋茂右衛門船）　【漂流地点】銚子沖　【乗組員】善十郎・五助　【乗組員数】17　【帰国ルート】清
国南通州沖で清国船が救助─南通州─上海─長崎─江戸

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、
上海船ヨリ奥州并総州ノ者送来事）／林韑「通航一覧」（二二九、長崎志、奥民唐土漂流記）／松浦東渓「長
崎古今集覧」（一二、上海船ヨリ奥州并総州ノ者送来）／「荒浜船南通州漂着始末」（石井研堂編『異国漂流奇
譚集』）。

《同志社》「奥民唐土漂流記」ヵ（1 冊、成宝暦 11・12 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）／「福吉丸
漂流口上書」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫（天明 6 年写））／「宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船清
国漂流」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流雑記 6））／「宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船
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清国漂流始末」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流雑記 5））。

№ 136
【漂流年】宝暦 12（1762）年　【帰国年】宝暦 13（1763）年　【船籍地】松平遠江守領内摂津国西ノ宮　【船
名】長平衛船　【漂流地点】三州大山沖　【漂着地】カラフト島　【乗組員】上岡徳五郎・弥四郎・吉十郎・
久七・万三郎・久太郎・三次郎・八兵衛・善四郎　【乗組員数】9　【帰国ルート】カラフト島─シラヌシ─
宗谷─故国

【出典】《川合》。《加藤》最上徳内「蝦夷草紙」（附録、日本人カラフト島に漂着の事）／「享和辛酉西唐太事状」
（神宮司庁『古事類苑』外交部）。
《北方》「唐太島漂流記」（成宝暦 13 年、【写本】）。

№ 137
【漂流年】宝暦 12（1762）年　【船籍地】琉球　【乗組員】高良・潮平親雲上　【乗組員数】10 ヵ　【帰国ルー
ト】土佐国幡多郡柏島沖で救助─宿毛大島港　【備考】土佐国幡多郡柏島沖で救助され宿毛大島港に曳航さ
れる

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、大島筆記）／戸部良熙「大島筆記」（吉田文治編『海表叢書』
巻三、新村出編『南蛮紅毛史料』）／関田駒吉「土佐漂着船に関する文献」。

《同志社》「宝暦十二年琉球船漂着之事」ヵ（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（土佐国群書類従、拾遺、
漂流））。

№ 138
【漂流年】宝暦 12（1762）年　【帰国年】明和 4（1767）年　【船籍地】筑前国唐泊浦　【船名】本宮丸　【漂
着地】ルソン　【乗組員】孫右衛門　【乗組員数】18　【帰国ルート】ルソン─ビシャヤ─カバロウカン─ハ
ルハヤ─マハエハイト─ソクボウ─清国漳浦県─漳州府─厦門─福州─乍浦─長崎　【関係船】ソクボウで筑
前船村丸（№ 143）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、乍浦船ヨリ呂宋漂著之者拾七人送来事）
／林韑「通航一覧」（一八一、長崎志）。

№ 139
【漂流年】宝暦 12（1762）年　【船籍地】日本　【漂着地】ルソン　【乗組員数】14 ヵ　【帰国ルート】ルソ
ン─マニラ城域外の日本人町ディラオ　【備考】マニラ城域外の日本人町ディラオにあるフランシスコ会に
引取られて、扶助料を給与された。洗礼を勧められたが、拒否したらしい

【出典】《川合》。

№ 140
【漂流年】宝暦 13（1763）年　【船籍地】奥州仙台領石巻　【漂着地】東蝦夷地シヤマニ　【出港地】浦戸
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 141
【漂流年】宝暦 13（1763）年　【船籍地】名古屋　【漂着地】蝦夷地トカチト
【出典】《加藤》松平道広「福山秘府」（他国漂人部巻之三二）。

№ 142
【漂流年】明和元（1764）年　【帰国年】明和 8（1771）年　【船籍地】筑前国志摩郡唐泊浦　【船名】伊勢
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丸（重右衛門船）　【漂流地点】鹿島灘　【漂着地】ミンダナオ島　【出港地】箱館　【乗組員】重右衛門・孫
太郎　【乗組員数】20　【帰国ルート】ミンダナオ島─バンジェルマシン─スラバヤ─長崎

【出典】《川合》。《加藤》青木定遠「南海紀聞」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、荒川秀俊編『異国漂流記
続集』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／渥美正美「となりのはなし」（異国物語）／小原克
紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、紅毛船ヨリ筑前之者送来事）／神沢杜口「翁草」（九〇、
漂流人帰日本并紅毛舶之事）／熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下・紅毛送筑前孫太郎（宝暦一三年））／
林韑「通航一覧」（二五一・二七〇、蝦夷草紙附録、栗園漫抄、長崎志続編）／桃西河（義三郎）「坐臥記」（一三七、
炊子孫太郎漂流談）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、紅毛船ヨリ筑前ノ者送来）／「異国漂流人之次第」（荒
川秀俊編『異国漂流記集』）／「華夷九年録」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「漂夫譚」（荒川秀俊編『近世漂
流記集』）／「漂流天竺物語」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「吹流天竺物語」（石井研堂
編『校訂漂流奇談全集』）／「孫太郎ボルネオ漂流記」（柴秀夫編『南海漂流譚』）／「筑前の人保爾尼に漂流し
万死を出でゝ故郷に帰る」（石井研堂訳『日本漂流譚』一）／「天竺物語」（仲原善忠訳『日本漂流奇談』）。

《同志社》○「華夷九年録」（3 巻 1 冊、別「漂流奇譚華夷九年録」、成安永 4 年自序、著鈴木重翼、【写本】
所九州大学（下巻 1 冊）、京都大学、東京都立日比谷図書館近藤文庫（中下巻 2 冊）、福岡県立図書館（1 冊）、
礫川堂文庫（1 冊）→明和船日記）／「唐泊浦孫三郎口書」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢
書 26））／「唐泊孫七漂海話」ヵ（1 冊、成明和 7 年、【写本】所竹柏園文庫）／「唐泊孫七漂流物語」ヵ（1 冊、

【写本】所九州大学）／「唐泊孫七漂話」ヵ（1 冊、成宝暦 12 年、【写本】所宮内庁書陵部）／「筑州唐泊浦孫
七天竺語」ヵ（1 冊、【写本】所栗田文庫、【活字】『日本庶民生活史料集成 5 巻 漂流』（三一書房、1968））
／「筑人孫七漂海話」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館）／「筑前国唐泊の孫七漂海話」ヵ（1 冊、【写本】
所同志社大学）／「筑前船漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録
による）／「筑前孫太郎漂流記」（1 冊、成明和年間、【写本】所｛旧｝彰考館文庫）／「天竺異聞物語」ヵ（1 冊、

【写本】所東北大学狩野文庫）／○「南海紀聞」（成寛政 4 年序、著青木興勝（定遠）、【写本】所国立国会図
書館（2 巻 1 冊）、国立国会図書館白井文庫（天保 7 年写 1 冊）、国会図書館支部内閣文庫（2 巻 2 冊）（明
治写 1 冊）、宮内庁書陵部（2 巻 2 冊）、東京国立博物館（抄、1 冊）、名古屋市蓬左文庫（1 冊）、無窮会神
習文庫（2 巻 1 冊）、【版本】所宮内庁書陵部、香川大学神原文庫、京都大学、東京教育大学（巻 1 欠）、神
戸大学、東京大学、京都府立図書館、東京都立日比谷図書館加賀文庫、福岡県立図書館、西尾市立図書館岩
瀬文庫、栗田文庫、お茶の水図書館成簣堂文庫、※版本は 5 巻 5 冊）／「票舶新話」ヵ（1 冊、【写本】所東
京都立日比谷図書館近藤文庫（文政 4 年藤田某写））／○「吹流天竺物語」（1 冊、成明和 7 年、【写本】所岡
田伊三次郎）／「孫太郎ボルネオ漂流談」（【活字】柴秀夫編『南海漂流譚』（双林社、昭和 18 年））。

《海洋》「筑前船漂流記」（1 冊、【写本】）。

№ 143
【漂流年】明和元（1764）年　【帰国年】明和 4（1767）年　【船籍地】筑前国残島　【船名】村丸　【漂流地
点】陸奥国沖　【漂着地】ルソン　【乗組員】文次郎・五郎左衛門　【乗組員数】19　【帰国ルート】ルソン
─カガヤン─ソクボウ─厦門─福州─乍浦─長崎　【関係船】ソクボウで筑前船本宮丸（№ 138）の漂流者と
一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下（明和三年））／田辺茂啓「長崎実録大成（長
崎志）」（一二、乍浦船ヨリ呂宋漂着之者拾七人送来事）／「東航一覧」（一八一、長崎志）／松浦東渓「長崎古
今集覧」（一二、乍浦船ヨリ呂宋漂着ノ者拾七人送来）。

№ 144
【帰国年】明和 2（1765）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】21 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
対馬─長崎

【出典】《川合》。
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№ 145
【漂流年】明和 2（1765）年　【帰国年】明和 4（1767）年　【船籍地】陸奥国磐城郡小名浜村　【船名】住
吉丸　【漂流地点】小名浜沖　【漂着地】安南国　【乗組員】善四郎　【乗組員数】6　【帰国ルート】安南国─
会安─長崎　【関係船】会安で常州船姫宮丸（№ 146）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》近藤守重「安南紀略藁」一／田辺茂啓「長崎実録大成（長崎志）」（一二、安南船ヨ
リ外国漂着之者七人送来事）／林韑「通航一覧」（一七七、長崎志）／「奥州人安南国漂流記」（石井研堂編『校
訂漂流奇談全集』）。

《同志社》○「奥州人安南国漂流記」（1 冊、【写本】所京都大学（海外異聞の内）、【活字】『通航一覧 巻
177』）。

№ 146
【漂流年】明和 2（1765）年　【帰国年】明和 4（1767）年　【船籍地】常陸国多賀郡磯原村　【船名】姫宮
丸（弥八郎船）［弥八持船］　【漂流地点】銚子沖　【漂着地】安南国　【乗組員】佐平太［佐源太］・弥八・友
七　【乗組員数】6　【帰国ルート】安南国─会安─長崎─小石川水戸藩邸　【関係船】会安で奥州船住吉丸（№
145）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／近藤守重「安南紀略藁」一／田辺茂啓「長
崎実録大成（長崎志）」（一二、安南船ヨリ外国漂着之者七人送来事）／林韑「通航一覧」（一七七、長崎志、
迷復記）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、安南船ヨリ外国漂着ノ者七人送来）／「安南国漂流記」（神宮司
庁『古事類苑』外交部）／「安南国漂流記」（柴秀夫編『南海漂流譚』、荒川秀俊編『日本漂流・漂着史料』）／

「安南国漂流物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「奥
人安南国漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「常人安南に漂流し同胞に邂逅して帰国す」（石井研
堂訳『日本漂流譚』二）。

《同志社》○「安南国漂流記」（1 冊、別「安南漂流記」、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 27）、国会
図書館支部内閣文庫（明和 2─4）、九州大学、九州大学九州文化史研究所（異国船漂着記と合）、京都大学（2
巻 1 冊）（武道摭萃録 383）、国学院大学、東京教育大学、東京大学史料編纂所（明和 2）、日本大学、北海
道庁（延宝・元禄・明和・寛政）、市立函館図書館（異国船漂着記・蝦夷騒動記と合）、栗田文庫（明和 4）、
礫川堂文庫（文政 12）、｛旧｝彰考館文庫、【活字】『通航一覧 4』）／「安南国瓢流人常州人弥八口上書」（1 冊、
成明和 2 年、【写本】所栗田文庫）／○「安南国漂流物語」（1 冊、【写本】所九州大学）／「安南漂流」（1 冊、【写
本】所同志社大学（長崎、浄乗寺、明和 5 年写））／「水府船頭安南国漂着図」（1 冊、【写本】所同志社大学（地
図 1 枚もの 53.3×54 cm 彩色入り）、※地図の左下に「水府船頭水主安南漂着記附図明和六年已巳秋七月八
日從水府借之写」の肉筆あり）／「漂流之者共於長崎被相尋候申口」ヵ（1 冊、【写本】所九州大学）／「漂流
之者於長崎被相尋候申口安南国逗留中見聞仕雑談」ヵ（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（文
化 2 年写））。

《古典》「安南国江従水戸廻船漂流之記」ヵ（【写本】所玉川大学（文政 13 年写、1 冊））／「安南国漂流記」（1
冊、別「安南漂流記」、【写本】所群馬大学新田文庫（「安南國漂流記」、渡天之説と合［「安南國漂流記 渡天
之説」1 冊］）、茨城県立歴史館（「安南瓢流話」、清船漂着談と合［「安南瓢流話 清船漂着談」1 冊］）（「安南
瓢流話」1 冊）（「安南瓢流記」1 冊）（1 冊）、鹿沼市立図書館大欅文庫（「安南國漂流記」1 冊）、黒川村公
民館（「漂流人記」1 冊））。

№ 147
【漂流年】明和 4（1767）年　【乗組員】佐藤玄明　【帰国ルート】南海で異国船が救助　【備考】南海に漂
流して異国鯨船に救われる

【出典】《川合》。
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№ 148
【漂流年】明和 7（1770）年　【船籍地】種子島　【漂着地】朝鮮　【乗組員】新右衛門　【帰国ルート】朝鮮
─長崎─鹿児島藩

【出典】《川合》。

№ 149
【漂流年】安永 2（1773）年　【帰国年】安永 3（1774）年　【船籍地】薩摩　【漂流地点】奄美大島沖　【漂
着地】清国浙江省寧波府定海県舟山　【出港地】沖永良部島　【乗組員】長兵衛・池山喜三右衛門・源次郎・
中原仲右衛門・権左衛門　【乗組員数】19　【帰国ルート】清国浙江省寧波府定海県舟山─乍浦─長崎　【備考】
四番船・五番船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、午四番船同五番船ヨリ
薩州家臣送来事）／熊野正紹「長崎港草」（八、漂流雑記下）／林韑「通航一覧」（二二五、長崎志続編、落穂
雑談一言集）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、午四番船ヨリ薩州家臣送来）／「薩州人唐国漂流記」（石井
研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「薩人支那に漂流し商船に便乗して帰国す」（石井研堂訳『日本漂流譚』二）。

《同志社》「安永漂流紀聞」（1 冊、別「長崎御役所口書扣・薩州人唐土漂着一条（原）」、成安永 3 年、著中
原仲左衛門・池田喜左衛門口書、【写本】所無窮会神習文庫）／○「薩州人唐国漂流記」（1 冊、別「安永漂流
紀聞・長崎御役所口書扣薩州人唐土漂着一条」、成安永 3 年、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 1）、京
都大学（海外異聞の内）、無窮会神習文庫（「安永漂流紀聞」））／「薩摩藩両士漂流口書」（1 冊、【写本】所国
立国会図書館（漂流叢書 1））／「松平薩摩守家来池永喜三左衛門同中原仲左衛門口書」（1 冊、【写本】所国
立国会図書館（漂流叢書 1））。

№ 150
【漂流年】安永 2（1773）年　【船籍地】尾張　【漂着地】琉球　【出港地】大坂
【出典】《加藤》林韑「通航一覧」（二四、塩尻）。

№ 151
【漂流年】安永 3（1774）年　【帰国年】安永 3（1774）年　【船籍地】加賀国石川郡粟ヶ崎村　【船名】藤
蔵船　【漂流地点】加賀沖　【漂着地】朝鮮半島の東南部　【乗組員】伝次郎　【乗組員数】9　【帰国ルート】
朝鮮半島の東南部─甘浦─釜山─ウワンカイ─対馬藩─大坂─故郷

【出典】《川合》。《加藤》「粟ヶ崎の者朝鮮漂着一巻口書」（石川県図書館協会編『加能漂流譚』）。
《同志社》「安永四年朝鮮漂着一巻」ヵ（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 152
【漂流年】安永 3（1774）年　【帰国年】安永 5（1776）年　【船籍地】陸奥国折ノ浜　【船名】最吉丸（十
兵衛船）　【漂流地点】常陸沖　【漂着地】広東省潮州府潮陽県　【乗組員】幸助　【乗組員数】14　【帰国ルー
ト】広東省潮州府潮陽県─乍浦─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、申四番船同五番船ヨリ
奥州之者送来事）／林韑「通航一覧」（二二〇、長崎志続編）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、申四番船同
五番船ヨリ奥州ノ者送来）。

№ 153
【漂流年】安永 3（1774）年　【帰国年】安永 4（1775）年　【船籍地】陸奥国小竹浜　【船名】永福丸（六
兵衛船）　【漂流地点】岩城国塩屋崎沖　【漂着地】福建省泉州府恵安県の小島　【乗組員】佐五平・長右衛門　

【乗組員数】16　【帰国ルート】福建省泉州府恵安県の小島─乍浦─長崎　【関係船】福州で陸奥国楢葉郡山
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田浜村の漂流者ら（№ 154）と一緒になる
【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、申壱番船同三番船ヨリ
奥州之者送来事）／林韑「通航一覧」（二〇六、迷復記）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、申一番船同三番
船ヨリ奥州ノ者送来）／「漂海録」（荒川秀俊編『異国漂流記続集』）。

《同志社》「漂流之覚書」（1 冊、著小竹浜六兵衛、【写本】所早稲田大学、〔追加《早稲田》1 冊、※「牡鹿
郡小竹浜六兵衛舟唐国へ漂着来朝之船長崎へ送届候次第覚書」と同本ヵ〕）。

№ 154
【漂流年】安永 4（1775）年　【帰国年】安永 4（1775）年　【船籍地】陸奥国楢葉郡山田浜村ヵ　【漂着地】
清国　【乗組員】勝兵衛・作兵衛・次郎・金右衛門・六兵衛　【乗組員数】5 ヵ　【帰国ルート】清国─福州
─乍浦─長崎　【関係船】福州で奥州小竹浜永福丸（№ 153）の漂流者と一緒になる　【備考】申之一番唐船・
三番唐船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（四〇-一四（森永種夫『犯科帳』三））。

№ 155
【漂流年】安永 4（1775）年　【船籍地】琉球ヵ　【漂着地】志摩国鳥羽浦
【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、近世東西略史）。
《古典》「安永四年琉球船漂着一件書」ヵ（別「琉球船書上写」、【写本】所本居宣長記念館（「〔安永四年琉球
船漂着一件書〕」1 冊））。

№ 156
【漂流年】安永 5（1776）年　【船籍地】大隈国ヵ　【漂着地】朝鮮
【出典】《加藤》松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、朝鮮国漂流之者）。

№ 157
【漂流年】安永 8（1779）年　【帰国年】安永 9（1780）年　【船籍地】大坂安治川　【船名】住徳丸（摂津
屋半十郎船）　【漂流地点】伊豆国中木浦沖　【漂着地】清国福建省　【乗組員】徳蔵・伝蔵こと半十郎　【乗
組員数】13　【帰国ルート】清国福建省─乍浦─長崎─江戸

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、子四番船同五番船ヨリ
越後之者送来事）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、子四番同五番船ヨリ越後ノ者送来）。

《同志社》「紀州人福州漂流記」（1 冊、【写本】所京都大学、※住徳丸福州漂流記と同内容）。
《海洋》「中華漂流記」（1 冊、【写本】）。

№ 158
【漂流年】安永 8（1779）年　【船籍地】紀伊国日高郡御坊村　【船名】一葉丸（伝次郎船）　【漂流地点】伊
豆沖　【漂着地】清国福建省　【出港地】江戸

【出典】《加藤》堀内信編「南紀徳川史」（一四・九五）／「一葉丸福州漂流記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）
／「大坂伝次郎船異国江漂流致し候一件」（石井謙治「大坂伝次郎船異国江漂流致し候一件」）。

《同志社》「一葉丸船長日記」（1 冊、別「一葉丸福州漂流記」、成天明 2 年、【写本】所東京都立日比谷図書
館近藤文庫（異国漂流奇譚集の内）／「紀州船一葉丸漂流一件覚」（1 冊、成安永 8 年、【写本】所国立国会図
書館（漂流記叢書 29））／「紀州日高郡志賀屋伝蔵舟漂流人覚書」ヵ（1 冊、成安永 8 年、【写本】所国立国
会図書館（漂流記叢書 30））／「福州へ漂流蘇生物語」ヵ（1 冊、【写本】所京都府立図書館（天明 2 年写））。
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№ 159
【漂流年】天明 2（1782）年　【帰国年】寛政 4（1792）［寛政 5（1793）］年　【船籍地】伊勢国白子村　【船
名】神昌丸（彦兵衛船）［幸太夫船］　【漂流地点】駿河沖　【漂着地】アリューシャン列島のアムチトカ島　【乗
組員】大黒屋光太夫［幸太夫・幸大夫・光大夫・太黒屋幸太夫］・庄蔵・新蔵・小市・磯吉　【乗組員数】
17　【帰国ルート】アリューシャン列島のアムチトカ島─ニジニカムチャッカ─オホーツク─ヤクーツク─
イルクーツク─ペテルブルグ─イルクーツク─オホーツク─根室　【備考】光太夫はペテルブルグで女帝エカ
テリナ二世に謁見、帰国の許可を得る。庄蔵と新蔵は残留

【出典】《川合》。《加藤》渥美正美編「となりのはなし」（漂民御覧記）／桂川甫周「北槎聞略」（亀井高孝編『北
槎聞略』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流、竹尾弌訳『北槎聞略 ─ 光太夫ロシヤ見聞
記 ─』）／亀井南冥著「奇観録」（高木繁「亀井南冥著『奇観録』を紹介す」）／篠本廉「北槎異聞」（大友喜
作編『北槎遺聞・北辺探事〈北門叢書第六冊〉』）／林韑「通航一覧」（二七四、北海烏舶記、柳営日次記、山
本氏筆記、御徒方万年記、辺要分界図考、石川家譜、魯西亜舶来一件）／林韑「通航一覧」（三一六・
三一七、北海烏舶記、辺要分界図考、魯西亜紀聞、北槎聞略、漂民幸太夫磯吉帰国紀事録、石川家譜、魯西
亜舶来一件、片山氏筆記、近世東西略史、栗園漫抄［漂民御覧記・雑事記］、憲教類典）／堀内信編「南紀徳
川史」一六／宮崎成身「視聴草」（三集之八、蛮人漂着（寛政五年大黒屋幸太夫等））／「蝦夷地初発記・漂民
御覧之記」（神宮司庁『古事類苑』外交部）／「神昌丸魯国漂流始末」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、住
田正一編『海事大辞書』下巻漂流記、清水文雄校注『韃靼漂流記』）／「蛮人漂着」（近藤瓶城編『史籍集覧』
史料叢書二　他）／「漂民紀事」（塩田順庵編「海防続彙議」巻之一）／「北辺紀聞」（前篇中、（神宮司庁『古
事類苑』外交部））／「北辺雑記」（上、（大蔵省編『日本財政経済史料』巻之七））／「北海異談譜」（『百万塔』
一一）／「魯斉亜国睡夢談」（ヴエ・エム・コンスタンチノフ露訳及解説『魯斉亜国睡夢談』）／「魯西亜国漂民
記」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「魯西亜船到著」（神宮司庁『古事類苑』外交部）／岡本柳之助編『日魯
交渉　北海道史稿』（上、魯西亜使節ラックスマン来朝ノ事・伊勢白子村、神昌丸船頭幸太夫帰朝ノ事・将
軍徳川家斉、漂民縦覧之記）／高柳真三・石井良助編『御触書天保集成』（下、六五二九・六五三〇号）／「勢
人魯西亜に漂流し十二年を経て帰国す」（石井研堂訳『日本漂流譚』二）／「ロシア漂流記」（仲原善忠訳『日
本漂流奇談』）。

《同志社》「赤人一件」（1 冊、別「寛政四子年十一月松前表赤人一件」、著桂川甫周、【写本】所国立国会図
書館（嘉永 7 岡本保孝識語））／「伊勢白子船神昌丸漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、天
理図書館）／「伊勢漂民風説」ヵ（1 冊、成寛政 5 年、著桂川国瑞編、【写本】所鹿児島大学玉里文庫、※漂
民御覧之記等抄出）／「磯吉光大夫漂流」（2 冊、同志社（海表異聞 72～73））／「蝦夷乱初記　附神昌丸口書」ヵ

（1 冊、成寛政 4 年、【写本】所北海道庁）／「於路志屋江漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記
叢書 32））／「鄂羅斯海録」ヵ（1 冊、著桂川国瑞、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（文政 7 年写、漂民
上覧之記・寛政六寅年六月十二日御用番御老中戸田采女正殿より御勘定奉行へ御渡に相成候御書付を付す））
／「ヲロシヤ国人伊勢のもの漂流の三人をおくり東蝦夷に着岸につき」（1 冊、【写本】所東京大学）／「寛政
五癸丑年九月十八日漂民上覧之記」ヵ（1 冊、【写本】所同志社大学）／「寛政五癸丑年漂民御覧之記」ヵ（1
冊、【写本】所慶應義塾大学）／「寛政五年勢州漂民問答」ヵ（1 冊、【写本】所京都大学富士川文庫（世界諸
国方角遠近捷見と合））／「寛政四子年漂流人幸太夫その外松前表へ帰着一件」（著桂川甫周（国瑞）、【写本】
所国立国会図書館（春雨楼叢書の内））／「寛政四壬子年ムスコヘヤの都ヲロシヤより送り来る漂流人伊勢白
子船頭幸太夫江附添来候医師米田元丹咄留書」（【写本】所天理図書館（〔徳川史料〕、第 12 冊））／「奇観録」（1
冊、成寛政 6 年、著亀井南冥訳、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 39）（漱芳閣叢書料 25）、宮内庁
書陵部（留取丹心を付す）、京都大学（中鏡の付）、早稲田大学（自筆）、〔追加《北方》〕、【活字】『九大医報』

（10 の 3））／「幸大夫」（1 冊、（俄羅斯紀聞 1 集、第 9 巻）、早稲田大学）／「幸大夫磯吉俄羅斯漂着記」（【写本】
所東北大学狩野文庫（船頭小平治台湾漂流記と合 1 冊））／「幸太夫磯吉御覧記」（1 冊、【写本】所岡田伊三
次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「幸太夫磯吉引替」（【写本】所国立国会図書館（不忍叢
書 2））／「幸太夫磯吉漂泊物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 43））／「幸太夫磯吉吹流レ
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候一件」（1 冊、別「漂民幸太夫磯吉帰国紀事」、著中里仲舒、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）／「幸太夫
帰朝記」（1 冊、別「幸太夫帰朝之記」、【写本】所早稲田大学（3 種、俄羅斯紀聞 2 集第 3 巻の内）、名古屋
市蓬左文庫）／「幸太夫口語筆受被」（1 冊、別「幸大夫口語筆受」、著川口三省、【写本】所早稲田大学（俄
羅斯紀聞の内）、｛旧｝彰考館文庫（寛政 5、漂民御覧記・北槎略聞と合））／「幸大夫上覧記」（【写本】所宮
内庁書陵部（片玉集 100））／「光太夫説話露国事情一斑」（1 冊、※明治文献目録による）／「幸太夫船一件写」

（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 40））／「幸太夫大全」（1 冊、【写本】所東北大学（文化 5 年写））
／「幸太夫談話」（1 冊、【写本】所国立国会図書館、国会図書館支部内閣文庫（北辺紀聞 7））／「幸太夫日記」

（1 冊、成寛政 3 年、【写本】所林若吉、※露文、嘉永以前西洋輸入品及参考品目録による）／「幸太夫に付添
松前より来る米田元丹といふ医師物語」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集 100））／「光太夫話」（1 冊、【写本】
所九州大学）／「幸太夫漂流記」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）
／「幸太夫漂流談」（1 冊、【写本】所慶應義塾大学、宮城県図書館、※魯西亜漂流記　→漂流記）／「光大夫
物語」（1 冊、【写本】所早稲田大学（俄羅斯紀聞 1 集第 3 巻の内）、〔追加《北方》「光太夫物語」〕）／「幸太
夫物語」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫（狩野亨吉写））／「幸太夫物語」（1 巻、成宝永 8 年刊、※選択
古書解題による）／「幸大夫を送来る阿魯西亜人松前侯え差出候書の写」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集
100））／「神昌丸漂民記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（寛政 11 年写、漂流記叢書 44）、京都府立図書
館（安政 2 年写）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（文化 14 年伊藤信国写））／「神昌丸漂流一件」（1 冊、【写
本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「神昌丸漂流記」（1 冊、成天明 2 年、【写本】所国立国会図書館、
国会図書館支部内閣文庫、竹柏園文庫、龍谷大学、同志社大学）／「神昌丸漂流并帰国記」（1 冊、【写本】所
国学院大学）／「神昌丸漂流民記」（1 冊、【写本】所金刀比羅宮図書館）／「神昌丸漂流問答」（1 冊、【写本】
所九州大学（文化 5 年写））／「勢州白子浦幸大夫帰国記」（【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（他と合 1 冊））
／「勢州白子漂民御覧問答記」（1 冊、別「勢州白子船光太夫記事（外）」、著桂川国瑞（甫周）編、【写本】所
国立国会図書館（漂流記叢書 33））／「勢州白子神昌丸光太夫上乗水主拾五人漂流発端并ヲロシア国中往来道
法記」（1 冊、著桂川甫周、【写本】所｛京外大｝）／「勢州白子神昌丸漂流一件」（1 巻、著桂川甫周、【写本】
所京都大学（武道摭萃録 274））／「勢州白子神昌丸船船頭漂流記」（1 冊、【写本】所三重県立図書館（寛政
6 年写））／「勢州白子漂民御覧御回答記」ヵ（2 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧
会目録による）／「勢州白子船神昌丸漂流之記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 41））／「勢州
白子船漂流書」ヵ（1 冊、【写本】所名古屋市蓬左文庫）／「勢州白子村漂民言上之次第」ヵ（【写本】所大阪
府立図書館（「魯西亜問記」、1 冊）（斑狐問答集と合 1 冊））／「勢州難舟物語」（1 冊、【写本】所京都大学）
／「勢州ノ者魯西亜江漂着帰国之漂民御覧之記」（著桂川甫周、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通
覧 3））／「船頭幸太夫歸郷始末」（1 冊、【写本】所高知県立図書館）／「大幸雑話」（2 巻 2 冊、著松平定信、【写
本】所桑名松平家）／「太黒屋幸太夫ロシヤ漂着一件聞書」（1 冊、著桂川甫周、【写本】所県立長崎図書館（寛
政 7 年写））／「天明幸太夫磯吉魯西亜漂流記」（1 冊、【写本】所無窮会神習文庫）／「天明二年駿河沖ヨリ漂
流寛政五年帰国漂人口書」（1 冊、【写本】所浅野図書館）／「蛮人漂着」（成寛政 5 年、【活字】『改定史籍集
覧 16』）／「漂民紀事」（【写本】所早稲田大学（俄羅斯紀聞、1 集、第 9 巻）、〔追加《北方》※内容は「漂民
御覧之記」〕）／「漂民御覧之記」（1 冊、別「漂民記・漂民台覧之記・漂民御覧記・漂民上覧記」、成寛政 5 年、
著桂川甫周（国瑞）、【写本】所国立国会図書館（「漂民台覧之記」、神昌丸異国漂流話を付す）（「漂流言上記」、
享和 4 年西尾内記写、漂流問答話と合）（「勢州白子船光太夫記事」、漂流記叢書 33）（「漂民談」、漂流記叢
書 34）（漂流記叢書 35）（「魯西亜国江漂民問答」漂流記叢書 36）（亜墨利加漂流記を付す、漂流記叢書
37）（漂流記叢書 38）（「漂民帰朝記」、井弘光写、好古堂漫録 8）（漱芳閣叢書料 11）（鶯宿雑記別録の内）（蝦
夷乱初発記の付）、国会図書館支部内閣文庫（北槎略聞抄を付す）（「漂民御上覧之記」、明治写）（「勢州ノ者
魯西亜江漂着帰国之漂民御覧之記」外国通覧 2）（雑綴 3 種の内）（「漂民上覧之記」、　羅斯海録の付）、宮内
庁書陵部（椿亭叢書 9）（1 冊）、九州大学、京都大学（「漂民問答記」）（寛政 6 年写、魯西亜国一覧を付す）（「吹
上秘書」、東方珍話を付す）、京都大学富士川文庫（漂流私記と合）、同志社大学（1 冊）、｛京外大｝（1 冊）、
龍谷大学（1 冊）、神戸大学、国学院大学（「漂民記」）（1 冊）、早稲田大学（「漂民記」）（2 部）、東京大学（「漂
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民上覧記」、旧簏叢書 5）（1 冊）、東京大学史料編纂所（「勢州白子漂民御覧問答記」、中山久四郎蔵本写）、
東北大学狩野文庫（「幸太夫問答」）、岡山県総合文化センター（「漂民記」）、京都府立図書館（寛政 6 年写）、
高知県立図書館、北海道庁（落葉集の内）（目佐万之の内）（蝦夷記聞の内）（蝦夷乱初発記と合、2 部）（建
州女真始末と合、2 部）、県立長崎図書館、東京都立日比谷図書館近藤文庫（「漂民台覧之記」）（2 部）、三
重県立図書館（「漂民上覧記」）、宮城県図書館（「漂民上覧記」、魯西亜漂流記・漂流人魯西亜談話を付す）（1
冊）、宮城県図書館小西文庫、市立刈谷図書館、市立函館図書館（文化 4 年水野時来写）、市立米沢図書館
林泉文庫（琉客記談を付す）、神宮文庫図書館（寛政 6 年写）（「漂民上覧之記」）（1 冊）、尊経閣文庫（筆叢
6）（1 冊）、天理図書館吉田文庫（「漂民上覧記」）、羽間文庫、穂久邇文庫（「漂民記」）、礫川堂文庫（「幸太
夫磯吉之記」）、浅野図書館（「漂民記」）（「吹上秘抄」）（1 冊）、｛旧｝彰考館文庫（幸太夫口語筆受・北槎略
聞と合）、国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫（魯西亜国漂舶聞書の付）、東京都立日比谷図書館特別買上文庫
諸家（嘉永 5 年石嶋泰照写）、栗田文庫（魯西亜国漂民記の付）、神宮文庫図書館（「魯西亜問答」、文化 3
年写）、〔追加《古典》国文学研究資料館（「漂民御覧の記」1 冊）、群馬大学新田文庫（「漂民記」1 冊）、順
天堂大学山崎文庫（「漂民台覧之記」、寛政 7 年写、1 冊）、玉川大学（「漂民記」、寛政 6 年写、1 冊）（1 冊）、
茨城県立歴史館（「御覧漂民記事」1 冊）、射和文庫（「白子幸太夫磯吉漂流ノ記」1 冊）〕、〔追加《北方》〕）
／「漂民報睧」ヵ（1 冊、著桂川甫周、【写本】所慶應義塾大学）／「漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支
部静嘉堂文庫（「巴丹米利堅漂流記」）（1 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫）／「漂流人私記」（1 冊、【写本】所
栗田文庫）／「噴揚私記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫）／○「北槎異聞」（4 巻 4 冊、成寛政
5 年序、著篠本廉（竹堂）、【写本】所国立国会図書館（北槎小録・北槎余録を付す、2 冊）、国会図書館支
部内閣文庫、東北大学狩野文庫、北海道庁（北槎小録・北槎余録を付す、5 冊）（4 冊）、｛旧三井本居｝（6 冊）、

〔追加《北方》「北槎異聞 巻 1-4」〕）／「北槎小録」ヵ（1 冊、別「北槎異聞小録」、成文化 4 年、著愛間主人（新
楽閑叟）、【写本】所国立国会図書館（北槎異聞の付）、国会図書館支部内閣文庫（明治写、北槎余録と合）（北
槎余録と合）（1 冊）、国会図書館支部静嘉堂文庫（続海外異聞の内）、京都大学（2 冊）（1 冊）、龍谷大学、
北海道庁（北槎異聞の付）（2 部）、西尾市立図書館岩瀬文庫、なお 2 叟譚奇の内、〔追加《古典》射和文庫（「二
叟譚奇」の内）〕）／○「北槎聞略」（11 巻、成寛政 6 年、著桂川国瑞（甫周）、【写本】所国立国会図書館（3 冊）、
国会図書館支部内閣文庫（魯西亜略記・地図・器什・衣服図を付す、12 冊 2 軸）（魯西亜略記・地図を付す、
4 冊 9 枚）（魯西亜略記を付す、6 冊）（「北槎聞略附図」、1 軸）、国会図書館支部静嘉堂文庫（10 巻 5 冊、
2 部）（9 巻 6 冊）、宮内庁書陵部（5 冊）（巻 4、1 冊）、京都大学（付録 1 巻共 9 冊）、慶應義塾大学富士川
文庫（1 冊）、東北大学狩野文庫（文政 8 年晩翠軒写、付録共 5 冊）、広島大学（10 巻 8 冊）、北海道庁（図
共 6 冊）（5 冊）、栗田文庫（7 冊）、竜野文庫（抄、2 冊）、天理図書館（10 巻 5 冊）、亀井高孝、〔追加《古
典》大洲市立図書館矢野玄道文庫（11 巻、10 冊）、市立弘前図書館（巻 4 存、1 冊）〕、〔追加《北方》〕）／「北
槎聞略抜書」ヵ（1 冊、【写本】所｛京外大｝（天保 12 年写））／「北槎余録」ヵ（【写本】所国立国会図書館（北
槎異聞の付）、国会図書館支部内閣文庫（明治写、北槎小録と合 1 冊）（北槎小録と合 1 冊）、北海道庁（北
槎異聞の付））／「北槎略聞」（1 冊、成寛政 5 年、著吉田篁墩、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（抄、漂
民御覧之記の付）、｛旧｝彰考館文庫（1 冊）（漂民御覧記等と合）、〔追加《北方》〕）／「魯国事情聞書」（1 冊、

【写本】所国立国会図書館亀田文庫）／「魯西亜国漂舶聞書」（10 巻 10 冊、【写本】所国会図書館支部東洋文
庫岩崎文庫（漂民御覧之記を付す））／「魯西亜国漂民記」（1 冊、著桂川甫周、【写本】所神戸大学（文化 11
年写）、栗田文庫（文政 8 年写、漂民御覧之記を付す）（1 冊））／「魯西亜国漂民記」（1 冊、別「漂流人口上
書（内）」、成寛政 5 年、【写本】所国立国会図書館）／「魯西亜国漂民記」ヵ（1 冊、【写本】所東京教育大学

（異船一件秘書類の内））／「魯斉亜国漂民幸太夫磯吉実記」（1 冊、【写本】所京都府立図書館）／「魯西亜船伊
勢国ノ漂民道来記」ヵ（1 冊、【写本】所九州大学（寛政 12 年大沼中時写））。

《古典》「幸太夫呉国物語」（別「呉国物語」、【写本】所群馬大学新田文庫（「幸太夫呉國物語」巻之上下、寛
政 13 年源義達写））／「神昌丸漂流記」（【写本】所玉川大学（一存、1 冊））／「漂流人幸太夫磯吉問答伝」（【写
本】所市立弘前図書館（1 冊））／「露西亜漂流帰国一件」ヵ（著桂川国瑞、【写本】所玉川大学（1 冊））。

《北方》「蝦夷地初発記」（成寛政 5 年、【写本】）／「亜魯遮国物語」（成寛政 5 年、【写本】、※後半の「漂流
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人問答」は桂川甫周編「漂民御覧之記」に同じ）／「鄂羅斯漂海録」（成寛政 5 年、【写本】、※桂川甫周「漂
民上覧之記」を付す）／「寛政五癸丑年漂民上覧之記」（著桂川甫周編、【写本】、※「吹上秘書漂民御覧之記」
に同じ）／「寛政四壬子年ヲロシヤ国人伊勢のもの漂流の三人をおくり東蝦夷地江着岸」（成寛政 7 年跋、【写
本】、※「神昌丸漂流記」、「漂民御上覧記」および幸太夫の直話を記す）／「寛政四壬子年魯西亜船松前渡来
之記」（【写本】）／「桜庄氏家記」（【写本】）／「勢州白子神昌丸幸太夫船上乗水主共一七人乗漂着発端ヲロシヤ
国中往来道法記」（成寛政 5 年、【写本】）／「天明壬寅年幸太夫魯西亜漂流記」（【写本】）／○「漂民紀事」（【写
本】、※内容は「漂民御覧之記」に同じ）／「漂流人問答」（成寛政 5 年、【写本】、※内容は桂川甫周編「漂
民御覧之記」に同じ）／「吹上秘書漂民御覧之記」（成寛政 5 年、著桂川甫周（国瑞）、【写本】、【活字】『通
航一覧』第 8、岡本柳之助『日露交渉北海道史稿』、石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、『日本海防史料叢書』
5）／「魯西亜志 乾・坤」（2 冊、成寛政 5 年、著桂川甫周訳、【写本】）／「亜魯斉人来朝記（並松前ノ由来海
上道矩）」（成寛政 5 年、【写本】、※北大図書館本「異国ヲロシヤ人来朝記」と同じ内容であるが、これに「幸
太夫漂流日記之写」、「ヲロシヤ国聞書」のほかロシア文字、ロシア語彙を加える）。

《海洋》「神昌丸漂民記」（1 冊、【写本】）。
《早稲田》「光太夫と露人蝦夷ネモロ滞居之図」（1 巻、成寛政 5 年、著隆啓模、【写本】）／「北槎聞略付図」（2
巻、成寛政 6 年、著桂川甫周撰）／「魯斉亜漂流問答（漂流人磯吉問答書）」（1 冊、成寛政 9 年頃）。

《その他》「江戸漂流記総集別巻　大黒屋光太夫史料集」（4 巻、山下恒夫編、日本評論社、2003、※第 1 巻 :
開国のあけぼの、ロシアの黒船蝦夷地に出現す（亜魯斉人来朝記、魯西亜実記、魯西亜人取扱手留、魯西亜
人一件別録、神昌丸漂流記など）、第 2 巻 : 漂流と漂泊の十年、アレウト列島からシベリアへ、そしてペテ
ルブルク（御私領ノ節魯西亜船入津一件 ─ 魯西亜人松前着一件 ─、異舶航来漂民帰朝紀事、工藤万幸聞書、
寛政五年神昌丸二漂民両目付吟味録、北槎異聞、寛政五年蝦夷地騒動聞書、魯西亜国漂舶聞書など）、第 3 巻 :
伊勢漂流民の懐旧談・ロシア資料（漂民御覧記、北槎略聞、老中戸田氏教の伺ひと申渡し、北行日録、亜魯
斉西漂民記聞、光太夫口語、幸太夫談話、光大夫談筆記、オロシヤ問答）、第 4 巻 : 郷土と江戸の史跡と史実・
絵画史料（漂流船実録、漂民磯吉聞書き、船頭幸太夫漂流聞書、極珍書 ─ 光太夫漂流実録 ─、一席夜話、
実録幸太夫磯吉漂泊物語、勢州亀山藩領若松三村明細帳、寛政十年 磯吉帰郷文書、享和二年 光太夫帰郷文書、
白子船問屋一見家文書断片、漂流私記、大黒亀次郎略伝、神昌丸遭難等長谷川家文書など）。

№ 160
【漂流年】天明 5（1785）年　【帰国年】寛政 9（1797）年　【船籍地】土佐国赤岡浦　【船名】松屋儀七船　【漂
流地点】土佐国手詰崎沖　【漂着地】鳥島　【乗組員】長平　【乗組員数】4　【帰国ルート】鳥島─青ヶ島─
八丈島─江戸　【関係船】鳥島で肥前船（№ 161）の漂流者、薩州船（№ 163）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》曽槃「無人島談話」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／松野尾章行「皆山集」（無
人島物語写之事）／宮崎成身「視聴草」（四集之一〇、岸本浦長平無人嶋江漂流之記（天明五年））／「岸本浦
長平無人島へ漂流之記」（近藤瓶城編『史籍集覧』史料叢書九）／「長平漂流口書」（宮田定繁編『長平漂流記』）
／「土州船無人島漂流譚」（柴秀夫編『南海漂流譚』）／「鳥島物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、仲原
善忠訳『日本漂流奇談』）／「漂流日記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「無人しまへ漂着之もの吟味書」

（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「無人島長平」（『新土佐群書類従』五）／「無人嶋漂流記」（荒川秀俊編『異
国漂流記集』）／「無人島漂流記」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「無人島漂流口書」（石
井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留並八郎大明神由来書共」（荒川秀俊編『異
国漂流記集』）／関田駒吉「土佐船の漂流文献」／「儀七漂流日記」（仲原善忠訳『日本漂流奇談』）／「土佐・
大阪・日向の船無人島に漂着、合流帰還の物語」（吉岡永美訳『漂流船物語の研究』）。

《同志社》○「岸本浦長平漂流記」（1 冊、別「岸本浦長平無人島へ漂流之記・土州香我美郡岸本浦長平天明
五年巳正月晦日出船以来漂流記」、成天明 5 年、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国会
図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））／「岸
本浦長平無人島江漂流して帰る事跡」（【写本】所国立国会図書館（御見聞録、中）、【活字】宮本常一等編『日
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本庶民生活史料集成 5 巻 漂流 : 無人島漂流記』（三一書房、1968））／「長平書付写」（1 冊、【写本】所東京
大学）／「長平嶋物語」ヵ（高知県香美郡岸本町青年団編、大正 15 年 2 月、49 p、19 cm）／「長平漂流記」ヵ

（野村長平、高知県立中芸高校、昭和 39 年 2 月、65 p、19 枚、27 cm）／「長平無人島漂流絵図」（1 軸、【写
本】所高知県立図書館）／「長平物語」ヵ（1 冊、【写本】所同志社大学）／「漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所高
知県立図書館）／「無人島談話」（【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（続海外異聞の内））／「無人島漂客」（1
冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）。

《古典》「長平無人島漂浪記」（別「土佐国赤岡浦長平無人島漂浪記」、【写本】所市立弘前図書館（「土佐国赤
岡浦長平無人島漂浪記」1 冊））。

№ 161
【漂流年】天明 7（1787）年　【帰国年】寛政 9（1797）年　【船籍地】肥前国寺江村　【船名】金左衛門船［金
右衛門船］　【漂流地点】九十九里浜沖　【漂着地】鳥島　【出港地】仙台荒浜　【乗組員】儀三郎・市之丞・
長之丞・清蔵　【乗組員数】11　【帰国ルート】鳥島─青ヶ島─八丈島─江戸　【関係船】鳥島で土州船（№
160）の漂流者、薩州船（№ 163）の漂流者と一緒になる　【備考】肥前寺江村の金左衛門船は大坂北堀江
の亀次郎にチャーターされる

【出典】《川合》。《加藤》曽槃「無人島談話」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／松野尾章行「皆山集」（無
人島物語写之事）／桃西河（義三郎）「坐臥記」（一七二、三保関の米屋清蔵漂流奇談）／「鹿磯村市之丞等無
人嶋へ漂着の次第口書」（石川県図書館協会編『加能漂流譚』）／「鳥島物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、
仲原善忠訳『日本漂流奇談』）／「漂流日記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「無人しまへ漂着之もの吟
味書」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「無人嶋漂流記」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「無人島漂流記」（池
田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／「無人島漂流帰着書」（狩野鐘太郎「新たに発見された天明
漂流記 ─ 無人島漂流帰着書 ─」、※「天明漂流記」）／「無人島漂流口書」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）
／「無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留並八郎大明神由来書共」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「土佐・大阪・
日向の船無人島に漂着、合流帰還の物語」（吉岡永美訳『漂流船物語の研究』）。

《同志社》「鹿磯村市之丞等無人島漂着の次第口書」（【活字】『加賀能登郷土図書叢刊加能漂流譚』）／「寛政九
年巳十月能州鳳至郡鹿磯村市之丞加州石川郡大野村長之丞無人島漂着一件」（1 冊、【写本】所浅野図書館）
／〇「天明漂流記」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「漂流人嶋物語」（1 冊、【写本】所
同志社大学（夢廼屋宋蝶、天保 2 年写））／「漂流無人嶋始末」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢
書 48））／「無人島帰着之次第」（1 冊、著市之丞・長兵衛、【写本】所東京大学）／「無人島之記」（1 冊、著
小直久等、【写本】所国立国会図書館）。

№ 162
【漂流年】天明 8（1788）年　【帰国年】寛政 2（1790）年　【船籍地】松前松ヶ崎　【船名】松栄丸（彦六船）
［長吉船］　【漂流地点】八戸沖　【漂着地】広東省潮州府［清国恵州付近］　【出港地】松前　【乗組員】善吉・
伊兵衛・長吉　【乗組員数】15　【帰国ルート】広東省潮州府［清国恵州付近］─乍浦─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、戌弐番船同三番船ヨリ
陸奥出羽越後之者送来事）／林韑「通航一覧」（二二〇、近聞寓筆）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、戌二
番同三番船ヨリ陸奥出羽越後ノ者送来）／「松栄丸唐国漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「奥人支
那に漂流し商船に便乗して帰国す」（石井研堂訳『日本漂流譚』二）。

《同志社》○「松栄丸唐国漂流記」（【写本】所国立国会図書館（鶯宿雑記の内））／「漂流事略」（成天明 8 年、【写
本】所九州大学九州文化史研究所（漂流記集の内））／「漂流民伊兵衛口上書写」ヵ（1 冊、成寛政 3 年、【写
本】所京都大学）／「松前出帆漂流話」（成寛政 3 年、【写本】所国立国会図書館（天竺徳兵衛漂流記・無名
国江漂流譚と合 1 冊）、〔追加《北方》〕）。

《北方》「松前一二印松栄丸長吉船漂流一件控」（成寛政 3 年、【写本】）／「松前船漂流大清着岸之事」（【写本】）。
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№ 163
【漂流年】寛政元（1789）年　【帰国年】寛政 9（1797）年　【船籍地】日向国諸県郡志布志浦　【船名】住
吉丸（中山三右衛門船）［中山三左衛門持船］　【漂流地点】日向灘　【漂着地】鳥島　【乗組員】栄右衛門［栄
左衛門］　【乗組員数】6　【帰国ルート】鳥島─青ヶ島─八丈島─江戸　【関係船】鳥島で土佐船（№ 160）
と肥前船（№ 161）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》曽槃「無人島談話」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／松野尾章行「皆山集」（無
人島物語写之事）／「鳥島物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、仲原善忠訳『日本漂流奇談』）／「漂流日記」

（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「無人しまへ漂着之もの吟味書」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）／「無人
島漂流記」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「無人島漂流記」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）
／「無人島漂流口書」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留並八郎大明神由
来書共」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「土佐・大阪・日向の船無人島に漂着、合流帰還の物語」（吉岡永
美訳『漂流船物語の研究』）。

《同志社》「寛政九年漂流并無人嶋より帰着之次第」（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）／「南洋無
人島漂流記」ヵ（1 冊、著栄右衛門等、【写本】所東北大学狩野文庫）／「南洋無人嶋漂流記」ヵ（成寛政元年、

【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流記の内））／「日州志布志船漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書
館（漂流記叢書 50））／「漂流并無人島より帰着の次第」ヵ（1 冊、成寛政 9 年、【写本】所金沢市立図書館
加越能文庫）／「無人嶋へ漂着一件」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 49））／「無人島ヨリ帰着
之次第并口書之写」ヵ（1 冊、【写本】所礫川堂文庫）。

№ 164
【漂流年】寛政 2（1790）年　【船籍地】大坂折屋町　【漂流地点】紀州沖　【漂着地】八丈島
【出典】《加藤》「摂州大坂折屋町　小堀屋庄左衛門　浦手形　八丈嶋」（段木一行「伊豆諸島における漂着船
の処置」）。

№ 165
【漂流年】寛政 3（1791）年　【船籍地】加賀国石川郡本吉　【船名】住吉丸（明翫屋徳兵衛船）　【漂流地点】
経ヶ崎沖　【漂着地】朝鮮慶尚北道慶州地内甘浦　【乗組員】平四郎　【乗組員数】5

【出典】《川合》。

№ 166
【漂流年】寛政 5（1793）年　【帰国年】文化元（1804）年　【船籍地】陸奥国牡鹿郡石巻　【船名】若宮丸（米
沢屋平之丞船）　【漂流地点】仙台沖　【漂着地】アリューシャン列島　【出港地】石巻　【乗組員】平兵衛・
善六・津太夫・左平［佐兵衛］・儀兵衛［儀平］・太十郎・米沢平之丞　【乗組員数】16　【帰国ルート】アリュー
シャン列島─ヤクーツク─イルクーツク─モスクワ─ペテルブルグ─長崎　【関係船】イルクーツクで伊勢船
神昌丸（№ 159）の漂流者の世話になる　【備考】ペテルブルグでアレキサンドル一世に引見された。水主
の善六らは帰化

【出典】《川合》。《加藤》大槻茂質「環海異聞」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、三島才二編『南蛮紀文選』、
三島才二編『南蛮稀聞帳』、梅森三郎『日露国交史料』、大友喜作編『環海異聞（北門叢書第四冊）』、ヴェ・
エン・ゴレグリヤド『大槻茂質・志村弘強著　環海異聞巻之八　言語』、宮崎栄一編『環海異聞』、杉本つと
む解説『環海異聞　本文と研究』、小原大衛訳『寛政年間仙台漂客世界周航実記』）／大槻茂質「北辺探事」（大
友喜作編『北槎遺聞・北辺探事〈北門叢書第六冊〉』）／小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」

（一三、魯西亜船到港之部附漂流人送来之事）／羽太正養「休明光記附録」（三、ウルツプ嶋赤人より差出候
漂流人より書状之儀ニ付同書）／林韑「通航一覧」（二七五、長崎志続編、落穂雑談一言集、北海烏舶記）／
林韑「通航一覧」（二七七、長崎志続編、長崎実録大成、文化甲子魯西亜船渡来記）／林韑「通航一覧」（二八〇、
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長崎志続編、文化甲子魯西亜船渡来記、環海異聞）／林韑「通航一覧」（二八二、栗園漫抄［崎陽日録］、魯
西亜一件、長崎秘記、環海異聞）／林韑「通航一覧」（三一八、長崎志続編、魯西亜一件、魯西亜国漂流奥民
口実、魯西亜新紀聞、外国叢書、北海烏舶記）／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、魯国船仙台漂民
護送長崎へ渡来一件）／松浦静山「甲子夜話三篇」（二八、賤夫幸太夫并何方かの魯西亜漂到の話、付魯帝夫
婦の肖像［『環海異聞』鈔］）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一一、魯西亜国入港見聞録・魯西亜国へ漂流人四
人口書之扣・漂流人持戻貰物之品改帳・漂流人申上候異国様子書）／「異国江漂流仕候陸奥国の者四人口書」（荒
川秀俊編『異国漂流記集』）／「外国漂流記」（斉藤笹舟『遭難三隻』）／「東夷竊々夜話」（一、ヲロシャ国より
帰朝日本人より聞書写（神宮司庁『古事類苑』外交部））／「犯科帳」（八一-一（森永種夫『犯科帳』六））／「北
海異談譜」（『百万塔』一一）／岡本柳之助編『日魯交渉　北海道史稿』（中、陸奥仙台領漂流民ノ事蹟・魯西
亜国使節れさのつと長崎に来ル・魯西亜使節れさのつと唐太ニテ我国ノ廻船ヲ追フ）。

《同志社》○「異国江漂流仕候陸奥国之者四人口書」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 12）、国
会図書館支部内閣文庫（「魯西亜国漂流奥民口実」）、神戸大学、東京大学本居文庫、市立函館図書館（露使
レサノツト来朝一件の内）、お茶の水図書館小笠原文庫、岡山大学池田家文庫（土州人漂流記等と合）、東北
大学（「漂流真事記」、文久 2 年写））／「異国奇聞」（2 冊、【写本】所国立国会図書館）／「異国漂流記」（1 冊、

【写本】所九州大学）／「石巻水主魯斎亜視帰話」（1 冊、成嘉永 7 年、【写本】所お茶の水図書館成簣堂文庫）
／「奥州人魯西悪国漂流物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 55））／「奥州漂民左平爰書並
ニ長崎之尹副書」（1 冊、【写本】所市立函館図書館（嶰谷叢説函館本 1））／「おろしや国江漂流人口書留」（1
冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 54））／「ヲロシヤ漂流記　寛政 5 年　西蛮風説記（寛政 9 年）」ヵ

（2 巻、【写本】所高知県立図書館（天保 6 年））／「外国漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所九州大学（文化 3 年写））
／○「環海異聞」（15 巻首 1 巻 16 冊、成文化 4 年、著大槻茂質（磐水）問・津太夫等答、志村弘強（石渓）記、

【写本】所国立国会図書館（7 冊）（漂流記叢書 51）、国会図書館支部内閣文庫（10 冊）（6 冊）（3 部）、国
会図書館支部静嘉堂文庫（6 冊）（3 冊）（筆熊手 13-15）、国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫、宮内庁書陵
部（手島惟敏写 9 冊）（8 冊）、東京国立博物館（文政 2 年鳥居平八郎写 4 冊）（天保 11 年写 5 冊）、岡山大
学池田家文庫（6 冊）、九州大学（9 巻 9 冊）（16 冊）（7 冊）（3 巻 3 冊）、京都大学（16 冊）（15 冊）（7 冊）

（3 冊）、京都大学富士川文庫（巻 1・6・7・9・11）、東京教育大学（9 冊）、慶應義塾大学（5 冊）、慶應義
塾大学富士川文庫（10 冊）、神戸大学（16 冊）（8 冊）、国学院大学（13 巻 17 冊）（8 巻 8 冊）、早稲田大
学（2 部）、東京大学（16 冊）（8 巻 8 冊）、東北大学狩野文庫、北海道大学、名古屋大学神宮皇学館文庫、
県立秋田図書館、大阪府立図書館（首巻・巻 5・13-15 欠、10 冊）（8 冊）（1 冊）、京都府立図書館（巻 1・
8 欠、11 冊）、北海道庁（15 冊）、県立長崎図書館（6 冊）（2 冊）、東京都立日比谷図書館加賀文庫（文化
4 年写 5 巻 6 冊）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（6 冊）、東京都立日比谷図書館東京誌料、宮城県図書館

（5 冊）、宮城県図書館伊達文庫、広島市立浅野図書館（17 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫（10 冊）、市立刈
谷図書館（4 冊）、長崎市立長崎博物館、市立函館図書館（5 冊）、名古屋市蓬左文庫（8 冊）（3 冊）、鳥取
宇倍神社、大橋図書館（3 冊）、彰考館文庫（欠本、1 冊）、尊経閣文庫（6 冊）、竜野文庫（文化 4 年写 6 冊）、
成田図書館（2 冊）、阪急学園池田文庫（14 冊）、佐倉中学校、｛旧三井本居｝、仙台伊達家、延岡内藤家（7
冊）、萩毛利家、｛京外大｝（4 冊）（5 冊）（10 冊）、同志社大学（16 冊）（8 冊）（3 冊）、〔追加《北方》16
巻 9 冊〕、【活字】石井研堂校訂『環海異聞』（叢文社、昭和 51 年））／「環海異聞（大槻茂質問）」ヵ（【写本】
所国会図書館支部静嘉堂文庫（「漂客記聞」、15 巻 7 冊）、香川大学神原文庫（16 巻 10 冊）（巻 1 欠、15 冊）、
東北大学狩野文庫（「漂客記聞」、巻 1-4・首巻、2 冊）、龍谷大学（15 巻 4 冊）、岩手県立図書館（「漂客紀聞」、
1 冊）、岡山県総合文化センター（嘉永 7 年写 5 冊）、北海道庁（「漂客紀聞」、15 巻 5 冊）、足利学校遺跡図
書館（「環海紀聞」、弘化 2 年北爪尚卿・長谷川宗一写 15 巻 9 冊）（「環海紀聞」、異本、10 巻 5 冊）、豊橋
市立図書館（15 巻 4 冊））／「寒沢秘説」（1 冊、著松平定信、【写本】所東京大学史料編纂所（松平定晴蔵本
写）、桑名松平家）／「仙台御来船異邦江漂流録」ヵ（1 冊、【写本】所礫川堂文庫）／「仙台左平津太夫漂流」（3
冊、【写本】所同志社大学（海表異聞、74～76））／「仙台船ロシア漂流聞書」ヵ（1 冊、別「仙台船魯西亜
漂流聞書」、【写本】所お茶の水図書館成簣堂文庫（文久 3 年写）、｛旧｝彰考館文庫）／「仙台船魯西亜漂流書」ヵ
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（1 冊、著永井惣兵衛編、【写本】所明治大学（文化 5 年写））／「仙台漂民從魯斉亜所贈之状」ヵ（1 冊、【写本】
所市立函館図書館（獬谷叢説　函館本 1））／「津太夫佐兵衛よりの聞書写」（1 冊、【写本】所国立国会図書館）
／「漂南聞略」ヵ（3 冊、別「漂南紀略」、著大槻茂質、【写本】所国立国会図書館、国会図書館支部静嘉堂
文庫（続海外異聞の内））／「漂流記」（2 巻 2 冊、【写本】所市立米沢図書館林泉文庫）／「漂流人異国辺歴之話」ヵ

（【写本】所北海道庁（魯西亜国船渡米之始末と合 1 冊））／「文化元年魯西亜国船渡来始末並日本漂流人異国
編歴之話」ヵ（1 冊、【写本】所大阪府立図書館）／「文化錦」ヵ（2 冊、別「西洋亜細亜州之内魯西亜国舟
渡来始末并日本漂流人異国辺歴之話」、【写本】所国立国会図書館）／「北海漂民見聞録」（1 冊、【写本】所早
稲田大学、〔追加《北方》〕）／「美世利国漂泊録」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（「漂流記叢書」58））
／「陸奥国若宮丸漂流記」（1 冊、【写本】所宮城県図書館伊達文庫）／「欧羅巴国漂流記」（1 冊、【写本】所
国立国会図書館（明治写、漂流記叢書 56））／「魯国へ漂流の記」（1 冊、成寛政 5 年、【写本】所｛旧｝彰考
館文庫）／「魯西亜國見聞記」（3 冊、【写本】所｛京外大｝）／「魯西亜国船渡来始末并日本漂流人異国遍歴之話」ヵ

（1 冊、別「魯西亜国船渡来之始末並日本漂流人異国辺歴之話」、成文化 2 年、【写本】所九州大学（「西洋欧
羅巴洲之内魯西亜国舟渡来始末并日本漂流人異国辺歴之話」）、早稲田大学、東北大学狩野文庫（1 冊）（漂
海叢書 3）、大阪府立図書館（「文化元年魯西亜国船渡来始末並ニ日本漂流人異国遍歴之話」）、北海道庁、東
京都立日比谷図書館近藤文庫）／「魯西亜國漂客紀聞」（首巻序例附言目録 1 巻 15 巻 16 冊、【写本】所龍谷
大学）／「魯西亜国漂流奥民口実 ─ 異国に漂流した陸奥国之者四人口書」（1 冊、【写本】所国会図書館支部
内閣文庫（寛政 4 至文化元年写））／「魯斎亜視帰話」（1 冊、成文化元年、著津太夫等、【写本】所函館税関、
※北海道史料所在目録による）／「魯西亜秘録」ヵ（1 冊、成国会図書館支部静嘉堂文庫（文化 2 年写））。

《国書補遺》「石巻米沢平之丞漂流記」（1 冊、成文化 3 年、【写本】所市立米沢図書館林泉文庫）。
《古典》「外国漂流記」ヵ（【写本】所玉川大学（元治元年写、1 冊））／「環海異聞」（15 巻首 1 巻 16 冊、成
文化 2 年、著大槻玄沢（大槻茂質）問、津太夫等答、志村蒙庵（志村弘強）記、【写本】所大阪女子大学（文
化 2 年写、2・4・8-11 巻存）、新潟大学佐野文庫（15 巻、1 冊）、福岡県立伝習館高等学校対山館文庫（「環
海異聞抜書」1 巻、近代写、1 冊）、大洲市立図書館矢野文庫（14 巻存、巻 15 欠、14 冊）（巻 6 存、1 冊）、
久留米市民図書館（近世末期写、巻 5-12 存、4 冊）（近世末期写、巻 6・7・10-15 存、5 冊）（「漂客記聞」、
首 1-3・8・9 存、3 冊）、市立弘前図書館（15 巻、安政 4 年写、7 冊）（15 巻、5 冊）、秋月郷土館（1 冊）、
射和文庫（14 巻、巻 2・14 欠、15 冊）、研医会図書館（16 冊）、【版本】所玉川大学（15 巻、5 冊）、和歌
山大学紀州藩文庫（15 巻首 1 巻、6 冊、朱校あり）、栃木県立図書館黒崎文庫（序・1-15、10・11 欠、14
冊）、※《同志社》「環海異聞」と同書ヵ）。

《北方》「俄羅斯亜雑話 1-4」（4 冊、成文化 2 年序、著武田孟文）／「寛政五年欧羅漂流記」（成文化 3 年頃、【写
本】）／「永井惣兵衛聞書略（津太夫佐兵衛両人話）」（【写本】）／「肥前長崎表江魯西亜国之船入津一件書」（成
文化 2 年、【写本】、※「異国漂流仕候陸奥国ノ者四人口書」を付す）／「文化元甲子年九月長崎江魯西亜船
渡来之記」（【写本】）／「文化元甲子年九月七日ヲロシヤ国船長崎表江来朝一件之事」（【写本】）／「文化元年魯
西亜船長崎入港始末」（【写本】）／「文化甲子九月渉来俄羅斯舶之記」（2 冊、【写本】）／「北漂記 後編上・中・
下」（3 冊、成文化 6 年、著聴夢山人、【写本】）／「陸奥仙台領石巻米沢屋船魯西亜漂流之事」（成文化 3 年、
著馬場安五郎、【写本】）／「魯西亜新記聞」（成文化 2 年、【写本】）／「魯西亜国漂流記」ヵ（成文化 2 年、【写
本】、※文化 3 年成立の同名書とは別物）／「魯西亜国漂流記」（成文化 3 年、著馬場安五郎、【写本】、※文
化 2 年成立の同名書とは別物）／「魯西亜国漂流之訳並日本へ帰国海路之様子訳」（成文化 2 年、【写本】）／「魯
西亜使節長崎江到来一件」（【写本】）／「魯西亜船渡海実録」（成文化 2 年、【写本】）／「魯西亜談」（成文化 6
年頃、【写本】、※内題は「魯西亜船渡来之一件」とあり）／「魯西亜漂流記」（成文化 2 年、【写本】）／「魯西
亜視帰話」（【写本】、【活字】『若宮丸漂流関係資料 第 1 輯』（石巻若宮丸漂流民の会、平成 22 年刊））。

《海洋》「魯西亞國舩渡來記 乾・坤」（2 冊、【写本】）。
《早稲田》「崎陽雑記」（1 冊、【写本】）。
《その他》「異国漂流記 全」（【活字】『仙台藩御山守史料 御山守残間家文書』（宝文堂出版、昭和 60 年））。
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№ 167
【漂流年】寛政 6（1794）年　【帰国年】寛政 7（1795）年　【船籍地】奥州名取郡閖上浜　【船名】大乗丸（彦
十郎船）　【漂流地点】安房国沖　【漂着地】安南国　【乗組員】清蔵・清之丞・源三郎　【乗組員数】16　【帰
国ルート】安南国─マカオ─広東─乍浦─長崎─江戸　【備考】卯九番唐船・卯十番唐船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、卯九番船同拾番船ヨリ
仙台之者送来事）／近藤守重「安南紀略藁」（一、甲寅漂民始末）／枝芳軒静之「南瓢記」（荒川秀俊編『異国
漂流記続集』）／林韑「通航一覧」（一七八・一八四、外国叢書載阿媽港記、落穂雑談一言集、野翁物語、嘆
詠余話）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、卯九番同拾番船ヨリ仙台ノ者来米）／「南漂記」（石井研堂編『校
訂漂流奇談全集』）／「犯科帳」（六九-五六（森永種夫『「犯科帳』五））。

《同志社》「安南国江漂流仕候陸奥国之者九人口書」（1 冊、成寛政 8 年、【写本】所東京都立日比谷図書館近
藤文庫（長崎市役所蔵本写）、長崎市役所）／「陳世徳筆語船頭清蔵安南国物語」（【写本】所京都大学（増訂
海外異聞の内））／○「南瓢記」（5 巻 5 冊、成寛政 9 年序、同 10 年刊、著枝芳軒静之、【写本】所国会図書
館支部内閣文庫（「南漂記」、1 冊）、東北大学（「南漂記」）、東北大学狩野文庫（1 冊）、【版本】所国立国会
図書館（漂流記叢書 3）（5 巻 1 冊）、国立国会図書館亀田文庫、京都大学、東京教育大学、神戸大学、早稲
田大学、東北大学狩野文庫（巻 5 補写）、岡山県総合文化センター（「異国奇譚南瓢記」）、京都府立図書館、
東京都立日比谷図書館近藤文庫、市立刈谷図書館、栗田文庫、同志社大学、〔追加《古典》横浜市立大学三
枝博音文庫（5 巻、5 冊）〕、〔追加《海洋》1 冊〕、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫））／「漂客紀譚」

（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「漂民始末」ヵ（1 冊、著近藤守重編、【写本】所｛旧｝
彰考館文庫）／「漂流記」（1 冊、著頼惟完、【写本】所広島市立浅野図書館、※陳世徳ばなし・船頭清蔵安南
ばなしを収む）。

《早稲田》「南漂安南記事」（1 冊、成明治 16 年序、著源三郎原書・曽嘯雲訳評）／「南漂記」（1 冊、【版本】、
※南瓢記とほぼ同一の版）。

№ 168
【漂流年】寛政 7（1795）年　【船籍地】琉球　【漂着地】土佐国幡多郡下田浦　【出港地】清国福建省　【乗
組員】親垣親雲上・伊良皆親雲上・坐波・儀間筑登之・石川親雲上　【乗組員数】31　【帰国ルート】土佐
国幡多郡下田浦─日向国細島

【出典】《川合》・《加藤》関田駒吉「土佐漂着船に関する文献」。

№ 169
【漂流年】寛政 7（1795）年　【帰国年】寛政 9（1797）年　【船籍地】松前西在突符村　【船名】金右衛門
船　【漂流地点】奥尻島の突符村地光　【漂着地】満洲吉林地方の魚皮韃境　【出港地】蝦夷地奥尻島　【乗組
員】孫太郎・安次郎・重兵衛　【乗組員数】3　【帰国ルート】満洲吉林地方の魚皮韃境─北京─蘇州─乍浦
─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、巳弐番船ヨリ松前之者
送来事）／林韑「通航一覧」（二三六、韃国漂流奥民口実、北海烏舶記、長崎志続編）／松浦東渓「長崎古今
集覧」（一二、巳二番船ヨリ松前ノ者送来）／宮崎成身「視聴草」（四集之一〇、韃国江漂流仕候奥州松前之
者三人口書等）／「犯科帳」（七〇-四八（森永種夫『犯科帳』五））／「松前人韃靼漂流記」（石井研堂編『校訂
漂流奇談全集』）。

《北方》「赤蝦夷風説記並奥州松前領漂流人口上之写」（【写本】）／「奥州松前領漂流人口上之写」（成寛政 10 年、
【写本】）。

№ 170
【漂流年】寛政 7（1795）年　【帰国年】寛政 10（1798）年　【船籍地】陸奥国土佐郡青森大町［松前箱館］　
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【船名】徳永丸（久保屋儀兵衛船）［舛屋喜衛門手船］　【漂流地点】箱館沖　【漂着地】バタン諸島の一小島　【出
港地】下蝦夷地　【乗組員】久保屋儀兵衛［久保義兵衛］・巳之助・万次郎・吉太郎・円次郎　【乗組員数】
5　【帰国ルート】バタン諸島の一小島─バタン島─ルソン島のカガヤン─マニラ─カヴィテ─マカオ─広東
─乍浦─長崎─江戸

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、午四番船同八番船ヨリ
陸奥出羽之者送来等）／林韑「通航一覧」（二一九、長崎志続編）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、午四番
同八番船ヨリ陸奥出羽ノ者送来ル）／「青森港儀兵衛漂流始末口書」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「犯
科帳」（七一-八七（森永種夫『犯科帳』五））。

《同志社》「儀兵衛漂流記」（1 冊、【写本】所日本学士院）／「久保義兵衛漂流記」（1 冊、成寛政 7 年、【写本】
所天理図書館古義堂文庫（「松前箱館名前之船徳永丸船頭久保義兵衛漂流記」、伊藤東里写））／「唐土漂流記」

（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※寛政 7-11、寛政十一年未九月長崎ニ而御穿儀口上書写・青
森港儀兵衛等漂流始末口書を収む）、「漂流人口書」（1 冊、成寛政 11 年、【写本】所桑名松平家）。

《北方》「漂流人口書写」（成寛政 12 年、【写本】）。
《海洋》「羽州新屋敷村吉太郎漂流之聞書」（1 冊、【写本】）。

№ 171
【漂流年】寛政 10（1798）年　【帰国年】寛政 10（1798）年　【船籍地】石見国ヵ　【漂着地】朝鮮国慶尚
道慶州の内甘浦　【乗組員数】6 ヵ　【帰国ルート】朝鮮国慶尚道慶州の内甘浦─対馬藩─長崎─生国

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者
送来事）／林韑「通航一覧」（一三五、長崎志続編）／松浦東渓「長崎古今集覧」（一二、対州ヨリ朝鮮漂着ノ
者送来）。

№ 172
【漂流年】享和 2（1802）年　【帰国年】文化 5（1808）年　【船籍地】蝦夷箱館奥山　【船名】順吉丸（角
屋吉左衛門船）　【漂流地点】仙台沖　【漂着地】台湾　【乗組員】文助　【乗組員数】9　【帰国ルート】台湾
─チョプラン島─安平─厦門─福州─乍浦─長崎　【関係船】安平で薩摩船永柳丸（№ 177）の漂流者と一緒
になる　【備考】七番唐船として長崎入港

【出典】《川合》。《加藤》秦貞廉「享和三癸亥　漂流台湾チョプラン島之記」（植松安・山中樵「享和三癸亥
漂流台湾チョプラン嶋之記」）／「犯科帳」（八四-五五（森永種夫『犯科帳』六））。

《同志社》「享和三年癸亥漂流台灣チョプラン嶋之記」（台北、台灣叢書会、昭和 14 年、82, 8, 17 p、図 15（愛
書、第 12 輯））／「〔順吉丸漂流記〕」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（享和 2 至文化 6 写））／「文
化五辰年当十一月入津之辰七番唐船より送来候外国漂流日本人申口書抜」（1 冊、【写本】所鹿児島県立図書
館）。

№ 173
【漂流年】享和 3（1803）年　【船籍地】陸奥国北郡牛滝村［南部領牛滝村福浦村］　【船名】慶祥丸（源右
衛門船）　【漂流地点】九十九里浜沖　【漂着地】千島列島ホロモシリ島　【出港地】箱館　【乗組員】継右衛
門　【乗組員数】14　【帰国ルート】千島列島ホロモシリ島─ペトロパウロフスク─エトロフ島　【関係船】
ペトロパウロフスクで通訳する陸奥船若宮丸（№ 166）の漂流者に会う　【備考】エトロフ島のシベトロ番
屋に出頭した

【出典】《川合》。《加藤》羽太正養「休明光記」（七、南部領牛瀧村船方の者とも魯西亜国へ漂流帰帆せし事）
／林韑「通航一覧」（三一九、南部商船ホロムシリ島漂流記、漂流雑話）／宮崎成身「視聴草」（続七集之一、
文化甲子ホルムシリ国漂流（南部領船頭継右衛門等申口））／「漂客柬察加出奔記」（石井研堂編『校訂漂流奇
談全集』）／岡本柳之助編『日魯交渉　北海道史稿』（中、南部領、牛滝村、船頭継右衛門等漂流シテ魯領ニ
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至リ、自ラ千島諸島ヲ経テ帰朝ス）。
《同志社》「牛泉秘説」（1 冊、【写本】所東京大学史料編纂所、桑名松平家）／「南部商船ホロムシリ島漂流記」
（1 冊、別「南部領牛滝村福浦村慶祥丸ホロムシリ島江漂着ニ而エトロフ島シベトロ江渡来之一件・漂流人
共口書写」、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（2 部）、〔追加《北方》【写本】（「南部商船ホロムシリ嶋漂
流記」）、【活字】『通航一覧 第 8』（東京国書刊行会、大正 2 年）〕）／○「漂客柬察加出奔記」（別「文化元年
魯西亜属島内ホロムシリ島へ漂流ノ口書」、成文化 4 年、【写本】所国立国会図書館（魯西亜国漂流ニ実記
の内）、東北大学狩野文庫（漂海叢書 2））／「漂民継右衛門以下之儀菊地惣内上書」ヵ（【写本】所市立函館
図書館（嶰谷叢説、太田本 1））。

《北方》「蝦夷諸島新図 自占守至得撫」（成文化 4 年、※「江登呂府島ヨリカムサスカ迄島々ノ図」とほとん
ど同じ）／「江登呂府島ヨリカムサスカ迄島々ノ図」（成文化 4 年、【写本】）。

《海洋》「享和漂民記」（1 冊、【写本】）。

№ 174
【漂流年】文化 2（1805）年　【船籍地】日本　【漂着地】アラスカのシトカ付近　【帰国ルート】アラスカ
のシトカ付近─ロシア人が救助─ヤポンスキー島─蝦夷の沿岸

【出典】《川合》。

№ 175
【漂流年】文化 3（1806）年　【帰国年】文化 4（1807）年　【船籍地】大坂安治川　【船名】稲若丸（伝法
屋吉右衛門船）　【漂流地点】伊豆下田沖　【乗組員】新名屋吟蔵・文右衛門・貞五郎・喜三郎・惣次郎・和
左蔵・松次郎・平原善松　【乗組員数】8　【帰国ルート】アメリカ船が救助─ハワイ─マカオ─広東─マカ
オ─バタビア─長崎─故郷

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（三二二、文化丁卯亜墨利加船渡来記）／「安芸国木谷浦平原善松
夷蛮漂流帰国録」（村上貢「夷蛮漂流帰国録」）／「芸州善松北米漂流譚」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「夷
蕃漂流帰国目録」（栗原朋信・吉原博見編「夷蕃漂流帰国目録」）／「夷蛮漂流帰国録」（三原郷土文化研究会
編『三原郷土資料』第一三集）／「犯科帳」（八三-九（森永種夫『犯科帳』六））／「善松漂流記事」（実藤恵秀
編「芸州木谷善松漂流記事」）。

《同志社》○「夷蛮漂流帰国録」（1 冊、著登志陽水、【写本】所市立三原図書館、浅野図書館、【活字】栗原
明信・吉原博見『夷蛮漂流帰国目録〔史料紹介〕』（海事史研究 10、昭和 43 年））。

№ 176
【帰国年】文化 4（1807）年　【船籍地】遠江ヵ
【出典】《川合》。

№ 177
【漂流年】文化 4（1807）年　【帰国年】文化 5（1808）年　【船籍地】鹿児島藩　【船名】永柳丸（鹿児島
藩主松平薩摩守の手船）　【漂流地点】南海　【漂着地】台湾　【出港地】山川　【乗組員】伊勢貞右衛門・源
五郎　【乗組員数】22　【帰国ルート】台湾─安平─厦門─福州─乍浦─長崎　【関係船】安平で箱館船順吉
丸（№ 172）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（八四-四五（森永種夫『犯科帳』六））。

№ 178
【漂流年】文化 6（1809）年　【帰国年】文化 7（1810）年　【船籍地】大坂山本町　【船名】天徳丸（油屋
源蔵船）［富田屋三次郎船］　【漂流地点】遠州灘　【漂着地】台湾　【乗組員】三次郎・新助・新蔵　【乗組員
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数】14　【帰国ルート】台湾─清国─長崎
【出典】《川合》。《加藤》宮崎成身「視聴草」（続七集之一、大湾漂着（文化六年天徳丸））／「神嶋外浦要吉台
湾漂流一件」（石井謙治「天徳丸台湾漂流記二編 ─ 「漂民帰郷録」と「神嶋外浦要吉台湾漂流一件」─」）／「芸
州豊田郡生口島瀬戸町向島屋善蔵異国漂流略記」（村上貢「史料紹介　台湾漂流記」）／「犯科帳」（八六-五四
～五六、八七-六七・七二（森永種夫『犯科帳』六））／「漂民帰郷録」（石井謙治「天徳丸台湾漂流記二
編 ─ 「漂民帰郷録」と「神嶋外浦要吉台湾漂流一件」─」）。

《同志社》「大坂安治川岡田屋源蔵借屋新助漂流記」（1 冊、【写本】所天理図書館）／「大坂油屋源蔵船台湾漂
流記（仮題）」（1 冊、【写本】所岡山大学）／「天徳丸漂流始末口写　附　漂流説語」（1 冊、【写本】所早稲
田大学）／「漂民帰郷録」（1 冊、【写本】所松平公益会）／「漂流人豊田郡瀬戸田船乗善蔵異国見聞筆記」ヵ（1
冊、【写本】所浅野図書館）／「文化六年台湾漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所東京教育大学）／「文化六年天徳丸
台湾漂着記」（1 冊、【写本】所大阪府立図書館）。

№ 179
【漂流年】文化 6（1809）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮
【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者送来事）。

№ 180
【漂流年】文化 7（1810）年　【帰国年】文化 8（1811）年　【船籍地】薩摩国鹿児島下町　【船名】長久丸（松
村良右衛門船）　【漂着地】清国江南　【乗組員】貞次郎　【乗組員数】26　【帰国ルート】清国江南─長崎

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（八六-二九（森永種夫『犯科帳』六））。
《同志社》「清国漂流図」（3 軸、著森山貞次郎撰・西清美等画、【写本】所早稲田大学）。

№ 181
【漂流年】文化 7（1810）年　【船籍地】琉球　【漂着地】五島奈良尾
【出典】《川合》。

№ 182
【漂流年】文化 7（1810）年　【帰国年】文化 10（1813）年　【船籍地】摂津国御影村　【船名】歓喜丸［勧
亀丸］（加納屋十兵衛船）　【漂流地点】紀州沖　【漂着地】カムチャッカ半島　【出港地】大阪　【乗組員】平
助・与茂吉・久蔵・吉五郎　【乗組員数】16　【帰国ルート】カムチャッカ半島─オホーツク…1与茂吉 :
クナシリ島・2久蔵 : 箱館　【関係船】オホーツクに五郎次がいた

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（三〇七、遭厄日本紀事附録、曹厄日本紀事）／林韑「通航一覧」（三二〇、
靖北録）／「東夷竊々夜話」（四（神宮司庁『古事類苑』外交部））／「魯斉亜国漂流記聞書」（木崎良平「安芸
の久蔵の『魯斉亜国漂流記聞書』」）／「魯西亜国漂流聞書」（村上貢・小田実「芸州川尻村久蔵ロシア国漂流記」）
／岡本柳之助編『日魯交渉　北海道史稿』（中、利格児ゑとろふノ番人五郎次及漂流人六人ヲ放還ス并ニ高
田屋嘉兵衛魯鑑ニ捕ハルヽ事・択捉島番人五郎次ノ事及其聞書并ニ漂流民六人ノ事蹟）／「摂州御影村与茂吉
難船物語」（藤木喜一郎・新見貫次・増田五良訳『海の無残な物語 ─ ふるさとびとの漂流記 ─』）。

《同志社》「東韃漂談」（2 巻 4 冊、著一色広信等、【写本】所東京教育大学（稿本）、龍谷大学）。
《北方》「魯西亜国漂流聞書」（成文化 12 年ヵ、著久蔵、【写本】）／「魯西亜国漂流吉五郎申上書」（成文化
10 年、【写本】）。

№ 183
【帰国年】文化 8（1811）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】24 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
長崎　【備考】対馬侯より護送されて長崎に到着



134

【出典】《川合》。

№ 184
【漂流年】文化 9（1812）年　【帰国年】文化 10（1813）年　【船籍地】種子島ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員】
三右衛門・助右衛門　【帰国ルート】朝鮮─帰国

【出典】《川合》。

№ 185
【漂流年】文化 9（1812）年　【帰国年】文化 13（1816）年　【船籍地】鹿児島藩　【船名】永寿丸（鹿児島
藩主松平豊後守斎興の手船）［喜三右衛門船・喜三左衛門船］　【漂流地点】紀州沖　【漂着地】千島列島のハ
ラマコタン島　【出港地】薩摩　【乗組員】喜三左衛門［喜左衛門］・佐助・角治　【乗組員数】25　【帰国ルー
ト】千島列島のハラマコタン島─アイヌ人が保護─ペトロパウロフスク①─オホーツク─ペトロパウロフス
ク②─ウルップ島─エトロフ島─江戸　【関係船】ペトロパウロフスク②で尾張船督乗丸（№ 188）の漂流
者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》川上親信「漂海紀聞」（木崎良平・井田好治編『漂海紀聞 ─ 文化九・十三年薩摩永
寿丸カムチャッカ漂流記 ─ 附・玉里文庫所蔵洋学関係書籍目録』）／木場貞良「魯西亜漂流記」（木崎良平『永
寿丸魯西亜漂流紀』）／林韑「通航一覧」（三二一、岡田某所蔵留書、靖北録）／「永寿丸魯国漂流記」（石井研
堂編『校訂漂流奇談全集』）／「川内川口船問屋間島永寿丸漂流記」（浜田亀峰『鹿児島県川内郷土史』下巻）
／「漂民口書」（木崎良平『永寿丸魯西亜漂流紀』）／「魯西亜国漂着様子書」（浜田亀峰『鹿児島県川内郷土史』
下巻、木崎良平『永寿丸魯西亜漂流紀』）。

《同志社》○「漂海紀聞」（5 巻 5 冊、著川上親信編、【写本】所鹿児島大学玉里文庫）／「北際漂譚」（5 巻付
録 1 巻、成文政 8 年、著川上親信編、【写本】所宮内庁書陵部（古賀煜等写 3 冊）、東北大学狩野文庫（巻 1、
1 冊）、｛旧｝彰考館文庫（5 冊）、桑名松平家（5 冊）、〔追加《古典》大阪女子大学（5 冊）、伊達市開拓記
念館（6 冊）〕）／「魯西亜国漂着始末口上書」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 59））。

《北方》○「永寿丸魯国漂流記」（著喜三左衛門等、【活字】『通航一覧 第 8』）／「薩州手船六百九拾石積永寿
丸船頭喜三左衛門水主佐助角治申口」（成文化 13 年、【写本】）／「西海航路図（仮題）」（軸物 1 巻、成文化
初年ヵ）／「拂郎察国魯西亜国戦記」（成文化 9 年、【写本】、※末尾に「附録」として薩摩船永寿丸船頭喜三
左衛門の語った漂流譚「漂民聞書」（3 丁）を付す）。

《早稲田》「漂流之記」（1 冊、【写本】）。

№ 186
【漂流年】文化 10（1813）年　【船籍地】土佐国福島浦　【漂流地点】熊野灘　【漂着地】八丈島
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 187
【漂流年】文化 10（1813）年　【船籍地】日本　【出港地】蝦夷　【乗組員数】35　【帰国ルート】イギリス
船が救助─ノーアホーク・サウンドのロシア植民地　【備考】文化 10 年はイギリス船が日本船を救助した
年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 188
【漂流年】文化 10（1813）年　【帰国年】文化 13（1816）年　【船籍地】尾張国名古屋納屋町［紺屋町］　【船
名】督乗丸（小島屋庄右衛門船）［長右衛門船］　【漂流地点】遠州灘　【出港地】江戸　【乗組員】重吉こと
長右衛門・要吉・半兵衛・音吉　【乗組員数】14　【帰国ルート】イギリス船が救助─サンタ・バーバラ─シ
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トカ─ペトロパウロフスク─ウルップ島─エトロフ島─江戸　【関係船】ペトロパウロフスクで薩摩船永寿丸
（№ 185）の漂流者と一緒になる
【出典】《川合》。《加藤》池田寛親「船長日記」（住田正一編『海事史料叢書』第五巻、石井研堂編『異国漂
流奇譚集』督乗丸船長日記、玉井幸助校訂・解説『船長日記』、名古屋海洋文化協会編『尾張船督乗丸漂流
並に船頭重吉生還記録』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流、岸尚洋訳『重吉漂流記』、北条明
直訳『船長日記』）／林韑「通航一覧」（三二一、岡田某所蔵留書、靖北録）／「尾佐竹本督乗丸一件」（服部聖
多朗『尾張漂流譚』）／「督乗丸魯国漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「尾州知多郡半田村重吉物語」

（服部聖多朗『尾張漂流譚』）／「尾州半田村百姓吹流之一件」（服部聖多朗『尾張漂流譚』）／「松前奉行支配調
下役村上貞助エトロフ島詰相にて漂流人重吉相糺候口書の覚」（名古屋海洋文化協会編『尾張船督乗丸漂流
並に船頭重吉生還記録』）／「増補評註　尾張船頭重吉の太平洋漂流物語」（吉岡永美訳『漂流船物語の研究』）。

《同志社》「尾張国長右衛門船漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（薩摩国喜三左衛門船漂流と合））／
「半田重吉漂流記」（1 冊、成文化 10 年、【版本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）／「半田村重吉船長日記」（【写
本】所名古屋市蓬左文庫（資治雑笈 1 輯））／「尾州知多郡半田村重吉物語」（別「難船物語聞書写（外）」、【写
本】所国立国会図書館（文化 11 年写、漂流記叢書 62）→半田重吉漂流記　→半田村重吉船長日記）／○「船
長日記」（3 巻 3 冊、成文政 5 年自序、著池田寛親、【写本】所国立国会図書館（3 冊）（漂流記叢書 61）（鶯
宿雑記の内）、国会図書館支部内閣文庫（2 部）、国会図書館支部静嘉堂文庫（文政写、付録共 4 冊）（3 巻
3 冊）、宮内庁書陵部（手島惟敏写 5 巻 2 冊）（3 巻 3 冊）、東京国立博物館（3 巻 3 冊）（2 冊）、九州大学（3
巻 2 冊）、京都大学（3 冊）（1 冊）、東京教育大学、神戸大学（5 冊）（3 冊）、早稲田大学、同志社大学（5 冊）

（海表異聞 62-66）、龍谷大学（4 冊）、東京大学（付録共 4 冊）、東京大学史料編纂所（「尾州名護屋船長日記」、
1 冊）、東北大学狩野文庫（天保 6 年松斎写 3 巻 1 冊）、広島大学（5 冊）、明治大学、静岡県立中央図書館
葵文庫（2 巻 2 冊）、県立秋田図書館（図を付す、4 冊）、大阪府立図書館、京都府立図書館（2 冊）、北海
道庁（「布那遠佐日記」、5 巻 3 冊）、東京都立日比谷図書館加賀文庫（付録共 4 冊）、東京都立日比谷図書館
近藤文庫（弘化 3 年写）、足利学校遺跡図書館（付録共 4 冊）、市立刈谷図書館、名古屋市立鶴舞図書館（1 冊）、
豊橋市立図書館（弘化 2 年鈴木孝平写 3 巻 1 冊）（3 巻 1 冊）、名古屋市蓬左文庫（「半田村重吉船長日記」、
資治雑笈 1 輯）、栗田文庫（5 冊本 2 部）、金刀比羅宮図書館（1 冊）、無窮会神習文庫、浅野図書館（1 冊）、

｛旧｝彰考館文庫、延岡内藤家（器物図説を付す、5 冊）、〔追加《国書補遺》お茶の水図書館成簣堂文庫（「魯
国漂流船長日記」、2 冊）〕、〔追加《古典》栃木県立図書館黒崎文庫（上中下、3 冊）、大洲市立図書館矢野
玄道文庫（3 巻、文政 5 年写、3 冊）、久留米市民図書館（近世末期写、巻中存、1 冊）、射和文庫（3 巻、3
冊）〕、〔追加《北方》3 巻 1 冊〕）／「文化十四巳年尾州半田村百姓吹流之一件」ヵ（【写本】所国立国会図書
館（漂流記叢書　第 60））／「文化年中漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（天保 7 年写））／

「魯西亜国衣類器物披露来由書」（1 冊、著小栗重吉、【版本】所京都大学、西尾市立図書館岩瀬文庫（「半田
重吉漂流記」）、｛京外大｝、【複製】魯西亜国衣類器物披露来由書（昭和 10 年））。

《古典》「船長日記図」ヵ（【写本】所栃木県立図書館黒崎文庫（1 冊））。
《北方》「十吉談記」（著小栗重吉、【写本】）。

№ 189
【漂流年】文化 10（1813）［文化 9（1812）］年　【帰国年】文化 11（1814）年　【船籍地】安芸国豊田郡
御手洗島之内大浜村　【船名】虎市丸（栄助船）　【漂着地】清国広東省　【出港地】沖の島　【乗組員】栄助・
次作・利吉　【帰国ルート】清国広東省─長崎　【備考】戌四番唐船・戌九番唐船で長崎に着く

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、戌四番同九番船ヨリ芸
州之者送来事）／「犯科帳」（九一-四・一五（森永種夫『犯科帳』七））。

№ 190
【漂流年】文化 12（1815）年　【帰国年】文化 13（1816）年　【船籍地】薩摩国阿久根　【船名】伊勢田丸（政
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右衛門船）　【漂流地点】宝島沖　【漂着地】清国広東省恵州府陸豊県碣石鎮　【出港地】奄美大島　【乗組員】
宅右衛門・古渡七郎右衛門・権左衛門・坊助・八兵衛　【乗組員数】49［46］　【帰国ルート】清国広東省恵
州府陸豊県碣石鎮─玉山県─乍浦─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、子弐番同三番同四番同
五番同六番同七番船ヨリ薩州家臣送来事）／菅茶山「筆のすさび」（一、唐山漂流紀文）／林韑「通航一覧」

（二二二、文化薩人漂流記、栗園漫抄）／松浦静山「甲子夜話」（三二、漂流記事并広東真景図）／「犯科帳」（九二
─五二（森永種夫『犯科帳』七））／「文化十三丙子薩州漂客見聞録」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）。

《同志社》○「薩州漂客見聞録」（1 冊、別「文化十三丙子歳薩州漂客見聞録（原）・薩州漂客聞見録」、成文化
13 年、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 13）、国会図書館支部内閣文庫（外国紀聞 8・9）、国会図書館
支部静嘉堂文庫、早稲田大学）／「薩人唐国漂着申口書付」ヵ（1 冊、【写本】所東京大学本居文庫）／「薩人
漂流記」ヵ（別「薩州人漂流」、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（1 冊）、宮内庁書陵部（1 冊）、桑名松
平家（「薩州人漂流」5 冊）、鹿児島大学玉里文庫（「様子書」1 冊）（「口書」1 冊））／「薩摩大島漂流人一件」ヵ

（1 冊、【写本】所東京大学本居文庫）／「漂流人申口覚書」ヵ（1 冊、別「漂流人申口在館唐人共ニ御尋ニ付
御覚書」、【写本】所鹿児島大学玉里文庫）／「文化十二乙亥薩州漂客見聞録」ヵ（1 冊、【写本】所無窮会神
習文庫）。

《北方》「漂流人覚書」（成文化 13 年、【写本】）。

№ 191
【漂流年】文化 12（1815）年　【船籍地】加賀国本吉村　【船名】三次郎船　【漂流地点】薩摩沖　【出港地】
薩摩国山川港　【備考】薩摩沖で浸水。種子島島間村牛野沖で生存者 2 人が救助された

【出典】《川合》。

№ 192
【漂流年】文化 13（1816）年　【船籍地】薩摩国鹿児島　【船名】相生丸　【漂着地】清国浙江省寧波府象山
県の内石浦　【出港地】琉球国大島

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、丑四番同五番船ヨリ薩州隅州之
者送来事）。

№ 193
【漂流年】文化 14（1817）年　【船籍地】琉球　【漂着地】五島玉ノ浦大宝沖
【出典】《川合》。

№ 194
【帰国年】文化 14（1817）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】清国浙江省　【乗組員数】24 ヵ　【帰国ルート】
清国浙江省─長崎

【出典】《川合》。

№ 195
【漂流年】文政 2（1819）年　【船籍地】琉球国泉崎村　【船名】仲村渠筑登之の馬艦船　【漂着地】常州多
賀郡川尻村　【出港地】八重山島　【乗組員】当銘　【乗組員数】12　【備考】常州多賀郡川尻村に鹿児島藩
士が行き、漂流者を水戸藩から受取った

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧」（二四、琉球人漂流聞見図説）。
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№ 196
【漂流年】文政 2（1819）年　【船籍地】薩摩藩ヵ　【船名】亀寿丸（薩摩藩手船）　【漂着地】朝鮮　【出港地】
琉球国永良部島

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ薩州家臣朝鮮漂着之者
送来事）。

№ 197
【漂流年】文政 2（1819）年　【船籍地】琉球　【漂着地】肥前国五島福江島岐宿村西津　【乗組員数】9
【出典】《川合》。

№ 198
【漂流年】文政 2（1819）年　【船籍地】薩摩国川内白和町　【船名】若宮丸　【漂着地】清国浙江省温州府　【出
港地】琉球大島の内津代

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、巳五番同六番船ヨリ薩州家臣送
来事）。

№ 199
【帰国年】文政 3（1820）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】24 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
長崎　【備考】対馬藩から護送されて長崎に着いた

【出典】《川合》。

№ 200
【漂流年】文政 3（1820）年　【帰国年】文政 9（1826）年　【船籍地】陸奥国閉伊郡船越浦田野村［閉伊郡
磯鶏村］　【船名】神社丸（黒沢屋六之助船）　【漂流地点】房州沖　【漂着地】パラオ諸島　【乗組員】平之丞・
亀蔵・久助・久兵衛・伊勢松・倉松・清助・米次・栄助・長吉・鶴松・喜太郎　【乗組員数】12　【帰国ルー
ト】パラオ諸島─シャム─マカオ─乍浦…1倉松、清助、米次、栄助 : 隅州屋久島─長崎・2長吉、鶴松、
喜太郎 : 遠州下吉田村─清水港─肥前平戸田助浦兀島─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、酉六番同八番船ヨリ奥
州之者送来事）／西田直養「ペラホ物語」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／林韑「通航一覧続輯」（三三
～四〇、片山筆記、視聴草、漂着船懸合筆記也）／林韑「通航一覧続輯」（七八、戸川家蔵長崎志続編、唐船
漂泊一件、視聴草、甲子夜話続編）／松浦静山「甲子夜話三篇」（六八、ヘラホ物語）／宮崎成身「視聴草」（二
集之六、文政中唐船護送漂民（奥州山田村長吉等））／宮崎成身「視聴草」（続三集之六、文政中唐船護送漂
民（奥州山田村長吉等））／「パラウ漂流記」（南部叢書刊行会編『南部叢書』第一〇冊）／「パラウ漂流記」（荒
川秀俊編『日本漂流・漂着史料』）。

《同志社》「温古堂叢書」（【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（13 冊）、※ 10 冊にペラホ物語を収録）／「難
船帰朝異国嶋物語」（1 冊、【写本】所岩手県立図書館、※パラウ嶋漂流記の異本）／○「パラウ漂流記」（1 冊、
成文政 9 年、【写本】所岩手県立図書館（「パラウ島漂流記」）、【活字】荒川俊秀編『異国漂流記続集』（地
人書館、昭和 39 年））／「漂泊物語」ヵ（1 冊、成文政 9 年、【写本】所岩手県立図書館）／「漂民口状」ヵ（1
冊、別「呉国江漂流仕候奥州之者七人口書」、成文政 9 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）／「文政九
丙戌年於長崎漂流人請取御用記」（1 冊、【写本】所岩手県立図書館）／○「ペラホ物語」（1 冊、別「ペラポ
物語」、成天保 6 年、著西田直養、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 6）、国会図書館支部内閣文庫（墨
海山筆別集 11）、国会図書館支部静嘉堂文庫（温古堂叢書 10）、京都大学（漂流叢書 4）、無窮会神習文庫（自
筆））／「ヘラヲ島漂着之記」ヵ（1 冊、成文政 2 年、【写本】所東京国立博物館、岩手県立図書館（「ヘラヲ
島漂流之記」））／「墨海山筆」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（111 巻別集 11 巻内 41 巻欠、目録共 84 冊）
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〔別集〕11 にペラポ物語を収録）。

№ 201
【漂流年】文政 3（1820）年　【船籍地】日本　【漂着地】北アメリカのコロンビア川口の南側アダムス岬　【備
考】船体は大破していたが、多数の乗組員は無事に救助された

【出典】《川合》。

№ 202
【漂流年】文政 4（1821）年　【帰国年】文政 4（1821）年　【船籍地】琉球国之内大島大和浜間切之内今里
村ヵ　【乗組員】末喜久・作林・喜久恵　【乗組員数】3　【帰国ルート】オランダ船が救助─長崎

【出典】《川合》。

№ 203
【漂流年】文政 4（1821）年　【船籍地】薩摩国高城郡　【船名】住徳丸　【漂着地】朝鮮国全羅道済州牧旗
義県為美浦　【出港地】琉球国大島

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者送来事）。

№ 204
【帰国年】文政 4（1821）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】清国浙江省　【乗組員数】15 ヵ　【帰国ルート】
清国浙江省─長崎

【出典】《川合》。

№ 205
【漂流年】文政 5（1822）年　【船籍地】奥州仙台牡鹿郡湊　【船名】円蔵船　【漂着地】種子島国上村湊　【乗
組員】吉蔵　【帰国ルート】種子島国上村湊─鹿児島

【出典】《川合》。

№ 206
【帰国年】文政 5（1822）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】36 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
長崎　【備考】対馬藩から護送されて長崎に着いた

【出典】《川合》。

№ 207
【漂流年】文政 5（1822）年ヵ　【船籍地】種子島ヵ　【漂着地】清国　【出港地】琉球沖ノ永良部ヶ島　【乗
組員】仲之允・徳松　【帰国ルート】清国─帰国　【備考】清国船で帰国したとの通知が鹿児島藩から種子島
家に着いた

【出典】《川合》。

№ 208
【漂流年】文政 5（1822）年　【帰国年】文政 6（1823）年　【船籍地】薩摩国鹿児島　【船名】天満丸　【漂
着地】清国福建省漳州府漳浦県　【出港地】琉球国大島　【乗組員】幸次郎・仲右衛門　【乗組員数】28　【帰
国ルート】清国福建省漳州府漳浦県─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、未壱番同四番船ヨリ薩
摩大隅之者送来事）／「犯科帳」（一〇一-＊（森永種夫『犯科帳』七））。
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№ 209
【漂流年】文政 6（1823）年　【帰国年】文政 6（1823）年　【船籍地】鹿児島藩　【船名】神通丸（鹿児島
藩主松平豊後守手船）　【出港地】鬼界島　【乗組員】橋口武兵衛門・上村藤次郎　【乗組員数】24　【帰国ルー
ト】オランダ船が救助─長崎

【出典】《川合》。

№ 210
【漂流年】文政 6（1823）年　【船籍地】薩摩藩　【船名】神明丸（薩摩藩手船）　【漂着地】朝鮮国全羅道興
陽県豊安浦　【出港地】琉球大島

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者送来事）。

№ 211
【漂流年】文政 6（1823）年　【船籍地】薩摩藩　【船名】天神丸（薩摩藩手船）　【漂着地】朝鮮国興清道安
興【出港地】宝島

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補（「長崎志続編」九、対州ヨリ朝鮮漂着之者送来事）。

№ 212
【漂流年】文政 6（1823）年　【帰国年】文政 7（1824）年　【船籍地】種子島　【船名】熊野丸　【漂着地】
朝鮮　【乗組員】三浦藤兵衛　【帰国ルート】朝鮮─長崎

【出典】《川合》。

№ 213
【漂流年】文政 6（1823）年　【帰国年】文政 7（1824）年　【船籍地】種子島ヵ　【漂着地】清国　【乗組員】
喜蔵・次郎右衛門・源次郎・休次郎・善太郎　【帰国ルート】清国─長崎─鹿児島

【出典】《川合》。

№ 214
【漂流年】文政 7（1824）年　【船籍地】薩摩国鹿児島下町　【船名】金山丸　【漂着地】朝鮮国　【出港地】
琉球

【出典】《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着之者送来事）。

№ 215
【帰国年】文政 7（1824）年　【船籍地】薩摩ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】62 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
長崎　【備考】対馬藩から護送されて長崎に着いた

【出典】《川合》。

№ 216
【漂流年】文政 7（1824）年　【帰国年】文政 8（1825）年　【船籍地】大坂本町　【船名】安穏丸（柏屋勘
兵衛船）　【漂流地点】紀州新宮沖　【出港地】大坂　【乗組員】兵蔵・惣吉・松次郎　【乗組員数】13　【帰
国ルート】外国船が救助─小名浜沖で漁撈中の常陸国多賀郡河原子村の十吉の漁船に移す─平潟─江戸

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（一四七、常藩筆藪）。

№ 217
【漂流年】文政 8（1825）年　【船籍地】土佐国中ノ浜　【漂流地点】足摺崎沖　【漂着地】青ヶ島　【出港地】
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紀伊国和歌山
【出典】《加藤》関田駒吉「土佐船の漂流文献」。

№ 218
【漂流年】文政 9（1826）年　【帰国年】文政 9（1826）年　【船籍地】薩摩国山川　【船名】財久丸　【漂流
地点】琉球大島付近　【漂着地】清国浙江省寧波府定海県　【乗組員】直右衛門　【乗組員数】10 ヵ　【帰国ルー
ト】清国浙江省寧波府定海県─長崎　【備考】戌七番唐船で長崎に着く

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、戌七番船ヨリ薩州之者
送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四一、長崎志続編）／「犯科帳」（一〇四-＊（森永種夫『犯科帳』七））。

№ 219
【漂流年】文政 9（1826）年　【帰国年】文政 10（1827）年　【船籍地】越前国丹生郡下海浦　【船名】宝力
丸（蓬莱屋庄右衛門船）　【漂流地点】長門国仙崎沖　【漂着地】揚子江の河口あたりの松江府　【出港地】蝦
夷地浦河　【乗組員】善右衛門・吉左衛門　【乗組員数】9　【帰国ルート】揚子江の河口あたりの松江府─乍
浦─長崎　【備考】戌八番船として長崎に着く

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、戌八番船ヨリ越前国能
登国之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四六、戸川家蔵長崎志続編、甲子夜話続編）／松浦静山「甲子夜
話続篇」（一三、北海漂流話）／山崎英常「続片聾記」四／「大念寺新村吉左衛門唐国へ漂着一件口書」（石
川県図書館協会編『加能漂流譚』）／「犯科帳」（一〇四-＊（森永種夫『犯科帳』七））。

《同志社》「大念寺新村吉左衛門唐国漂着一件口書」（【活字】『加能漂流譚』（石川県図書館協会、昭和 13 年、
加賀能登郷土図書叢刊））／「寶刀丸漂流記」（福井図書版刊、昭和 15 年）。

《海洋》「文政九戌年越前之者九人唐國南京省中漂流覚書」（1 冊、【写本】）。

№ 220
【漂流年】文政 9（1826）年　【船籍地】陸奥国小南部領　【漂着地】相模国浦賀　【出港地】小南部領　【備考】
陸奥国小南部領の江戸廻船

【出典】《加藤》松浦静山「甲子夜話」（九八、南部人東洋に漂流して石柱を見る事）。

№ 221
【漂流年】文政 10（1827）年　【船籍地】陸奥八戸ヵ　【漂着地】清国
【出典】《川合》。

№ 222
【漂流年】文政 10（1827）年　【船籍地】陸奥ヵ　【漂着地】清国
【出典】《川合》。

№ 223
【漂流年】文政 10（1827）年　【帰国年】文政 11（1828）年　【船籍地】陸奥国八戸　【船名】融勢丸（石
橋徳右衛門船）　【漂流地点】平潟沖　【漂着地】バタン諸島の小島　【出港地】常陸国平潟　【乗組員】徳次郎・
勇吉・惣助　【乗組員数】11　【帰国ルート】バタン諸島の小島─バタン島─マニラ─温州─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、子四番同五番船ヨリ陸
奥伊予之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四四、長崎志続編）／「口書」（村上貢「予州岩城村勇吉漂流関
係史料紹介」）／「犯科帳」（一〇七-＊（森永種夫『犯科帳』八））／「融勢丸唐流帰国記」（石井研堂編『異国
漂流奇譚集』）／「予州松山領越智郡岩城村勇吉漂流記」（村上貢「史料紹介予州岩城村勇吉漂流記」）。
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《同志社》「漂流人一件大阪御留書抜」（1 冊、成文政 12 年、【写本】所岩手県立図書館　→融勢丸唐流帰国記）。

№ 224
【漂流年】文政 11（1828）年　【帰国年】文政 13（1830）年　【船籍地】伊豆国八丈島中野郷　【船名】仁
寿丸（沖山金右衛門船）　【漂流地点】八丈島近く　【漂着地】ルソン島カガヤン　【出港地】江戸　【乗組員】
儀兵衛・助四郎・栄助　【乗組員数】13　【帰国ルート】ルソン島カガヤン─マニラ─マカオ─広東─乍浦─
長崎─江戸

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、丑四番同七番船ヨリ伊
豆国八丈島之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（八一、長崎志続編、甲子夜話続編、カヾヤン漂流記）／松
浦静山「甲子夜話続篇」（八五、蛮国漂流記）／宮崎成身「視聴草」（三集之八、天竺漂着（文政十一年八丈
島仁寿丸））／「犯科帳」（一〇七─二二（森永種夫『犯科帳』八））。

《同志社》「カカヤン人記」（1 冊、成文政 11 年、【写本】所福島県立図書館）／○「カカヤン漂流記」（1 冊、
成文政 11─13 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、【活字】荒川秀俊編『異国漂流記続集』（地人書館、
昭和 39 年））／「暹羅国漂流奇談」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（文政 11 年写））／「漂客譚記」（2
巻 2 冊、【写本】所東北大学狩野文庫）／「漂流」（1 冊、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）。

№ 225
【漂流年】天保元（1830）年　【帰国年】天保 2（1831）年　【船籍地】薩摩藩　【船名】大日丸（薩摩藩手船）　
【漂流地点】薩州七島の内臥蛇島沖　【漂着地】清国浙江省寧波府定海県の内舟山　【乗組員数】10 ヵ　【帰
国ルート】清国浙江省寧波府定海県の内舟山─長崎─生国　【備考】卯四番唐船で長崎に到着

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、卯四番船ヨリ薩州之者
送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四一・四二、唐国漂流記、長崎志続編）。

《同志社》「卯四番唐船ヨリ送来候漂流日本人一件手続」ヵ（1 冊、成天保 14 年、【写本】所県立長崎図書館）
／「卯四番唐船ヨリ送来候漂流人一件」ヵ（1 冊、成天保 3 年、著長崎奉行所、【写本】所県立長崎図書館）
／「天保三年卯四番唐船より送来候漂流人一件」ヵ（1 冊／【写本】所鹿児島県立図書館）。

№ 226
【漂流年】天保元（1830）［天保 3（1832）］年　【帰国年】天保元（1830）年　【船籍地】備前国岡山広瀬
町　【船名】神力丸（多賀屋金十郎船）　【漂流地点】熊野灘の大島沖　【乗組員】五左衛門・甚介・清兵衛・
勝之助・伊勢次郎　【乗組員数】19［14］　【帰国ルート】バタン諸島のイバホス島で船が大破─サブタン島
─バタン島─マニラ─マカオ─広東─乍浦─長崎　【備考】卯一番唐船・卯三番唐船として長崎に入港

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、卯壱番同三番船ヨリ備
前讃岐備後能登国之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（八二・八三、巴旦国漂流記、海表異聞、隅陬奇筆、
海表異聞）／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、備前藩士巴旦国へ漂流清商船護送一件）／「神力丸馬
丹漂流口書」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「塵浜村清兵衛バタンへ漂着の次第口書」（石川県図書館協
会編『加能漂流譚』）／「南国奇話」（吉田文治編『海表叢書』巻三、新村出編『南蛮紅毛史料』）／「能州羽咋
郡塵浜村清兵衛異国漂流口書写」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「犯科帳」（一〇九-三四・三六（森永種夫

『犯科帳』八））／「備前国漂流人一件」（渡辺頼母『吉備文庫』第一輯）。
《同志社》「異国漂流記」（1 冊、【写本】所同志社大学（嘉永 2 年写））／「異国漂流物語　神力丸馬丹島」（1 冊、
【写本】所東北大学（天保 14 年増井武啓写））／「異国物語」（1 冊、別「塵浜漂流記・塵浜村清兵衛バタンへ
漂着の次第口書」、【写本】所金沢市立図書館稼堂文庫（明治 38 年写））／「異国物語」（別「塵浜漂流記訳」、【写
本】所金沢市立図書館清水文庫（「塵浜村清兵衛漂流口書」）、【活字】『加賀能登郷土図書叢刊加能漂流譚』）
／「神力丸漂流一件」（2 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 64））／「天保三壬辰漂流記」（1 冊、【写
本】所宮内庁書陵部（手島惟敏写））／○「南国奇話」（1 冊、成天保 3 年、著勝之助、【写本】所京都府立図



142

書館）／○「能州羽咋郡塵浜村清兵衛異国漂流口書写」（1 冊、【写本】所国立国会図書館）／「能登国清兵衛異
国江漂流之始末」（1 冊、【写本】所九州大学）／「巴旦国漂流記」（1 冊、【写本】所神戸大学（天保 15 年写））
／「馬旦国母後須島漂流日記」ヵ（1 冊、著片山栄蔵、【写本】所岡山大学池田家文庫）／「巴担島漂流記」ヵ

（2 巻 2 冊、成天保 2 年、【写本】所東北大学（天保 11 年上野十之助写 1 冊）、東北大学狩野文庫（天保 13
年川上義孝写）、京都府立図書館（「巴旦漂流実録」、天保 3 年写 1 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫（「巴旦漂
流記」、嘉永 4 年山本錫夫写、亜墨利加漂流口書・墨夷漂流記と合 1 冊）、長崎市立長崎博物館（「破旦漂流
聞書」））／「備前岡山広瀬町漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所正宗文庫）／「漂到巴旦国讃民口状」ヵ（著勝之助、

【写本】所宮内庁書陵部（静幽堂叢書 51））／「漂流記」（【写本】所九州大学（正徳 3 年写 1 冊）（2 軸）（1 冊）、
東京教育大学（1 冊本 2 種）、東京大学史料編纂所（福井白道寺蔵本写 1 冊）（蒲堂叢書の内）、彰考館文庫（鹿
島治乱記と合 1 冊）、｛旧｝彰考館文庫（8 冊）（欠本、1 冊）（1 冊）、｛旧三井鶚軒｝（1 冊）、【版本】所寛政
元版－東京外語大学（1 冊）、刊年不明－岡山大学池田家文庫（2 冊）、九州大学（2 冊）、岡山県総合文化セ
ンター（1 冊）、県立長崎図書館（1 冊）、上田市立図書館花月文庫（天保 7 年、2 冊）、【活字】『吉備群書
集成 5』、※岡山藩の廻米船神力丸の漂流記で、上巻は御糺一件請取渡前後御届書類、下巻は漂流人十四人
の口上書）／「漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 31））／「漂流人口書」（1 冊、【写本】
所国立国会図書館（漂流記叢書 63））。

《北方》「能州羽喰郡塵浜村清兵衛異国江漂流仕候ニ付天保三年八月廿六日口書写」ヵ（成天保 3 年、【写本】）。

№ 227
【漂流年】天保元（1830）年　【船籍地】種子島ヵ　【漂着地】清国　【出港地】喜界島　【乗組員】三右衛門・
庄蔵　【備考】清国船で帰還中に破船して水死。清国人がこれを長崎奉行に報告

【出典】《川合》。

№ 228
【漂流年】天保 2（1831）年　【船籍地】日本　【備考】カナダのクイーン・シャーロット島で難破
【出典】《川合》。

№ 229
【漂流年】天保 2（1831）年　【帰国年】天保 3（1832）年　【船籍地】大隅国　【漂着地】朝鮮国全羅道済
州旌義県為美浦［済州牧義県為美浦］　【乗組員数】14 ヵ　【帰国ルート】朝鮮国全羅道済州旌義県為美浦［済
州牧義県為美浦］─対馬藩─長崎─生国

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、対州ヨリ朝鮮漂着大隅
之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（六、戸川家蔵長崎志続編）。

№ 230
【漂流年】天保 3（1832）年　【船籍地】尾張国知多郡小野浦　【船名】宝順丸（樋口源六船）　【漂流地点】
遠州灘　【漂着地】北アメリカのワシントン植民地フラッタリ岬付近　【出港地】鳥羽　【乗組員】重右衛門・
岩吉・久吉・音吉　【乗組員数】14　【帰国ルート】北アメリカのワシントン植民地フラッタリ岬付近─ハ
ワイ─ロンドン─マカオ　【関係船】マカオで肥後船の漂流者（№ 237）と一緒になる　【備考】マカオ、香港、
上海などに住んで日本人漂流者の世話をしたり、通訳として外国船で来航したり、数奇な一生を送った

【出典】《川合》。《加藤》中島広足「檀園随筆」（上、唐国の男女のなからひのみたりなる事）／林韑「通航一
覧続輯」（五三、甲子夜話、帰斎叢書）／林韑「通航一覧続輯」（六九、某筆記、甲寅秘記）／林韑「続通信全
覧」類輯之部船艦漂流、米国商船我国ノ漂民ヲ護送浦賀ヘ渡来文政厳令ニ依テ発砲掃除一件・漂流人請取方
故障一件・海外ヘ漂流ノ国民処分沿革一件）／「安政二乙卯年雑録」（水野忠徳雑録之一（荒川秀俊編『日本
漂流・漂着史料』））。
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№ 231
【漂流年】天保 3（1832）年　【帰国年】天保 7（1836）年　【船籍地】越後国早川村　【船名】角長の船［龍
宮丸（長門屋持船）］　【漂着地】ハワイのオアフ島ワイアルア付近　【出港地】松前［江刺］　【乗組員】次郎
右衛門・伝助・長太・伝吉・戸三郎　【乗組員数】9　【帰国ルート】ハワイのオアフ島ワイアルア付近─ホ
ノルル─ペトロパウロフスク─シトカ─エトロフ島

【出典】《川合》。《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門雑件、外船対州津軽近海通航具状及英艦漂民
護送ノ件）／藤川貞「天保雑記」（一九、日本より漂流之船乗共送戻書翰和解）／松浦静山「甲子夜話三篇」（三四、
奥蝦夷に魯西亜人云云せし翰牘の和解）／松浦静山「甲子夜話三篇」（五六、越後漂流人一件の文無き処の追
書）。

《北方》「天保九年戌年三月越後国中村浜戸三郎外弐人之もの異国江漂着之上異国舟ニテ被送戻候一件」（成
天保 9 年、【写本】）／「漂流談」（成天保 9 年頃、著戸三郎、【写本】）。

№ 232
【漂流年】天保 4（1833）年　【船籍地】泉州堺　【船名】明吉丸（木屋平兵衛船）　【漂着地】種子島安城村　【出
港地】長崎　【乗組員】嘉兵衛　【乗組員数】9　【備考】鹿児島藩横目らが取調べて鹿児島藩へ報告した

【出典】《川合》。

№ 233
【漂流年】天保 4（1833）年　【船籍地】琉球　【漂着地】五島大和守領分
【出典】《加藤》藤川貞「天保雑記」（三、五島大和守領分江琉球人漂着御届（天保四年八月））。

№ 234
【漂流年】天保 5（1834）年　【帰国年】天保 6（1835）年　【船籍地】尾張ヵ　【漂着地】ルソン　【乗組員】
音吉　【帰国ルート】ルソン─帰還

【出典】《川合》。

№ 235
【漂流年】天保 5（1834）年　【船籍地】日本　【漂着地】マリアナ群島　【乗組員】与四郎（または伊四郎）　【乗
組員数】21 ヵ　【帰国ルート】マリアナ群島─グアム島　【備考】グアム島に土着したと伝えられる

【出典】《川合》。

№ 236
【帰国年】天保 6（1835）年　【船籍地】長門国豊浦郡肥中浦　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】3 ヵ　【帰国ルー
ト】朝鮮─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（六、戸川家蔵長崎志続編）。

№ 237
【漂流年】天保 6（1835）年　【船籍地】肥後国飽託郡川尻　【船名】庄蔵船　【漂流地点】天草沖　【漂着地】
ルソン島　【乗組員】庄蔵・寿三郎・熊太郎・力松　【乗組員数】4　【帰国ルート】ルソン島─マニラ─マカ
オ　【関係船】マカオで尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者と一緒になる　【備考】マカオ、香港、上海などで
日本人漂流者の世話などをして、一生を海外で送った

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（五三、甲子夜話、帰斎叢書）／林韑「続通信全覧」（類輯之
部船艦門漂流、米国商船我国ノ漂民ヲ護送浦賀ヘ渡来文政厳令ニ依テ発砲掃除一件・漂流人請取方故障一件・
海外ヘ漂流ノ国民処分沿革一件）／「安政二乙卯年雑録」（水野忠徳雑録之一（荒川秀俊編『日本漂流・漂着
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史料』））／「心癢類編」（四（大蔵省編『日本財政経済史料』巻之七））／「漂客寿三郎手簡」（石井研堂編『校
訂漂流奇談全集』、※「漂民寿三郎之書翰」）。

《同志社》「肥後国漂民澳門ヨリ長崎へ送書翰」ヵ（1 冊、成天保 12 年、【写本】所宮内庁書陵部（手島惟敏
写））／○「漂民寿三郎之書翰」（1 冊、成天保 12 年、著寿三郎、【写本】所東京大学（文久 2 年写）、岡田伊
三次郎（「漂客寿三郎通信」））／「漂流人書状写」ヵ（1 冊、著肥後寿三郎等、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 238
【漂流年】天保 7（1836）年　【帰国年】天保 8（1837）年　【船籍地】陸奥国閉伊郡山田村ヵ　【船名】開
運丸［海運丸］　【漂流地点】九十九里浜沖　【漂着地】清国広東省　【出港地】江戸　【乗組員】万吉　【乗組
員数】5 ヵ　【帰国ルート】清国広東省─長崎

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、酉壱番同三番船ヨリ奥
州之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四六、戸川家蔵長崎志続編）。

№ 239
【漂流年】天保 9（1838）年　【帰国年】天保 9（1838）年　【船籍地】薩摩藩　【船名】三益丸　【漂着地】
清国蘇州府崇明県　【出港地】琉球国大島　【乗組員】吉次郎　【乗組員数】23　【帰国ルート】清国蘇州府
崇明県─長崎　【備考】戌四番・五番唐船で長崎に着いた

【出典】《川合》。《加藤》小原克紹著、野間寿恒・村岡重文追補「長崎志続編」（九、戌四番同五番船ヨリ薩
州隅州之者送来事）／林韑「通航一覧続輯」（四五、戸川家蔵長崎志続編）／「犯科帳」（一一七-三五（森永種
夫『犯科帳』八））。

《同志社》「漂民吉次郎覚書」ヵ（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 9））。

№ 240
【漂流年】天保 9（1838）年　【船籍地】常陸国那珂郡湊村　【船名】南部屋文右衛門船　【漂流地点】奥州
沖　【漂着地】青ヶ島　【出港地】箱館

【出典】《川合》。《加藤》「湊村御用留」（湯浅五郎「親船」六、那珂湊市史編さん委員会編『那珂湊市史料』
第八集）。

№ 241
【漂流年】天保 9（1838）年　【帰国年】天保 14（1843）年　【船籍地】越中国富山古寺町　【船名】長者丸
（能登屋兵右衛門船）　【漂流地点】仙台領唐丹浦沖　【乗組員】吉岡屋平四郎・五三郎・喜右衛門・金六・平
四郎・片口屋七左衛門・八左衛門・六兵衛・平兵衛・次郎吉　【乗組員数】10　【帰国ルート】アメリカ船
が救助─ハワイ─ペトロパウロフスク─オホーツク─シトカ─エトロフ島─松前─江戸─帰郷

【出典】《川合》。《加藤》遠藤高環「時計物語」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／古賀謹一
郎「蕃談」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流、室賀信夫・矢守一彦編訳『蕃談 ─ 漂流の記録　
第一 ─』）／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門雑件、外船対州津軽近海通航具状及英艦漂民護送ノ件）／「撤
土徹私漂流記」（高瀬重雄『北前船長者丸の漂流』）／「時計献上の漂民」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「漂
流人次郎吉物語」（高瀬重雄『北前船長者丸の漂流』）。

《同志社》「海防稟議」ヵ（【写本】所天理図書館（45 冊）、※第 14 冊に漂客次郎吉話を収録）／○「撒土微
私漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（天保 9 年写）、尊経閣文庫、〔追加《古典》射和文庫

（「サントウイス漂流記」1 冊）〕）／○「時規物語」（別「献上之御時規由来並用法之覚」、成嘉永 2 年、著遠藤
高璟、【写本】所宮内庁書陵部（明治写 11 冊）、金沢市立図書館加越能文庫（時計函記を付す、26 冊））／
○「蕃談」（3 巻 3 冊、別「蕃譚」、著次郎吉述、古賀増編、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、国会図書館
支部東洋文庫岩崎文庫（編者自筆）、鹿児島大学玉里文庫、九州大学（5 冊）、京都大学、東京教育大学（撒
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土微私漂流記を付す、6 冊）、神戸大学、東京大学史料編纂所（6 冊）、東北大学狩野文庫（3 巻 5 冊）、京
都府立図書館（6 冊）、北海道庁、富山県立図書館（3 巻 6 冊）（3 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫（6 冊）、
名古屋市蓬左文庫、大橋図書館、尊経閣文庫、お茶の水図書館成簣堂文庫（6 冊）（1 冊）、浅野図書館、〔追
加《北方》【活字】『東洋文庫 39』〕）／「漂客次郎吉話」ヵ（【写本】所天理図書館（海防彙議 14））／○「漂
流人次郎吉物語」（1 冊、著次郎吉、【写本】所市立高岡図書館、※長者丸の漂流記「蕃談」とは別系統の写
本で挿絵なし）／「流蕃通書」ヵ（10 巻 10 冊、著次郎吉述、憂天生編、【写本】所九州大学（10 巻 9 冊）、
京都大学、西尾市立図書館岩瀬文庫、岡田伊三次郎　→蕃談）。

№ 242
【漂流年】天保 10（1839）年　【帰国年】天保 13（1842）年　【船籍地】遠江国佐野郡高御所村　【船名】
昌栄丸（茂左衛門船）　【漂流地点】遠州灘　【乗組員】千太郎［仙太郎］・松之助・辰蔵　【乗組員数】3　【帰
国ルート】外国船が救助─ホノルル─マカオ─福州─乍浦─長崎─江戸─故郷

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（一一九-五六（森永種夫『犯科帳』九））。

№ 243
【漂流年】天保 10（1839）年　【帰国年】天保 11（1840）年　【船籍地】陸奥国気仙郡小友浦　【船名】中
吉丸（及川庄兵衛船）　【漂流地点】鹿島灘　【漂着地】小笠原島　【乗組員】三之丞　【乗組員数】6　【帰国ルー
ト】小笠原島─下総国飯岡沖─銚子

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（一五〇、天保十年奥民漂流記）／林韑「続通信全覧」（類輯
之部船艦門漂流雑件、陸奥国小友浦船小笠原島ニ漂着外国人ノ移住見聞之概略具状一件）／「小友船漂流記」

（南部叢書刊行会編『南部叢書』第一〇冊）／「小友船漂流記」（大船渡市史編集員会編『大船渡市史』第三巻
Ⅰ）。

《同志社》「奥州気仙郡三之丞蛮島漂流記」（1 冊、成天保 11 年、【写本】所岩手県立図書館、岡田伊三次郎）
／○「小友船漂流記」（1 冊、成天保 11 年、【写本】所岩手県立図書館）／「天保十年奥州気仙郡庄兵衛船漂流
の書付」（【写本】所東京大学史料編纂所（西海遺珠の内））／「陸奥船南洋漂流記 ─ 天保 10 年」（【活字】『通
航一覧続輯 巻 150』、荒川秀俊編『異国漂流記続集』（地人書館、昭和 39 年））。

№ 244
【漂流年】天保 10（1839）年　【船籍地】常陸国那珂郡湊村　【船名】宝来丸　【漂流地点】平潟沖　【漂着地】
琉球国勝連浜村

【出典】《加藤》菊地半兵衛「風聞記」（那珂湊市史編さん委員会編『那珂湊市史料』第八集）。
《同志社》「漂着常陸国人滞在日記」ヵ（1 冊、成道光 20（天保 11）年、【写本】所旧沖繩県立沖繩図書館）。

№ 245
【漂流年】天保 12（1841）年　【帰国年】嘉永 4（1851）年　【船籍地】土佐国高岡郡宇佐浦　【船名】筆之
丞（伝蔵）の漁船　【漂流地点】土佐湾　【漂着地】鳥島　【乗組員】伝蔵・万次郎［中浜万次郎・ジョン万
次郎・満次郎・萬次郎・万治郎］・五右衛門・寅右衛門・重助　【乗組員数】5　【帰国ルート】鳥島─アメリ
カ船が救助─ホノルル─琉球─長崎　【関係船】伝蔵 : ホノルルで摂津船永住丸（№ 247）の漂流者に会う。
ホノルルで紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。長崎で紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。万次
郎 : ホノルルで紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。長崎で紀伊船天寿丸（№ 267）の漂流者に会う。　

【備考】ハワイに残った寅右衛門は三州船永久丸（№ 293）の漂流者のために通訳を勤めた
【出典】《川合》。《加藤》池道之助「思出艸」（『土佐史談』五二・五三）／河田小龍「漂巽紀略」（坂井昌夫編
『中浜万次郎資料集』、川田維鶴『漂巽紀略　付研究河田小龍とその時代』）／林韑「通航一覧続輯」（七九・
八〇、異国漂流記、辛丑異国漂流記、中浜万次郎漂流記）／林韑「通航一覧続輯」（一一五、某秘記）／林韑「続
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通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、土佐国宇佐浦漁夫万次郎外四人漂流中米国船ノ救助ニ依テ同国ニ至帰朝
一件）／松野尾章行「皆山集」（四、幕府中浜万次郎召抱之事）／松野尾章行「皆山集」（四五、万次郎に学び
たし）／吉田正誉「漂客談奇」（荒川秀俊編『異国漂流記集』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）
／「宇佐浦漂流人口咄」（広谷喜十郎編『土佐清水関係藩政期文書』一）／「宇佐浦漂流人申口」（広谷喜十郎
編『土佐清水関係藩政期文書』一）／「開出雑話」（坂井昌夫編『中浜万次郎資料集』）／「土佐国幡多郡中の浜
浦万次郎一代記」（『建依別』一六-五・七・八）／「難船人帰朝記事」（坂井昌夫編『中浜万次郎資料集』）／「願
書一通」（坂井昌夫編『中浜万次郎資料集』）／「犯科帳」（一三四-五七（森永種夫『犯科帳』一〇））／「漂客
談奇」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』、住田正一編『海事大辞書』中巻中浜万次郎、荒川秀俊編『異国漂
流記集』）／「漂民聞書」（坂井昌夫編『中浜万次郎資料集』、荒川秀俊編『日本漂流・漂着史料』）／「漂民録」（神
宮司庁『古事類苑』外交部）／「漂流人聞書」（坂井昌夫編『中浜万次郎資料集』）／「漂流奇談」（荒川秀俊編『異
国漂流記集』）／「漂流万次郎帰朝談」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「満次郎漂流記」（荒川秀俊編『近世
漂流記集』）／関田駒吉「土佐船の漂流文献」／「万次郎アメリカ漂流記」（仲原善忠訳『日本漂流奇談』）。

《同志社》「亜墨利加詞」ヵ（【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国会図書館支部内閣文庫
（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））／「亜墨利加漂流記」（1 冊、
【写本】所三井文庫）／「亜墨利加漂流聞書」（【写本】所愛媛県立図書館）／「亜墨利加漂流万次郎在留物語」（1
冊、【写本】所秋岡武次郎）／「亜墨利加より帰国聞書」（1 冊、【写本】所高知県立図書館（嘉永 5 年））／「亜
墨利幹土州幡多郡中之浜万次郎漂流噺聞記」（【写本】所徳島県立図書館）／「亜羅周遊奇談」ヵ（【写本】所
田中滝治氏（高知県南国市）（嘉永 4 年写））／「異国物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書
77））／「宇佐浦漂流人申口・宇佐浦漂流人口咄」（【写本】所広谷喜十郎氏（高知県立図書館））／「宇佐浦よ
り漂流留」ヵ（1 冊、【写本】所九州大学）／「海外聞書」（【写本】所広谷喜十郎氏（高知県立図書館）（嘉永
5 年頃写））／「皆山集」（【写本】所東京水産大学羽原文庫、東京大学史料編纂所、※ 5 巻、45 巻に万次郎関
係記録所収）／「嘉永帰朝漂客奇談」ヵ（1 冊、【写本】所神戸大学）／「嘉永五異国戻聞書　萬次郎物語」（1 冊、

【写本】所高知県立図書館）／「嘉永五年壬子土佐人漂流記」（【写本】所田中滝治氏（高知県南国市）（嘉永 7
年写））／「参考漂流人始末聞書」ヵ（2 巻図 1 巻 2 冊、別「参考漂客伝」、成天保 12 年、著小梁処士、【写本】
所国会図書館支部内閣文庫、慶應義塾大学富士川文庫、神戸大学、東京大学、東北大学狩野文庫（嘉永 6
年写）、浅野図書館、中浜博氏）／「辛丑異国漂流記」（【活字】『通航一覧続輯 第 3 巻』所収）／「伝蔵五右衛
門萬次郎亜墨利加漂流記」（2 巻 2 冊、【写本】所龍谷大学）／「土佐国中浜万次郎漂流記」（1 冊、【写本】所
東京教育大学）／○「土佐国幡多郡中の浜浦万次郎一代記」（【写本】所若江南風氏（小松島市））／「土佐国幡
多郡中ノ浜村漁人万次郎異国漂流之次第図書実録」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）／「土
佐国人亜墨利加国江漂流記」（1 冊、著中浜万次郎、【写本】所東北大学狩野文庫（嘉永 7 年南麓社写））／「土
佐国漂流人申口聞書」（【写本】所高知県立図書館、真覚寺（土佐市宇佐））／「土佐国万次郎漂流記」（【写本】
所西尾市立図書館岩瀬文庫（嘉永 5 年写））／「土佐伝蔵漂流記」（【写本】所宮内庁書陵部（南陽叢書 1））／「土
佐中浜万次郎漂流記」（1 冊、【写本】所九州大学）／「土佐漂流人口書」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂
流記叢書 69））／「土佐万次郎異国漂流次第図書実録」（【写本】所東京都立日比谷図書館）／「土佐万次郎漂流
記」（1 冊、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）／「土州宇佐浦流者万次郎聞書」（1 冊、【写本】所鈴鹿文庫）
／「土州宇佐浦漁人北亜墨利加江漂流之記」（1 冊、【写本】所同志社大学）／「土州宇佐浦猟師漂流記」ヵ（1
冊、【写本】所東京大学本居文庫（カピタン封書和解写を付す））／「土州漁夫亜墨利加漂流一件」（【写本】所
田中滝治氏（高知県南国市））／「土州漁夫漂流記」（3 冊、【写本】所神戸大学）／「土州人中浜万次郎漂流記」

（【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（管見叢話 1））／「土州人漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会
図書館（漂流記叢書 76）（「土州人漂流記」、嘉永 6 年写、漂流記叢書 79）（宮塚叢書の内）、宮内庁書陵部（嘉
永 5 年写）、田中滝治氏（嘉永 6 年写）、岡山大学池田家文庫（異国へ漂流仕候陸奥国之者四人口書等と合））
／「土州難船人帰朝記」ヵ（1 冊、成嘉永 5 年、【写本】所米沢市立図書館興譲館文庫）／「土州幡多郡中浜万
次郎漂流噺聞書」（1 冊、成嘉永 7 年、【写本】所徳島県立図書館）／「土州漂流記」（1 冊、【写本】所同志社
大学、2 部（嘉永 7 年写・荒本和一、昭和 16 年写））／「土州漂流人口書」（1 冊、成嘉永 4 年、【写本】所市
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立米沢図書館林泉文庫）／「土州舟子万次郎異国江漂流之始末」（1 冊、別「土州舟子万次郎漂流始末」、成天
保 12 年、著竹村修、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（明治写））／「土州万次郎漂流記」（1 冊、【写本】
所国会図書館支部静嘉堂文庫（雑話を付す））／「中浜万次郎資料集」（坂井昌男編、高知放送史談会、昭和
44 年 3 月、221 p、（放送史談会叢書、第 1 集））／「中浜万次郎漂海記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部
内閣文庫）／「中浜万次郎漂流紀事」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（明治写））／「難船人帰朝記事」

（成嘉永 5 年、【写本】所九州大学（嘉永 7 年写 1 冊）（「難船人帰朝記」、安政 3 年小川某写 1 冊）、東京大
学史料編纂所（1 冊）、京都府立図書館（「難船人帰朝記」、2 冊）、高知県立図書館（兼松文書の内）、｛高知
市民図｝、深瀬昭氏、東京都立日比谷図書館近藤文庫（2 巻 2 冊）、米沢市立図書館興譲館文庫（3 巻、下巻欠、
1 冊）、中浜博氏（難船人帰朝記、1 冊）、〔追加《海洋》「嘉永五年難舩人帰朝記事 : 全」、1 冊〕）／「日本人
漂流之記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 80））／「八多郡中浜万次郎噺聞書写」（【写本】所
丸亀市立図書館（嘉永 5 年写））／「秘説漂流録」（5 巻 5 冊、【写本】所東北大学狩野文庫、東京都立日比谷
図書館近藤文庫、※漂流談奇・異国船浦賀渡来一件を収む・全 5 冊のうち万次郎関係 1.2 の 34 枚分）／「漂
客紀聞」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館（嘉永 5 年写）（嘉永 6 年写）（「亜米利加ヨリ帰国聞書」、嘉永 6
年写））／「漂客見聞録」（3 冊、著牧志摩守編、【写本】所国立国会図書館）／「漂客語録」（1 冊、著中浜万次郎、

【写本】所高知県立図書館）／○「漂客談奇」（成嘉永 5 年、著吉田正誉（文治）、【写本】所国立国会図書館（嘉
永 6 年栗田寛写 1 冊）（3 巻 3 冊）（「漂客奇談」、漂流記叢書 65、1 冊）（「漂客奇談」、土佐漂流人口書と合、
漂流記叢書 69）（漂流記叢書 66・67、1 冊本 2 部）（漂流記叢書 68、2 巻 2 冊）、国会図書館支部内閣文庫（1
冊）、国会図書館支部静嘉堂文庫（「漂流談奇」、1 冊）、宮内庁書陵部（1 冊）、東京国立博物館（3 冊）、香
川大学神原文庫（2 冊）、九州大学（1 冊）、京都大学（1 冊）、神戸大学（2 冊）（「漂客奇談」、1 冊）、国学
院大学（1 冊）、早稲田大学（「土佐漂客談奇」、1 冊）（「漂客談話」、1 冊）（1 冊本 2 部）、東京大学（「漂流
奇談」、1 冊）、東京大学史料編纂所（1 冊）、東北大学狩野文庫（「漂客譚」、1 冊）（「漂流談奇」、2 巻、秘
説漂流録の内）、京都府立図書館（1 冊）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（3 巻 3 冊）（1 冊）（「漂客奇談
土州中之浜漂人異話」、1 冊）（「漂流談奇」、2 巻、秘説漂流録の内）、西尾市立図書館岩瀬文庫（「漂客奇談」、
1 冊）、名古屋市蓬左文庫（2 巻 2 冊）、市立米沢図書館林泉文庫（窪田梨渓写 1 冊）、神宮文庫図書館（嘉
永 7 年写 1 冊）、尊経閣文庫（1 冊）、お茶の水図書館成簣堂文庫（1 冊）（「漂客奇談」、1 冊）、穂久邇文庫（1
冊）、礫川堂文庫（1 冊）、浅野図書館（1 冊）、〔追加《古典》茨城大学菅文庫（「海國圖志 附漂客談奇」、1 冊）、
玉川大学（安政 4 年写、1 冊）、新潟大学佐野文庫（1 冊）（1 冊）、茨城県立歴史館（「漂客奇談」、1 冊）、
栃木県立図書館黒崎文庫（「嘉永漂客寄談」1-4、4 冊）、市立弘前図書館（「漂客奇談」、1 冊）、射和文庫（「嘉
永 5 年漂客談奇」、1 冊）〕、〔追加《北方》「漂客奇談」〕、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫））／「漂
巽紀畧」（川田維鶴撰、【写本】所｛京外大｝（嘉永 5 年写 4 巻 4 冊）、松岡鬼一氏、住吉神社、高知県立郷
土文化会館、中浜博氏、〔追加《海洋》「漂巽記略 4 巻」、1 冊〕、〔追加《早稲田》4 冊〕）／「漂民聞書」ヵ（別

「漂民録・漂流人聞書・漂流談」、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国会図書館支部内閣
文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））／「漂民紀事」（【写
本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国会図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東
京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））／「漂民新話」（3 巻付 1 巻 4 冊、【写本】所神戸大学）
／「漂洋瑣談」ヵ（【写本】所中浜博氏（中日病院外科医長））／「漂流始末聞書」（1 冊、【写本】所神戸大学）
／「漂流談記」ヵ（2 巻、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（秘説漂流録の内））／「漂流人始末聞書」

（1 冊、【写本】所龍谷大学（嘉永 5 年写）、中浜博）／「漂流人土佐国万次郎口書」（【写本】所田中滝治氏（高
知県南国市））／「漂流譚－土佐国万次郎帰朝」（【写本】所田中滝治氏（高知県南国市））／「松平土佐守小人万
次郎相糺書付」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、東京大学史料編纂所、国立国会図書館、京都大
学（図）、※土佐国群書類従巻 84 の内）／「漫子亜墨利加雑話」（1 冊、別「難船人帰朝記」、【写本】所東京
大学史料編纂所（2 部））／「万次郎一世紀」（【写本】所名古屋市蓬左文庫）／「萬次郎杯往還聞書」（1 冊、【写
本】所高知県立図書館（嘉永 5））／「万次郎外四人漂流一件」（【写本】所田中滝治氏（高知県南国市））／「万
次郎北米漂流記」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「万次郎譚
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和解船話」（1 冊、著太虚道人、【写本】所国立国会図書館（第 2 編、漂流記叢書 71）（坤、漂流記叢書
72））／○「満次郎漂流記」（1 冊、別「大日本土佐国漁師漂流記」、著鈍通子編、【版本】所国立国会図書館（漂
流記叢書 73）（1 冊）、九州大学、東京教育大学、東北大学狩野文庫、｛京外大｝、岡山県総合文化センター、
高知県立図書館、東京都立日比谷図書館近藤文庫、礫川堂文庫、高橋正、〔追加《古典》天明 2 版─栃木県
立図書館黒崎文庫（1 冊）、嘉永 6 版─玉川大学（「漂流譚」1 冊）（1 冊）〕、〔追加《海洋》1 冊〕、※明治
11 版（「亜米利加漂流譚」）あり）／「万次郎漂流紀事」（※日本漂流書目による）／「万次郎漂流細書」（【写本】
所田中滝治氏（高知県南国市））／「万次郎漂話」（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部）／「万次郎物語」（1 冊、【写
本】所高知県立図書館（伊藤丑太郎嘉永 5 年写））。

《国書補遺》「土州人漂流記」ヵ（【写本】所岡山大学池田家文庫（異国へ漂流仕候陸奥国之者四人口書等と合））。
《古典》「漂流人対問」（【写本】所福井市立図書館（「漂流人對問」1 冊））／「漂流人土佐万次郎取調書写」（【写
本】所玉川大学（嘉永 7 年写、1 冊））。

《北方》「漁夫万次郎亜米理加漂流之記」。
《海洋》「大日本土佐國漁師漂流譚」（1 冊、【版本】、〔追加《早稲田》1 冊〕、※鈍通子記録）／「土州漂流人
口書 : 完」（1 冊、【写本】）。

№ 246
【漂流年】天保 12（1841）［天保 11（1840）］年　【帰国年】天保 14（1843）年　【船籍地】加賀国石川郡
大野村　【船名】松徳丸（丸屋伝六船）　【漂流地点】鹿島灘　【乗組員】勝蔵・宗七・弥三兵衛　【乗組員数】
7　【帰国ルート】清国船が救助─マカオ─乍浦─長崎　【関係船】マカオで肥後船（№ 237）の漂流者と会う。
マカオで摂津船永住丸（№ 247）の初太郎と一緒になる。乍浦で陸奥船観吉丸（№ 248）の漂流者と一緒に
なる。乍浦で摂津船永住丸（№ 247）の善助と一緒になる。

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（一二三-六四（森永種夫『犯科帳』九））／「皆月村弥三兵衛異国へ漂着の
次第口書」（石川県図書館協会編『加能漂流譚』）。

№ 247
【漂流年】天保 12（1841）年　【帰国年】1・2天保 14（1843）年・3弘化 2（1845）年　【船籍地】摂
津国兵庫西宮内町　【船名】永住丸［栄寿丸］（中村屋伊兵衛船）　【漂流地点】犬吠崎沖　【乗組員】善助・
初太郎・儀三郎・亥之助・弥市・太吉　【乗組員数】13　【帰国ルート】スペイン船が救助─カリフォルニ
ア…1初太郎 : マカオ①─ホノルル─マカオ②─乍浦─長崎─故郷・2善助 : マカオ①─ホノルル─マカオ
②─上海─乍浦─長崎─故郷・3亥之助、弥市、太吉 : 乍浦─長崎　【関係船】初太郎 : ホノルルで土佐の漂
流者（№ 245）と会う。マカオ②で肥後船の漂流者（№ 237）と加賀船松徳丸（№ 246）の漂流者と会う。
松徳丸の漂流者とは一緒になる。乍浦で陸奥船観吉丸（№ 248）の漂流者と一緒になる。乍浦で善助と一緒
になる。善助 : ホノルルで土佐の漂流者（№ 245）と会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者の世
話になる　【備考】カリフォルニアで置き去りにされた者のうち儀三郎は寧波で帰国を断念してイギリス役
所で働く

【出典】《川合》。《加藤》井上黙「亜湧竹枝」（河野太郎『初太郎漂流記』）／井上黙「初太郎漂流記」（荒川秀
俊編『近世漂流記集』）／岩崎俊章「東航紀聞」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／田中基文・
賀来佐之「墨是可新話」（入江湑訳『墨是可新話 ─ 島原松平文庫に眠るメキシコ漂流秘書 ─』）／林韑「通
航一覧続輯」（一一四・一一五、亜墨新話、漂民善助口書）／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、紀
伊国周佐美浦船亜米利加国ニ漂流一件）／堀内信編「南紀徳川史」一八／前川温・酒井輝「亜墨新話」（石井
研堂編『校訂漂流奇談全集』、三島才二編『南蛮紀文選』、三島才二編『南蛮稀聞帳』、河野太郎『初太郎漂
流記』）／前川文「海外異聞」（荒川秀俊編『異国漂流記続集』）／「浮世の有様」（巻一一、天保十五年雑記
四六、漂流）／「栄寿丸漂流口書」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／「紀州熊野漂流噺」（池田皓編『日本庶民
生活史料集成』第五巻漂流）／「長尾市太郎成立書並系図」（河野太郎『初太郎漂流記』）／「犯科帳」（一二三
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─六〇・九八（森永種夫『犯科帳』九））／戸台俊一「弥市漂流物語」。
《同志社》○「亜墨新話」（5 巻 5 冊、別「天保年間阿波国水手初太郎等漂流一件・海外異聞・亜墨利加新話」、
成天保 15 年序、著前川温（文）・酒井輝（順蔵）撰、守任定輝画、郡波希顔序、【写本】所国会図書館支部
静嘉堂文庫（5 冊）、宮内庁書陵部（2 冊）、東京国立博物館（巻 1・2、2 冊）、岡山大学池田家文庫（3 冊）、
京都大学（7 冊）、東京大学史料編纂所（4 冊）、東北大学狩野文庫（3 冊）、早稲田大学（5 冊）、県立秋田
図書館（4 冊）、徳島県立図書館（1 冊）、東京都立日比谷図書館加賀文庫（3 冊）、楂 書屋（5 冊）、成田
図書館（3 冊）、凌霄文庫（3 冊）、国会図書館支部内閣文庫（1 冊）、同志社大学（1 冊）、〔追加《北方》〕、〔追
加《国書補遺》【活字】荒川秀俊『異国漂流記続集』（昭和 39 年）〕）／「亜墨竹枝」（1 冊、成弘化 2 年前川
文序、同 3 年広瀬建・篠崎弼序、著井上黙（春洋）、【写本】所早稲田大学、｛旧三井鶚軒｝、名古屋市蓬左
文庫（資治雑笈二輯）、〔追加《国書補遺》東京都立中央図書館特別買上文庫諸家（ 夷伝示天下諸国檄等と
合）〕、【版本】所国会図書館支部内閣文庫、慶應義塾大学、東京大学、早稲田大学、東京都立日比谷図書館
加賀文庫、村野文庫、凌霄文庫、鮎沢信太郎、岡田伊三次郎、同志社大学、〔追加《国書補遺》香川大学神
原文庫〕）／「亜墨竹枝余話」（1 冊、成弘化年間、著井上黙（春洋）、【写本】所凌霄文庫）／「亜墨利加新話」ヵ

（4 巻 2 冊、【写本】所名古屋大学岡屋文庫）／「亜米理軒見聞記」（上中下巻 1 冊、【写本】所同志社大学）／「伊
豫松山亥ノ助北亜美理駕漂流紀」（1 冊、【写本】所龍谷大学（嘉永 2 年写））／「栄寿丸善助西洋漂流物がたり」

（1 冊、【写本】所京都府立図書館）／「海外異聞」（1 冊、別「亜墨利加聞書」、【写本】所名古屋大学神宮皇
学館文庫）／○「海外異聞」（5 巻 5 冊、別「亜墨利加新話・亜米利加新話」、成安政元年刊、著靄湖漁叟、【版
本】所国会図書館支部内閣文庫、関西大学、九州大学、京都大学、東京教育大学、神戸大学、東北大学狩野
文庫、広島大学、東京都立日比谷図書館近藤文庫、｛東京｝、西尾市立図書館岩瀬文庫、市立刈谷図書館、名
古屋市蓬左文庫、大橋図書館、栗田文庫、神宮文庫図書館、竜門文庫、｛京外大｝、同志社大学、〔追加《国
書補遺》龍谷大学、上田市立図書館花月文庫〕、〔追加《古典》嘉永 7 版─東洋文庫藤井文庫（「亞墨利加新話」
5 巻、5 冊）、市立弘前図書館（「亜墨利加新話」5 巻、5 冊）、その他─島根大学桑原文庫（「亜墨利加新話」
1-5、5 冊）〕、〔追加《海洋》3 冊、巻之 1～3〕、〔追加《早稲田》5 冊〕）／「海外異話」（別「天保十二年伊
予松山船子亥之助漂流記」、成嘉永 2 年、【写本】所国立国会図書館（2 巻 1 冊）、国会図書館支部内閣文庫（2
巻 2 冊）、宮内庁書陵部（嘉永 4 年写 4 冊）、京都府立図書館（明治 2 年写 1 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫

（1 冊）、市立刈谷図書館（1 冊）、龍谷大学（2 巻 2 冊）、〔追加《国書補遺》国立国会図書館（1 冊）、鹿児
島大学玉里文庫（2 巻 1 冊）〕／「海外漂流記　上之部　下之部」（1 冊、【写本】所同志社大学（安政 2 年小
西写）、※下之部は拾遺海外漂流記となっている）／「紀伊国漂流民一件書類」ヵ（2 冊、【写本】所京都大学

（大正元年井上善助蔵本写））／「紀州口熊野漂流噺」ヵ（1 冊、【写本】所渡辺千秋、【活字】宮本常一等編『日
本庶民生活史料集成 5 巻 漂流 : 無人島漂流記』三一書房、1968）／「紀州善助渡米録」（3 冊、成弘化元年、
著那波希顔、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「紀州善助米利幹漂流記」

（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「千石積栄寿丸沖船頭善助口
書」（1 冊、【写本】所｛京外大｝）／「善助自筆和漢対照漂流始末」ヵ（1 軸、※日本漂流書目による）／「善
助初太郎漂流記」（【活字】荒川秀俊編『異国漂流記続集 5 通航一覧続輯漂流記選』地人書館、昭和 39 年）
／「善助漂流記」ヵ（【写本】所東京教育大学（3 巻 3 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫（1 冊））／「天保十二年
紀州牟婁郡善助阿波板野郡初太郎か丑年カリホルニヤに至りた紀事」（【写本】所東京大学史料編纂所（西海
遺珠の内））／「天保漂流記海外異聞抄」ヵ（1 冊、著靄湖漁叟、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（海
外異聞考を付す）、※海外異聞抄出）／○「東航紀聞」（10 巻 6 冊、著岩崎俊章編、【写本】所国立国会図書館、
国学院大学（嘉永 4 年写 6 巻 6 冊）、兵庫県立篠山鳳鳴高等学校青山文庫、成田図書館（3 冊）、〔追加《古典》
射和文庫（従魯西亜帝王支那北京帝都ヘノ勅使道中日記と合［「魯西使支那往来日記等」合 1 冊］）〕）／「初
太郎北亜米利加漂流記」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／○「初
太郎漂流記」（【活字】河野太郎編『初太郎漂流記』（徳島県教育会出版部、1970）、（初太郎漂流記の資料と
して「亜墨新話」・「長尾市太郎成立書並系図」・「亜墨竹枝」のほか「郷土人物誌の記述」「其後の永住丸漂
流者の動向」を収めている））／「初太郎米国談」（4 冊、成天保 15 年序、【写本】所神戸大学）／「漂流記」（1
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冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「漂流聞書」（1 冊、【写本】所｛京
外大｝（弘化 4 年写））／「漂流談」（1 冊、成天保 15 年、【写本】所早稲田大学）／「漂流人異国物語」ヵ（1 冊、

【写本】所神戸大学）／「漂流人口書」ヵ（1 冊、著亥之助等、【写本】所島原市立島原公民館松平文庫）／「漂
流人善助聞書」ヵ（1 冊、【写本】所｛京外大｝）／「漂流人善助初次郎口書写」ヵ（1 冊、【写本】所国立国
会図書館（弘化 2 年写、漂流記叢書 82））／「漂流人弥市長崎奉行所ニテ請取方等ノ手続書」ヵ（1 冊、【写本】
所京都大学）／「漂流人弥市之記」ヵ（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 83）、九州大学）／「漂
流物語」（1 冊、【写本】所京都大学）／○「墨是可新話」（著田中基文・賀来佐之、【写本】所国会図書館支部
内閣文庫（5 巻 5 冊）、島原市立島原公民館松平文庫（弘化 4 年写、付録目録共 9 巻））／「米利幹漂流記」（1
冊、別「亜墨新話」、【写本】所早稲田大学）。

《古典》「米利幹漂流記」ヵ（別「漂流聞書」、著福田久右衛門、【写本】所射和文庫（「漂流聞書」1 冊））。
《早稲田》「漂流始末記」（1 軸、著善助記）。

№ 248
【漂流年】天保 12（1841）年　【帰国年】天保 14（1843）年　【船籍地】陸奥国伊達郡北半田　【船名】観
吉丸［観音丸］（重吉船）　【漂流地点】九十九里浜沖　【漂着地】フィリピン群島中のサマル島付近の小島　【乗
組員】甚助・次郎吉・長次郎・喜平・重吉・与三蔵　【乗組員数】8　【帰国ルート】フィリピン群島中のサ
マル島付近の小島─カヴィテ─マニラ─香港─マカオ─乍浦─長崎─江戸　【関係船】乍浦で摂津船永住丸（№
247）の初太郎と加賀船松徳丸（№ 246）の漂流者と一緒になる。乍浦で摂津船永住丸（№ 247）の善助と
一緒になる。

【出典】《川合》。《加藤》大槻磐渓「観音丸呂宋漂流記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／大槻磐渓「呂宋
漂流記」（荒川秀俊編『異国漂流記集』）／大槻磐渓「呂宋漂流記」（池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五
巻漂流）／林韑「通航一覧続輯」（七、呂宋国漂流記、管海区略）／藤川貞「天保雑記」（五〇、呂宋国漂流記

（大槻清崇附地図并船）・呂宋国漂流記之内抄録）／「犯科帳」（一二三-六七（森永種夫『犯科帳』九））／「呂
宋国漂流記」（服部聖多朗「呂宋国漂流記」）。

《同志社》「天保漂流記」ヵ（1 冊、別「天保辛丑漂流記事」、成弘化 2 年、著大槻清崇、【写本】所県立長崎
図書館（2 部）、｛旧｝彰考館文庫、〔追加《古典》宮城教育大学（「漂流記」、魯西亜漂流記他と合［「漂流記」
1 冊］）〕）／○「呂宋国漂流記」（1 冊、別「呂宋漂流記」、成弘化 2 年、著大槻清崇編、【写本】所国立国会
図書館（好古堂漫録 7）（漂流記叢書 52）（弊函一掃 7）、国会図書館支部内閣文庫（明治写）、国会図書館
支部静嘉堂文庫（昭和写）（1 冊）、宮内庁書陵部（静幽堂叢書 51）、東京国立博物館（「天保辛丑呂宋国漂
流記」）、東京大学（嘉永 5 年写）（1 冊）、東京大学史料編纂所、東北大学狩野文庫（2 部）、龍谷大学（1 冊）、
同志社大学（1 冊）、岡山県総合文化センター、京都府立図書館（蒸気船訳・鵞毛筆余と合）（1 冊）、高知
県立図書館（弘化 2 年写）、県立長崎図書館、東京都立日比谷図書館近藤文庫（嘉永 7 年百花園主人写）、
足利学校遺跡図書館（旅の流塵 62）、西尾市立図書館岩瀬文庫、神宮文庫図書館、尊経閣文庫、竹柏園文庫、

〔追加《古典》島根大学海野文庫（「呂宋國漂流記」、弘化 3 年写、1 冊）、宮城教育大学（漂流再記他と合［「漂
流記」1 冊］）（弘化 2 年写、1 冊、翠帚館叢書）、大洲市立図書館矢野玄道文庫（弘化 2 年写、1 冊）〕、〔追
加《海洋》積成會寄贈本 1 冊、森下晋二氏寄贈本 1 冊〕）。

《古典》「仙台之漂流人足覚」ヵ（【写本】所宮城教育大学（弘化 2 年写、1 綴））。
《早稲田》「漂流之記」（1 冊、【写本】）。

№ 249
【漂流年】天保 12（1841）年　【船籍地】尾州内海　【船名】数右衛門船　【漂流地点】紀州沖　【乗組員】
数右衛門・源助・治助・長吉・十作・亀吉・伊助　【乗組員数】7　【帰国ルート】外国船が救助─ペルーの
カヤオ港　【備考】長吉は万延元年ごろ商船で清国へ。十作は明治 3 年ごろ死亡。亀吉は仕立屋になり、結婚。
伊助はリマで大工になり、結婚
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【出典】《川合》。

№ 250
【漂流年】天保 14（1843）年　【帰国年】天保 14（1843）年　【船籍地】薩摩国河辺郡加世田郷泊村　【船名】
栄助の漁船　【漂流地点】五島沖　【漂着地】朝鮮　【乗組員】与吉　【乗組員数】21　【帰国ルート】朝鮮─
萩三島─長門国萩宇津港─長崎

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（一二三─六五（森永種夫『犯科帳』九））。
《同志社》「薩摩国与吉其外者共朝鮮へ漂流致シ定法ノ送方ニ不相成乗戻長門宇津港へ漂流一件」（1 冊、著
長崎奉行所、【写本】所県立長崎図書館）。

№ 251
【漂流年】天保 14（1843）年　【船籍地】江戸ヵ　【備考】北海でアメリカ船が救助。天保 14 年はアメリカ
船が救助した年代ヵ。

【出典】《川合》。

№ 252
【帰国年】天保 15（1844）年　【船籍地】天草ヵ　【漂着地】朝鮮　【乗組員数】3 ヵ　【帰国ルート】朝鮮─
長崎　【備考】対馬藩から護送されて長崎に着いた

【出典】《川合》。

№ 253
【漂流年】天保 15（1844）年　【帰国年】弘化 2（1845）年　【船籍地】阿波国中野郡撫養　【船名】幸宝丸
（天野屋兵吉船）　【漂流地点】紀伊国比井岬沖　【漂着地】鳥島　【乗組員】徳之丞・由蔵・幸助　【乗組員数】
11　【帰国ルート】鳥島─アメリカ船が救助─（上総国夷隅郡守谷村・房州乙浜村）─浦賀　【関係船】アメリ
カ船で日本へ航行中に陸奥船千寿丸（№ 254）を救助し一緒になる　【備考】連絡のため由蔵らを上総国夷
隅郡守谷村に上陸させ、さらに幸助らを房州乙浜村に上陸させた

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（一〇五～一〇八、乙巳異船一件、某筆記、尹隷秘蔵、相浪
手簡、或留記、乙巳雑書、浦賀雑事、浦賀雑書、亜墨利加雑事、浦賀雑話、異船一件、亜米利加船雑事、弘
化年録、浦賀与力留書、捕賀同心由緒書、浦賀御褒美聞書、異国船渡来一件）／林韑「続通信全覧」（類輯之
部船艦門漂流、米国鯨漁船阿波下総両国ノ漂民護送浦賀へ渡来一件）／藤川貞「弘化雑記」（三、漂流人由蔵
上総国守谷村江上陸・弘化無人島漂流紀聞・阿波船水主十一人帰国次第・護送紀略・阿波国幸蔵丸幸助漂流
中日記写・漂流人為乗組候異国船渡来之評書）／堀内信編「南紀徳川史」一八／「浮世の有様」（巻十二、弘
化二年雑記八、漂流民の話）／「浮世の有様」（巻十三、弘化三年雑記一七、漂流人の噺）／「幸宝丸漂流記」（石
井研堂編『異国漂流奇譚集』）／「己酉雑綴」（二〇（神宮司庁『古事類苑』外交部））。

《同志社》「阿南漂泊實記」（1 冊、【写本】所同志社大学（海表異聞 49））／「阿南漂流記」（1 冊、成弘化元 -

2 年、著徳之丞等、【写本】所東北大学狩野文庫）／「阿波幸宝丸漂流記」（1 冊、成嘉永頃、【写本】所九州
大学）／「幸宝丸漂流一件聞書」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 84））。

《北方》「弘化二年乙巳亜墨利加船浦賀入律並阿州漂民帰朝之記」ヵ。
《海洋》「撫養天野屋舩南部舩外舩ニ被助聞書」（1 冊、【写本】）。

№ 254
【漂流年】弘化 2（1845）年　【帰国年】弘化 2（1845）年　【船籍地】陸奥国閉伊郡釜石浦　【船名】千寿
丸（佐野屋与平治船）　【漂流地点】常州平潟沖　【乗組員】勇助・太郎兵衛・富蔵　【乗組員数】11　【帰国ルー
ト】アメリカ船が救助─館山港─浦賀　【関係船】救助されたアメリカ船に阿波船幸宝丸（№ 253）の漂流
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者がおり一緒になる
【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（一〇五～一〇八、乙巳異船一件、某筆記、尹隷秘蔵、相浪
手簡、或留記、乙巳雑書、浦賀雑事、浦賀雑書、亜墨利加雑事、浦賀雑話、異船一件、亜米利加船雑事、弘
化年録、浦賀与力留書、浦賀同心由緒書、浦賀御褒美聞書、異国船渡来一件）／林韑「続通信全覧」（類輯之
部船艦門漂流、米国鯨漁船阿波下総両国ノ漂民護送浦賀へ渡来一件）／藤川貞「弘化雑記」（三、漂流人由蔵
上総国守谷村江上陸・護送紀略）／堀内信編「南紀徳川史」一八／「己酉雑綴」（二〇（神宮司庁『古事類苑』
外交部））。

№ 255
【帰国年】弘化 2（1845）年　【船籍地】尾張ヵ　【備考】アメリカ船が尾張の漂民を護送して浦賀に来航
【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、米国船尾張ノ漂民護送浦賀ニ渡来一件）。

№ 256
【漂流年】弘化 2（1845）年　【帰国年】弘化 3（1846）年　【漂流地点】種子島沖　【漂着地】清国松江府
華亭県の小島　【乗組員】喜兵衛・富三郎・小重太・幸吉　【乗組員数】4　【帰国ルート】清国松江府華亭
県の小島─乍浦─長崎　【備考】種子島に流された淡路の者 4 人の島抜け

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（一三〇-一二三（森永種夫『犯科帳』一〇））／「御仕置伺集」（七〇（森
永種夫『御仕置伺集』上））。

№ 257
【漂流年】弘化 2（1845）年　【船籍地】日本　【乗組員】3 ヵ　【備考】アメリカ船に救助されてハワイに上
陸。弘化 2 年はアメリカ船に救助されてハワイに上陸した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 258
【帰国年】弘化 2（1845）年　【船籍地】日本　【備考】アメリカ船が安房国館山に入港し漂流者を送致して去っ
た

【出典】《川合》。

№ 259
【漂流年】弘化 3（1846）年　【帰国年】弘化 4（1847）年　【船籍地】尾張　【出港地】大坂　【乗組員数】9 ヵ　
【帰国ルート】ドイツ船が救助─松前海峡で日本船に移す─南部領
【出典】《川合》。

№ 260
【漂流年】弘化 4（1847）年　【帰国年】嘉永元（1848）年　【船籍地】伊豆国三宅島　【船名】権現丸（伝
右衛門船）　【漂着地】薩州屋久島　【出港地】八丈島　【乗組員】伝右衛門　【乗組員数】6　【帰国ルート】
薩州屋久島─長崎

【出典】《川合》。

№ 261
【漂流年】弘化 4（1847）年　【船籍地】日本　【乗組員数】4 ヵ　【備考】アメリカ船に救助されてホノルル
に上陸。弘化 4 年はアメリカ船に救助されてホノルルに上陸した年代ヵ

【出典】《川合》。
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№ 262
【漂流年】弘化 4（1847）年　【船籍地】日本　【漂着地】スタプレトン島の一小湾　【乗組員数】5 ヵ　【備考】
フランス船が海岸に漂着した日本船の生存者を救助。弘化 4 年はフランス船が救助した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 263
【漂流年】嘉永元（1848）年　【船籍地】日本　【乗組員数】20 ヵ　【帰国ルート】アメリカ船が救助─ハワ
イ諸島のマウイ島ラハイナ　【備考】漂流者はラハイナに 6 ヶ月ないし 8 ヶ月滞在した。嘉永元年はハワイ
諸島のマウイ島ラハイナに上陸させた年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 264
【漂流年】嘉永元（1848）年　【帰国年】嘉永 2（1849）年　【船籍地】大阪今橋　【船名】大通丸（紙屋新
助船）　【漂流地点】志州沖　【乗組員】正十郎　【乗組員数】12　【備考】陸奥国気仙沼越喜来村の住民に救
助された

【出典】《川合》。《加藤》「大坂船漂着記」（南部叢書刊行会編『南部叢書』第一〇冊）。
《同志社》○「大阪船漂着記」（別「大阪船漂流記」、成嘉永 2 年、【写本】所岩手県立図書館）。

№ 265
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】播州赤穂郡坂越浦　【船名】明徳丸（矢子屋彦兵衛船）　【漂着地】
八丈島属島小島宇津木村　【乗組員】彦四郎・長五郎・平七・清七　【乗組員数】14

【出典】《川合》。

№ 266
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】三州高浜　【船名】竹久丸（栄三郎船）　【漂着地】青ヶ島　【乗組員】
栄三郎・久吉　【乗組員数】15　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島大賀郷

【出典】《川合》。

№ 267
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【帰国年】1嘉永 4（1851）年・2嘉永 5（1852）年　【船籍地】紀伊国日
高郡薗浦　【船名】天寿丸（和泉屋庄衛門船）［庄左衛門船・虎吉船］　【漂流地点】伊豆沖　【出港地】江戸　【乗
組員】九助こと虎吉［寅吉］・長助・半六・佐蔵　【乗組員数】13　【帰国ルート】アメリカ船が救助…1虎吉 :
ホノルル─ハワイ─香港─上海─乍浦─長崎─故郷・2長助、半六 : ペトロパウロフスク─アヤン─ノウォ
アルハンゲリスク（シトカ）─豆州下田─豆州中木浦─下田─江戸─故郷　【関係船】虎吉 : ハワイで土佐の
漂流者（№ 245）と会う。香港で肥後の漂流者（№ 237）と会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者
と会う。乍浦で肥前の漂流者（№ 286）と一緒になる。長崎で土佐の漂流者（№ 245）と会う。

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（九八、漂民蛮話、漂客談奇、幽陬秘籍、某筆記）／林韑「続
通信全覧」（類輯之部船艦門漂流雑件、海外へ漂流ノ国民処分沿革一件）／藤川貞「安政雑記」（一、豆州入
間村漂流人儀江川太郎左衛門伺書）／「紀州船米国漂流記」（石井研堂編『校訂漂流奇談全集』）／「犯科帳」

（一三四-四七（森永種夫『犯科帳』一〇））／「漂流船聴書」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）。
《同志社》「亜墨利加漂流記聞」（1 冊、別「紀伊国日高郡園浦天寿丸虎吉船亜墨利加漂流記聞」、成嘉永 4 年、
【写本】所九州大学（自筆））／「紀州薗浦漂流記」（1 冊、著能勢矩政、【写本】所東京国立博物館（嘉永 5 年
写））／「天寿丸漂流記」（上・下巻 1 冊、【写本】所龍谷大学、※上巻は「天寿丸オロシア廻り漂流記」、下
巻は「天寿丸唐土廻り漂流記」「天寿丸漂客内佐蔵聞書附録（嘉永七年寅七月）」「長崎表江イキリス人御忠
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節御奉行衆江直々御達申上度との前口上写」からなる）／「天寿丸漂流談」（1 冊、成嘉永 2 年、【写本】所岡
田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）／「東帰異聞雑記」（1 冊、【写本】所東京大学史料
編纂所（東京都洒井新次郎蔵本写）、同志社大学（安政 2 年写））／「蕃国記」（3 巻 3 冊、【写本】所龍谷大学）
／「漂流人日高郡薗浦新町庄左衛門船天寿丸沖船頭九助事虎吉初五人之者共申口書」（1 冊、【写本】所東京
都立日比谷図書館近藤文庫）／「漂流舟記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（嘉永 6 年写、漂流記叢書
85））。

《海洋》「亜墨漂客談 上・下」（2 冊、【写本】）／「紀州太郎兵衛自筆漂流記」（1 冊、【写本】、※乾のみ）／「豆
州下田港江異國舩入津漂流人乗セ来始末荒増於異舩承リ書留写」（1 冊、【写本】）／「漂民蠻話 : 完」（1 冊、【写
本】）／「北沙奇聞録」（1 冊、【写本】）。

№ 268
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】大坂淡路町二丁目　【船名】寿通丸（錫屋庄兵衛船）　【漂着地】八
丈島三根村神湊　【乗組員】徳蔵・利右衛門・政蔵　【乗組員数】16

【出典】《川合》。

№ 269
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】尾州常滑浦　【船名】嘉永丸（忠蔵船）　【漂着地】八丈島中之郷藍ヶ
江　【乗組員】忠蔵　【乗組員数】9　【関係船】嘉永丸には漂流中に救助された讃州塩飽牛島平右衛門船大
新造の 13 人がいた

【出典】《川合》。

№ 270
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】播州坂越浦　【船名】小竹丸（義兵衛船）　【漂着地】八丈島末吉村
神子崎　【乗組員】助市・与市・長右衛門　【乗組員数】11

【出典】《川合》。

№ 271
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】越後国頸城郡青海浦　【船名】観在丸（内川屋、斎藤太次右衛門船）　
【漂着地】八丈島大賀郷八重根　【乗組員】内河屋徳三郎・小野伴三郎・民治郎　【乗組員数】11　【関係船】
観在丸には漂流中に救助された摂州鳴尾の丸屋半右衛門船、成竜丸の 5 人がいた

【出典】《川合》。

№ 272
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】淡州津名郡志筑浦　【船名】春吉丸（九右衛門船）　【漂着地】青ヶ
島【乗組員】九右衛門・友八・芳太郎　【乗組員数】10　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島大賀郷

【出典】《川合》。

№ 273
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】播州坂越浦　【船名】住寿丸（松次郎船）　【漂着地】青ヶ島　【乗
組員】松次郎・源治郎・利八　【乗組員数】11　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島大賀郷

【出典】《川合》。

№ 274
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】尾州常滑浦　【船名】幸栄丸（富浦長次郎船）　【漂着地】八丈島属
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島小島宇津木村　【乗組員】万蔵　【乗組員数】10　【帰国ルート】八丈島属島小島宇津木村─末吉村洞輸沢
【出典】《川合》。

№ 275
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】淡州三原郡惣川村　【船名】福膳丸（新蔵船）　【漂着地】青ヶ島　【乗
組員】新蔵・茂助・春吉　【乗組員数】5　【関係船】福膳丸には洋上で救助された越中国射水郡六渡寺村の
次郎兵衛船、長寿丸の 7 人がいた

【出典】《川合》。

№ 276
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】阿州那賀郡答島村　【船名】喜栄丸（善兵衛船）　【漂着地】八丈島
末吉村洞輸沢　【乗組員】熊蔵・勇蔵・金蔵　【乗組員数】10

【出典】《川合》。

№ 277
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】紀州尾鷲浦　【船名】喜福丸（浜中屋、土井八郎兵衛船）　【漂流地点】
八丈島末吉村　【乗組員】長吉・惣兵衛・長太郎　【乗組員数】12　

【出典】《川合》。

№ 278
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】紀州鵜殿　【船名】観喜丸（彦右衛門船）　【漂着地】八丈島末吉村　【乗
組員】彦兵衛・勇治郎・彦左衛門　【乗組員数】8

【出典】《川合》。

№ 279
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】尾州野間一色村　【船名】春日丸（野村藤次郎船）　【漂着地】八丈
島末吉村　【乗組員】虎吉　【乗組員数】12

【出典】《川合》。

№ 280
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】大坂船坂町　【船名】長栄丸（佐兵船）　【漂着地】青ヶ島　【乗組員】
留五郎・梅吉　【乗組員数】11　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島大賀郷　【関係船】長栄丸には漂流中に救助
された江戸北新堀の孫市船、松福丸の 8 人がいた

【出典】《川合》。

№ 281
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】加賀国向粟ヶ崎　【船名】宝永丸（鳥屋徳兵衛船）　【漂着地】青ヶ
島　【乗組員】長治郎・清五郎　【乗組員数】12　【帰国ルート】青ヶ島─八丈島大賀郷

【出典】《川合》。

№ 282
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】紀州和歌山湊上町　【船名】和合丸（御影屋市兵衛船）　【漂着地】
八丈島属島小島鳥打村　【乗組員】岩蔵・治助・源兵衛　【乗組員数】7　

【出典】《川合》。
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№ 283
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】大坂福島　【船名】住清丸（木屋市十郎船）　【漂着地】八丈島末吉
村巻繩浦　【乗組員】庄十郎・藤四郎・和吉　【乗組員数】15　 

【出典】《川合》。

№ 284
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】摂州御影　【船名】天徳丸（西田屋弥平治船）　【漂着地】八丈島末
吉村　【乗組員】庄治郎・福松・栄蔵　【乗組員数】17

【出典】《川合》。

№ 285
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】摂州今津　【船名】三社丸（利作船）　【漂着地】八丈島三ツ根村神
湊　【乗組員】権八・市兵衛・熊吉　【乗組員数】16

【出典】《川合》。

№ 286
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【帰国年】嘉永 5（1852）年　【船籍地】肥前国彼杵郡伊王島大明寺村ヵ［深
堀大明寺ヵ］・五嶋ヵ　【漂流地点】釣松魚　【漂着地】清国浙江省寧波府定海県　【出港地】五嶋　【乗組員】
菊蔵・仁蔵・虎次郎・春蔵・忠五郎・八十松・和七・未蔵　【乗組員数】14　【帰国ルート】清国浙江省寧
波府定海県─乍浦─長崎　【関係船】乍浦で紀州船天寿丸（№ 267）の漂流者と一緒になる

【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（四三・四四、漂流人帰国之記）／「犯科帳」（一三四-三七（森
永種夫『犯科帳』一〇））。

《同志社》「漂会謾草」（1 冊、著深堀魯（楳伍）、【写本】所国立国会図書館鶚軒文庫（文久 2 年写）、同志社
大学（文久 2 年写））。

№ 287
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【帰国年】1安政元（1854）年・2安政 6（1859）年　【船籍地】摂津国菟
原郡大石村　【船名】永力丸［栄力丸］（松屋八三郎船）　【漂流地点】大王崎沖　【漂着地】江戸　【乗組員】
万蔵・亀五郎・次作・彦蔵［浜田彦蔵］・長助・仙八・岩吉・安太郎・利七　【乗組員数】17　【帰国ルート】
アメリカ船に救助される─サンフランシスコ①─ハワイ─香港…1長助 : 上海①─乍浦─長崎・2彦蔵 : サ
ンフランシスコ②─ホノルル─上海②─長崎─神奈川─サンフランシスコ③　【関係船】香港で肥後船（№
237）の漂流者の世話になる。長助 : 上海①で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者の世話になる。乍浦で薩州
の漂流者（№ 297）が送られてきた。彦蔵 : サンフランシスコ②で尾張船永栄丸（№ 309）の漂流者に会う。
ホノルルで尾張船神力丸（№ 310）の漂流者の世話をする。アメリカ船にいた淡路の政吉（№ 313）の世話
をする。上海②で尾張船宝順丸の漂流者（№ 230）に会う。サンフランシスコ③で尾張の漂流者（№ 321）
の世話をする

【出典】《川合》。《加藤》浜田彦蔵「漂流記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』彦蔵漂流記、早川純三郎編『文
明源流叢書』第三、荒川秀俊編『異国漂流記集』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流、荒川秀
俊編『近世漂流記集』、東根武一・中嶋仁道訳『嘉永三年遠州灘沖栄力丸海難漂流生還者の記録の研究』）／
林韑「通航一覧続輯」（一一六、（引用書名記載なし））／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、播州本
荘村農民北米利堅国へ漂流一件、芸州二ノ島村船乗亀五郎米国桑港ヘ漂流一件）／堀煕明「栄力丸漂流記談」

（吉田文治編『海表叢書』巻三、新村出編『南蛮紅毛史料』）／奥平昌忠「長瀬村人漂流談」（谷田亀寿編『長
瀬村利七漂流談』、池田皓編『日本庶民生活史料集成』第五巻漂流）／勝海舟「吹塵録」（貨幣之部一-二七、
亜墨利加使節へ応接之上取極候趣申上候書付）／「亜墨利加漂流記」（服部聖多朗「亜墨利加漂流記」）／「嘉永
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三年遠州灘沖海難漂流人口書」（東根武一・中嶋仁道『嘉永三年遠州灘沖栄力丸海難漂流生還者の記録の研究』）
／「犯科帳」（一三五-一九・二〇・三〇・三五（森永種夫『犯科帳』一〇））／「播州人米国漂流始末」（石井
研堂編『異国漂流奇譚集』）／「彦蔵漂流記」（石井研堂編『異国漂流奇譚集』）／高市慶雄校訂並解題『開国逸
史　アメリカ彦蔵自叙伝』／中川努訳『アメリカ彦蔵回想記』）／中川努・山口修訳『アメリカ彦蔵自伝』／
土方久徴（鷗洲散士）補訳『漂流異譚　開国之滴』）／松岡貞信訳『長瀬村利七漂流談』／「アメリカ漂流紀」

（仲原善忠訳『日本漂流奇談』）。
《同志社》「栄力丸漂流記─嘉永 3 年」（【活字】『通航一覧続輯 巻 116』（「北亜墨利加部 13」）、荒川秀俊編『異
国漂流記続集』（地人書館、昭和 39 年））／「東西異聞」（6 巻 6 冊、成安政 2 年序、著一色広信（見竜）問・
菅生信胤記、【写本】所東京大学、兵庫善福寺、お茶の水図書館成簣堂文庫（1 冊）、龍谷大学（6 冊）、〔追
加《国書補遺》龍谷大学（7 巻 7 冊）〕）／「長瀬村人取調書」ヵ（1 冊、【写本】所姫路市立図書館、田村家（安
政 2 年写））／「長瀬邑人漂流記　前巻後巻及び漂民異聞秘録」（3 巻 1 冊、著奥多昌忠聞記、【写本】所同志
社大学（安政 2 年写）、※「日本庶民生活史料集成」所収の「長瀬村人漂流談」上中下 3 巻と大部分同じ、「漂
民異聞秘録」は巻之中に相当する）／○「長瀬村利七漂流談」（別「長瀬村人漂流談」、著奥多昌忠編、【写本】
所国立国会図書館（明治写 2 巻 1 冊、漂流記叢書 88）、京都大学（安政 2 年写 2 巻 1 冊）（安政 7 年写 1 冊）、
早稲田大学（1 冊）、名古屋市蓬左文庫（「嘉永伯耆人漂流談」、3 巻、資治雑笈 2 輯）、奥多孫太郎（安政 3
年写 1 冊）、【謄写】長瀬村利七漂流談、谷田亀寿編、昭和 13 年）／「漂客夢物語」（1 冊、【写本】所西尾市
立図書館岩瀬文庫）／○「漂流記」（2 巻 2 冊、別「彦蔵漂流記・アメリカ彦蔵漂流記・播州彦蔵漂流記」、成
文久 3 年序、著彦蔵、【版本】所国立国会図書館（漂流記叢書 86）（2 巻 2 冊）、国立国会図書館亀田文庫、
国会図書館支部内閣文庫（1 冊）、国会図書館支部静嘉堂文庫、東京国立博物館、九州大学、京都大学（1 冊）、

｛京外大｝、同志社大学、神戸大学、東北大学狩野文庫、東京都立日比谷図書館東京誌料、お茶の水図書館成
簣堂文庫、無窮会神習文庫（1 冊）、竜門文庫、浅野図書館（1 冊）、〔追加《古典》玉川大学（「彦蔵漂流記」
1 冊）〕、〔追加《北方》2 冊、「漂流記 上・下」〕、〔追加《海洋》「漂流記 2 巻」1 冊〕〔追加《早稲田》2 冊〕）
／「文明漂流叢書」（第 3 冊、国書刊行会、大正 3 年、※漂流記（亜米利加彦蔵）を収録）。

《古典》「播州加古郡宮西船頭万蔵外拾六人異国に漂流記」（【写本】所玉川大学（安政 2 年写、1 冊））。

№ 288
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】長門国藤曲村　【船名】浮木丸　【漂流地点】犬吠崎沖　【漂着地】
清国乍浦近辺の小島　【出港地】江戸

【出典】《加藤》「権市口上書」（桜木保「漂流民権市〝口上書〟について」）。
《海洋》「雲州人漂流記 : 全」（1 冊、【写本】）／「嘉永舩便加羅物がたり」（1 冊、【写本】）／「舩便唐物語」（1
冊、【写本】）。

№ 289
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】三州松江　【船名】栄蔵船　【漂着地】八丈島中之郷藍ヶ江　【乗組
員数】8

【出典】《川合》。

№ 290
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】摂州菟原郡御影村　【船名】富貴丸（沢田屋十兵衛船）　【漂着地】
八丈島三根村神湊　【乗組員数】16

【出典】《川合》。

№ 291
【漂流年】嘉永 3（1850）年　【船籍地】相州西浦賀町　【船名】六兵衛船　【漂着地】八丈島末吉村洞輪沢　【乗
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組員数】5
【出典】《川合》。

№ 292
【漂流年】嘉永 4（1851）年　【船籍地】日本　【漂着地】アリューシャン列島アッカ島　【乗組員数】3 ヵ
【出典】《川合》。

№ 293
【漂流年】嘉永 4（1851）年　【帰国年】1嘉永 5（1852）年・2安政元（1854）年　【船籍地】三河国渥
美郡江比間村　【船名】永久丸（与一船）　【漂流地点】志摩国沖　【乗組員】岩吉・善吉・作蔵・勇次郎　【乗
組員数】4　【帰国ルート】アメリカ船が救助─ホノルル…1岩吉、善吉 : 釜山─長崎・2作蔵、勇次郎 : ホー
ン岬─ニューベットフォード─ニューヨーク─ボストン─ホーン岬─バルパライソ─ガラパゴス諸島─サン
フランシスコ─香港─豆州下田沖　【関係船】ホノルルで土佐の漂流者（№ 245）が通訳をした。作蔵ら :
香港で肥後の漂流者（№ 237）の世話になる

【出典】《川合》。《加藤》村上範政・稲熊元長「漂民聞書」（近藤恒次編『三河文献集成』近世編上）。
《同志社》○「漂民聞書」（12 巻 5 冊、成安政 3 年、著村上範致・萱生景福・稲熊元長、【写本】所村上正敏（自
筆））。

№ 294
【帰国年】嘉永 5（1852）年　【船籍地】長州ヵ　【乗組員数】9 ヵ　【備考】清国船で長崎に着いた
【出典】《川合》。

№ 295
【漂流年】嘉永 6（1853）年　【船籍地】日本ヵ　【備考】アメリカ船がパガン島およびクリガン島の近くで
甲板を波に洗われて横たわっている日本船らしい遭難船を一隻見つけた。嘉永 6 年はアメリカ船が遭難船
を見つけた年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 296
【漂流年】嘉永 6（1853）年　【船籍地】日本　【備考】C・M・スキャモン船長は、カリフォルニア半島沖
にあるセドロス諸島中のサン・ベニト島の西南端で、難破した日本船の破片を発見した。嘉永 6 年は船長
が日本船の破片を発見した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 297
【漂流年】嘉永 6（1853）年　【帰国年】安政元（1854）年　【船籍地】薩州ヵ　【漂着地】清国ソウメン府　【出
港地】琉球　【乗組員】平左衛門　【乗組員数】19 ヵ　【帰国ルート】清国ソウメン府─スウチウ─乍浦─長
崎　【関係船】乍浦で摂津船永力丸（№ 287）の漂流者と一緒になった

【出典】《川合》。

№ 298
【漂流年】嘉永 6（1853）年　【帰国年】嘉永 7（1854）年　【船籍地】越後国岩船郡寝屋村　【船名】八幡
丸［善助船］　【漂流地点】松前江差沖　【乗組員】勇之助　【乗組員数】13　【帰国ルート】アメリカ船が救
助─カリフォルニア─下田
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【出典】《川合》。《加藤》林韑「通航一覧続輯」（一〇九、甲寅雑記、海禁雑記、蛮船聞書、御届留、或筆記、
某筆記、浦賀無名氏留書）／林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、米国船越後ノ漂民護送浦賀ニ渡来下
田ニテ受領一件）／「下田取計一件」（五（神宮司庁『古事類苑』外交部））。

№ 299
【漂流年】安政元（1854）年　【船籍地】琉球　【漂着地】土佐国津呂浦
【出典】《川合》。

№ 300
【漂流年】安政元（1854）年　【帰国年】安政 2（1855）年　【船籍地】芸州倉橋　【船名】文蔵船　【漂流地
点】日向沖　【漂着地】種子島浦田浦　【乗組員】文三郎　【帰国ルート】種子島浦田浦─山川

【出典】《川合》。

№ 301
【漂流年】安政 2（1855）年　【船籍地】日本　【備考】アメリカ船がシベリアのアヤンからの復航中、アメ
リカ沿岸を距る九百海里の洋上で、一隻の放棄された日本船を得た。安政 2 年はアメリカ船が日本船を得
た年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 302
【帰国年】安政 3（1856）年　【船籍地】琉球ヵ　【乗組員】渡名喜親方　【備考】アメリカ船が救助し那覇
に入港

【出典】《川合》。

№ 303
【帰国年】安政 3（1856）年　【船籍地】摂津国東明浦　【船名】平治船　【乗組員】新太郎　【乗組員数】
16 ヵ　【帰国ルート】アメリカ船が救助─安房国南朝夷村の甚左衛門の漁船に移乗

【出典】《川合》。

№ 304
【漂流年】安政 3（1856）年　【船籍地】琉球中山府　【漂着地】薩州山川港
【出典】《川合》。

№ 305
【漂流年】安政 3（1856）年　【船籍地】日本　【備考】アメリカ船が、ラドラン群島のグアム島に一隻の難
破した日本船があったことを報告した。安政 3 年はアメリカ船が報告した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 306
【漂流年】安政 3（1856）年　【船籍地】日本　【備考】ブリッグ型船プリンス・デ・ジョインビル号は、マ
グダレナ湾付近で一隻の難破した日本船を見たことを報告した。安政 3 年はプリンス・デ・ジョインビル
号が報告した年代ヵ

【出典】《川合》。
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№ 307
【漂流年】安政 3（1856）年　【漂着地】清国　【備考】大隅国種子島に流された者が島抜けした後に漂流
【出典】《加藤》「犯科帳」（一三六─三六（森永種夫『犯科帳』一〇））／「御仕置伺集」八七（森永種夫『御
仕置伺集』下）。

№ 308
【漂流年】安政 4（1857）年　【船籍地】琉球　【漂着地】長崎代官管地野母村沖　【備考】長崎代官は長崎
在勤の鹿児島藩吏に引き渡した

【出典】《川合》。

№ 309
【漂流年】安政 4（1857）年　【帰国年】安政 5（1858）年　【船籍地】尾張国知多郡半田村　【船名】永栄
丸（七三郎船）　【漂流地点】伊豆半島沖　【乗組員】七三郎　【乗組員数】12　【帰国ルート】イギリス船が
救助─サンフランシスコ─香港─上海─長崎　【関係船】サンフランシスコで摂津船栄力丸（№ 287）の漂流
者と会う。香港で肥後船（№ 237）の漂流者に会う。上海で尾張船宝順丸（№ 230）の漂流者に会う。長崎
で尾張船神力丸（№ 310）の漂流者に会う。

【出典】《川合》。《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門雑件、外船対馬津軽近海通航具状及英艦漂民
護送長崎ニ渡来一件）／「犯科帳」（一三八-四五・五五・六九（森永種夫『犯科帳』一一））。

№ 310
【漂流年】安政 4（1857）年　【帰国年】1安政 5（1858）年・2安政 6（1859）年　【船籍地】尾張国知
多郡亀崎村　【船名】神力丸（次三郎船）　【漂流地点】三州大山沖　【出港地】江戸　【乗組員】源弥・勘太郎・
喜平　【乗組員数】5　【帰国ルート】アメリカ船が救助…1源弥 : 箱館・2勘太郎、喜平 : ホノルル─長崎　

【関係船】勘太郎、喜平 : ホノルルで摂津船栄力丸の漂流者（№ 287）の世話になる。長崎で尾張船永栄丸
の漂流（№ 309）に会う。

【出典】《川合》。《加藤》「犯科帳」（一三八-六九（森永種夫『犯科帳』一一））。

№ 311
【帰国年】安政 5（1858）年　【船籍地】松前ヵ　【乗組員】伝九郎・甚吉・久米吉・由松　【乗組員数】4 ヵ　
【備考】4 人の漂流者を乗せたロシア軍艦が伊豆国下田に入港
【出典】《川合》。

№ 312
【漂流年】安政 5（1858）年　【帰国年】万延元（1860）年　【船籍地】播磨国赤穂郡坂越浦［赤穂郡刈屋村］　
【船名】光塩丸　【漂流地点】鹿島灘沖　【漂着地】ルソン　【出港地】浦賀　【乗組員】庄三郎・浅吉・善四郎・
権八・源蔵・乙松・市太郎・近之助・八三郎・嘉市・利助・民三郎・清五郎・金兵衛・弥四郎　【乗組員数】
15 ヵ　【帰国ルート】ルソン─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、播州赤穂長之助船呂宋国へ漂流一件）／
「犯科帳」（一三九-四六・四九・七九（森永種夫『犯科帳』一一））。

№ 313
【漂流年】安政 5（1858）年　【帰国年】万延元（1860）年　【船籍地】淡路ヵ　【漂流地点】紀州沖　【乗組
員】政吉　【乗組員数】3 ヵ　【帰国ルート】アメリカ船が救助─ホノルル─横浜　【関係船】ホノルルで摂
津船永力丸（№ 287）の漂流者の世話になる。横浜で再会
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【出典】《川合》。

№ 314
【帰国年】安政 6（1859）年　【船籍地】日本　【備考】アメリカ船が日本人漂流民を護送して渡来
【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、米国鯨船モーリエー号我国ノ漂民護送一件）。

№ 315
【漂流年】安政 6（1859）年　【帰国年】安政 6（1859）年　【船籍地】北蝦夷地トンナイヵ　【漂着地】ニ
コライエフスク　【出港地】トンナイ　【乗組員】北蝦夷地トンナイ詰足軽倉内忠右衛門　【帰国ルート】ニ
コライエフスク─北蝦夷地クシュンナイ

【出典】《川合》。《加藤》「御用留」（神宮司庁『古事類苑』外交部）。
《北方》「北地詰足軽倉内忠右衛門廻嶋一件（白主御用所）」（成安政 6 年）。

№ 316
【漂流年】安政 6（1859）年　【船籍地】日本　【備考】バーク型船ガンビア号はあるオーシャン島で一隻の
日本船の残骸を発見した。安政 6 年はガンビア号が日本船の残骸を発見した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 317
【漂流年】安政 6（1859）年　【備考】ブルックス島の東側で二隻の擱坐船の遺物とそれらの帆柱が海岸に
打ち上げられているのが発見された。安政 6 年は二隻の擱坐船の遺物とそれらの帆柱が発見された年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 318
【漂流年】安政 6（1859）年　【船籍地】奥州宮古　【船名】善宝丸　【漂着地】琉球
【出典】《川合》。

№ 319
【漂流年】安政 7（1860）年　【船籍地】豊後国岡領三佐村　【船名】福吉丸　【漂流地点】野茂崎沖　【漂着地】
琉球国久志間切川田村車泊　【出港地】長崎

【出典】《加藤》安仁屋正昭「船頭庄吉の琉球漂流記」。

№ 320
【漂流年】文久元（1861）年　【帰国年】文久 3（1863）年　【船籍地】尾張国知多郡内海　【船名】伊勢丸（前
野長七船）　【漂流地点】熊野灘　【漂着地】アリューシャン列島のアッツ島　【出港地】江戸　【乗組員】代助・
亀三郎・定吉　【乗組員数】12　【帰国ルート】アリューシャン列島のアッツ島─ニコライエフスク─長崎

【出典】《川合》。《加藤》「尾州船漂流記」（服部聖多朗『尾張漂流譚』）／「犯科帳」（一四二-一二四（森永種
夫『犯科帳』一一））。

№ 321
【漂流年】文久元（1861）年　【帰国年】文久 2（1862）年　【船籍地】尾張国知多郡中洲　【船名】イオ丸　【漂
流地点】熊野灘　【出港地】江戸　【乗組員】清五郎・権次郎・彦吉・栄吉・仙次郎　【乗組員数】11　【帰
国ルート】アメリカ船が救助─サンフランシスコ─神奈川　【関係船】摂津船栄力丸（№ 287）の漂流者の
世話になる
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【出典】《川合》。《加藤》「尾州船漂流記」（服部聖多朗『尾張漂流譚』）。

№ 322
【漂流年】文久元（1861）年　【帰国年】文久 2（1862）年　【船籍地】尾張国知多郡小野浦　【船名】忠五
郎船　【漂流地点】熊野灘　【漂着地】八丈島　【出港地】江戸　【乗組員数】13　【帰国ルート】八丈島─江
戸

【出典】《川合》。《加藤》「尾州船漂流記」（服部聖多朗『尾張漂流譚』）。

№ 323
【漂流年】文久元（1861）年　【船籍地】尾張国知多郡野間　【船名】鈴木平吉船　【漂流地点】熊野灘　【漂
着地】伊豆国小浦　【出港地】江戸

【出典】《川合》。

№ 324
【漂流年】文久元（1861）年　【船籍地】豊後国岡領三佐村ヵ　【漂着地】久志間切川田村車泊
【出典】《加藤》安仁屋正昭「船頭庄吉の琉球漂流記」。

№ 325
【漂流年】文久 2（1862）年　【船籍地】日本　【備考】バーク船ヤンキー号は一隻の日本の難破船を発見した。
文久 2 年はバーク船ヤンキー号が日本の難破船を発見した年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 326
【漂流年】文久 3（1863）年　【船籍地】越前国三国　【船名】順喜丸　【出港地】箱館　【備考】イギリス船
が救助

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、彼我人民漂流一件）。

№ 327
【帰国年】文久 3（1863）年　【船籍地】日本　【漂着地】ロシアの属島　【帰国ルート】ロシアの属島─長
崎　【備考】イギリス船がロシアの属島に漂着した日本人を護送して長崎に来港

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、彼我人民漂流一件）。

№ 328
【漂流年】文久 3（1863）年　【出港地】長崎　【乗組員】広島藩士・鹿児島浪士　【備考】アメリカ船が救
助

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、彼我人民漂流一件）。

№ 329
【漂流年】文久 3（1863）年　【船籍地】日本　【漂着地】ベーカス島　【乗組員数】4 ヵ　【備考】陸に引き
寄せて調査すると 4 人の日本人死体があった

【出典】《川合》。

№ 330
【漂流年】文久 3（1863）年　【備考】プロヴィデンス島の鹹湖側の岸に数年経過した難破船の破片が発見
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された。文久 3 年は難破船の破片が発見された年代ヵ
【出典】《川合》。

№ 331
【漂流年】元治元（1864）年　【船籍地】常州那珂湊　【船名】小池屋四郎八船　【漂着地】種子島能野浦　【乗
組員】源七　【乗組員数】7　【備考】鹿児島藩横目らが取調べて鹿児島藩へ報告

【出典】《川合》。

№ 332
【漂流年】元治元（1864）年　【帰国年】慶応元（1865）年　【船名】幕府の第一長崎丸　【漂流地点】遠州
灘　【漂着地】八丈島　【出港地】江戸　【乗組員】本木昌造　【備考】八丈島で破船。船長らは在島 160 日
の後、幕府の救助を得て帰った

【出典】《川合》。

№ 333
【漂流年】慶応元（1865）年　【帰国年】慶応元（1865）年　【船籍地】越中国射水郡六渡寺　【船名】平寿
丸（平次郎船）　【漂流地点】佐渡沖　【漂着地】北洋の島　【乗組員】清八・与吉・次三郎・北次郎・与三次
郎　【乗組員数】5　【帰国ルート】北洋の島─ウラジオストーク─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、彼我人民漂流一件）。

№ 334
【漂流年】慶応元（1865）年　【船籍地】壱岐国平戸　【船名】灘吉丸　【漂着地】朝鮮国全羅道済州無注浦　【出
港地】対馬

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、彼我人民漂流一件）。

№ 335
【漂流年】慶応 2（1866）年　【帰国年】慶応 3（1867）年　【船籍地】松前志摩守領分大松前ヵ［大松浦ヵ］　
【漂流地点】カラフトのクシュンナイ　【漂着地】ロシア領沿海州　【乗組員】栄吉・竹松・竹蔵　【乗組員数】
4 ヵ　【帰国ルート】ロシア領沿海州─ウラジオストーク─長崎

【出典】《川合》。《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、英船ヂョアナ号ヲーサカ号我国ノ漂民
ヲ護送一件）。

№ 336
【漂流年】慶応 2（1866）年　【船籍地】八丈島　【漂流地点】御蔵島沖　【漂着地】清国の東砂という無人
島　【出港地】江戸　【帰国ルート】清国の東砂という無人島─清国船が救助─香港

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、在香港英国鎮台八丈島漂民救助一件）。

№ 337
【漂流年】慶応 2（1866）年　【船籍地】紀伊国牟婁郡有田村　【漂流地点】勢州沖　【漂着地】鳥島　【備考】
アメリカ船に救助される

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、布哇鯨漁船小笠原島ヘ漂流ノ国民護送一件）。

№ 338
【漂流年】慶応 3（1867）年　【船籍地】八丈島ヵ　【漂着地】香港　【乗組員】八丈島用船預長戸路収蔵　【乗
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組員数】34 ヵ　【備考】駐日イギリス特派全権公使から収蔵らが香港に漂着したことが報告される。慶応 3
年は駐日イギリス特派全権公使から報告があった年代ヵ

【出典】《川合》。

№ 339
【漂流年】慶応 3（1867）年　【船籍地】対馬藩　【出港地】長崎　【備考】外国船に救助され上海に上陸
【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、英船ヂョアナ号ヲーサカ号我国ノ漂民ヲ護送一件）。

№ 340
【漂流年】慶応 4（1868）年　【船籍地】日本　【備考】スペイン使節が日本人漂民を護送して来るとアメリ
カ書記官が報告。慶応 4 年はアメリカ書記官からの報告を受けた年代ヵ

【出典】《加藤》林韑「続通信全覧」（類輯之部船艦門漂流、西班牙使節我国ノ漂民ヲ護送一件）。

№ 341
【漂流年】明治元（1868）年　【船籍地】鍋島藩支藩の小城藩　【船名】大木丸　【漂流地点】東支那海　【漂
着地】台湾　【出港地】上海

【出典】《加藤》豆田三兵衛「上海航記」（荒川秀俊編『近世漂流記集』）。
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第　2　部　未分類漂流記

№ 1
《同志社》「秋田船異国漂流記」（1 冊、【写本】所北海道庁、※天明 8-寛政 2 の記事）。

№ 2
《同志社》「阿州船漂流記」（1 巻、【写本】所京都大学（武道摭萃禄 383））。

№ 3
《同志社》「亜墨船事状」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 4
《同志社》「亜米利駕漂流記」（1 冊、成弘化 2 年、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）。

№ 5
《同志社》「安永漂流話」（1 冊、【写本】所岡山市図書館（天明元年））。

№ 6
《同志社》「安南国江漂着之記」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通覧 3））。

№ 7
《同志社》「異国航来漂民帰朝紀事」（1 冊、成文化 4 年、【写本】所北海道大学）。

№ 8
《同志社》「夷国噺実録」（3 冊、※国書解題等による）。

№ 9
《同志社》「異国漂流記」（【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（続海外異聞の内）、愛媛県立図書館伊予史
談会文庫（1 冊）、雲泉文庫（弘化 4 年写 2 冊））。

№ 10
《同志社》「異国漂流記」（1 冊、成天保 2 年、著六兵衛等、【写本】所東京都立日比谷図書館加賀文庫）。

№ 11
《同志社》「異国漂流記」（1 冊、成安永 9 年、【写本】所国立国会図書館、京都大学、※北韃物語の付、安永
3─8 の記事）。

№ 12
《同志社》「異国漂流口書一件」（1 冊、※讃岐史料史籍目録による）。

№ 13
《同志社》「異国漂流物語」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）。
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№ 14
《同志社》「異国へ漂流仕候奥州之者七人口書」（1 冊、成安政 4 年、【写本】所京都府立図書館）。

№ 15
《同志社》「異国渡り口書」（5 冊、【写本】所三井文庫）。

№ 16
《同志社》「伊勢国漂流民に関する書付」（1 冊、成寛政 4 年、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 17
《同志社》「浦賀へ異国より漂流人送来候一件」（1 冊、【写本】所国立国会図書館）。

№ 18
《同志社》「雲州三保関船乗無人島漂着記」（1 冊、成寛政 9 年、【写本】所九州大学）。

№ 19
《同志社》「蝦夷地漂着人帰朝之記」（1 冊、成寛政 9 年、著曾槃士攷、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）。

№ 20
《同志社》「蝦夷島漂流記」（1 冊、成寛文年間、著伊勢人某、※地誌目録による）。

№ 21
《同志社》「蝦夷漂流口書」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 22
《同志社》「越後船漂流記」（別「越後漂流記」、成元禄 6 年、【写本】所京都大学（武道摭萃録 382））。

№ 23
《同志社》「越前舟子漂流談」（1 冊、著日下部景衡、成正徳 2 年、【写本】所宮内庁書陵部（自筆、定西法師
琉球話と合））。

№ 24
《同志社》「越前落船記」（1 冊、成寛永 20 年、【写本】所尊経閣文庫）。

№ 25
《同志社》「江戸船漂落紀事」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集続集 27、無人嶋談話の付））。

№ 26
《同志社》「大阪船漂落紀聞」（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部（片玉集続集 27））。

№ 27
《同志社》「奥州人江南漂着記」（1 冊、【写本】所京都大学（海外異聞の内））。
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№ 28
《同志社》「奥州人南京漂着記」（1 冊、【写本】所京都大学（海外異聞の内））。

№ 29
《同志社》「奥州人漂着海島図記」（1 冊、【写本】所お茶の水図書館成簣堂文庫）。

№ 30
《同志社》「奥州人漂着日記」（1 冊、別「奥州人漂着之時日記」、【写本】所旧沖繩県立沖繩図書館（天保 14 年）
（安政 6 年））。

№ 31
《同志社》「奥州人福建漂流記」（1 冊、【写本】所京都大学（海外異聞の内））。

№ 32
《同志社》「奥州之船頭安南国漂着之奇談」（1 冊、著松平定信、【写本】所桑名松平家）。

№ 33
《同志社》「大隅國漂人口上書并宗旨名」（1 冊、【写本】所同志社大学）。

№ 34
《同志社》「大槌浦商船漂流夜話」（1 冊、【写本】所岩手県立図書館）。

№ 35
《同志社》「奥民漂到韃国款状」（1 冊、※国書解題による）。

№ 36
《同志社》「奥民漂流記」（1 冊、【写本】所東京大学）。

№ 37
《同志社》「岡山漂流人記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（相馬祭記の付））。

№ 38
《同志社》「御国民呂宋国支配内漂流記」（1 冊、【写本】所九州大学（福岡黒田家蔵本写））。

№ 39
《同志社》「阿蘭陀文」（1 巻、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫））。

№ 40
《同志社》「鄂羅斯漂海録」（1 冊、【写本】所国立国会図書館旧幕関係引継書、※第 1 部№ 159 の「鄂羅斯
漂海録」は同書ヵ）。

№ 41
《同志社》「尾張人漂流記」（【写本】所名古屋市蓬左文庫（資治雑笈、二輯））。
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№ 42
《同志社》「尾張国人異国漂着記」（1 冊、【写本】所お茶の水図書館成簣堂文庫）。

№ 43
《同志社》「海外異聞」（26 冊、著桂川（森島）中良、【写本】所穂久邇文庫、｛旧｝彰考館文庫（1 冊）（3 冊））。

№ 44
《同志社》「海外異聞」（32 巻、成文政 9 年序、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（崎陽雑記を付す））。

№ 45
《同志社》「海外漂流記聞」（成明和 4 年、【写本】所国立国会図書館（春雨楼叢書の内））。

№ 46
《同志社》「外国紀談」（※日本漂流書目による）。

№ 47
《同志社》「外国漂流全書」（13 冊、【写本】所天理図書館）。

№ 48
《同志社》「外国漂流手続書」（1 冊、成天保 15 年、【写本】所九州大学）。

№ 49
《同志社》「嘉永六年丑八月漂流人直噺聞書」（【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 70））。

№ 50
《同志社》「釜石漁夫漂流物語」（1 冊、別「南部釜石浦漁夫漂泊物語（内）」、成宝暦 2 年、著美濃部作右衛門、
【写本】所岩手県立図書館）。

№ 51
《同志社》「カムチャッカ漂流記 ─ 嘉永 3 年」（【活字】『通航一覧続輯 巻 98』、荒川秀俊編『異国漂流記続集』
（地人書館、昭和 39 年））。

№ 52
《同志社》「寛永漂民記」（4 巻 1 冊、【版本】所天理図書館、【複製】稀書複製会新生期）。

№ 53
《同志社》「寛政九年無人島江漂流之者於八丈島口書」（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 54
《同志社》「寛政漂流話」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 55
《同志社》「広東漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（正徳元-4）（広東漂着日本人帰国之記」、
正徳元-4）、東京大学史料編纂所（正徳 2 年）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（チフラン漂流人略話記と合）、
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中山久四郎）。

№ 56
《同志社》「広東物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（巻 5、漂流記叢書 6 附録）、東北大学狩野文庫（「広
東国へ漂着船帰朝物語」、弘化 3 年写）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（明和 4 年写））。

№ 57
《同志社》「寛文十三年韃旦国漂流記」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録
による）。

№ 58
《同志社》「紀州漂着船被仰出書」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館）。

№ 59
《同志社》「紀州漂流人西洋諸国之聞書」（1 冊、【写本】所京都大学）。

№ 60
《同志社》「北亜墨利加船応接記漂流人護送」（【活字】荒川秀俊編『近世漂流記集』（法政大学出版局、
1969））。

№ 61
《同志社》「北亜墨利加渡舶次第」（【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 70））。

№ 62
《同志社》「紀民漂流記」（2 冊、【写本】所高知県立図書館）。

№ 63
《同志社》「紀民漂流記事」（2 巻 2 冊、成嘉永 2 年、著水栗竜秀、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

№ 64
《同志社》「九助並弥市漂流記」（1 冊、成嘉永 5 年、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）。

№ 65
《同志社》「漁夫漂流始末記」（1 冊、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）。

№ 66
《同志社》「近世漂流談」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館（嘉永 6 年写））。

№ 67
《同志社》「金蔵ヲロシヤ行」（1 冊、成文化 11 年、【写本】所宮内庁書陵部、※金蔵書上）。

№ 68
《同志社》「於クナシリ仙台石巻漂流船之砌御用状案文写」（1 冊、【写本】所市立函館図書館）。
《北方》「天保五午年於クナシリ仙台石巻漂流船之砌御用状案文写」（【写本】）。



170

№ 69
《同志社》「弘化丙午海外異話」（1 冊、【写本】所鹿児島大学）。

№ 70
《同志社》「江南商話」（成文化 5 年、著戸部徳進（春行）、【写本】所国立国会図書館（1 冊）（土佐国群書類
従、漂流）、国会図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図
書館（同上））。

№ 71
《同志社》「江南船浦戸沖漂着記」（1 冊、【写本】所東京国立博物館（文政 10 年写））。

№ 72
《同志社》「児島郡日比村者朝鮮漂着留」（1 冊、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 73
《同志社》「児島郡松太郎漂流記」（1 冊、【写本】所岡山県総合文化センター（文化 11 年写））。

№ 74
《同志社》「孤嶋漂流記」（1 冊、【写本】所高知県立図書館（寛政 10 年写））。

№ 75
《同志社》「御領国之船唐漂着之儀付締方」（1 冊、【写本】所旧沖繩県立沖繩図書館）。

№ 76
《同志社》「薩州税所長左衛門漂流一件」（1 冊、成文化 12 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（今村源
右衛門日記抄等を付す））。

№ 77
《同志社》「薩州人漂流記事」（1 冊、成文化 13 年、【写本】所｛旧｝彰考館文庫）。

№ 78
《同志社》「薩州ヨリ送越候無人島漂流日本人一件」（1 冊、【写本】所東京大学史料編纂所、県立長崎図書館）。

№ 79
《同志社》「薩人漂海記」（著佐和莘斎、【写本】所早稲田大学（華谷叢書 1 集））。

№ 80
《同志社》「薩摩国種ヶ島漂流」（【写本】所九州大学（中山国奉書、渡天、八丈島漂流、唐国広東漂流、朝鮮
国奉書と合 1 冊））。

№ 81
《同志社》「薩摩漂流記」（1 冊、【写本】所｛旧｝彰考館文庫（安永写））。
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№ 82
《同志社》「薩摩ヨリ送越所無人島漂流日本人一件」（1 冊、成嘉永 4 年、著長崎奉行所、【写本】所県立長崎
図書館）。

№ 83
《同志社》「讃岐船頭漂流談」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 84
《同志社》「讃州船漂流記」（1 冊、【写本】所京都大学（武道摭萃録 382））。

№ 85
《同志社》「讃民漂到島図之説」（1 冊、著国多吉右衛門等、【写本】所宮内庁書陵部（静幽堂叢書 51））。

№ 86
《同志社》「ジャガタラ文」（【版本】長崎夜話艸の内、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫）、『婦人文
庫文集名媛遺芳』）。

№ 87
《同志社》「松歳丸遭難記」（1 冊、著河村秀前、【写本】所福島県立図書館（昭和写））。

№ 88
《同志社》「商船漂寄廣東記」（1 巻、【写本】所高知県立図書館（元文 2 年写））。

№ 89
《同志社》「正徳元年肥前国商船広東漂流一件」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流雑記 3））。

№ 90
《同志社》「清国漂流記」（1 冊、【写本】所東京教育大学）。

№ 91
《同志社》「清国福建省江漂流記」（1 冊、成宝暦元年、【写本】所｛学書言志｝）。

№ 92
《同志社》「清国蘭邪浦漂着見聞記」（1 冊、【写本】所京都大学）。

№ 93
《同志社》「清太郎聞書（仮称）」（【活字】『通航一覧続輯 巻 116』、※「班節録」という書物からの採録）。

№ 94
《同志社》「神力丸一条」（1 冊、【写本】所蓬左文庫）。

№ 95
《同志社》「神力丸航海日誌」（1 冊、著千賀信之、【写本】所名古屋市立鶴舞図書館、【活字】川合彦充『神
力丸航海日誌〔付文久三年尾張藩用船航海記（翻刻）〕』（海事史研究 15、1970.10、136-161 頁））。
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№ 96
《同志社》「セイホレ江対話」（1 冊、成文久元年、【写本】所神戸大学）。

№ 97
《同志社》「西洋漂流物語」（※日本漂流書目による）。

№ 98
《同志社》「仙台船漂着唐山記」（1 冊、別「奥民唐土漂流記」、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※宝暦 3・
4）。

№ 99
《同志社》「仙台漂流人口書」（【写本】所早稲田大学（俄羅斯紀聞 1 集第 5 巻）、〔追加《北方》〕）。

№ 100
《同志社》「続環海異聞」（7 巻 7 冊、著大槻茂楨（磐里）、【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫）。

№ 101
《同志社》「大明漂流実記」（1 冊、成宝暦 11 年、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（昭和写））。

№ 102
《同志社》「大湾国漂泊物語」（1 冊、著吉右衛門等、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 103
《同志社》「高田屋嘉兵衛等漂流一件」（1 冊、成文化 9 年、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）／「高田屋
嘉兵衛魯西亜国渡海記」（1 冊、【写本】所京都府立図書館（嘉永 6 年写））／「文化九年高田屋嘉兵衞等漂流
一件」（1 冊、【写本】所尊経閣文庫）。

《早稲田》「五郎治事蹟」（1 冊、成文化 9 年、著中川五郎治述、【写本】）。

№ 104
《同志社》「太三郎の記」（1 冊、【写本】所同志社大学（海表異聞 77））。

№ 105
《同志社》「韃竺茶話」（2 編 2 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫、※韃靼天竺へ漂着之者口上覚）。

№ 106
《同志社》「韃旦国江漂流新話」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 107
《同志社》「韃旦国漂流記」（【写本】所豊橋市立図書館（他と合 1 冊））。

№ 108
《同志社》「韃旦国漂流奇聞」（1 冊、【写本】所京都大学（天竺徳兵衛紀聞、庄の浦仙女物語、妖怪聞書を付
す））。
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№ 109
《同志社》「筑前国漂流人一件之書」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 110
《同志社》「チフラン漂流人略話」（1 冊、【写本】所市立函館図書館（嶰谷叢書、函館本、2））。

№ 111
《同志社》「中天竺馬丹国物語　元祿七漂流記」（1 冊、【写本】所宮内庁、※六蔵・伝右衛門等）。

№ 112
《同志社》「中天筑馬嶋江漂流記」（1 冊、【写本】所彰考館文庫（享保 4 年写））。

№ 113
《同志社》「珍説書漂流船記事」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 114
《同志社》「天竺渡海物語」（1 冊、著天竺徳兵衛、【写本】所国立国会図書館（宝暦 7 年写、水茎難類記の内）、
国立国会図書館亀田文庫（「播州高砂浦船頭徳兵衛天竺渡海物がたり」）、学習院大学（雕虫居写本の内）、神
戸大学、横浜市立大学、宮城県図書館小西文庫、〔追加《国書補遺》香川大学神原文庫（「唐土天竺へ渡海物
語」、宝永 8 年加地昌繩写）〕、【活字】『日本文庫 10』）／「天竺徳兵衛覚書」（1 冊、【写本】所西尾市立図書
館岩瀬文庫（天保 3 年写））／「天竺徳兵衛記」（1 冊、【写本】所京都大学（寛保 3 年写、自越前国到韃靼漂
泊船書を付す））／「天竺徳兵衛渡天海陸物語」（1 冊、【写本】所京都府立図書館）／「天竺徳兵衛渡天之記」（1
冊、【写本】所無窮会神習文庫）／「天竺徳兵衛渡天物語」（【写本】所京都大学（武道摭萃録 382）、〔追加《古
典》玉川大学（1 冊）、大阪天満宮御文庫（讃州丸亀多宮小太郎報讐記と合［「天竺徳兵衛渡天物語　讃州丸
亀多宮小太郎報讐記」1 冊］）〕）／「天竺徳兵衛筆記」（1 冊、【写本】所東京大学）／「天竺徳兵衛漂流記」（成
元文 2 年、【写本】所国立国会図書館（松前出帆漂流話等と合 1 冊）、〔追加《北方》〕）／「天竺徳兵衛物語」（1
冊、【写本】所東北大学狩野文庫、京都府立図書館（武家法度・詩題と合）（1 冊）、浅野図書館）／「天竺物語」

（1 冊、【写本】所国立国会図書館（延享 4 年写、漂流記叢書 95）（宝暦 7 年写、漂流記叢書 97）（「高砂舟
頭町徳兵衛天竺へ渡り候物語」、漂流記叢書 96）（1 冊）、国会図書館支部静嘉堂文庫、宮内庁書陵部（静幽
堂叢書 51）、日本学士院、東京大学本居文庫（「海陸道法次第天竺物語」）、【活字】『古老遺筆』（明治 29 年））
／「唐土天竺へ渡海物語」（1 冊、【写本】所香川大学神原文庫（宝永 8 年加地昌繩写））／「徳兵衛天竺物語」（1
冊、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 3））／「播州高砂徳兵衛天竺物語」（1 冊、成享保 13 年、【写本】
所神戸大学　→天竺渡海物語）。

《古典》「天竺徳兵衛正説」（【版本】所栃木県立図書館黒崎文庫（「古事記袋　水」））／「渡天之説」（著天竺徳
兵衛、【写本】所群馬大学新田文庫（安南国漂流記と合［「安南國漂流記渡天之説」1 冊］）、〔追加《その他》

【写本】所国会図書館支部内閣文庫（摂津徴六八）、【活字】『改定史籍集覧 16』）、※『補訂版 国書総目録』
より〕）。／「播州高砂通船記」（別「徳兵衛渡天記」、【版本】所元治元版─市立弘前図書館（遠州新居難船記
他と合［「難船集記」1 冊］））。

№ 115
《同志社》「天竺渡天海陸物語」（1 冊、【写本】所天理図書館古義堂文庫）。

№ 116
《同志社》「天竺渡天物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 94））。
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№ 117
《同志社》「天竺漂流記」（1 冊、別「天竺漂流珍物話集」、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 118
《同志社》「天保三年異国江漂流之口書」（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 119
《同志社》「天保十一年異国江漂流之口書」（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 120
《同志社》「天保漂流記」（1 冊、【写本】所九州大学（安政 3 年写））。

№ 121
《同志社》「天明年間漂流覚書」（1 冊、別「加茂村長五郎権吉尋書」、成天明 8 年、【写本】所東京都立日比
谷図書館近藤文庫）／「唐国漂流帰国の次第」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（万延元年写、漂流記叢書
47）、※天明 7）。

№ 122
《同志社》「天明年中漂流之記」（1 冊、【写本】所名古屋市蓬左文庫）。

№ 123
《同志社》「天明漂民記録」（1 冊、成寛政 5 年、【写本】所東京都立日比谷図書館東京誌料）。

№ 124
《同志社》「唐国広東漂流」（【写本】所九州大学（薩摩国種ヶ島漂流等と合 1 冊））。

№ 125
《同志社》「唐国漂流記」（1 冊、【写本】所同志社大学（天保 13 年写））。

№ 126
《同志社》「唐国漂流記」（1 冊、【写本】所京都大学（宝暦 14 年写、猪飼氏旧蔵書、24 帙）、宮城県図書館
小西文庫（安永 7 年写））。

№ 127
《同志社》「唐国漂流帰客談」（1 冊、成寛保 2 年、※明治文献目録による）。

№ 128
《同志社》「唐国漂流人口書」（1 冊、【写本】所名古屋市立鶴舞図書館）。

№ 129
《同志社》「唐国福建省漂着之口書」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通覧 5））。

№ 130
《同志社》「唐国福建省江漂流記」（1 冊、【写本】所｛学書言志｝）。
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№ 131
《同志社》「唐国福建省江漂流記問答」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通覧 5））。

№ 132
《同志社》「唐国ヨリ送来候漂流人之儀ニ付書面」（2 冊、成文化 13 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

№ 133
《同志社》「唐土漂流記」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館（天保 14 年写））。

№ 134
《同志社》「唐土漂流之噺」（1 冊、成天保 10 年、著金原文十、【写本】所｛学書言志｝）。

№ 135
《同志社》「東備尻海浦船漂流記」（1 冊、【写本】所東京国立博物館（文政 13 年写））。

№ 136
《同志社》「德兵衞物語」（1 冊、【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（文化 4 年写））。

№ 137
《同志社》「土佐国漁船漂流之記」（【写本】所国立国会図書館（膺懲叢書 2））。

№ 138
《同志社》「土佐国人漂流記」（1 冊、成嘉永 4 年、【写本】所尊経閣文庫）。

№ 139
《同志社》「土佐国船子洋流日記」（1 冊、別「東洋漂流記」、【写本】所神戸大学）。

№ 140
《同志社》「土佐国船無人島漂流記」（2 巻、成宝暦 9 年、著関重家、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書
類従、漂流）、国会図書館支部内閣文庫（上巻、土佐国群書類従、漂流）、京都大学（土佐国群書類従、漂流）、
東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））。

№ 141
《同志社》「土佐船漂流記」（※日本漂流書目による）。

№ 142
《同志社》「土佐漂客談考」（1 冊、成安政元年、【写本】所学習院大学）。

№ 143
《同志社》「土州船漂落紀聞」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集続集 27））。

№ 144
《同志社》「土州漁師帰朝記」（1 冊、著山崎道生、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 75））。
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№ 145
《同志社》「土人漂流異略記」（1 冊、【写本】所礫川堂文庫）。

№ 146
《同志社》「渡天」（【写本】所九州大学（薩摩国種ヶ島漂流等と合 1 冊））。

№ 147
《同志社》「名古屋人漂流記」（1 冊、著伊藤常足、【写本】所天理図書館吉田文庫）。

№ 148
《同志社》「難船一件」（1 冊、著設楽八三郎、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※弘化 4-嘉永 2）。

№ 149
《同志社》「難船記」（2 巻 2 冊、【写本】所国学院大学）。

№ 150
《同志社》「難船記」（2 冊、著峰斎泉密、【写本】所東京国立博物館（安政 2 年青島彦一郎写））。

№ 151
《同志社》「難船紀聞」（1 冊、著大田覃編、【写本】所早稲田大学（手稿本））。

№ 152
《同志社》「難船記録」（1 冊、成寛政 6 年、【写本】所九州大学九州文化史研究所）。

№ 153
《同志社》「難船取扱一件」（1 冊、【写本】所九州大学九州文化史研究所）。

№ 154
《同志社》「難船取扱書」（【写本】所九州大学九州文化史研究所（御評定所日記等と合 1 冊））。

№ 155
《同志社》「難船取捌及船数録」（1 冊、著多田六右衛門、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 156
《同志社》「難船之節控」（1 冊、成明和元年、【写本】所神戸大学）。

№ 157
《同志社》「難船秘書」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※寛政 12-文化 2）。

№ 158
《同志社》「南島漂流記」（1 冊、成天保 10 年、【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（炎島履霜録を付す））。

№ 159
《同志社》「南島漂流記」（【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（続海外異聞の内））。
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№ 160
《同志社》「難風にて中天竺ハタン島漂着者口書」（【写本】所東京教育大学（燈下雑記 20・21））。

№ 161
《同志社》「南部漁民漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 9））。

№ 162
《同志社》「南部船浙江漂着録」（【写本】所宮内庁書陵部（片玉集 99））。

№ 163
《同志社》「南部流船一件」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）。

№ 164
《同志社》「南洋漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫）。

№ 165
《同志社》「二伊勢人の漂流聞書」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 9））。

№ 166
《同志社》「西間切大島間志村漂民名簿」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 9）、県立長崎図書館（同上））。

№ 167
《同志社》「日本人おらしや流れ行被助帰国之事」（【写本】所下田市箕作、戸崎家蔵、※伊豆の音吉の聞書）。

№ 168
《同志社》「日本人魯西亜国江漂流口書」（成文化元年、【写本】所｛旧｝彰考館文庫（魯西亜使節之役人御答
書等と合 1 冊））。

№ 169
《同志社》「ハタン延宝書」（1 冊、成延宝 8 年、【写本】所天理大学（文政 2 年奇山写））。

№ 170
《同志社》「馬丹記」（1 冊、【写本】所東京大学史料編纂所（東京都関野貞蔵本写））。

№ 171
《同志社》「波旦国漂流人覚書」（1 冊、【写本】所九州大学（嘉永 2 年写））。

№ 172
《同志社》「八丈島漂渡記」（成延享 3 年、著池則満、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、
国会図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））。

№ 173
《同志社》「八丈嶋漂流」（【写本】所九州大学（薩摩国種ヶ島漂流等と合 1 冊））。
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№ 174
《同志社》「八丈島漂流覚書」（3 冊、【写本】所慶應義塾大学）。

№ 175
《同志社》「八丈島瓢話」（別「難風流船物語」、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国会図
書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））。

№ 176
《同志社》「八丈島難風漂流之記」（1 冊、【写本】所東京国立博物館（江戸末期写））。

№ 177
《同志社》「尾薩漂民私記」（著藤隆則、【写本】所京都大学（嘉永 3 年写 2 冊）、市立函館図書館（3 冊）、｛旧｝
彰考館文庫（1 冊）、同志社大学（2 冊））。

№ 178
《同志社》「備前尻海村槌三郎漂干朝鮮国記」（1 冊、【写本】所岡山市図書館（享保元年写））。

№ 179
《同志社》「備前難船記」（1 冊、成天保元年、著金沢屋忠助、【版本】所正宗文庫）。

№ 180
《同志社》「備前国尻海村五左衛門難船記」（1 冊、成文政 2 年、【写本】所岡山市図書館）。

№ 181
《同志社》「常陸川尻琉球船漂着記」（【写本】所彰考館文庫（薩摩宝島異国船乱妨記と合 1 冊））。

№ 182
《同志社》「備中船子徳兵衛漂流記」（1 冊、【写本】所浅野図書館）／「漂流夢物語」（1 冊、成安政 4 年、【写本】
所九州大学、西尾市立図書館岩瀬文庫、※徳兵衛が備中へ帰郷したのちの聞書とみられる）。

№ 183
《同志社》「漂海異聞」（成嘉永 6 年、著山崎道生、【写本】所国立国会図書館（土佐国群書類従、漂流）、国
会図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、高知県立図書館（同上））。

№ 184
《同志社》「漂海記」（1 冊、別「金毘羅利生物語」、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）。

№ 185
《同志社》「漂海記」（11 冊、【写本】所岡山県総合文化センター）。

№ 186
《同志社》「漂海記聞」（5 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）。
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№ 187
《同志社》「漂海始末」（1 冊、著新山質、【写本】所｛学書言志｝、※戊申漂海記事）。

№ 188
《同志社》「漂海咨文」（8 冊、著近藤守重編、※日本漂流書目による）。

№ 189
《同志社》「漂海談」（1 冊、著竹村安五郎、【写本】所神宮文庫図書館（文化 2 年写））。

№ 190
《同志社》「漂客記」（1 冊、【写本】所神戸大学）。

№ 191
《同志社》「漂客聞書」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館、礫川堂文庫（「漂客記聞書」））。

№ 192
《同志社》「漂客奇談」（1 冊、【写本】所桑名松平家（6 種））。

№ 193
《同志社》「漂客紀聞」（3 巻、別「予州漂客記聞」、成弘化 3 年序、著由井幹、【写本】所国会図書館支部内
閣文庫（文鳳堂雑纂 61））。

№ 194
《同志社》「漂客紀聞」（著者不明）（【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 195
《同志社》「漂客記聞」（【写本】所京都大学（岩垣氏遺著及旧蔵書 5 帙）、※越中人多三郎上状）。

№ 196
《同志社》「漂客物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館）。

№ 197
《同志社》「漂語 6 種」（1 冊、【写本】所大鳥富士太郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）。

№ 198
《同志社》「漂船記」（1 冊、【写本】所東京大学（天保 8 年写）、※文化 13）。

№ 199
《同志社》「漂船紀聞」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 200
《同志社》「漂船護送汐路」（1 軸、著小島潜、【写本】所東北大学狩野文庫）。
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№ 201
《同志社》「漂着口書噺草」（1 冊、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 202
《同志社》「漂着使記録」（成正徳 6 年、著多田新蔵・阿比留平次、【写本】所九州大学九州文化史研究所（破
船漂民護送使記録、和漂民記録と合 1 冊））。

№ 203
《同志社》「漂南新話」（1 冊、別「漂南新語（内）」、成寛政 11 年序、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外
国紀聞 12）、早稲田大学、東京大学）。

№ 204
《同志社》「漂舶遺聞」（1 冊、著菽園外史、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 205
《同志社》「漂泊珍話」（2 冊、著曲水庵、【写本】所浅野図書館（文政元年写））。

№ 206
《同志社》「漂民異聞」（3 巻 3 冊、【写本】所大阪府立図書館）。

№ 207
《同志社》「漂民帰国之記」（1 冊、成寛政 5 年、著石川六右衛門、【写本】所徳島県立図書館）。

№ 208
《同志社》「漂民紀州藤代村長兵衛書上」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 26））。

№ 209
《同志社》「漂民奇談」（1 冊、著富永正謙、【写本】所宮内庁書陵部（「漂民奇談序」、片玉集 52）、神宮文庫
図書館（文久元年写））。

№ 210
《同志社》「漂民帰朝類聚」（3 巻 3 冊、成嘉永 4 年、著吉田為政、【写本】所国会図書館支部東洋文庫岩崎文
庫（嘉永 6 年写））。

№ 211
《同志社》「漂民後記」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 212
《同志社》「漂民象胥」（1 冊、【写本】所京都大学、東京大学本居文庫）。

№ 213
《同志社》「漂民対話」（2 冊、【写本】所京都大学（弘化 2 年写））。



181

№ 214
《同志社》「漂民長兵衛書上」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 9））。

№ 215
《同志社》「漂民日記」（【写本】所名古屋市蓬左文庫（資治雑笈 2 輯））。

№ 216
《同志社》「漂民筆録」（1 冊、成文政 4 年、著鳴沢益・王寿珍、【写本】所東京大学）。

№ 217
《同志社》「漂民聞記」（2 巻 2 冊、【写本】所神戸大学）。

№ 218
《同志社》「漂流異国人御糺書並再御糺書写」（1 冊、成嘉永元年、【写本】所市立函館図書館）。

№ 219
《同志社》「漂流異国物語」（2 巻、【写本】所国学院大学（安政 2 年写））。

№ 220
《同志社》「漂流一件上書」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 221
《同志社》「漂流異聞」（1 冊、成天保 15 年、※明治文献目録による）。

№ 222
《同志社》「漂流異話」（1 冊、【写本】所西川吉之助、※嘉永 3-7、播州浅右衛門等米国へ漂流記事、開国文
化史料大観による）。

№ 223
《同志社》「漂流御届留書」（1 冊、【写本】所京都大学、※宝暦 7・文政 9）。

№ 224
《同志社》「漂流唐着話」（1 冊、【写本】所京都大学）。

№ 225
《同志社》「漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（慶応元年写、漂流記叢書 89）、※文久元年尾州船漂
流記）。

№ 226
《同志社》「漂流記」（1 冊、著勝之助、【写本】所龍谷大学）。

№ 227
《同志社》「漂流記」（3 巻、著山脇敬李、【写本】所岡山県総合文化センター）。
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№ 228
《同志社》「漂流聞書」（1 冊、【写本】所桑名松平家）。

№ 229
《同志社》「漂流紀事」（著黒田行、※本朝医家著述目録による）。

№ 230
《同志社》「漂流帰国記」（1 冊、【写本】所東京大学史料編纂所（蒲堂叢書の内））。

№ 231
《同志社》「漂流記集」（2 冊、著万寿堂、【写本】所西尾市立図書館岩瀬文庫）。

№ 232
《同志社》「漂流記抄録」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（明治写））。

№ 233
《同志社》「漂流記談」（2 巻 2 冊、著敦斎編、【写本】所京都大学）。

№ 234
《同志社》「漂流記談鈔録」（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部）。

№ 235
《同志社》「漂流帰朝話説」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）。

№ 236
《同志社》「漂流紀聞」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（寛保元・2、1 冊）、東京教育大学（1 冊）、慶
應義塾大学（文化 4 年小笠原道端写、阿魯斉亜人物図志の付）、名古屋市蓬左文庫（3 巻 3 冊）、高知県立図
書館（3 冊、文化 7））。

№ 237
《同志社》「漂流帰来記」（1 冊、【写本】所｛学書｝）。

№ 238
《同志社》「漂流久蔵見聞記」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 239
《同志社》「漂流記録」（1 冊、成嘉永 5 年、【写本】所九州大学）。

№ 240
《同志社》「漂流見聞記」（1 冊、成嘉永 6 年、著早崎益寿、【写本】所京都府立図書館）。

№ 241
《同志社》「漂流雑記」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫、市立刈谷図書館）。
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№ 242
《同志社》「漂流私記」（1 冊、【写本】所京都大学富士川文庫（漂民御覧記と合）、延岡内藤家（天明 2 年写））。

№ 243
《同志社》「漂流七天竺話」（3 巻 1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（天保 5 年写）、※宝暦 12-安永 3）。

№ 244
《同志社》「漂流実録」（1 冊、【写本】所東京大学史料編纂所（東京都酒井新太郎蔵本写））。

№ 245
《同志社》「漂流島物語」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 2））。

№ 246
《同志社》「漂流船一件」（1 冊、【写本】所東京教育大学）。

№ 247
《同志社》「漂流船紀」（1 冊、【写本】所京都府立図書館）。

№ 248
《同志社》「漂流船聞書」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（土佐国群書類従、拾遺、漂流）、高知県立図
書館（同上））。

№ 249
《同志社》「漂流船口書」（1 冊、成明和 8 年、【写本】所宮内庁書陵部（安永 2 年写））。

№ 250
《同志社》「漂流船物語」（1 冊、【写本】所日本学士院）。

№ 251
《同志社》「漂流船行衛」（1 冊、成文政 3 年、【写本】所延岡内藤家）。

№ 252
《同志社》「漂流談雑綴」（1 冊、【写本】所岡田伊三次郎、※文明移入に関する古書展覧会目録による）。

№ 253
《同志社》「漂流中見聞実況上申書」（1 冊、※日本漂流書目による）。

№ 254
《同志社》「漂流珍談」（2 冊、【写本】所萩毛利家）。

№ 255
《同志社》「漂流珍話」（2 巻 2 冊、成嘉永 2 年、著空斜山人、【写本】所香川大学神原文庫（自筆稿本））。
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№ 256
《同志社》「漂流土佐人口書」（1 冊、成嘉永 4 年、【写本】所宮内庁書陵部）。

№ 257
《同志社》「漂流日記」（1 冊、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 258
《同志社》「漂流人」（1 冊、【写本】所京都大学（文化 8）、桜山文庫（「瓢流人」））。

№ 259
《同志社》「漂流人異出噺」（1 冊、成安政元年、【写本】所県立鳥取図書館）。

№ 260
《同志社》「漂流人一件」（【写本】所国立国会図書館（不忍叢書 7）、東京国立博物館（嘉永 4 年写、1 冊）、
岡山大学池田家文庫（天保 3、8 冊））。

№ 261
《同志社》「漂流人一件下方申出写」（1 冊、【写本】所浅野図書館、※直兵衛等 2 名口上）。

№ 262
《同志社》「漂流人異話」（1 冊、【写本】所神宮文庫図書館（安政元年写））。

№ 263
《同志社》「漂流人異話下書」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 264
《同志社》「漂流人御尋書」（1 冊、【写本】所岩手県立図書館（天保 12）（天保 12-14））。

№ 265
《同志社》「漂流人書上之写」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 266
《同志社》「漂流人聞書」（1 冊、【写本】所大阪市立大学森文庫）。

№ 267
《同志社》「漂流人聞書」（1 冊、著稲毛実、※国学者伝記集成による）。

№ 268
《同志社》「漂流人帰国口書」（1 冊、【写本】所国学院大学）。

№ 269
《同志社》「漂流人帰国口書写」（1 冊、成明和 4 年、【写本】所東京大学史料編纂所）。
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№ 270
《同志社》「漂流人帰朝一件留」（1 冊、成明和 8 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

№ 271
《同志社》「漂流人口書」（1 冊、著宇治甚助等、【写本】所岡山県総合文化センター）。

№ 272
《同志社》「漂流人口書」（【写本】所東京国立博物館（安永 3 年写 1 冊）、岡山大学池田家文庫（6 冊））。

№ 273
《同志社》「漂流人口書写」（1 冊、【写本】所神戸大学、東京都立日比谷図書館加賀文庫（弘化 2 年写））。

№ 274
《同志社》「漂流人口書其外品々写」（9 冊、成天保 4 年、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 275
《同志社》「漂流人口供」（1 冊、成嘉永 5 年、【写本】所穂久邇文庫）。

№ 276
《同志社》「漂流人口上書」（1 冊、【写本】所岡山大学池田家文庫）。

№ 277
《同志社》「漂流人口上聞書」（1 冊、【写本】所岡山県総合文化センター）。

№ 278
《同志社》「漂流人直物語聞書」（1 冊、成文政 13 年、【写本】所九州大学九州文化史研究所）。

№ 279
《同志社》「漂流人始末之事」（1 冊、成天保 4 年、【写本】所岡山市図書館）。

№ 280
《同志社》「漂流人唐国ヨリ連渡一件」（1 冊、【写本】所礫川堂文庫）。

№ 281
《同志社》「漂流人共相咄候儀　別段書留置奉差上候書付」（※通航一覧、巻 321 収録）。

№ 282
《同志社》「漂流人南海談」（1 冊、【写本】所岡山市図書館）。

№ 283
《同志社》「漂流人の噺を聞書」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（文化 8 年写））。

№ 284
《同志社》「漂流人咄聞書」（1 冊、【写本】所京都大学（万延元年写））。
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№ 285
《同志社》「漂流人平左衛門外十五人持戻並貰物請取帳」（1 冊、成安政元年、【写本】所東京大学史料編纂所）。

№ 286
《同志社》「漂流人物語記」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 287
《同志社》「漂流人問答始末」（1 冊、著山岡新、【写本】所東京都立日比谷図書館加賀文庫（寛政 7 年写））。

№ 288
《同志社》「漂流之記」（1 冊、別「土佐人漂流帰国ノ記（外）」、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書
78））。

№ 289
《同志社》「漂流之次第口上書」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 290
《同志社》「漂流八ヶ条」（【写本】所京都府立図書館（乾巻、1 冊））。

№ 291
《同志社》「漂流譚」（1 冊、成寛政 5 年刊、著鈍通子、【版本】所神戸大学）。

№ 292
《同志社》「漂流秘録」（【写本】所桑名松平家（欠本、3 冊））。

№ 293
《同志社》「漂流民書上留」（4 巻 4 冊、【写本】所京都大学、※文政 8-安政 5）。

№ 294
《同志社》「漂流民帰国記」（※日本漂流書目による）。

№ 295
《同志社》「漂流民郷覧記」（1 冊、著稲毛実、※国学者伝記集成による）。

№ 296
《同志社》「漂流物語」（2 冊、著鈴木 、※国学者伝記集成等による）。

№ 297
《同志社》「漂流模様横文字扣」（1 巻、※日本漂流書目による）。

№ 298
《同志社》「漂流問答話」（【写本】所国立国会図書館（享和 4 年写、漂流言上記と合 1 冊））。
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№ 299
《同志社》「漂流呂宋国記」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 300
《同志社》「閩省漂流南部人護送始末雑録」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（寛延 3・4 年山崎寿写））。

№ 301
《同志社》「吹流佐礼記」（6 冊、【写本】所｛旧｝彰考館文庫）。

№ 302
《同志社》「吹流船話」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 8））。

№ 303
《同志社》「福建省漂着記」（1 巻、【写本】所高知県立図書館（明和 5 年写））。

№ 304
《同志社》「福島浦浅平八丈島物語聞書」（1 冊、成文化 10 年、【写本】所高知県立図書館）／「福島浦浅平漂
流記」（別「土州高岡郡福島浦福吉屋浅平漂流記」、成文化 11 年、著西山直亮、【写本】所国立国会図書館（土
佐国群書類従、漂流）、国会図書館支部内閣文庫（同上）、京都大学（同上）、東京大学史料編纂所（同上）、
高知県立図書館（同上））。

№ 305
《同志社》「文化丁卯漂流人口書」（1 冊、成文化 4 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（南部藩士千葉政
之進筆記を付す）、〔追加《北方》〕）。

№ 306
《同志社》「文政十年唐国江漂流始末口書」（1 冊、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 307
《同志社》「文政漂流記」（3 冊、【写本】所大阪府立図書館）。

№ 308
《同志社》「文政漂流譚」（1 冊、※明治文献目録による）。

№ 309
《同志社》「宝暦漂流記」（1 冊、【写本】所市立刈谷図書館）。

№ 310
《同志社》「松平阿波守殿御糺漂流民口上留写」（1 冊、【写本】所龍谷大学）。

№ 311
《同志社》「松平修理太夫手船朝鮮国江致漂流候一件」（1 冊、成元治元年、著長崎奉行所公事方、【写本】所
県立長崎図書館）／「松平修理太夫領分ノモノ朝鮮国江致漂流候一件」（1 冊、成文久 2 年、著長崎奉行所公
事方、【写本】所県立長崎図書館）。
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№ 312
《同志社》「松前船清国漂流記」（1 冊、【写本】所東北大学（天保 5 年写））。

№ 313
《同志社》「松前船漂着広記等」（【写本】所東北大学狩野文庫（肥前国平戸島千里浜鄭氏遺蹟碑記並銘、鄭氏
遺蹟碑陰記等と合 1 冊））。

№ 314
《同志社》「三宅八丈漂泊憂物語」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫（八丈島物語を付す））。

№ 315
《同志社》「陸奥船漂流記」（1 冊、【写本】所東京大学本居文庫）。

№ 316
《同志社》「無人島江漂着之記」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通覧 1））。

№ 317
《同志社》「無人島記」（1 冊、成天明 7 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（明治写））。

№ 318
《同志社》「無人島記」（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部（片玉集 76）、神宮文庫図書館）。

№ 319
《同志社》「無人島記」（著林子平、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国通覧 2））。

№ 320
《同志社》「無人島之記」（1 冊、著渡辺金太夫等編、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 321
《同志社》「無人島之記」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（地勢提要の付））。

№ 322
《同志社》「無人島噺」（【写本】所高知県立図書館（万囊の内））。

№ 323
《同志社》「無人島漂着記」（1 冊、成寛政 9 年、【写本】所国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫）。

№ 324
《同志社》「無人島漂着記」（5 巻 2 冊、【写本】所京都大学（慶応元年写））。

№ 325
《同志社》「無人島漂着帰帆」（1 冊、成寛政 10 年、【写本】所史料館祭魚洞、※浦手形出島役人手控）。
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№ 326
《同志社》「無人島漂着者始末書」（成嘉永 7 年、【写本】所国立国会図書館（加模西葛杜加国風説考等と合 1
冊））。

№ 327
《同志社》「無人島漂着之始末」（1 冊、【写本】所浅野図書館）。

№ 328
《同志社》「無人島漂着之者共始末書」（1 冊、【写本】所東京大学）。

№ 329
《同志社》「無人嶋漂到記」（1 冊、【写本】所東北大学狩野文庫）。

№ 330
《同志社》「無人島漂流書附」（1 冊、【写本】所九州大学）。

№ 331
《同志社》「無人島漂流記」（1 冊、成寛政 10 年、著樋口酔山、【写本】所無窮会神習文庫）。

№ 332
《同志社》「無人島漂流記」（成元文 4 年、【写本】所九州大学九州文化史研究所（常州多珂郡礒原村船頭左
太夫安南漂流記等と合 1 冊））。

№ 333
《同志社》「無人島漂流紀聞」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国紀聞 28））。

№ 334
《同志社》「無人島漂流談話」（1 冊、【写本】所長崎市立長崎博物館、※天明 4）。

№ 335
《同志社》「無人島漂流之書付」（1 冊、成寛政 9 年、【写本】所東京国立博物館）。

№ 336
《同志社》「無人島へ漂流并帰帆」（1 冊、【写本】所龍谷大学）。

№ 337
《同志社》「無人島へ漂流の者於八丈嶋口書写」（1 冊、成寛政 9 年、【写本】所金沢市立図書館加越能文庫）。

№ 338
《同志社》「無人島物産志」（1 冊、成寛政 9 年序、著曾槃編、【写本】所杏雨書屋）。

№ 339
《同志社》「無人島物語」（1 冊、成享保 2 年、著善八、※国書解題等による）。
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№ 340
《同志社》「大和船道之島船漂着之節在番公事」（1 冊、【写本】所旧沖繩県立沖繩図書館）。

№ 341
《同志社》「吉田蛮史」（著山本宗明、【写本】所龍谷大学（2 冊）、西尾市立図書館岩瀬文庫（1 冊））。

№ 342
《同志社》「琉球船漂着始末」（3 冊、成文政 2 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（明治写）、｛旧｝彰考
館文庫）。

№ 343
《同志社》「呂宋国江漂流帰朝御吟味口書写」（成明和元年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（漂流記の内））。

№ 344
《同志社》「呂宋国漂流人記」（【写本】所国会図書館支部内閣文庫（海防彙議続 2）、京都大学（同上））。

№ 345
《同志社》「露国漂流記」（1 冊、成文化 3 年序、【写本】所神戸大学）。

№ 346
《同志社》「魯西亜教諭信牌写」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 9）、県立長崎図書館（同上））。

№ 347
《同志社》「魯刺亜国江漂流人蛮国之話」（1 冊、【写本】所京都大学（文化 2 年写））。

№ 348
《同志社》「魯西亜国漂客記聞」（6 巻 2 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館近藤文庫）。

№ 349
《同志社》「魯斉亜国漂民実記」（1 冊、成文化 5 年、【写本】所京都府立図書館）。

№ 350
《同志社》「魯西亜国漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（外国紀聞 18）、早稲田大学、〔追
加《古典》茨城県立歴史館（1 冊）〕）。

№ 351
《同志社》「魯西亜国漂流聞書」（1 冊、【写本】所京都府立図書館、※文化 3 帰国談）。

№ 352
《同志社》「魯西亜国漂流並洋中ニテ外国船江被助揚候日本人一件」（1 冊、【写本】所県立長崎図書館、※慶
応元─3）。

№ 353
《同志社》「魯西亜国漂流人一件」（1 冊、【写本】所東京大学）。
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№ 354
《同志社》「魯西亜国漂流之訳書及附録」（1 冊、【写本】所東京大学）。

№ 355
《同志社》「魯西亜国へ漂流人口書写ノ事」（【写本】所東北大学狩野文庫（漂海叢書 3））。

№ 356
《同志社》「魯西亜国より帰国の漂流人共申立御様子書」（1 冊、【写本】所東京都立日比谷図書館東京誌料）。

№ 357
《同志社》「魯西亜話」（【写本】所神戸大学（1 冊）、足利学校遺跡図書館（旅の流塵 62・63、2 冊））。

№ 358
《同志社》「魯西亜話」（2 冊、成文化 2 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫）。

№ 359
《同志社》「魯西亜漂流記」（1 冊、【写本】所早稲田大学（俄羅斯紀聞、4 集、第 2 巻））。

№ 360
《同志社》「魯西亜漂流記帰国海路記」（【写本】所東京大学史料編纂所（西海遺珠の内））。

№ 361
《同志社》「魯西亜漂流人談話聞書」（【写本】所宮内庁書陵部（椿亭叢書 9））。

№ 362
《同志社》「魯西亜漂流之訳書並日本へ帰国海路之様子訳」（1 冊、※日本漂流書目による）。

№ 363
《同志社》「若宮丸漂流聞書」（1 冊、【写本】所東京国立博物館（文政 7 年写））。

№ 364
《国書補遺》「通俗漂海録」（【版本】所寛政 7 版─龍谷大学、〔追加《その他》4 巻 4 冊、成明和 6 年序、著
清田絢（君錦）訳、【版本】所寛政 7 版─京都大学、※唐土行程記の改題本、『補訂版 国書総目録』より〕）。

《古典》「唐土行程記」（4 巻 4 冊、別「漂海録」、成明和 6 年刊、著（朝鮮）崔溥著、清田儋叟（清田絢）訳、　
【版本】所明和 6 版─新潟大学佐野文庫（4 巻、4 冊）、加賀市立図書館聖藩文庫（4 巻、4 冊）、〔追加《そ
の他》【版本】所国立国会図書館（2 冊）、国会図書館支部内閣文庫、国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫、宮
内庁書陵部、京都大学、東北大学狩野文庫、広島大学（2 冊）、東京都立日比谷図書館加賀文庫、下郷文庫（3
冊）、｛学書言志｝、※『補訂版 国書総目録』より）〕）。

№ 365
《古典》「異国漂着船話」（1 冊、著榎本童賢、【写本】所久留米市民図書館（2 巻、1 冊）、〔追加《その他》【写
本】所東京大学本居文庫、※『補訂版 国書総目録』より〕）。
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№ 366
《古典》「異国物語」（【写本】所栃木県立図書館黒崎文庫（嘉永 5 年写、1 冊））。

№ 367
《古典》「羽州加茂村之者唐土江漂流記」（【写本】所玉川大学（寛政 3 年写、1 冊））。

№ 368
《古典》「越前人長崎人漂流記」（【写本】所射和文庫（志州布施田村小平次記と合［「〔漂流記〕」合 1 冊］））。

№ 369
《古典》「ヲロシヤ国漂流記」（【写本】所市立弘前図書館（「〔ヲロシヤ国漂流記〕」1 冊））。

№ 370
《古典》「海外漂話」（著山本正佑・岩井重克、【写本】所茨城大学菅文庫（巻 1-3、3 冊））。

№ 371
《古典》「薩州漂人口上書並宗旨名歳附写」（【写本】所玉川大学（1 冊））。

№ 372
《古典》「薩州漂流人口書」（【写本】所玉川大学（安永 3 年写、1 冊））。

№ 373
《古典》「西洋ハタアシア漂流記」（別「嘉永増補西洋ハタアシア漂流記」、著森羅万象一世（森島甫粲）著、
筒井定繁（筒井武右衛門）増補、【写本】所市立弘前図書館（「嘉永増補 西洋ハタアシア漂流記」、嘉永 3 年
筒井定繁写、1 冊））。

№ 374
《古典》「船頭伝兵衛漂流の一件口上書」（【写本】所玉川大学（「〔船頭伝兵衛漂流の一件口上書〕」、宝暦 4
年写、1 冊））。

№ 375
《古典》「朝鮮物語」（【写本】所市立弘前図書館（5 巻、天保 8 年写、1 冊））。

№ 376
《古典》「唐国漂流之実録」（【写本】所玉川大学（1 冊））。

№ 377
《古典》「土州人漂流記」（1 冊、【写本】所大洲市立図書館矢野玄道文庫（風説書略文と合［「風説書略文」1
冊］））。

№ 378
《古典》「渡天説記」（【写本】所玉川大学（寛延元年写、1 冊））。
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№ 379
《古典》「難船漂流観音霊徳額面図画」（著寛秀記、宥演識、素山画、【版本】所文化 9 版─玉川大学（1 冊））。

№ 380
《古典》「南部人漂流唐国記」（【写本】所本居宣長記念館（1 冊、春庭筆））。

№ 381
《古典》「八丈島記」（【写本】所新潟大学佐野文庫（天保 10 年写、1 冊））。

№ 382
《古典》「漂客奇賞図」（著谷文晁画、【版本】所寛政 2 版─東京芸術大学脇本文庫（「漂客奇賞」1 冊）、新潟
大学佐野文庫（「漂客奇賞圖」1 冊））。

№ 383
《古典》「漂民記」（【写本】所茨城大学菅文庫（和田戸山の記他と合［「雨月集」1 冊］））。

№ 384
《古典》「漂流記」（【写本】所玉川大学（天保 13 年写、1 冊））。

№ 385
《古典》「漂流紀聞」（【写本】所玉川大学（上中下、嘉永 4 年写、3 冊））。

№ 386
《古典》「漂流再記」（【写本】所宮城教育大学（天保漂流記他と合［「漂流記」1 冊］））。

№ 387
《古典》「漂流人口書」（【写本】所島根大学海野文庫（1 冊））。

№ 388
《古典》「漂流人和記」（【写本】所玉川大学（1 冊））。

№ 389
《古典》「漂流之者帰国書」（【写本】所玉川大学（上存、1 冊））。

№ 390
《古典》「無人島漂着八丈島口書」（【写本】所玉川大学（1 冊））。

№ 391
《古典》「無人島漂民説話」（【写本】所玉川大学（1 冊））。

№ 392
《古典》「魯西亜国漂着之始末御糺之節申上候趣意口書並漂着様子書」（【写本】所玉川大学（1 冊））。
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№ 393
《古典》「魯西亜漂流記」（1 冊、【写本】所玉川大学（文政 6 年写、1 冊）（乾存、坤欠、1 冊）、宮城教育大
学（呂宋国漂流記他と合［「漂流記」1 冊］）、茨城県立歴史館（「ロシア漂流記」1 冊））。

№ 394
《北方》「雨ソウ偶筆 上・下」（成寛政末年頃、著松前広長（監物、老圃）、※松前広長の晩年における漢文
による随筆集。清国漂流の松前漁夫などの話を含む）。

№ 395
《北方》「蝦夷草紙 上・下」（2 冊、成寛政 2 年、著最上徳内（常矩）、【写本】、【活字】『北門叢書 1』、最上
徳内『蝦夷草紙』（時事通信社、昭和 40 年）、※エトロフ島で出会ったロシア人からえた情報中には南部漂
流民の消息を含む）。

№ 396
《北方》「蝦夷日記」（成享保 2 年、【写本】）。

№ 397
《北方》「雑口書」（成安政 2 年、【写本】）。

№ 398
《北方》「［西海航路図］」。

№ 399
《北方》「台湾南部之図」（成明治 6 年頃）。

№ 400
《北方》「子モロ領ノツケ之内イキタラウシ江異国船渡来漂流人共差置退帆仕候儀申上候書付」（成安政 5 年、
【写本】）。

№ 401
《北方》「文政十三寅六月中クスリ御場所江漂着いたし候御城米積遠州川崎八郎左衛門船沖船頭半兵衛上乗次
郎兵衛並水主拾九人のもの執調書且右虎寿丸見分書其外請証文之写」（【写本】）。

№ 402
《北方》「魯西亜国記聞」（成天明 6 年、著最上徳内）。

№ 403 
《同志社》「筑前国人呂宋福州漂着記」ヵ（1 冊、【写本】所京都大学（増訂海外異聞の内）、※第 1 部の
138or143 ヵ）。

№ 404
《同志社》「知多郡亀崎村七三郎漂流談」ヵ（別「安政尾張人漂流記」、成安政 6 年、【写本】所名古屋市蓬
左文庫（資治雑笈 2 輯）、※第 1 部の 309 or 310 ヵ）。
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№ 405
《同志社》「無人島漂着船頭水主口書写」ヵ（1 冊、【写本】所礫川堂文庫、※第 1 部の 91or103 ヵ）。
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第　3　部　漂流記集

№ 1
《同志社》「亜墨利加漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 81・87）、※第 81 は萬次郎等
の漂流始末書《第 1 部 245》、第 87 は嘉永 3 年摂州永力丸漂流記《第 1 部 287》）。

№ 2
《同志社》「安南国漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（安南国漂流物語《第 1 部 146》、大寃国漂流
話《?》、宝暦七丑九月吹流候船人小平治口上書《第 1 部 132》を収む））。

№ 3
《同志社》「異国漂着船話」（5 冊、著木下八郎次衛門編、【写本】所雲泉文庫（元禄 5 年写）、｛京外大｝（元
禄 5 年写）、※ 1 巻．奥州信夫郡福嶋上大笹村上乗百姓武右衛門宝暦十二年十二月支那通州に漂着《第 1 部
135 ヵ》、2 巻．台湾物語《?》、3 巻．定西伝琉球物語《?》、4～5 巻．暹邏物語《?》）。

№ 4
《同志社》「異国漂流記集」（荒川秀俊編、吉川弘文館、昭和 37 年、275p（気象史料シリーズ 2）、※異国物
語《第 1 部 12》、尾張国知多郡大野村孫左衛門船漂流帰国之事《第 1 部 24》、漂人談話《第 1 部 82》、浙江
漂流帰帆《第 1 部 124》、宝暦七年丑九月志州鳥羽浦船頭漂流一件《第 1 部 132》、異国漂流人の次第《第
1 部 142》、異国江漂流仕候陸奥国の者四人口書《第 1 部 166》、能州羽昨郡塵浜村清兵衛異国漂流口書写《第
1 部 226》、呂宋国漂流記《第 1 部 248》、漂客談奇《第 1 部 245》、漂流奇談《第 1 部 245》、呂寿丸漂流
口書《第 1 部 247 ヵ》、漂流記《第 1 部 287》、無人嶋ヨリ帰国之者御調書上留《第 1 部 91・103・160・
161・163》、無人嶋漂流記《第 1 部 91・103・127・133・160・161・163》）。

№ 5
《同志社》「異国漂流記続集」（荒川秀俊編、地人書館、昭和 39 年、318p（気象史料シリーズ 6）、※南海紀
聞．5 冊（昭和元年）《第 1 部 142》、漂海録（安永 3）《第 1 部 153》、南瓢記．5 冊（寛政 6）《第 1 部
167》、海外異聞．5 冊（天保 12）《第 1 部 247》、通航一覧続輯．漂流記選．6 冊《第 1 部 247》、巻 78（パ
ラオ島漂流記、文政 3 年）《第 1 部 200》、巻 81（カガヤン漂流記、文政 11 年）《第 1 部 224》、巻 150（陸
奥船南洋漂流記、天保 10 年）《第 1 部 243》、巻 115（善助・初太郎漂流記、天保 12 年）《第 1 部 247》、
巻 116（栄力丸漂流記、嘉永 3 年）《第 1 部 287》、巻 98（カムチャッカ漂流記、嘉永 3 年）《第 2 部
51》）。

№ 6
《同志社》「異国漂流奇譚集」（石井研堂編、福永書店、昭和 2 年、638 頁、※元和漂流記《第 1 部 4》、讃州
船島国脱航談《第 1 部 7》、勢州船北海漂着記《第 1 部 16》、薩州船清国漂着談《第 1 部 106》、津軽船御馳
走談《第 1 部 129》、荒浜船南通州漂着始末《第 1 部 135》、一葉丸福州漂流記《第 1 部 158》、芸州善松北
米漂流譚《第 1 部 175》、督乗丸船長日記《第 1 部 188》、融勢丸唐流帰国記《第 1 部 223》、神力丸馬丹漂
流口書《第 1 部 226》、時計献上の漂民《第 1 部 241》、観音丸呂宋漂流記《第 1 部 248》、漂流万次郎帰朝
談《第 1 部 245》、幸宝丸漂流記《第 1 部 253》、播州人米国漂流始末《第 1 部 287》、彦蔵漂流記《第 1 部
287》、広東船漂着奇談《?》、漂流譚雑筆《?》）。
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№ 7
《同志社》「乙巳漂客紀聞」（1 冊、成弘化 2 年、著宇田川興斎、【写本】所岩手県立図書館）／「弘化乙巳漂民
日記」（1 冊、成弘化 3 年、著宇田川興斎、【写本】所東京大学史料編纂所、※弘化 2　→乙巳漂客紀聞）。

《海洋》「乙巳漂客記聞」（1 冊、【写本】）。
【関連事項】東京海洋大学の漂流事情の解説より《第 1 部 253・254》。

№ 8
《同志社》「永寿丸漂流記」（1 冊、別「薩南国喜三右衛門船尾張国長右衛門船年月同時漂流記」、成文化 13 年、
【写本】所国立国会図書館、東京大学）。
【関連事項】別称の「薩南国喜三右衛門船《第 1 部 185》尾張国長右衛門船《第 1 部 188》年月同時漂流記」
より。

№ 9
《同志社》「蝦夷嶋漂着」（1 冊、別「勢州松坂の船蝦夷島之漂着奥州船唐国之漂着（内）」、成寛文 12 年、【写
本】所国会図書館支部内閣文庫、〔追加《北方》【写本】〕）。

《北方》「寛文十三年蝦夷国風書附」（【写本】、※「蝦夷嶋漂着」より抜写したもの）。
【関連事項】別称の「勢州松坂の船蝦夷島之漂着《第 1 部 29》奥州船唐国之漂着《?》（内）」より。

№ 10
《同志社》「蝦夷島流船物語・無人島物語・天竺渡海物語」（3 巻 1 冊、【写本】所宮城県図書館）。
【関連事項】書名の「蝦夷島流船物語《?》・無人島物語《?》・天竺渡海物語《第 2 部 114》」より。

№ 11
《同志社》「遠州船無人島物語」（成元文 4 年、【写本】所国立国会図書館（漂流叢書 7）、【活字】『校訂漂流
奇談全集』（続帝国文庫）、『日本庶民生活史料集成 5 巻 漂流』（三一書房、1968）、柴秀夫編『南海漂流譚』

（双林社、昭和 18 年））。
【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 91・103》。

№ 12
《同志社》「海外異聞」（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部（手島惟敏写）、※唐太記（最上常矩）《?》、小笠原島
記《?》、異船漂着記（原新六郎）《?》、赤蝦夷風説考（最上常矩）《?》を収む）。

№ 13
《同志社》「海外異聞」（25 巻 25 冊、【写本】所宮内庁書陵部（定西法師伝のみ）、京都大学、京都府立図書館、
※定西法師伝《?》、讃岐高松の百姓吉右衛門等漂流記《第 1 部 7》、馬丹島漂流記《第 1 部 24》、切支丹宗
門来朝記《?》、游房筆語《?》、琉球聘使記《?》、岡野三左衛門広東漂流記《第 1 部 77》、朝鮮人来朝記《?》、
阿蘭陀問答《?》、蝦夷にしき（上倉徳五郎蝦夷漂流記）《?》、島谷市左衛門等無人島漂流記《?》、異国人房
州へ漂着記《?》、紅毛訳問答《?》、奥州人福建漂流記《第 2 部 31》、奥州人浙江漂着記《第 1 部 124 ヵ》、
奥州人南京漂着記《第 2 部 28》、奥州人江南漂着記《第 2 部 27》、筑前国人呂宋福州漂着記《第 2 部 403》、
横文字和解《?》、薩州人唐国漂流記《第 1 部 149》、住徳丸福州漂着記《第 1 部 157》、紀州人福州漂着記《第
1 部 157》、奥州人安南国漂流記《第 1 部 145》、陳世徳筆語船頭清蔵安南国物語《第 1 部 167》を収む）。

№ 14
《同志社》「外国紀聞」（30 冊、別「外国叢書」、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※安南紀略藁（6 冊）《第



198

1 部 145 ヵ・146 ヵ・167 ヵ》、異国漂蕩記聞（1 冊）《?》、薩州漂客聞見録（2 冊）《第 1 部 190》、異国記
聞（1 冊）《第 1 部 122》、外国記聞（1 冊）《?》、漂南新語（1 冊）《第 2 部 203》、亜媽港紀略藁（2 冊）《第
1 部 40 ヵ・167 ヵ》、魯西亜志（1 冊）《第 1 部 159 ヵ》、魯西亜本記略艸稿（2 冊）《?》、魯西亜国漂流記（1
冊）《第 2 部 350》、魯西亜新記聞（1 冊）《第 1 部 166 ヵ》、五郎次話（1 冊）《?》、東韃地方紀行（3 冊）《?》、
北狄防禦之記（1 冊）《?》、北蝦夷島新説（1 冊）《?》、沿海異聞（1 冊）《?》、海島風土記（2 冊）《?》、無
人島漂流紀聞（1 冊）《第 2 部 333》、琉客譚記（1 冊）《?》、竜渉紀略（1 冊）《?》を収む）。

№ 15
《同志社》「嶰谷叢説」（成寛政 2─文政 13、著福居芳磨（滕知文・嶰谷）編、【写本】所国立国会図書館（太
田本第 5、1 冊）、国会図書館支部内閣文庫（「みちのくにえきろの記」2 巻 2 冊）、国会図書館支部東洋文
庫岩崎文庫（「東奥紀行図」、秦檍丸画・安藤重之等校、3 巻 2 冊）、東京教育大学（那珂本、8 冊）（同、1 冊）、
静岡県立中央図書館葵文庫（文政 11 年頃写、新野問答・建官考・天明炎焼之記・老女問答を収む）、市立
函館図書館（太田本、10 冊）（教大蔵那珂本写 8 冊）、※市立函館図書館本 : 奥州漂民左平爰書並ニ長崎之
尹副書《第 1 部 166》、仙台漂民從魯斉亜・所贈之状《第 1 部 166 ヵ》、漂民継右衛門以下之儀菊地惣内上
書《第 1 部 173 ヵ》、チフラン漂流人略話《第 2 部 110》を収録、東京教育大学本 : 宝暦四年奥仙台之民唐
土・浙江省漂流之記《第 1 部 124》、宝暦九年台湾漂民之記《第 1 部 132 ヵ》を収録）。

№ 16
《同志社》「外国通覧」（5 巻 3 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※巻 1─阿蘭陀風説和解之書《?》、
中華物語《?》、復濃比須盤国書写并方物風俗《?》、仙台石ノ巻江異国舟漂着之記《?》、房州千倉海江南京
舟漂着之記《?》、紀州大島浦江蛮舟漂着之記《?》、伊豆国八丈島江唐船漂着記《?》、巻 2─豆陽大島記附七
島ノ事《?》、無人島記（林子平）《第 2 部 319》、無人島江漂着之記《第 2 部 316》、巻 3─安南国江漂着之
記《第 2 部 6》、勢州ノ者魯西亜江漂着帰国之漂民御覧之記（桂川甫周）《第 1 部 159》、越前国住人行韃靼
口上《第 1 部 12》、巻 4─宝暦九年漂流記《第 1 部 132》、巻 5─唐国福建省漂着之口書《第 2 部 129》、唐
国福建省江漂流記問答《第 2 部 131》）。

№ 17
《同志社》「海事史料叢書」（20 巻、住田正一編、巌松堂、昭和 4～6 年、※ 5 : 船長日記（重吉）《第 1 部
188》、6 : 颶風新話（伊藤君独訳）《?》、13 : 海外漂流年代記《?》を収録）。

№ 18
《同志社》「海表異聞」（79 冊、著徹桑土人、【写本】所同志社大学、京都大学（大正 5 年同志社蔵本抄写 19
冊）、※ 30. 異国物語《第 1 部 12》、39～40. 支那漂流記上下 2 巻《第 1 部 58》、41～44. 支那漂流記 4
巻《第 1 部 124》、47. 台湾漂流《第 1 部 132》、48～49．小笠原島記并漂流記《第 1 部 91》、62～66. 船
長日記、4 巻図 1 巻《第 1 部 188》、72～73. 磯吉光太夫漂流、上下 2 巻《第 1 部 159》、74～76. 仙台左
平津太夫漂流　上中下 3 巻《第 1 部 166》、77. 太三郎の記《第 2 部 104》）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 253》。

№ 19
《同志社》「海表叢書」（巻 3、新村出編、更生閣、昭和 3 年、※元和航海記《?》、大島筆記《第 1 部 137》、
南国奇話《第 1 部 226》、栄力丸漂流記談《第 1 部 287》）。

№ 20
《同志社》「加能漂流譚」（金沢、石川県図書館協会、昭和 13 年 3 月、77 p、21 cm、（加賀能登郷土図書叢刊）、
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複刻、昭和 47 年 6 月、※本書は安永 4 年から約 70 年間に起った漂流事件の口書 5 種を編纂したもの。粟ヶ
崎の者朝鮮漂着一巻口書《第 1 部 151》、鹿磯村市之丞等無人嶋へ漂着の次第口書《第 1 部 161》、大念寺
新村吉左衛門唐國へ漂着一件口書《第 1 部 219》、塵濱村清兵衛バタンへ漂着の次第口書《第 1 部 226》、
皆月村弥三兵衛異國へ漂着の次第口書、附録 : 浦手形の事《第 1 部 246》、異國船漂着の節御扶持人十村等
心得方覚書《?》、加能漂流譚解説 : 輪島の船、朝鮮に漂着の事《第 1 部 102》、輪島の水主共朝鮮漂着談《第
1 部 102》）。

№ 21
《同志社》「俄羅斯紀聞」（【写本】4 集 40 冊、早稲田大学本、※〔1 集〕3. 光太夫物語《第 1 部 159》、5. 仙
台漂流人口書《第 2 部 99》、9. 漂民紀事《第 1 部 159》、幸太夫口語筆受被《第 1 部 159》、北様略聞《?》　〔2
集〕13. 幸太夫帰朝記（3 種）《第 1 部 159》、17. 北海漂民見聞録《第 1 部 166》、〔4 集〕32. 魯西亜国漂
流記《第 1 部 166》）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 188・第 2 部 359・第 3 部 82》。

№ 22
《同志社》「近世漂流記集」（荒川秀俊編、法政大学出版局、1969、468 p、19 cm、※韃靼．大明．朝鮮・
順歴誌《第 1 部 12》、広東へ漂流覚書《第 1 部 77》、南部人漂流記《第 1 部 122》、宝暦漂流物語　全《第
1 部 124》、漂夫譚　全《第 1 部 142》、華夷九年録　全《第 1 部 142》、魯西亜國漂流民記《第 1 部 159》、
満次郎漂流記《第 1 部 245》、初太郎漂流記《第 1 部 247》、漂流船聴書《第 1 部 267》、彦蔵漂流記（木版本）

《第 1 部 287》、無人しまへ漂着之もの吟味書《第 1 部 160・161・163》、巴旦人漂流記《?》、北亜墨利加
船応接記漂流人護送《第 2 部 60》、上海航記《第 1 部 341》）。

№ 23
《同志社》「校訂漂流奇談全集」（石井研堂校訂、東京博文館、明治 33 年 7 月、1000 p、20 cm（続帝国文庫、
第 22 編）、※近世漂流年表《?》、韃靼漂流記《第 1 部 12》、台州漂客記事《第 1 部 2》、阿州船無人島漂流
記《第 1 部 25》、日州船漂落紀事《第 1 部 64》、番人打破船《第 1 部 82》、馬丹島漂流記《第 1 部 24》、遠
州船無人島物語《第 1 部 91・103》、竹内徳兵衛魯國漂流談《第 1 部 112》、志州船台湾漂着話《第 1 部
132》、吹流天竺物語《第 1 部 142》、南海紀聞《第 1 部 142》、安南國漂流物語《第 1 部 146》、奥州人安
南國漂流記《第 1 部 145・146 ヵ》、薩州人唐國漂流記《第 1 部 149》、神昌丸魯國漂流始末《第 1 部
159》、鳥島物語《第 1 部 160・161・163》、無人島談話《第 1 部 160・161・163》、漂流日記《第 1 部
160・161・163》、無人島漂流口書《第 1 部 160・161・163》、松栄丸魯國漂流記《第 1 部 162 ヵ》、環海
異聞《第 1 部 166》、南漂記《第 1 部 167》、青森港儀兵衛漂流始末口書《第 1 部 170》、松前人韃靼漂流記《第
1 部 169》、漂客加察哈出奔記《第 1 部 173》、督乗丸魯國漂流記《第 1 部 188・132》、永寿丸魯國漂流記《第
1 部 185》、文化十三丙子薩州漂客見聞録《第 1 部 190》、ペラホ物語《第 1 部 200》、漂客寿三郎手簡《第
1 部 237》、亜墨新話《第 1 部 247》、漂客談奇《第 1 部 245》、紀州船米國漂流記《第 1 部 267》・附録 :
海外異聞《?》、山田仁左衛門渡唐録《?》、天竺徳兵衛物語《第 2 部 114》、ジャガタラ文《第 2 部 86》、阿
蘭陀文《第 2 部 39》）。

№ 24
《同志社》「坐臥記」（著桃西河（桃井西河）、〔追加《古典》【写本】所島根大学桑原文庫（天明 5 年写、1 冊）、　
【版本】所明治四五版─島根大学桑原文庫（1 冊））〕、【活字】『出雲文庫 1』、※大阪北堀江の備前屋亀次郎
にチャーターされた肥前寺江村の金右衛門船の水主、出雲国島根県三保関の住人米屋喜助伜清蔵が天明 7
年に鳥島に漂着したときの漂流記）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 142・161》。
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№ 25　
《同志社》「薩摩国喜三左衛門船漂流記　付尾張国長右衛門船漂流記」（【写本】所国立国会図書館、※薩州永
寿丸漂流記）。

【関連事項】書名の「薩摩国喜三左衛門船漂流記《第 1 部 185》付尾張国長右衛門船漂流記《第 1 部 188》」
より。

№ 26
《同志社》「資治雑笈」（【写本】欠本、5 輯目録共 94 冊、名古屋市蓬左文庫本、※ 1 輯．南海紀聞（欠）《第
1 部 142 ヵ》、半田村重吉船長日記《第 1 部 188》、2 輯．亜墨竹枝《第 1 部 247》、漂民日記《第 2 部
215》、伯耆人漂流談《第 1 部 287》、尾張人漂流記《第 2 部 41》）。

【関連事項】書名の検索による《第 2 部 404》。

№ 27
《同志社》「従前之唐国外国等へ漂着イタシ候者共名前」（1 冊、【写本】所県立長崎図書館、※貞享元─寛政）。
【関連事項】書名及び備考にある年代の幅より複数と判断。

№ 28
《同志社》「続海外異聞」（12 巻 12 冊、著大槻茂楨（盤里）編、【写本】所国会図書館支部静嘉堂文庫（巻 2・
11 欠、10 冊）、※存巻は中山聘使録《?》、漂南聞略《第 1 部 166 ヵ》、広東漂船襍記《?》、聞槎白語《?》、
無人島談話ニ附録《?》、無人島談話《第 3 部 70》、南島漂流記《第 2 部 159》、異国漂流記《第 2 部 9》、
寧波船筆記《?》、北槎小録《第 1 部 159 ヵ》）。

№ 29
《同志社》「韃旦漂流記」（斉藤清衛監修、清水文雄校註、春陽堂、昭和 17 年、138 p、図版、地図（新文庫 8）、
※韃旦漂流記《第 1 部 12》、馬丹島漂流記《第 1 部 24》、遠州船無人島物語《第 1 部 91》、神昌丸魯国漂流
始末《第 1 部 159》、じゃがたら文《第 2 部 86》）。

№ 30
《同志社》「椿亭叢書」（31 冊、【写本】所宮内庁書陵部、県立長崎図書館、※第 8 冊 : 志州鳥羽漂流人聞書《第
1 部 132 ヵ》、吹流船話《第 2 部 302》、第 9 冊 : 山田仁左衛門略伝《?》、漂民吉次郎覚書《第 1 部
239 ヵ》、漂民長兵衛書上《第 2 部 214》、魯西亜教諭信牌写《第 2 部 346》、漂民御覧之記《第 1 部 159》、
魯西亜漂流人談話聞書《第 2 部 361》、西間切大島間志村漂民名簿《第 2 部 166》）。

【関連事項】書名の検索による《第 2 部 208》。

№ 31
《同志社》林韑「通航一覧」（350 巻付録 23 巻凡例総目 2 巻絵図 1 帙、成嘉永 6 年、著林韑・宮崎成身等編、
【写本】所国会図書館支部内閣文庫（稿本、322 巻付録 22 巻、有欠、続輯共 414 冊）（巻 1-24、続輯共 26
冊）、京都大学（巻 25-272、有欠、141 冊）、東京大学史料編纂所（186 巻付録 12 巻、有欠）、日本大学（付
録共 9 冊）、北海道庁（巻 273-321、27 冊）、〔追加《国書補遺》岡山大学池田家文庫（10 冊）〕、〔追加《古
典》関西大学五弓雪窓文庫（「通航一覧序」、「必読書題言彙纂、第 2 冊」）〕、【活字】『通航一覧』（国書刊行会、
明治 45 年、複刻 : 清文堂、1967）、※永禄 9-文政 8）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 6・8・11・12・13・19・20・21・24・27・28・30・31・40・
49・50・51・57・58・59・70・71・77・78・79・82・83・106・112・113・122・123・124・125・
126・130・132・135・137・138・142・145・146・149・150・152・153・155・159・162・166・
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167・169・170・171・173・175・182・185・188・190・195・第 2 部 281》。

№ 32
《同志社》林韑「通航一覧続輯」（151 巻付録 26 巻、著林韑・宮崎成身等編、【写本】所国会図書館支部内
閣文庫（稿本、142 巻付録 26 巻、有欠、通航一覧と合 414 冊）（巻 1-4、通航一覧と合 26 冊）（巻 1-4、
明治写 1 冊）、東京国立博物館（有欠、68 冊）、京都大学（巻 8-44・47-63・81、46 冊）、東京大学史料編
纂所（142 巻付録 26 巻、有欠）、北海道庁（巻 84-103、10 冊）、【活字】『通航一覧続輯』（清文堂、昭和
43-48 年））。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 200・216・218・219・223・224・225・226・229・230・236・
237・238・239・243・245・247・248・253・254・267・286・287・298・第 2 部 51・93》。

№ 33 
《同志社》「通信全覧」ヵ（初編 106 巻総目 2 巻類輯目録 1 巻英国来翰 5 巻・2 編 186 巻総目 2 巻類輯目録
1 巻 303 冊、成慶応 3 年、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（稿本）、東京大学史料編纂所（欠本、初編
類輯 24 冊 2 編類輯 41 冊）、【活字】『通信全覧』（雄松堂書店、昭和 58 年）、※安政 6-万延元）。

【関連事項】林韑「続通信全覧」とのつながりから複数と判断。

№ 34
《同志社》林韑「続通信全覧」（【写本】所外務省外交史料館（編年之部 505 巻、類輯之部 1366 巻）、【活字】
『続通信全覧』（編年之部 1～、雄松堂出版、昭和 58 年～））。
【関連事項】書名の検索による《第 1 部 166・226・230・231・237・241・243・245・247・253・254・
255・267・287・298・309・312・314・326・327・328・333・334・335・336・337・339・340》。

№ 35
《同志社》「唐土漂流記」（1 冊、【写本】所宮城県図書館、※浙江省漂流記《?》、広東漂流記聞《?》、韃靼漂
流記《第 1 部 12 ヵ》、徳兵衛渡竺記《第 2 部 114》を収む）。

№ 36　
《同志社》「督乗丸魯国漂流記」（1 冊、別「漂客談話督乗丸長右衛門志摩国小平次」、成文化 13 年、著長右
衛門・小平次、【写本】所東北大学（宝暦 11 年写）、岡田伊三次郎、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国
文庫））。

【関連事項】別称の「漂客談話督乗丸長右衛門《第 1 部 188》志摩国小平次《第 1 部 132》」より。

№ 37
《同志社》「土佐国群書類従」（【写本】160 巻拾遺 70 巻内 7 巻欠、総目録 2 冊共 304 冊、国会図書館支部
内閣文庫本、※〔漂流〕77 清水浦琉球船漂着聞書《第 1 部 137 ヵ》、難風流船物語《第 2 部 175》、78 八
丈島漂渡記《第 2 部 172》、79 南京朱心如船漂着之記《?》、土佐国船無人嶋漂流之記上《第 2 部 140 ヵ》、
泉之波有手船記《?》、80 無人嶋漂流記《?》、81 土州香我美郡岸本浦長平天明五年巳正月晦日出船以来漂流
記《第 1 部 160》、土州高岡郡福嶋浦福吉屋浅平漂流記《第 2 部 304》、82 下田日記《?》、83 江南商話《第
2 部 70》、84 松平土佐守小人中浜万次郎儀北亜墨利加在留中及見聞候始末相糺候趣申上候書付《第 1 部
245》、漂民録《第 1 部 245 ヵ》、亜墨利加詞《第 1 部 245 ヵ》、85 漂民紀事《第 1 部 245》、漂海異聞《第
2 部 183》）。

【関連事項】書名の検索による《第 2 部 248》。
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№ 38
《同志社》「土州船大阪船薩州船漂流譚」（1 冊、成嘉永元年、【写本】所香川大学神原文庫（佐藤霍舟写））。
【関連事項】書名の「「土州船《?》大阪船《?》薩州船《?》漂流譚」より。

№ 39
《同志社》「鳥島物語」（【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫））。
【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 160・161・163》。

№ 40
《同志社》「長崎叢書　第 5 編」（西道仙・安中半三郎校、長崎古文書出版会、明治 27 年、※長崎港艸第 7 巻 :
日本人異国漂流雑記《第 3 部 49》、漂流泊瀬伝平衛日録《第 1 部 106》、奥州南部人漂流日録《第 1 部
122 ヵ》を含む）。

№ 41
《同志社》「南海漂流譚」（柴秀夫編、東京、双林社、昭和 18 年、203 p、図 4、地図 1、18.6 cm、※解説、
福建厦門寧波難風渡唐帰朝記《第 1 部 122》、異国漂流談《第 1 部 132》、遠州船無人島漂流記《第 1 部
91》、土州船無人島漂流譚《第 1 部 160》、孫太郎ボルネオ漂流談《第 1 部 142》、安南国漂流記《第 1 部
146》、馬丹島漂流物語《第 1 部 24》、近世漂流年表《?》）。

№ 42 
《同志社》「難船漂流人口書写　其他」ヵ（1 冊、【写本】所早稲田大学）。
【関連事項】書名及び備考にある年代の幅より複数と判断。

№ 43 
《同志社》「南蛮紀文選」（三島才二校訂編纂、聚芳閣、大正 15 年、※西洋紀聞（新井白石）《?》、長崎夜話
草（西川正休）《第 1 部 17 ヵ・18 ヵ・24 ヵ・40 ヵ・77 ヵ》、野叟独語（杉山人）《?》、環海異聞（大槻
茂質）《第 1 部 166》、蘭説弁惑（有馬元晁）《?》、亜墨新話（那波希顔）《第 1 部 247》、暁窓追録（栗本匏）

《?》）。

№ 44
《同志社》「南部叢書」（南部叢書刊行会編、昭和 2～6 年、11 冊、※ 10 : 無人島漂流物語《第 1 部 103》、
無力丸漂流記《第 1 部 122 ヵ》、パラウ漂流記《第 1 部 200》、小友船漂流記《第 1 部 243》、大阪船漂着
記《第 1 部 264》等を収録）。

№ 45
《同志社》「日本海防史料叢書　第 5 巻」ヵ（住田正一編、海防史料刊行会、昭和 7 年、※漂民紀事《第 1
部 245 ヵ》を収録）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 159》。

№ 46
《同志社》「日本財政経済史料　巻之 7　経済之部 4」（大蔵省編、財政経済学会、大正 12 年 1 月、※第 2 :
外国通商、1 漂着船並漂流民、p 885～932）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 40・125・159・237》。
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№ 47 
《同志社》「日本支那朝鮮各国人漂流及送還記録」ヵ（1 冊、【写本】所東京国立博物館（江戸中期写））。
【関連事項】書名より複数と判断。

№ 48
《同志社》「日本庶民生活史料集成　第 5 巻漂流」（宮本常一等編、東京、三一書房、1968、※時規物語（遠
藤高璟）《第 1 部 241》、蕃談（古賀謹一郎）《第 1 部 241》、東航紀聞（岩崎俊章）《第 1 部 247》、紀州口
熊野漂流噺（筆者不詳）《第 1 部 247 ヵ》、遠州船無人島物語（筆者不詳）《第 1 部 91・103》、無人島漂流
記（筆者不詳）《第 1 部 160・161・163》、船長日記（池田寛親）《第 1 部 188》、尾州大野村船漂流一件（筆
者不詳）《第 1 部 24》、越前船漂流記（筆者不詳）《第 1 部 12》、呂宋国漂流記（大槻清崇）《第 1 部 248》、
台湾漂流記（筆者不詳）《第 1 部 132》、安南国漂流記（筆者不詳）《第 1 部 146》、東洋漂客談奇（吉田正誉）

《第 1 部 245》、南海紀聞（青木定遠）《第 1 部 142》、漂流天竺物語（筆者不詳）《第 1 部 142》、長瀬村人
漂流談（奥田昌忠）《第 1 部 287》、漂流記（浜田彦蔵）《第 1 部 287》、北槎聞略（桂川甫周）《第 1 部
159》、漂流註記 : ロシアの東方進出と日本の漂流民（中村喜和）《?》、気象学からみた漂流記（倉嶋厚）《?》、
漂流船覚書（石井謙治）《?》、参考文献）。

№ 49
《同志社》「日本人異国漂流雑記」（【活字】西道仙・安中半三郎校『長崎叢書 第 5 編』（長崎古文書出版会、
明治 27 年））。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 24・49・51・58・59》。

№ 50
《同志社》「日本潭流譚」（石井民司編、東京、学齢館、明治 26 年、2 冊、国立国会図書館（漂流記叢書 2）、
〔追加《海洋》「日本漂流譚 第一・第二」、2 冊〕、〔追加《早稲田》2 冊〕、※ 1 : ①越前の人韃靼に漂流し明
韓を経て故郷に帰る《第 1 部 12》、②阿紀の人無人島に漂流し一板に縁りて故郷に帰る《第 1 部 25》、③尾
張の人馬丹島に漂流し土人を欺きて故郷に帰る《第 1 部 24》、④志摩の人台湾島に漂流し清国船に因て故郷
に帰る《第 1 部 132》、⑤筑前の人保爾尼に漂流し萬死を出でゝ故郷に帰る《第 1 部 142》、2 : ⑥常人安南
に漂流し同胞に邂逅して帰国す《第 1 部 146》、⑦遠人無人島に漂流し新漂船を得て帰国す《第 1 部 91》、
⑧薩人支那に漂流し商船に便乗して帰国す《第 1 部 149》、⑨奥人支那に漂流し商船に便乗して帰国す《第
1 部 162》、⑩勢人魯西亜に漂流し十二年を経て帰国す《第 1 部 159》）。

№ 51
《同志社》「播州高砂住異名天笠徳兵衛渡天物語〔薩州税所長右衛門漂流一件〕」（1 巻、【写本】所高知県立
図書館（元文元年写））。

【関連事項】書名の「播州高砂住異名天笠徳兵衛渡天物語《第 2 部 114》〔薩州税所長右衛門漂流一件《第 2
部 76》〕」より。

№ 52 
《同志社》「漂海雑誌」ヵ（5 冊付録 1 冊、※寛永-安永、日本漂流書目による）。
【関連事項】書名及び備考にある年代の幅より複数と判断。

№ 53
《同志社》「漂海叢書」（【写本】所東北大学狩野文庫（第 1 欠、4 冊）、※ 2. 文化元年魯西亜属島内ホロム
シリ島へ漂流ノ口書並外 2 種《第 1 部 173 ヵ》、3. 魯西亜国へ漂流人口書写ノ事《第 2 部 355》、魯西亜国
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船渡来始末並日本漂流人異国遍歴之話《第 1 部 166 ヵ》、4. 魯西亜船ヨリ差戻候唐太島エトロフ島番人共
南部大膳大夫家来大村次五郎吟味仕候処申上候書《?》、5. 魯西亜属島長夷マキセンケンコウリツ外男女拾
三人エトロフ島へ渡来仕候一件吟味仕候趣申上候書付《?》）。

№ 54 
《同志社》「漂客叢話」（1 冊、【写本】所尊経閣文庫、〔追加《古典》関西大学五弓雪窓文庫（「書漂客叢話後」、
「必読書題言彙纂、第 1 冊」）〕、※文政-天保、伊予遠江越中人等漂流記事）。
【関連事項】備考より複数と判断。

№ 55
《同志社》「漂船秘録」（2 巻 2 冊、【写本】所国立国会図書館（漂流記叢書 42）、※勢州幸太夫《第 1 部
159》、奥州長右衛門《第 1 部 153》等漂流）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 122 ヵ》。

№ 56
《同志社》「漂流記」（3 冊、【写本】所同志社大学、※ 1 巻 : 勢州白子村彦兵衛手船神昌丸幸太夫并磯吉事
十二ヶ年以前ヲロシアの国江漂流致し此度送来候趣糺候一件《第 1 部 159》、2 巻 :〔津太夫、儀平ら漂流者
らの聞書〕（文化 2）《第 1 部 166》、3 巻 : 西洋欧羅巴洲之内魯西亜国渡来始末并日本漂流人美国編歴之話《第
1 部 166 ヵ》）。

№ 57 
《同志社》「漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部（手島惟敏写）、※宝暦度福建漂流記等）。
【関連事項】備考の「宝暦度福建漂流記《第 1 部 122 ヵ》等」より複数と判断。

№ 58　
《同志社》「漂流記」ヵ（1 冊、【写本】所宮内庁書陵部（手島惟敏写）、※寛永度韃靼漂流記等）。
【関連事項】備考の「寛永度韃靼漂流記《第 1 部 12 ヵ》等」より複数と判断。

№ 59
《同志社》「漂流記」（1 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫、※台湾漂流記《第 1 部 132 ヵ》、志州鳥羽
流船記《第 1 部 132》、呂宋国江漂流帰朝御吟味口書写《第 2 部 343》、南洋無人嶋漂流記《第 1 部 163 ヵ》
を収む）。

№ 60
《同志社》「漂流記集」（【写本】所九州大学九州文化史研究所、※津田村勝之助噺之覚《?》、漂流事略《第 1
部 162》、寒川郡津田村百姓漂流記《?》を収む）。

№ 61
《同志社》「漂流記叢書」（【写本】119 冊、国立国会図書館本、1 日本漂流譚（活）《第 3 部 50 ヵ》、2 漂流
島物語《第 2 部 245》、3 南瓢記（版本）《第 1 部 167》、4 異国漂渡記《第 1 部 12》、5 越州三国浦新保村
住人異国物語《第 1 部 12》、6 中天竺之内馬丹嶋江漂流ノ舟水主共口書《第 1 部 24》（付広東物語 5）《第
2 部 56》、7 中天竺馬丹物語《第 1 部 24》、8 宝暦元年未十二月廿一日唐国福建省江致漂着候奥州南部之者
六人口書《第 1 部 122》、9 南部漁民漂流記《第 2 部 161》、10 享保四年筒山船漂流一件口上書《第 1 部
91》、11 異国漂流船談《第 1 部 132》、12 志州鳥羽船外国江吹流候一件《第 1 部 132 ヵ》、13 志州鳥羽小
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平治船漂流之聞書《第 1 部 132》、14 志州流船記書上写《第 1 部 132 ヵ》、15 志州鳥羽流船目録《第 1 部
132 ヵ》、16 宝暦七歳丑九月志州鳥羽布施村船頭吹流次第《第 1 部 132 ヵ》、17・18 異国漂流談（2 部）《第
1 部 132》、19 志州鳥羽船頭小平次難風吹流帰国之次第《第 1 部 132》、20 吹流志州鳥羽領小平次外国咄し

《第 1 部 132》、21 志州鳥羽船頭小平治難舟書付之写《第 1 部 132》、22 志州布施田村小平治舟唐へ流レ行
ク次第《第 1 部 132》、23 志州鳥羽船頭帰国《第 1 部 132 ヵ》、24 海難噺物語《第 1 部 132》、25 筑前国
唐泊津孫太郎漂流一件口上書《第 1 部 142》、26 唐泊浦孫三郎口書《第 1 部 142 ヵ》、27 安南国漂流記《第
1 部 146》、28・29 紀州船一葉丸漂流一件覚《第 1 部 158》、30 紀州日高郡志賀屋伝蔵舟漂流人覚書《第 1
部 158 ヵ》、31 漂流記《第 1 部 226 ヵ》、32 於路志屋江漂流記《第 1 部 159》、33 勢州白子漂民御覧御問
答記《第 1 部 159》、34 漂民御覧之記（漂民談）《第 1 部 159》、35 漂民御覧之記《第 1 部 159》、36 漂民
御覧之記（魯西亜国江漂民問答）《第 1 部 159》、37 漂民御覧之記《第 1 部 159》（付亜墨利加漂流記）、38
漂民御覧記《第 1 部 159》、39 奇観録《第 1 部 159》、40 幸太夫船一件写《第 1 部 159》、41 勢州白子船
神昌丸漂流之記《第 1 部 159》、42 異国奇談漂船秘録《第 3 部 55》、43 実録幸太夫磯吉漂泊物語《第 1 部
159》、44 神昌丸漂民記《第 1 部 159》、45 蝦夷関係記事雑纂《?》、46 孤島漂流難船日記《?》、47 賀茂村
権吉長五良唐国漂流帰国之次第《第 2 部 121》、48 漂流無人嶋始末《第 1 部 161》、49 無人嶋へ漂着一件《第
1 部 163》、50 日州志布志船漂流記《第 1 部 163》、51 環海異聞《第 1 部 166》、52 呂宋国漂流記《第 1 部
248》、53 魯西亜漂流記《第 3 部 76》、54 おろしや国江漂流人口書留《第 1 部 166》、55 奥州人魯西亜国
漂流物語《第 1 部 166》、56 欧羅巴国漂流記《第 1 部 166》、57 文化元年九月長崎渡来魯西亜船取調べの
次第《第 1 部 166 ヵ》、58 美世利国漂泊録《第 1 部 166 ヵ》、59 永寿丸魯西亜国漂着始末口上書《第 1 部
185》、60 文化十四年尾州半田村百姓吹流候一件《第 1 部 188 ヵ》、61 船長日記《第 1 部 188》、62 尾州知
多郡半田村重吉物語《第 1 部 188》、63 漂流人口書《第 1 部 226》、64 備前神力丸漂流一件《第 1 部
226》、65 漂客奇談《第 1 部 245》、66 － 68 漂客談奇（3 部）《第 1 部 245》、69 土佐漂流人口書・漂客奇
談《第 1 部 245》、70 嘉永六年丑八月漂流人直噺聞書《第 2 部 49》、北亜墨利加渡舶次第《第 2 部 61》、
71 万次郎譚和解船話 2《第 1 部 245》、72 万次郎譚和解船話坤《第 1 部 245》、73 大日本土佐国漁師漂流
記（版本）《第 1 部 245》、74 亜米利加漂流譚（活）《第 1 部 245 ヵ》、75 土州漁師帰朝記《第 2 部 144》、
76 土州人漂流記《第 1 部 245 ヵ》、77 土佐国万次郎異国物語《第 1 部 245》、78 漂流之記《第 2 部 288》、
79 土州人漂流記《第 1 部 245 ヵ》、80 日本人漂流之記《第 1 部 245》、81 亜墨利加漂流記《第 1 部 245》、
82 漂流人善助初次郎口書写《第 1 部 247 ヵ》、83 漂流人弥市之記《第 1 部 247 ヵ》、84 弘化元年天野屋手
船幸宝丸漂流一件聞書《第 1 部 253》、85 漂流舟記《第 1 部 267》、86 漂流記（版本）《第 1 部 287》、87
亜墨利加漂流記《第 1 部 287》、88 長瀬村人漂流談《第 1 部 287》、89 漂流記《第 2 部 225》、90 明治五
壬申正月廿一日漂流著信記《?》、91 漂客紀事《?》、92 環海航路日記《?》、93 航海日記《?》、94 天竺渡
天物語《第 2 部 116》、95 天竺物語《第 2 部 114》、96 高砂舟頭町徳兵衛天竺え渡り候物語《第 2 部
114》、97 天竺物語《第 2 部 114》）。

№ 62
《同志社》「漂流口書」（別「無人島漂流口書」、成寛政 9 年、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫））。
【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 160・161・163》。

№ 63
《同志社》「漂流雑記」（6 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（寛政 2・3 写）、※ 1. 中天竺馬丹島之記《第
1 部 24》、2. 寛永二十一年越前三国浦竹内藤右衛門等韃靼漂流一件《第 1 部 12》、3. 寛文十三年伊勢松坂
七郎兵衛等蝦夷漂流一件《第 1 部 29》、正徳元年肥前国商船広東漂流一件《第 2 部 89》、4. 享保四年遠江
国荒居甚八等無人島漂流一件《第 1 部 91》、5. 宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門船清国漂流始末《第 1 部
135》、明和二年常陸磯原村船頭友七等安南漂流一件《第 1 部 146》、6. 宝暦十一年仙台領木村屋茂右衛門
船清国漂流《第 1 部 135》）。
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№ 64
《同志社》「漂流雑記」（1 冊、【写本】所龍谷大学、※神昌丸漂流記《第 1 部 159》、西魯亜國漂流記《?》、
巴旦漂流記《?》、大清國漂流船志摩国布施田村小平次一件《第 1 部 132》、安南国并南京江漂流記《?》を
収録）。

№ 65
《同志社》「漂流叢書」（【写本】13 冊、国立国会図書館本、※ 1 松平薩摩守家来池永喜三左衛門同中原仲左
衛門口書《第 1 部 149》、2 越前国三国浦新保村佐内藤左衛門同子藤蔵等覚書《第 1 部 12》、3 徳兵衛天竺
物語《第 2 部 114》、4 享保十三戊申年中天竺之内馬丹嶋江流れ候水主口書《第 1 部 24》、5 西洋人が唐国
ヨリ買取シ茶之高《?》、6 ペラホ物語《第 1 部 200》、7 元文四無人嶋ヨリ帰来セル遠州荒井之者尋問記《第
1 部 91》、8 安南国漂流物語《第 1 部 146 ヵ》、9 二伊勢人の漂流記聞書《第 2 部 165》、寛政五漂民記《?》、
10 山田仁左衛門渡唐録《?》、11 阿蘭陀国々改并行状《?》、12 異国江漂流仕り候陸奥国之者四人口書《第
1 部 166》、13 文化十三丙子歳薩州漂客見聞録《第 1 部 190》）。

№ 66
《同志社》「漂流日記」（【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫）、※天明 5─寛政 2、土州鏡の郡赤岡浦
松尾儀七船船頭水主 4 人）。

【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 160・161・163》。

№ 67
《同志社》「北辺探事」（2 冊、別「魯国日本交通史・北辺秘録」、成文化 3 年、著大槻玄沢、【写本】所国立
国会図書館、国会図書館支部内閣文庫（林氏蝦夷紀事抄録・江戸元文 4 年己未御記録を付す）（補遺、4 冊）、
国会図書館支部静嘉堂文庫（補遺共 1 冊）、京都大学、早稲田大学（補録抄録 1 巻・補遺 3 巻共 5 冊）、東
京大学史料編纂所（「北辺秘録」、桑名松平家蔵本写 1 冊）（「魯国日本交通史」、東京都大槻文彦蔵本写 5 冊）

（補遺、1 冊）、北海道庁（「魯西亜聞書」、1 冊）（5 冊）（1 冊本 2 部）、宮城県図書館（1 冊）、宮城県図書
館伊達文庫（1 冊）、浅野図書館（1 冊）、桑名松平家（「北辺秘録」、1 冊）、〔追加《北方》〕、【活字】『北門
叢書 6』）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 159・166》。

№ 68
《同志社》「北門叢書」（大友喜作解説・校訂、北光書房、昭和 18～19 年、6 冊、※第 4 環海異聞（大槻玄沢）
《第 1 部 166》、第 6 北槎異聞（篠本廉）《第 1 部 159》、北辺探事（大槻玄沢）《第 1 部 159・166》、北辺
探事補遺（同）《?》）。

【関連事項】書名の検索による《第 2 部 395》。

№ 69
《同志社》「無人しまへ漂着之もの吟味書」（【活字】荒川秀俊編『近世漂流記集』（法政大学出版局、
1969））。

【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 160・161・163》。

№ 70
《同志社》「無人島談話」（2 巻付 1 巻 3 冊、成寛政 9 年自跋、著曾槃編、【写本】所国立国会図書館（2 巻付
1 巻 1 冊、2 部）、国立国会図書館白井文庫（2 巻付 1 巻 1 冊）、国会図書館支部内閣文庫（明治写、琉球人
漂着記を付す、2 巻付 1 巻 1 冊）（3 冊）、国会図書館支部静嘉堂文庫（2 巻 1 冊）（続海外異聞の内）（2 部）、
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国会図書館支部東洋文庫岩崎文庫、宮内庁書陵部（5 冊）（片玉集続集 27）、東京国立博物館（江戸末期写）（3
冊）、九州大学（1 冊）、京都大学（2 巻付 1 巻 2 冊）、東京大学（2 冊）、東北大学狩野文庫、西尾市立図書
館岩瀬文庫（1 冊）、市立刈谷図書館（3 冊）（5 冊）、杏雨書屋（東博蔵本写）、神宮文庫図書館、高木文庫、
無窮会神習文庫（4 巻 2 冊）、｛旧｝彰考館文庫（2 冊）、【活字】『校訂漂流奇談全集』（続帝国文庫）、※寛
政元年志布志住吉丸）。

【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 160・161・163》。

№ 71
《同志社》「無人嶋之記」（2 冊、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（文政 4 年写）、※享保 4・天明 5・7）。
【関連事項】享保 4 年・天明 5・7 年における無人島漂流のものによる《第 1 部 91 ヵ・160 ヵ・161 ヵ》。

№ 72　
《同志社》「無人嶋漂流記」（【写本】所宮内庁書陵部（池底叢書 94）、【活字】荒川秀俊編『異国漂流記集』（吉
川弘文館、昭和 37 年））。

【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 91・103・127・133・160・161・163》。

№ 73
《同志社》「無人嶋より帰国之者御調書上」（【活字】荒川秀俊編『異国漂流記集』（吉川弘文館、昭和 37 年））。
【関連事項】書名及び活字本の検索による《第 1 部 91・103・160・161・163》。

№ 74
《同志社》「迷復記」（成安永 9 年序、著菊荘翁編、【写本】所国会図書館支部内閣文庫（12 冊）（残欠、1 冊）、
宮内庁書陵部（松前東蝦夷地阿魯西亜人来船を付す、片玉集後集 17-19）、東北大学狩野文庫（7 巻 7 冊）、
岩手県立図書館（内閣蔵本写 1 冊））。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 124 ヵ・146 ヵ・153 ヵ》。

№ 75
《同志社》「魯西亜国漂流二実記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館、※督乗丸魯国漂流記《第 1 部 188》、
漂客柬察加出奔記《第 1 部 173》）。

№ 76
《同志社》「魯西亜漂流記」（1 冊、【写本】所国立国会図書館（寛政 5、漂流記叢書 53）、日本学士院、九州
大学（「魯西亜漂流記」、文化 14）、京都大学（文化 9）、東京教育大学、東京大学史料編纂所（「薩人喜三左
衛門以下廿三人魯西亜漂流紀」《第 1 部 185》、文化 9-14、2 冊）、東京都立日比谷図書館近藤文庫（仙台津
太夫等《第 1 部 166》、大正写）、宮城県図書館（「露西亜漂流記」）、宮城県図書館小西文庫（寛政 5）、穂久
邇文庫（寛政 5、弘化 2 写）、無窮会神習文庫（寛政 4-6）、｛旧｝彰考館文庫（2 冊）（巻 3 のみ））。

№ 77 
《国書補遺》「御領内江唐船朝鮮舟琉球舟漂着并沖合見掛調帳」ヵ（1 冊、成天保 14 年、【写本】所県立長崎
図書館）。

【関連事項】書名より複数と判断。

№ 78　
《北方》「異舶航来漂民帰朝紀事」（成文化 4 年、【写本】、※伊勢、仙台漂流民のことを諸記録や諸本より抄
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写す）。
【関連事項】備考の伊勢《第 1 部 159》、仙台漂流民《第 1 部 166》より。

№ 79　
《北方》「異舶航来漂民帰朝紀事」ヵ（成文化 4 年、【写本】、※安永 7、8 年飛騨屋請負場所へロシア人渡来、
ラクスマン使節、レザノフ使節の日本来航、その他漂流民からの聞書などを諸書より抄写したもの。大黒屋
光太夫についてはキイタップ惣支配人、御船手水主組頭、根室より福山まで同行した幕吏らによる聞書きを
含む）。

【関連事項】備考の大黒屋光太夫《第 1 部 159》、レザノフ《第 1 部 166 ヵ》より。

№ 80 
《北方》「蝦夷旧聞 上・下」ヵ（2 冊、成安政元年序、著鈴木善教、※群書中より蝦夷地に関する記事を抜
萃し、惣説、服従、漂流、魯西亜侵蝦夷等の項に分けて記す）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 81 
《北方》「蝦夷見聞誌 巻 1-29」ヵ（29 巻 10 冊、著林子平ヵ、【写本】、※「三国通覧図説」をもとにし、こ
れに松前の商人や船乗り、漂流民の話や逸話を混えて、蝦夷地の沿革、人物、風俗習慣、言語、動植物など
を詳説す）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 82　
《北方》「蝦夷草紙附録」（成寛政 2 年、著最上徳内、【写本】、※「蝦夷草紙」中の「附録」を抜萃す。エト
ロフ、ウルップ、カムサスカ、チュクチ国、ロシア人イジュヨゾフのこと、南部漂流民のことなどを記す）。

【関連事項】書名の検索による《第 1 部 112・128・136・142 ヵ》。

№ 83
《北方》「蝦夷地文化秘密録 上・下」（8 巻 2 冊、【写本】、※巻 2 は「漂民御覧之記」に同じ《第 1 部 159》。
巻 3 は仙台領漂流民送還一件《第 1 部 166 ヵ》、巻 4-8 は文化丁卯事件をめぐる幕府の対策、東北諸藩の
蝦夷地出兵などを文書によって記す）。

№ 84 
《北方》「外事（外泊・漂流）」ヵ（北海道志 第 22 冊（巻 30-31））。
【関連事項】「開拓使が編集した地理、風俗、政治、産業、物産の全般にわたる大部の北海道地誌で、廃使後
大蔵省で刊行」という北海道志の説明及び書名より複数と判断。

№ 85　 
《北方》「紀州熊野浦江異船漂着之事」ヵ（【写本】（合冊・附属資料 : 松前船漂流大清着岸之事、異国船漂
着届並被仰渡之事）、※寛政 3 年紀州熊野大嶋浦に到来した異国船 2 隻のこと、天明 8 年漂流して清国恵州
へ漂着した松前船のこと《第 1 部 162》、寛政 3 年筑前、長門、石見の沖に現れた異国船のことなどを記す）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 86　 
《北方》「近世瑣録」ヵ（【写本】、※「柳営年中行事」のほか、「京極丹後守殿領地被召上一件」、「宝暦十四
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年通詞鈴木伝蔵報父仇朝鮮才天蒼話」など江戸時代の雑話を収録す。他に「寛文年中勢州松阪七郎兵衛等蝦
夷島漂流之話」《第 1 部 29》を含む）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 87　
《北方》「狄艦事略 巻 1─9（巻 2 欠）」（8 冊、著菴原カン斎（道麿）撰、【写本】、※ロシア人の千島南下、
元文の黒船、ラクスマン・レザノフ両使節の来航、文化丁卯の変、ゴロヴニーン捕囚事件など文化 11 年ま
でのロシア関係の記事を文書によって叙述す。巻 8-9 は文化 13 年ロシア船によりエトロフ島へ送還された
督乗丸と永寿丸の水主たちの漂流記）。

【関連事項】備考のラクスマン《第 1 部 159 ヵ》、レザノフ《第 1 部 166 ヵ》、督乗丸《第 1 部 188》、永寿
丸《第 1 部 185》より。

№ 88 
《北方》「幕末外交書目」（成安政 6 年頃、※前書は江戸時代の海防、漂流、蝦夷誌、異国情報、条約関係な
どについての約 300 点の文献を列記）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 89　
《北方》「尾州名古屋紺屋町小嶋屋庄右衛門船千二百石積督乗丸難船之始末」（成文化 13 年、著小栗重吉、【写
本】、※文化 10 年 10 月江戸より帰航の途中伊豆沖で暴風に逢い、1 年 4 ケ月の漂流ののち英国船に救助され、
カムチャッカから薩摩の永寿丸の乗組員らとともにロシア船で帰国した督乗丸船頭長右衛門（重吉）と水主
音吉の口書。同じく薩州船永寿丸の船頭喜三左衛門ら 3 人の申口も含む）。

【関連事項】備考の督乗丸《第 1 部 188》、永寿丸《第 1 部 185》より。

№ 90　 
《北方》「ベニョフスキー書簡和解」ヵ（※「天明壬寅年幸太夫魯西亜漂流記」等を含む）。
【関連事項】備考の「天明壬寅年幸太夫魯西亜漂流記《第 1 部 159》等」より複数と判断。

№ 91　 
《北方》「北辺紀聞」ヵ（成寛政 5 年、著木村謙次、【写本】、※ロシア人の千島・蝦夷地来航、南部漂流民
などの情報を記す。ロシア領域図・蝦夷地図を付す。末尾には江戸の儒者吉田篁トンより立原翠軒宛のラク
スマン使節に関する情報を記した書状写を付す）。

【関連事項】備考のラクスマン《第 1 部 159 ヵ》、南部漂流民などより複数と判断。

№ 92 
《北方》「北虜志 上・下 巻 1-8」ヵ（8 巻 2 冊、成安政 3 年、著豊田亮（天功）、【写本】、※水戸彰考館総
裁の豊田亮が、藩命によってロシアの歴史・地理・日本漂流民からの伝聞・ゴロヴニーン捕囚事件のことな
どを諸書中より編集し、漢文で記したもの）。

【関連事項】備考より複数と判断。

№ 93
《北方》「本朝要石」ヵ（【写本】、※「伊勢国漂流民於吹上御物見上覧の事」に始まり、ラクスマン、レザノ
フ両使節の来航一件、文化 3-4 年ロシア船の北辺襲撃事件、東北諸藩の出兵および若年寄堀田正敦の蝦夷
地出張などを記す）。
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【関連事項】備考の「伊勢国漂流民於吹上御物見上覧の事」《第 1 部 159》、レザノフ《第 1 部 166 ヵ》より。

№ 94　
《北方》「魯西亜一件（附録）」ヵ（成文化 4 年、【写本】、※寛政元年のメナシ・クナシリ騒動、同 4 年のラ
クスマン使節来航、大黒屋光太夫の漂流次第、同 11 年幕府の東蝦夷地上地、文化元年レザノフ使節の長崎
渡来、文化 3-4 年ロシア船の北辺襲撃事件などについての文書、書簡、風聞写を集めたもの）。

【関連事項】備考の大黒屋光太夫《第 1 部 159》、レザノフ《第 1 部 166 ヵ》より。

№ 95
《海洋》「異國漂着集」（1 冊、【写本】、※定西法師傳并琉球国之事《?》、印度の内バタン国へ漂着人物語之
事《第 1 部 24》、蝦夷乱記《?》、寛文十三年蝦夷国風書附《第 3 部 9》、長崎濱田彌兵衛阿蘭陀人を生捕之
事《?》、シンモンス後家おはる文の事《?》、廣東へ漂着覚書《第 1 部 77》、人員郷貫すべて不記才、越前
新保村韃靼へ漂着之事《第 1 部 12》）を収録。

№ 96
《海洋》「異國漂着舩話 一～六」（6 冊、【写本】、※一 : 朝鮮國ヨリ三使来朝之事 附呂宋國舩漂着之事《?》、
異邦の商舩江御朱印取下事《?》、越前国新保村竹内藤右衞門舩、國田兵右衞門舩韃靼江漂流之事《第 1 部
12》、二 : 讃岐國高松之舩嶋國へ漂着之事《第 1 部 7》、江戸堀江町宮本善八舩無人嶋へ漂着之事《第 1 部
103》、豆州□嶋之事《?》、三 : 伊勢國松坂七郎兵衞異國江吹流され夫より蝦夷へ渡りし事《第 1 部 16》、
蝦夷の國風并産物之事《?》、松前志摩守殿家系の事《?》、蝦夷一揆騒動松前より征伐之事《?》、壊疽雑談
之事《?》、四 : 蝦夷の雑談乃事 松前の産物蝦夷島説《?》、薩摩國の舩琉球の回米を積難風ニ逢異國へ漂着
の事《第 1 部 106》、琉球国中山王の委説《?》、五 : 志摩國鳥羽の小平次臺湾國江漂着之事《第 1 部 132》、
奥州大笹村武右衞門舩南通州江漂着之事《第 1 部 135 ヵ》、六 : 奥州津軽郡石崎村治右衞門舩朝鮮國へ漂着
之事《第 1 部 129》）。

№ 97
《海洋》「異国漂流人帰国之記」（1 冊、【写本】、※志州船漂流人帰国之事《第 1 部 132》、藝□漂流人帰国之
事《第 1 部 175》、奥州漂流人帰国之事《第 1 部 166》、豫州漂流人帰国之話《第 1 部 223》）。

№ 98
《海洋》「紀州天壽丸露國漂流記」（1 冊、【写本】、※天壽丸漂流記《第 1 部 267》、天壽丸異聞別録《第 1 部
267》、極密内存《第 1 部 267》、附録 一葉丸心得の趣《第 1 部 158》）。

№ 99
《海洋》「漂流記 上・下」（2 冊、【写本】、※上 : 永壽丸《第 1 部 185》、督乗丸《第 1 部 188》、神昌丸《第
1 部 159》、下 : 神昌丸《第 1 部 159》）。

№ 100
《海洋》「槃游餘録漂流記叢」（1 冊、※清次郎等呂宋漂流記《第 1 部 125》、南部長吉ハラオ漂流記《第 1 部
200》、薩永寿丸北海漂流記《第 1 部 185》、紀州寅吉等十三人魯國漂流記《第 1 部 267》、播州萬次郎等米
國漂流記《第 1 部 245》、遠州仙太郎唐土ヨリ帰ル《第 1 部 242》、阿州幸宝丸外舩ニ救ワル《第 1 部
253》）。
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№ 101
《その他》「石井研堂コレクション 江戸漂流記総集」（6 巻、山下恒夫再編、日本評論社、1992─1993 年、
※第 1 巻 : 元和漂流記《第 1 部 4》、讃州船島国脱航談《第 1 部 7》、唐国漂着記事二篇（台州漂客記事《第
1 部 2》、番人打破船《第 1 部 82》）、韃靼漂流記《第 1 部 12》、勢州船北海漂着記《第 1 部 16》、馬丹島漂
流記《第 1 部 24》、阿州船無人島漂流記《第 1 部 25》、薩州船清国漂流談《第 1 部 106》、十三夜丸台湾漂
流記《第 1 部 123》、津軽船朝鮮江陵漂着記《第 1 部 129》、日州船漂落紀事《第 1 部 64》、遠州船無人島
物語《第 1 部 91・103》、無人島漂着八丈島浦手形ほか《?》、無人島談話《第 1 部 160・161・163》、鳥島
物語《第 1 部 160・161・163》、寛政無人島漂民浦賀番所口書など《第 1 部 160・161・163》、土州人長
平漂流日記《第 1 部 160》、山田仁左衛門渡唐録《?》、徳兵衛天竺物語《第 2 部 114》、じゃがたら文《第
2 部 86》と阿蘭陀文《第 2 部 39》、第 2 巻 : 志州船台湾漂着話《第 1 部 132》、奥州荒浜船南通州漂着始末

《第 1 部 135》、吹流れ天竺物語《第 1 部 142》、南海紀聞《第 1 部 142》、安南国漂流物語《第 1 部 146》、
奥州人安南国漂流記《第 1 部 145》、南瓢記（大乗丸漂民口書）《第 1 部 167》、薩州人唐国漂流記《第 1 部
149》、一葉丸福州漂流記（心得の趣き）《第 1 部 158》、松前船松栄丸唐国漂流記《第 1 部 162》、漂客紀事

《?》、難船奇聞《第 2 部 151 ヵ》、第 3 巻 : 大黒屋光太夫ロシア漂流一件（幸太夫・磯吉取糺しの事・漂民
御覧記・雑録・磯吉物語）《第 1 部 159》、竹内徳兵衛魯国漂流談《第 1 部 112》、享和漂民記《第 1 部
173》、永寿丸魯国漂流記《第 1 部 185》、督乗丸魯国漂流記《第 1 部 188》、船長日記《第 1 部 188》、松
前人韃靼漂流記（松前漂民口書）《第 1 部 169》、青森港儀兵衛漂流始末口書《第 1 部 170》、芸州善松異国
漂流記《第 1 部 175》、文化十三丙子歳薩州漂客見聞録《第 1 部 190》、豊長筑三領唐船漂流の記《?》、第
4 巻 : ペラホ物語《第 1 部 200》、越前船宝刀丸清国漂着覚書き《第 1 部 219》、融勢丸唐流帰国記《第 1
部 223》、神力丸馬丹漂流口書《第 1 部 226》、漂客寿三郎庄蔵手簡《第 1 部 237》、漂民送還ニ就テノ上書《?》、
呂宋国漂流記《第 1 部 248》、亜墨新話《第 1 部 247》、阿州船幸宝丸漂流記《第 1 部 253》、乙巳漂客記聞《第
1 部 253・254》、嘉永船便加羅物がたり《第 1 部 288》、広東漂船雑記《?》、第 5 巻 : 中浜万次郎漂流一件

（漂客談奇・島津斉彬書簡四通・長崎奉行所吟味書 一・長崎奉行所吟味書 二・中ノ浜庄屋ら三名聞書き・〈附
録〉中浜万次郎帰朝後履歴書）《第 1 部 245》、満次郎漂流記《第 1 部 245》、紀州船米国漂流記《第 1 部
267》、紀州天寿丸露国漂流記（天寿丸漂民の帰国後関係文書）《第 1 部 267》、漂流記《第 1 部 287》、播州
人米国漂流始末《第 1 部 287》、銚子湊御城米荷打ち吟味一件《?》、漂流譚雑筆《?》、第 6 巻 : 環海異聞《第
1 部 166》）。

№ 102
《その他》「漂流奇談集成」（加藤貴校訂、国書刊行会、1990 年、※台州漂客記事《第 1 部 2》、阿州船無人
島漂流記《第 1 部 25》、番人打破船《第 1 部 82》、竹内徳兵衛魯国漂流談《第 1 部 112》、志州船台湾漂着
話《第 1 部 132》、奥人安南国漂流記《第 1 部 146》、薩州人唐国漂流記《第 1 部 149》、幸太夫大全《第 1
部 159》、松栄丸唐国漂流記《第 1 部 162》、無人島談話《第 1 部 160・161・163》、鳥島物語《第 1 部
160・161・163》、南瓢記《第 1 部 167》、松前人韃靼漂流記《第 1 部 169》、唐土漂流記《?》、漂客柬察
加出奔記《第 1 部 173》、永寿丸魯国漂流記《第 1 部 185》、督乗丸魯国漂流記《第 1 部 188》、薩州漂客見
聞録《第 1 部 190》、ペラホ物語《第 1 部 200》、漂流人書状写《第 1 部 237 ヵ》、紀州船米国漂流記《第 1
部 267》）。
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